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御 注意 

(1) 本 書 の 内 容 の 一 部 又は 全部 を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま 
す 。 

(2) 本 書 の 内 容 に 関し て は 将来 予告 な し に 変更 する こと が あり ます 。 

(3) 本 書 は 内 容 に つい て 万 全 を 期し て 作成 いた し まし た が , 万 一 御 不審 
な 点 や 誤り , 記載 も れ な ど お 気 付き の こと が あり まし た ら 御 連絡 下さ 
(4) 運用 し た 結果 の 影響 に つい て は (3) 項 に か か わら すず 責 任 を 負い か ね ま 
す の で 御 了 承 下 さい 。 

(5) 乱 ], 沙 十 は お 取り 奉 え 致し ます 。 
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は じ め に 


この た び , FC-8801MKII を お 買い 求め いた だ きま し て あり が と う ご ざ 
いま す 。 

日 本 電気 は , PC-8000 シ リー ズ を 始め 数 多く の パー ソナ ルコ ンピュータ 
を 発売 し て まい り ま し た 。 各 シリ ー ズ と も , その 特徴 を 生か し , ホビ ー か 
ら ビ ジネス まで 幅広 く 利用 され て お り ま す 。 

PC-8801MKI は , 最新 の 技術 を も と に , PC-8801 を コン パク ト 化 し , ロー 
コス トマ シー ン と し て 製品 化し た も の で す 。 


注意 事項 


⑨⑥ 電 源 に 関す る 御 注意 

(1) 電源 スイ ッ チ を 一 度 「OFF」 に し た と き は 5 秒 以 上 経っ て か ら 「ON」 
に し て 下さ い 。 電源 ス イッ チ が 「ON」 の 状態 で 電源 プラ グ を 抜い た 
と きも 同様 に 5 秒 以 上 経っ て か ら 電 源 プ ラグ を 差し 込ん で 下さ い 。 

(2) 電源 は 必ず AC100V(50Hz あ る い は 60Hz) を 使用 し て 下さ い 。 

(3) 電源 コー ド を 抜き 差し する 場合 は 必ず プラ グ の と ころ を 持っ て 行っ 
て 下さ い 。 

⑨⑥ 保管 お よび 使用 環境 に 関す る ご 注意 

1) 本 機 は 温度 上 昇 を 防ぐ た め , ケー ス に 通風 孔 が 開け て あり ます の で , 
通風 備 を ふさ い だ り , 風 通し の 悪い 場所 で の ご 使用 を さけ て くだ さい 。 
又 本 機 を 極端 な 高温 下 や 低温 下 ま た は 温度 変化 の 激しい 場所 で 保管 及 
び 使 用 する こと は さけ て 下さ い 。 

(2) 本 機 を 直射 日 光 の 当る 場所 や 発熱 を する 器具 の 近く で 保管 お よび 使 
用 する こと は さけ て くだ さい 。 

(3) 本 機 を 極端 に 湿気 の 多い 場所 や , ほこ り の 多い 場所 で 保管 お よび 使 
用 する こと は さけ て 下さ い 。 

(4) 本 機 は 精密 な 電子 部 品 で で き て いま す の で , 衝撃 を 加え た り , 衝撃 , 
振動 の 加わ る 場所 で の 保管 お よび 使用 する こと は さけ て 下さ い 。 

(5) 本 機 の 内 部 に 水 や 液状 の も の , 金属 類 が 入っ た 状態 で ご 使用 に な り 
ます と 危険 で す の で , 異物 が 入ら な いよ う ご 注 意 下 さい 。 

(6) 薬品 の 雰囲気 中 や 薬品 に 触れ る 場所 で の 保管 お よび 使用 する こと は 
避け て 下さ い 。 

(7⑦) 本 機 を 解体 し た 状態 で 保管 お よび 使用 する こと は , 故障 や 感電 の 原 
因 に な り ま す の で お や め 下 さい 。 

(8) 本 機 の 上 に 重い 物 を 置い た 状態 で 保管 お よび 使用 する こと は さけ て 
下さ い 。 

(9) ラジ オ や テレ ビ な どの すぐ そば で 使用 し ます と , ラジ オ や テレ ビ に 
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雑音 が 入る こと が あり ます 。 ま た , 強い 磁界 を 発生 する 装置 な ど が 近 
くに あり ます と , 逆 に 本 機 に 雑音 が だ 入っ て くる こと が あり ます 。 こ の 
よう な 場合 は 離し て ご 使用 くだ さい 。 

(0) PC-8801MKI は , 本 体 後部 に アー ス 端 子 が 備わっ て いま す 。 ア ー 
ス 線 が 配線 され て いる 場所 で は アー ス を 取る こと を お 勧め し ます 。 

⑨ そ の 他 

(1) 本 機 の 汚れ は や わら か い 布 に 水 また は 洗剤 を 含ま せ て 軽く ふい て 下 
きい 。 ベ ンジ ン , シン ナー な ど ( 揮 発 性 の も の ) や 楽 品 を 用 いて ふい た 
り し ます と 変形 や 変色 の 原因 に な る こと が あり ます 。 ま た 殺虫 剤 な ど 
を か けた 場合 で も 変形 や 変色 の 原因 に な る こと が あり ます の で , こ 注 
意 下さ い 。 

⑥ 異 常 。 故障 の 場合 

(1) 故障 や 異常 (臭い が し た り , 過熱 し て いた り ) に 気付 いた と き は , 直 
ち に 電源 コー ド の プラ グ を 抜い て , お 買い 求め の 販売 店 ある い は も よ 
り の Bit-INN に ご 相談 下さ い 。 


間 
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第 1 草 
概 


吊 
テ 


この 章 で は , PC-8801MKI の 付属 品 の 使い 方 と この マニ ュ ア ル の 見 
方 に つい て 説明 し ます 。 


1.1 付属 品 の 使い 方 


PC-8801MKIHI に は , 次 の よう な 付属 品 が 添付 され て いま す 。 


・ キ ー ボ ー ド (1 個 ) 
・ ケ ー ブ ル ( 3 本 ) 
・ マ ニュ アル (3 冊 ) 


・ ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク (2 枚 ) ま た は , カセ ッ ト テ ー プ (1 本 ) 


これ ら の 使い 方 は , 次 の 表 の と お り で す 。 





用 途 
本 体 に 接続 し て , 文字 な 
どの 入力 に 使い ます 。 
4.3(1) 参 照 








電源 ケー ブル 


本 体 に , AC100V の 電源 
を 供給 する ケー ブル で す 。 
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朋 途 





モノ クロ デイ ジン 
プレ イ 用 ケー 
ブル 
(PC-8092 ) 


本 体 と 専用 の モノ クロ デ 
ィ ス プレ イ を 接続 する ケ 
ーー プッ ルル で す 。 

4.3(②) 参照 





カセ ッ ト テ ー 
プレ コー ダ 用 
ケー ブル 
(PC-8093 ) 


本 体 と ,。 カセ ッ ト テ ー プ 
レコ ー ダ を 接続 する ケー 
ブル で す 。 

4.3(5) 参照 





PC-8801MKI 
ユー ザー ズ マ 
ニュ アル 


周辺 装置 と の 接続 基本 
的 な 操作 法 な ど に つい て , 
ぜひ 知っ て お いて いた だ 
きた いこ と が 書か れ て い 
まず 。 





BASIC リ ファ 
レン スマ ニュ 
アル 


PC-8801MKI の プロ グラ 
ミン グ 言 語 で ある N-BASIC, 
Nss-BASIC の 文法 書 で す 。 





BASIC クイ ッ 
クリ ファ レン 
ス 





「BASIC リフ ァ レ ンス マ 
ニュ アル 」 を コン パク ト に 
まとめ た 小冊子 で す 。 





ざさ ぷ へ NACSE ロ NII/Z 





NssBASIC の ディ スク 版 
で ある NssDISK-BASIC 
の ディ スク コー ド お よび , 
ユー ティ リティ プロ グラ ム 
が 入っ て いま す 。 

付録 5.1 参 照 





NssDISK- 
BASIC ゲー 
ム デ ィ ス ク 








NssDISK-BASIC 上 で て 動 
作 す る ゲー ム が 入っ て い 
ます 。 

付録 5.1 参 照 





用 途 


PC-8801MKI を 紹介 する 
た め の デ モン スト レー ショ 





ンプ ログ ラム が 入っ て い 
ます 。 
付録 5.2 参 照 








機種 に よっ て 添付 品 が 一 部 異な り ま す 。 
*) PC-8801MKIH model 20, model 30 の み 添 付 。 
※*※) PC-8801MKII model 10 の み 添 付 。 





1.2 この マニ ュ ア ル の 内 容 と 使い 方 


この マニ ュ ア ル は , 梱包 箱 を あけ た あと は じ め に 読ん で いた だ きた い マ 
ニュ アル で す 。 第 1 章 か ら 順 に 読ん で いた だ けれ ば , 周辺 装置 の 接続 の し 
か た , 起動 方 法 , 基本 的 な 操作 方 法 。PC-8801MKI の 機能 な ど が ご 理解 
いた だ ける と 思い ます 。 

基本 的 な 操作 や 機能 を 前 半 で , 応 用 的 な 事柄 を 後半 で 説明 し て あり ます 。 
・ 第 2 章 一 第 8 章 

PC-8801MKII の 設置 方 法 , 起動 方 法 , 操作 方 法 な ど に つい て 説明 し 

て あり ます 。 必ず 読ん で くだ さい 。 

・ 第 9 章 一 第 15 章 

応用 的 な , PC-8801MKI の 使用 法 や , 機能 の 拡張 に つい て の 説明 で す 。 

BASIC を 使っ て プロ グラ ム を 作る と き や , ター ミナ ルモード と し て 使う 

と き に 参照 し て 下さ い 。 

各 章 の 使い 方 は , 次 の と お り で す 。 














・ シ ステ ム を 組む まで … ereoeoete… 第 1 章 , 第 2 章 , 第 3 章 , 第 4 章 , 
第 8 章 

・ 起 動 と 基本 操作 …… パ ーー 第 5 章 , 第 6 章 , 第 7 章 

・BASIC で プロ グラ ム を 作る と き ……… 第 9 章 , 第 10 章 , 第 11 章 , 第 12 章 

・ 機 械 語 モ ニタ の 使い 方 … で "ドー 第 13 章 

・ タ ー ミ ナル モー ド の 使い 方 …………… 第 14 章 

・ 拡 張 命令 の 使い 方 …… ド ーー 第 15 章 


1.3 この マニ ュ ア ル で 使わ れ て いる 記 号 


この マニ ュ ア ル で は , わか りや すく 説明 する た め に , 次 の 記号 を 使っ て 


いま す 。 


童 | | 吉 | | 準 | wu 
通 BS 因 
| | 強 | | き 


解説 


PC-8801 と 
ら べ て 


へ 


XXXXH 


リタ ー ン キー の 入力 を 表し ます 。 

ぜひ 覚え て お いて いた だ きた い 事 柄 が 書か れ て いま す 。 
使用 例 な ど を 表し ます 。 

特に 注意 が 必要 な 事柄 で ある こと を 表し ます 。 
参照 し て いた だ きた い 関 連 項 目 を 表し ます 。 

用 語 な ど に つい て 解説 し て いま す 。 


PC-8801MKII と PC-8801 を くら べ て どこ が どう ちがう か 
を 表し ます 。 


数 字 に H を つけ て 16 進 数 を 表し ます 。 


スペ ー ス を 表し ます 。 
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2. 


第 2 草 
PC-8801MKII の 特長 


1 ハー ドウ ェ ア の 特長 


PC-8801MKI の ハー ドウ ェ ア の 特長 と し て 以下 の よう な も の が あり ま 


す 。 


① PC-8801 と の ハー ド 的 な 互換 性 


・PC-8801MKII =PC-8801 填 PC-80S31 漢字 ROM 
・PC-8800 シ リー ズ の 周辺 装置 が 使え ます 。 
CPU に PD780C-1 を 2 使用 
・ メ イン CPU… メ イン メモ リ の コン トロ ー ル , 画面 制御 , キー 制御 , 
割込み コン トロ ー ル な ど 
・ サ ブ CPU……5"FDD の コン トロ ー ル 
202K バ イト の メモ リ を 標準 実装 
・ROM ……N-BASIC お よび モニ タ 32K バ イト 


Nss-BASIC 40K バ イト 
5"FDD の 制御 2K バ イト 
・RAM…… メ イン メモ リ 64K バ イト 
グラ フィ ッ ク 用 VRAM 48K バ イト 
サブ CPU 用 メモ リ 16K バ イト 


漢字 ROM を 内 蔵 し て お り , 日 本 語 の 表示 が 可能 

強力 な グラ フィ ックス 機能 
・640X200 ド ッ ト ( 8 色 カ ラー 1 ペー ジ 又 は , 白黒 3 ペー ジ ) 
・640X400 ド ッ ト ( 白 黒 1 ペー ジ ) 
・ テ キス ト 画 面 と グラ フィ ックス 画面 の 合成 表示 が 簡単 に で きま す 。 
・ パ レッ ト 機 能 に より 多彩 な カラ ー 表 示 が 可能 で す 。 

ミニ ・ フ ロッ ピ ィ ディ スク (内 蔵 ) に より , 大 量 の デー タ を 高速 に 処 
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理 す る こと が 可能 

・model 20 に は 1 ドラ イブ ,model 30 に は 2 ドラ イブ の ミニ フロ ッ ピ 
ィ デ ィ ス ク が 内 蔵 さ きれ て いま す 。 

⑦ 和 柔軟 な 拡張 性 

・ 拡 張 用 スロ ッ ト に より 種々 な イン タフ ェ ー ス ・ ボ ー ド を 接続 する こ 


と が で きま す 。 
⑧ 豊富 な イン タフ ェ ー ス 機能 


ーー チイ ホッ 光 聞 光 ッ イジ タマ ェ ー ス 
・ プ リン タ ・ イ ンタ フェ ー ス (セン トロ ニク ス 社 仕様 に 準拠 ) 
・ シ リア ル ・ イ ンタ フェ ー ス (RS-232C 規 格 に 準拠 ) 
・ 汎 用 入 ・ 出 力 ポ ー ト (バー コー ド ・ リ ー ダ 接続 可能 ) 
⑲⑨ 場所 を と ら な い コ ン パ クト な ボディ ー で , 縦 置き , 横 置き が 可能 


PC-8801 と 
くら べ て 


PC-8801 と PC-8801MKI の 相 異 点 は 次 の と お り で す 。 


PC-8801 


PC-8801MKI 





ミニ フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディ スク ・ イ ンタ 
フェ ー ス の み 内 蔵 


ミニ フロ ッ ピ ィ イデ ヂ ディスク ・ ド ライ ブ 
内 蔵 (model 20, model 30 ) 





内 蔵 ス ピー カー の 音量 調節 不可 


内 蔵 ス ピー カー の 音量 調節 可 





拡張 用 スロ ッ ト 4 スロ ッ ト 


拡張 用 スロ ッ ト 3 スロ ッ ト 





汎用 1/O0 ポー ト と カセ ッ ト イ ンタ 
フェ ー ス の コネ クタ が 共用 


| カモ ッ ト イ ンタ フェ ー ス 用 コネ クタ 


と 汎用 1/O ポー ト 用 コネ クタ が 独立 





漢字 ROM ボー ド が オプ ショ ン 


漢字 ROM を 内 蔵 





メモ リ ・ ウ ェ イ ト 用 ディ ッ プ スイ 
ッ ナ な し 





メモ リ ・ ウ ェ イ ト 用 ディ ッ プ スイ ッ 
チ あ り 





ボー ダー カラ ー の 機能 あり 


ボー ダー カラ ー の 機能 な し 





2.2 ソフ トウ ェ ア の 特長 





PC-8801MKII に は , BASIC の 他 に , 便利 な ユー ティ リティ ブロ グラ ム な 
ど が 付属 し て お り , 手 に し た その 日 か ら , 様々 な 用 途 に 使え ん る よう に な っ 
て いま す 。 

① 他 の PC シリ ー ズ と 互換 性 の ある BASIC 

・N-BASIC と Nas-BASIC の 2 つの BASIC が 使え , 現在 数 多く 流通 し て い 
る PC-8001, PC-8801 用 の ソフ トウ ェ ア の ほとん ど が その まま 利用 
で きま すま 

② 拡張 命令 パッ ケー ジ 

・Ns-BASIC に 拡張 命令 パッ ケー ジ を 付加 する こと に より , ター トル 
グラ フィ ッ ク 機 能 や .、 サウ ンド 機能 が 追加 され ます 。 

③ その 他 の アプ リケーション ソフ トウ ェ ア 半 * 

・ そ の 他 に , パソ コン の 使い 方 を 教え て くれ る チュ ー タ ー( パ ソコ ン 
家庭 教師 プロ グラ ム ) や , アド ベン チャ ー ゲ ー ム な ど が 付い て いま 
まぁ 

*) PC-8801 用 の ソフ トウ ェ ア で , PC-8801MKI で は 一 部 同じ よう に 動 

作 し な いも の が あり ます 。 

**) model 20, model 30 の み 。 
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第 3 章 
シス テム 構成 


PC-8801MKI は , 本 体 だ け で は 何 の 役 に も た ち ま せ ん 。 ス テレ オ で も 
アン プ に プレ ー ヤ や スピ ー カ を つなが な けれ ば な ら な いよ うに , 
PC-8801MKII に も 周辺 装置 を 接続 し て は じ め て , 使え る よう に な る の で 
す 。 こ の よう に , 必要 な 周辺 装置 を 接続 し て, で きる セッ ト を シス テム と 
いい ます 。 


デリ シタ 
磁気 テー プ 
0 」 / 
SN ig 
/ 
と | 2 の 


さ 
へ ロロ 
で 
NNY 
日 ユ 
日 

Me 


ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト 


上 図 に 一 般 的 な 本 体 と 周辺 装置 の 関係 を 示し まし た 。 本体 に いろ いろ な 
周辺 装置 が 接続 され て いま す 。 本体 (CPU と も よ ば れ ま す ) に あたる の が 
PC-8801MKII で す 。 

この 章 で は , PC-8801MKII の シス テム 構成 例 , ハー ドウ ェ ア 構 成 図 , 
主 な 周辺 装置 に つい て 紹介 し ます 。 


3ー よ 


3.1 シス テム 構成 例 


PC-8801MKI は , 数 多く の 周辺 装置 を 組み 合わ せる こと に より , いろ 
いろ な 用 途 に 合わ せ て 各種 の シス テム を 選択 で きま す 。 こ こ に その 一 例 と 
し て , 3 種類 の 例 を 紹介 し ます 。 な お , シス テム 構成 に つき まし て は , も 
より の Bit-INN も し く は , お 買い 上 げ の 販売 店 で 御 相談 を 承っ て いま す 。 
(1) ホビ ー 向 け の シス テム 構成 








# mm * cn 8 Y 中 
11 1 に 『 前 1 
に ! ES 


PC-8054 


PC-8091 


PC-8093 


PC-8801MKII PC-DR311 





本 体 に CRT デ ィ ス プレ イ を 接続 し た シス テム 構成 で す 。 ホ ビー 向け 
の ソフ ト は , ほとん ど が カラ ー グ ラフ ィ ッ ク の 効果 を 利用 し て いま す 
の で , CRT デ ィ ス プレ イ と し て PC-8054 を 接続 し ます 。 た だ し , この 
場合 は 640X400 モ ー ド は 使え ませ ん 。 
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(2) ワー ド プ ロ セ ッ サ 向け の シス テム 構成 例 





IO 
記 還 訂 婦 選 加 対 続 ! 
に 


な 昌 
{ あ 
還 こ 


PC-8851 


PC-8092 


PC-8894 
PC-8825 


PC-8801MKII 





この シス テム は , PC-8801MKI に 専用 高 解像度 モノ クロ ディ スプ 
レイ (PC-8851 ) と, 熱転写 漢字 プリ ンタ (PC-8825) を 接続 し た も の で , 
日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ と し て 使用 する 場合 に 適し て いま す 。 


(3) ビジ ネス 向け の シス テム 構成 例 


PC-KD551 
PC-8091 


PC-8881(1 ) 


PC-8801MKII PC-PR201 





この シス テム は , ビジ ネス 向け の 構成 例 で , 専用 高 解 像 カ ラー ディ 
スプ レイ (PC-KD551 ), 日 本 語 シ リア ルプ リン タ (PC-PR201), 8 イ 
ンチ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ・ ユ ニッ ト (PC8881(1), PC8882(1)) を 接続 し 
た も の で す 。 

この シス テム で は , 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ が 4 台 接 続 さ 
れ て いま す の で , 本 体 の ミニ フロ ッ ピ ィ ド ライ ブ 以 外 に 4M バイ ト の 窒 
量 の 外部 メモ リ を も つこ と が で きま す 。 ま た 高速 で 鮮明 な 漢字 プリ ン 
タ も 接続 され て お り , 大 規模 デー タ 処 理 や 漢字 処理 な どの ビジ ネス マ 
シー ン と し て の 機能 を 発揮 で きま す 。 

PC-8881(1), PC-8882(1) は , 本 体 右側 設置 用 で す 。 左 側 設置 に は , 
PC-8881. PC-8882 を お 使い くだ さい 。 
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3.2 主 な 周辺 装置 


PC-8801MKII に 接続 で きる 周辺 装置 の 中 で 主 だ っ た 物 の 外観 と その 機 
能 を 紹介 し ます 。 


PC-8851 14 イ ンチ ・ モ ノ ク ロ (専用 高 解像度 ) デ ィ ス プレ イ 





横幅 : 340mm 高き ・332mm 
奥行 : 340mm 消費 電力 : 60W(MAX) 
重量 : 10kg 


・ 水 平 周波 数 24.8kHz の 採用 に より , 最大 640X400 ド ッ ト の 高 分 解 能 を 実 
現し て いま す 。 


PC-KD551 14 イ ンチ ・ カ ラー( 専 用 高 解像度 ) デ ィ ス プレ イ 


YEPCND5gj 





横幅 : 364mm 高 さ :346m 
奥行 : 378mm 消費 電力 : 70W(MAX) 
車 量 : 13.0kg 
・ 水 平 周波 数 24. 8kHz の 採用 に より , 最大 640X400 ド ッ ト の カラ ー 表 示 を 
実現 し て いま す 。 
・ 本 体 と の 接続 ケー ブル が 添付 され て いま す 。 
注意 


PC-8851, PC-KD551 は , PC-8801 お よび PC-8801MKII 専用 の ディ 
スプ レイ で す 。 PC-8001MKI や PC-6001MKI な ど に 接続 し て 使用 す 
る こと は で きま せん 。 


PC-8824 熱転写 プリ ンタ 
PC-8825 熱転写 漢字 プリ ンタ 





横幅 : 437m 高 さ :119mm 
奥行 : 275mm 消費 電力 : 40W(MAX) 
重量 : 13.5kg 


・PC-8824/PC-8825 は , 24 ド ッ ト ・ サ ー マ ル ヘッ ド を 採用 し た 高 品質 印 
字 プ リン タ で す 。 

・ 熱転写 方 式 の 印字 に より , 印字 音 が 非常 に 小さ い 「 低 騒音 タイ プ 」 で す 。 

・PC-8824 に オプ ショ ン の 漢字 ROM ボ ー ド を 実装 する こと に より , 
PC-8825 と 同じ 機能 に な り , プリ ンタ へ 漢字 コ ー ド を 送る だ け で , 簡単 
に 漢字 を 印字 する こと が で きま す 。 

・PC-8824/PC-8825 に は , プリ ンタ ケー ブル (PC-8894) 熱転写 リボ ン 
(PC-8824-01), 普通 ロー ル 紙 (PC-8824-P1 ) が 添付 され て いま す 。 


PC-PR201 日 本 語 シ リア ルプ リン タ 





横幅 : 570mm 高 さ : 125mm 
奥行 : 335mm 消費 電力 : 70W 
重量 : 9.5kg 


・PC-PR201 は , 24 ピ ンプ リン ト ヘ ッ ド を 使っ た イン パク ト タ イ プ の 漢字 
プリ ンタ で す 。 

・ 用 紙 幅 5 イン チー16 イ ンチ の ファ ン フ ォ ー ル ド 紙 , カッ トシ ー ト が 使用 
で き , ビジ ネス 用 途 に 適し て いま す 。 

・JIS 第 1 水準 漢字 を 標準 実装 , また 第 2 水準 漢字 ROM ボ ー ド を オプ ショ 
ン で 装備 可能 と な っ て いま す 。 

・ オ ー ト ロー ディ ング 機能 に より 用 紙 の セッ ト が 容易 で す 。 

・ プ リン タケ ー ブ ル (PC-8894), シー ト ガ イド が 添付 され て いま す 。 


6 
上 
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PC-8881(1) 8 イン チ ・ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク ユニ ッ ト 
PC-8882(1) 拡張 用 8 イン チ ・ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク ユニ ッ ト 







納 
本 





横幅 : 194mm 高 さ : 250mm( ゴ ム 足 は 含ま ず ) 
奥行 : 360m 消費 電力 : 60W 
重量 : 11.9kq 


・PC-8881(1) は , 8 イン チ 薄 型 ド ライ ブ を 2 台 実 装 し て いて , 合計 2M バ イ 
ト の 記憶 容量 を 持っ て いま す 。 さらに , PC-8882(1) と 接続 する こと に 
より , 4M バ イト まで 拡張 する こと が で きま す 。 

・DMA 転 送 方 式 を 採用 し て いま すか ら , 高速 で デー タ 転 送 を 行う こと が 
で きま す 。 

・PC-8881(1) に は , FDC イ ンタ フェ ー ス ボー ド と 接続 ケー ブル が 付い て い 
ます 。 ま た , PC-8882(1) に は , PC-8881(1) と の 接続 ケー ブル が 付い て い 
ます 。 

・PC-8881(1), PC-8882(1) は , 本 体 右側 設置 用 で す 。 左 側 設置 に は , 
PC-8881, PC-8882 を お 使い くだ さい 。 
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第 4 草 
本 体 と 周辺 装置 と の 接続 


4.1 本 体 


(1) 外観 お よび 各部 の 名 称 
PC-8801MKII は , 本 体 と キー ボー ド が 分 離し て いる セパ レー ト タ 
イプ で , 本 体 と キー ボー ド の 間 は , カー ルケ ー ブ ル で 結ば れ て いま す 。 
各部 の 名 称 は , 次 の と お り で す 。 


に ip 21 し ( 
イベ クコ ロニ MR 





本 体 正 面 お よび キー ボー ド 


拡張 用 スロ ッ ト サー ビス コン セン ト 




















プ ブザー 音量 調整 ボリ ュー ム ディ ッ プ スイ ッ チ 2 ジャ ン パ ー ス イッ チ リセ ッ ト ス イッ チ 
ディ ッ プ スイ ッ チ 1 


本 体 前 面 の 扉 を 開け た 


(2) ディ ッ プ スイ ッ チ 
PC-8801MKI の 前 面 右 下 の 扉 を 開け る と 向っ て 左側 に 16 個 の 
ディ ッ プ スイ ッ チ が あり ます 。 そ の 機能 は 次 の と お り で す 。 





N-BASIC 
Nss-BASIC 


起動 時 の モー ド の 選択 ター ミナ ルモード 
(Nss-BASIC モ ー ド で 
有効 ) BASIC 


起動 時 の 1 行 あ た り の 文 80 文字 / 行 
字数 ( Nss-BASIC モ ー ド 5 
で 有効 ) 40 文字 / 行 


起動 時 の 1 画面 あたり の 25 行 / 画 面 
行 数 (Nss-BASIC モ ー ド ES 
で 有効 ) 20 行 / 画 面 





起動 時 の BASIC モ ー ド 























ー S パ ラメ ー タ 有効 
S パ ラメ ー タ 





S パ ラメ ー タ 無効 
DEL コ ー ド を 処理 する 
DEL コー ド 受 信 時 動作 
DEL コー ド を 無視 する 
ニーーー ナ トー 
ON | 1 WAIT 動作 を する 











メモ リウ ェ イ ト 





通常 





バー コー ドリ ー ダ お よび ON バー コー ドリ ー タ 使用 
CMD SING の 選択 CMD SING 使用 








ON | パリ ティ 有り 
パリ ティ チェ ッ ク 





パリ ティ 無し 

ON | 偶数 (EVEN ) パ リティ 
奇数 (ODD ) パ リティ 
]os 8 ビッ ト 

7 ビッ ト 








パリ ティ 指定 








デー タビ ッ ト 長 





ON | スト ッ プ ビッ ト = テ 2 





スト ッ プ ビッ ト 長 
スト ッ プ ビ ピット =1 


L 
ON | X バ パラメータ 有効 

X パ ラメ ー タ 
X バ パラ メー タ 無 効 











半 二 重 
通信 方 式 





蔵 ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ デ ィ 


ドラ イフ 














未 使用 











この スイ ッ チ の ON, OFF は シャ ー プ ・ ペ ン シ ル の 先 の よう な も の で 
上 下 に 動か し て くだ さい 。 下 向き が OFF, 上 向き が ON で す 。 
PC-8801MKII で は , SW1 の 7 , 8 お よび SW2 の 7 が 追加 され 
て いま す 。 そ れ 以 外 は , PC-8801 と 同じ で す 。 
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(3) ジャ ン パ ー ス イッ チ 
PC-8801MKI の 前 面 右 下 の 選 を 開け る と , 向っ て 右側 に 15 個 の ジャ 
ン パ ー ス イッ チ が あり ます 。 こ れ は , RS-232C の ボー レー ト お よび ディ 
スプ レイ モー ド を 設定 する も の で す 。 
ジャ ン パ ー ス イッ チ は , 全部 で 3 つの ブロ ッ ク に 分 か れ て お り , 各 
プ ブロック に 一 個 ず つう ソケット が 付い て いま す 。 一 つの ブロ ッ ク 中 で 2 
個 以 上 の ソケット を さす こと は で きま せん か ら 注 意 し て くだ さい 。 


議 拓 較 ho 232C EK 還 CRT 牟 


講 較 還 半 中 中 財 


lgaa8a 回 


75 ボー 





150 ボー 


300 ボー 


| 600*ー 











ボー レー ト 切 換 (RS-232C ) 


1200 ボー 
2400 ボー 








4800 ボー 





9600 ボー 
標準 ディ スプ レイ 使用 
専用 ディ スプ レイ 使用 


テキ スト 
白黒 モニ タ へ の 出力 画面 クフフ ィ ッ ク 1. 2 3 
テキ スト 























PC-8801MKI で は , RS-232C は 内 部 同期 だ ば け に な り , 外部 同期 , 
内 部 同期 の 選択 は すき な く な っ て いま す 。 ま た :, 白黒 モニ タ へ の 
出力 で , グラ フィ ッ ク 画 面 の 選択 が で きま せん 。 


4.2 設置 に 関す る 注意 


(1) 設置 場所 
PC-8801MKI 及び 周辺 装置 は , 電子 部 品 で で き て いま す の で , 温 
度 変化 の 激しい 場所 , 極端 な 高 , 低温 下 , 湿気 や ほこ り の 多い 場所 へ 
設置 する こと は 避け て 下さ い 。 
詳し く は , 目次 の 前 に ある 「 保 管 及 び 使 用 環境 に 関す る ご 注意 」 を 


参照 し て 下さ い 。 


(2) 周辺 装置 と の 接続 に 関す る 注意 
PC-8801MKII に は , PC-8800 シ リー ズ を は じ め , PC-8000 シ リー ズ 

や PC-6000 シ リー ズ の 周辺 装置 な ど , 数 多く の 周辺 装置 を 接続 する こ 

と が で きま す 。 

PC-8801MKII と 各 周 辺 装置 を 接続 する と き は , 次 の 事柄 を 必ず 守っ 

て くだ さい 。 

(i) PC-8801MKII と 周辺 装置 を 接続 し た り , 切り 離し た りす る 場合 
は , 必ず すべ て の 装置 の 電源 を 「OFF」 に し た 状態 で 行っ て くだ さい 。 
電源 が 「ON」 に な っ た まま で , 接続 や 切り 離し を 行う と , 故障 の 
原因 と な る 場合 が あり ます か ら 十 分 注意 し て くだ さい 。 

(0 PC-8801MKII と 各 周 辺 装置 と の 接続 は , 「4.3 周 辺 装置 と の 接続 」 
で 指定 し て ある ケー ブル を 使用 し て くだ さい 。 使用 する ケー ブル が 
わか ら な いり い 場合 は , お 買い 求め の 販売 店 もち しく は も より の Bit-INN 
に 御 相 談 ぐ くだ さい 。 

( 剖 各 装 置 の ソケット に 矢印 ( ヤ 印 ) が つい て いる 場合 は , ケー ブル の 
コネ クタ の 矢印 と 一 致す る よう に 接続 し て くだ さい 。 逆 に 接続 し ま 
す と , 誤動作 や 故障 の 原因 と な り ま すか ら 注 意 し て くだ さい 。 

(iW 周辺 装置 は . ケー ブル が 引っ ぱら れ な いよ うな 位置 に 設置 し て く 
だ さい 。 ケー ブル が 強く 張り つめ て いた り , ケー ブル の 上 に 物 を 載 
せ て いる よう な 状態 で の 使用 は 避け て くだ さい 。 

(V) コネ クタ が きち ん と 差し 込ま れ て いな いと , 動作 を し な か っ た り , 
ある い は 誤動作 を 起こ し た り し ます 。 コ ネ ク タ は 確実 に 取り 付け て 
だ さも )。 


外周 辺 装置 の 接続 や 切り 離し は , 電源 を 「OFF」 に し て か ら 行 い 
ot まし ょ う ! 


(3) PC-8801MKII は , 縦 置 き , 横 置 きど ちら の 状態 間 ます 。 縦 
置き の 場合 は , 足 の 付い る 方 を 下 に , 足 は 伸ばし た 状態 で お 
使い い 。 


NM I 剛 
Il - 
lll ! 癌 


ソ 


NMM 0 | 
IM  ・ 











4.3 周辺 装置 と の 接続 


(1) キー ボー ド 
PC-8801MKII の キー ボー ド は , 本 体 前 面 の 左下 また は , 本 体 右 側 
の キー ボー ドコ ネ ク タ に 接続 し ます 。 ど ちら に 接続 し て も 動作 は 同じ 
で す の で , 使い 易い 方 に し て くだ さい 。 





注意 
キー ボー ド は , 片方 の コネ クタ の み に 接 続 し , 残り の コネ クタ 
に は , 必ず カバ ー を 付け る よう に し て くだ さい 。 ま た 接続 する 際 
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は , コネ クタ の 向き に 十分 注意 し て くだ さい 。 
(2) ディ スプ レイ 

PC-8801MKII に は , PC-8853N. PC-KD551. PC-8851 な ど 専用 高 
解像度 ディ スプ レイ 〉 を は じ め と し て , FC-8054. PC-8050N な どの 高 
解像度 ディ スプ レイ や 家庭 用 テレ ビ な ど < 標準 ディ スプ レイ >〉 も 接続 
で きま す 。 

< 専用 高 解像度 ディ スプ レイ >〉 を 使用 する 場合 は , 本 体 前 面 の ジャ 
ン パ ー ス イッ チ を 切り 替え る 必要 が あり ます 。 こ の 切り 替え は , カ ラー 
ディ スプ レイ 用 コネ クタ と モノ クロ ディ スプ レイ 用 コネ クタ の 両方 を 
切り 替え ます 。 で すか ら , カラ ー デ ィ ス プレ イ と モノ クロ ディ スプ レ 
イ を 両方 同時 に 使用 する 場合 は , 両方 と も < 専用 高 解像度 ディ スプ レ 





イ 〉 に する か , < 標準 ディ スプ レイ 〉 に する 必要 が あり , それ に 合わ 
WHOc88013KIL 末 体 前 画 の ダ ャ シン が ー ズ イジ ナ を 層 定 し ま は 。 
(注意 ) 


ン 


ジャ ン パ ー ス イッ チ を 切り 替え る 場合 も , PC-8801MKI お よ 
び , 各 周 辺 装 置 の 電源 は 「OFF」 に し て くだ さい 。 


(標準 ディ スプ レイ >〉 使用 時 (Standard display ) 


に ーー マー で ーー デー デー テ デ ュ E 寂 

1 I 人 1 | 

ここ ニニ ニニ ニー ニー ニ コ Es 
S H 


SS 


二 間 還 細 目印 慎 呈 


ヒー ニーーー ニ ーーーー ニ ーー づつ ヒレ ーー 上 
S H 


例 ) PC-8841, PC-8851, PC-8853N, PC-KD551 


< 専用 高 解像度 グ ディ スプ レイ >〉 は , 水平 周波 数 24. 8kHz の ディ 
スプ レイ で す 。 こ れ に 対し , < 標準 ディ スプ レイ >〉 は , 水平 周波 
数 が 15. 7kHz と な っ て いま す 。 
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次 に モノ クロ ディ スプ レイ の 画面 選択 に つい て 説明 し ます 。 
PC-8801MKI で は , モノ クロ ディ スプ レイ 用 コネ クタ に 接続 し た ディ 
スプ レイ に 出力 する 画面 を 本 体 前 面 の ジャ ン パ ー・ ス イッ チ で 選択 す 
る こと が で きま す 。 

(1) テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の Mix 画 面 


1 oasis ゴゴ ユ 1 ik | 
1 1 ! 1 e| e 
1 1 1 1 e| e 


ちら ニニ ニー ニニ ミニ ニー = ( 己 三 届 
M T 

















M T 
テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 に つい て は , 「 第 8 章 デ ィ ス 
プレ イモ ー ド 」 を 参照 し て 下さ い 。 


PC-8801MKHI と, カラ ー デ ィ ス プレ イ を 接続 する 場合 に は , 専用 
ケー ブル PC-8091( デ ィ ス プレ イ に 添付 ) を 使用 し ます 。 





また , モノ クロ ディ スプ レイ と 接続 する 場合 に は , 専用 ケー ブル 
PC-8092( 本 体 に 添付 ) を 使用 し ます 。 





家庭 用 テレ ビ を 接続 する 場合 は , PC-8044K 家 庭 用 カラ ー ア ダ プ タ 
を 使用 し ます 。 し か し , VTR 用 モニ ター テレ ビ な ご ど では 使用 で き な い 
も の も あり ます 。 詳し く は , お 近く の Bit-INN も し く は お 買い 上 げ の 
販売 店 で 御 相談 ぐだ さい 。 
注意 

PC-8801MKI の 上 に ディ スプ レイ を の せ て 御 使用 に な る 場合 , 
ディ スプ レイ は 正面 に ぢ け て お 使い くだ さい 。 


4 一 10 


(3) ゲ リ シ タ 
PC-8801MKI に は , PC-PR201 を は じ め , セン トロ ニク ス 規 格 に 準 
拠 し た プリ ンタ を 接続 する こと が で きま す 。 接続 に は , 専用 ケー ブル 
PC-8894 を 使用 し ます 。 











専用 ケー ブル PC-8894 は , PC-PR201, PC-8825 な ど に は 添付 され て 
いま す が , PC-8023-C な ど 一 部 添付 され て いな いも の が あり ます 。 
「PC-8801MKII 用 プリ ンタ ケー ブル 」 と し て 購入 し て くだ さい 。 
(4) フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト 
PC-8801MKI に は , 最高 , 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 4 ドラ イブ 
(PC-8881/PC-8881(1) と PC-8882/PC-8882(1)) と ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク を 4 ドラ イブ (本 体内 蔵 と PC-80S32 ) ま で 接続 し て 使用 で きま す 。 
PC-80S32 は , 本 体 に 2 ドラ イブ 実装 され て いる と き に , また , 
PC-8882/PC-8882(1) は , PC-8881/PC-8881(1) が 接続 きれ て いる と き 
だ け 増 設 す る こと が で きま す 。 
標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 接続 する 場合 は , PC-8801MK 
II 本 体 背面 の スロ ッ ト 3 に 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト 用 イン タ 
フェ ー ス ボー ド を さ し , それ と PC-8881/PC-8881(1) か , PC-8882/ 
PC-8882(1) を 専用 ケー ブル で 接続 し ます 。 イ ンタ フェ ー ス ボー ド お よ 
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び 専 用 ケー ブル は ディ スク ユニ ッ ト に 添付 され て いま す 。 








「 イン ター フェ ー ス ポ ボード 


拡張 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト (PC-80S32) を 接続 する 場合 
は , PC-8801MKII 本 体育 面 の 拡張 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 用 コネ ク 
タ と PC-80S32 を 専用 ケー ブル (PC-80S32 に 添付 ) で 接続 し ます 。 





PC-80S32 が 増設 で きる の は , 本 体 に ミニ フロ ッ ピ ィ イデ ヂ ディスク 
が 2 ドラ イブ 実装 きれ て いる と き に 限り ます 。 
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(5) カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ 
PC-8801MKHI と カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ を 接続 する 場合 は , 
PC-8801MKI に 添付 され て いる 接続 コー ド (PC-8093 ) を 使用 し ます 。 
接続 する テー プレ コー ダ は , 一 般 用 オー ディ オカ セッ ト テ ー プ レ 
コー ダ で す 。 テ ー プ レコ ー ダ と し て , パー ソナ ルコ ンピュータ 用 に 設 
計 さ れ た デー タレ コー ダ (PC-DR311 な ど ) が 操作 し や すく 失敗 も 少 
な いよ う で す が , 家庭 用 の も の で も 十分 機能 が 果たせ ます 。 





時 …… リモ ー ト 端子 
自 …… イ ヤ ホ ー ン 端子 
赤 …… マイ ク 端子 





カセ ッ ト テ ー ブ プレ コー タ 痛 面 


4.4 拡張 用 スロ ッ ト 


PC-8801MKII に は , 拡張 用 スロ ッ ト と し て , 本 体 後部 に 3 スロ ッ ト 内 
蔵 し て いま す 。 こ の 拡張 用 スロ ッ ト に は , 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 用 イン 
タフ ェ ー ス ボー ド や 音声 認識 ボー ド な ど を 実装 する こと が で きま す 。 ま た , 
個人 で 設計 し た 回 路 を 接続 する こと も で きま す が , その 場合 は , 
PC-8012-01 ユ ニ バ ー サ ル ボ ー ド を 使用 し て くだ さい 。 そ れ 以 外 の ボー ド 
で す と , サイ ズ や ピン 間隔 が 合わ な い 場 合 な ど は , 故障 の 原因 と な り ま す 
か ら 注 意 し て くだ さい 。 
注意 

スロ ッ ト 持 1, 韻 2 と スロ ッ ト 壮 3 は 信号 が 一 部 異 っ て いま す 。 標 
準 フ ロッ ピ ィ ディ スク 用 イン タフ ェ ー ス ボー ド は , 半 3 に 実装 し て く 
だ さい 。 拡張 RAM ボ ー ド な ど は , どの スロ ッ ト で も 使用 で きま す 。 

PC-8801MKII の 拡張 バス スロ ッ ト は , PC-8801 と 全く 同じ も の で , 
また , PC-8012 の マザー バス と は 上 位 互換 性 を 持っ て いま す 。 主 な 違 
い は , DMA 関 係 の 信号 が 加 っ て いる 点 と , PC-8012 の INTO. INT1. 
INT2, INT6, INT7 な ど が , 割 込 拡張 用 信号 や フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 用 の 
割り 込み 信号 な ど に 置き 替え られ て いる 点 な ど で す 。 


PC-8801 の 拡張 用 スロ ッ ト は 4 つ あ り ま し た が , PC-8801MKII で 
は , スロ ッ ト 壮 4 が な く な り , 3 つ に な っ て いま す 。 





(1) 拡張 ボー ド の 実装 方 法 
PC-8801MKI の 後部 に は スロ ッ ト ・ バ ス が 3 スロ ッ ト 有 り ま す 。 
ここ に は 各種 拡張 ボー ド が 入り ます が , どの スロ ッ ト も 実装 方 法 は 同 
じ で す 。 (但し スロ ッ ト 1, 2 と スロ ッ ト 3 で は 信号 が 異な り ま す )。 
① 作業 を 行う 前 た コン セン ト か ら , PC-8801MKI の 電源 プラ グ を 
抜い て 下さ い 。 
② スロ ッ ト ・ バ ス の フタ を 外し ます 。 
・ フ タ を 止め て いる 2 本 の ビス を 外す と フタ は 簡単 に 外れ ます 。 
・ ド ライ バ は 大 き さ の 合っ た も の を 使用 し て 下さ い 。 大 き さ が 合わ 
な いも の を 使用 する と , ネジ 山 を つぶ す 原 因 と な り ま す 。 
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③ 拡張 ボー ド を 差し 込み ます 。 
・ 部 品 面 (I(C な どの 部 品 が 付い て いる 面 ) を 上 に し て , カー ド ・ ガ イィ 
ド の ミゾ に ボー ド を 合わ せ て 差し 込ん で 下さ い 。 
・ ボ ー ド が 本 体内 部 に ほぼ 隠れ る と ころ まで は 軽く 挿入 で きま す 。 
・ 最 後に カツ ン と ショ ッ ク が ある まで 強く 押し 込み ます 。 
・ カ ー ド プラ は 押さ な いで 下さ い 。 破損 の 原因 と な り ま す 。 
・ ボ ー ド を 軽く 引っ 張っ て みて , 抜け な いこ と を 確認 し て 下さ い 。 
④ スロ ッ ト ・ バ ス の フタ を 閉め ます 。 
・ 実 装 し た ボー ド の 上 か ら ② で 外し た フタ を 閉め , ビス で 止め て 下 
さい 。 
(2) 拡張 ボー ド の 取り 外し 方 
① 実装 の と き と 同 じ 手 順 で フタ を 外し て 下さ い 。 
② 拡張 ボー ド に は カー ド ・ プ ラ が 付い て いま す の で , これ を 図 の 矢 
印 の 方 向 へ 動か す と ボー ド は 容易 に 外れ ます 。( 一 部 カー ド ・ プ ラ 
が 付い て いな い 拡 張 ボ ー ド も あり ます ) 


〈⑬⑨ フタ を し て , ビス を 止め て くだ さい 。 


4 一 15/4 一 16 


いと ・ ンーY 


SXX と ・ 
ONSYOVOAVOSVNYoS 
3 


OK 





第 5 章 
シス テム の 起動 


この 章 で は , PC-8801MKI の モー ド と , BASIC を 中 心 と し た シス テム 
の 起動 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


5.1 モー ド 各 種 


1 


PC-8801MKI は , 使用 目的 に 応じ し て いく つか の モー ド を 選択 し て 使う 
こと が で きま す 。 
(1) BASIC モ ー ド 
N-BASIC, Ns-BASIC の 2 つの BASIC 言 語 を 動作 させ る モー ド で 
す 。 
(2) ター ミナ ルモード 
PC-8801MKT を ター ミナ ル と し て 使う モー ド で す 。 Nss-BASIC か 
ら 起 動 す る ター ミナ ルモード と , N-BASIC か ら 起 動 す る ター ミナ ル 
モー ド が あり ます 。 詳し く は , 「 第 14 剖 ター ミナ ルモード 」 を 参照 し 
て くだ さい 。 
(3) 機械 語 モ ニタ モー ド 
機械 語 デ ー タ を 直接 取り 扱う モード で す 。 N-BASIC また は Ns- 
BASIC か ら 起 動 し ます 。 詳しく は , 「 第 13 章 機械 語 モ ニタ 」 を 参照 し 
て くだ さい 。 


5.1.2 BASIC モ ー ド 


PC-8801MKI は , Nss-BASIC と N-BASIC と いう 2 つの BASIC 言語 が 使 
えま す 。 こ れ は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 使う こと に より , Ns-BASIC, N- 
BASIC の ディ スク 版 で ある NssDISK-BASIC, DISK-BASIC に 拡張 で きま 
す 。 

Nss- BASIC, NsDISK-BASIC は , PC-8801 の Nss-BASIC, NsDISK- BASIC 
と 互換 性 が あり PC-8801 用 に 開発 され た ソフ ト ウェア の ほとん ど を 使用 す 
る こと が 可能 で す 。 

また , N-BASIC, DISK-BASIC は , 姉妹 機 の PC-8001. PC-8901MKI 
(N-BASIC モ ー ド ), PC-8801( N-BASIC モ ー ド ) に 塔 載 さ れ て いる も の と 
同じ で , 現在 数 多く 流通 し て いる PC-8001 用 の ソフ トウ ェ ア を 利用 し て い 
た だ くだ た め に 用 意 き され て いま す 。 


拡張 命令 


NassDISK-BASIC 





DISK-BASIC 












N-BASIC Nss-BASIC 
デー タ の 互換 性 
あり 
ーーーーー ーーーーーーーーー プ ニニ ーー ーー ニニ ーー ニラ 
互換 性 の ある モー ド 互換 性 の ある モー ド 
PC-8001 BE 


PC-8001MKII (Nss-BASIC モ ー ド ) 


(N-BASIC モ ー ド ) 
PC-8801 
(N-BASIC モ ー ド ) 

PC-8801MKI の BASIC モ ー ド は , PC-8801 の BASIC モ ー ド と 同じ で す 
が , 新しい 機能 を 追加 する ユー ティ リティ と し て , 拡張 命令 パッ ケ 
ー ジ が 用 意 き れ て いま す 。 こ れ は , Nss-BASIC, NssDISK-BASIC に サウ 
ンド 機能 や ター トル グラ フィ ックス 機能 な ど を 追加 する も の で , フ ロッ ピ 
ィ デ ィ ス ク お よび カセ ッ ト テ ー プ で 供給 され ます 。 詳し く は ,「 第 15 章 拡 
中 命 令 」 を 参照 し て くだ さい 。 


5.2 BASIC モ ー ド の 起動 


5.2.1 各 BASIC モ ー ド の 起動 方 法 


シス テム 起動 時 に 選択 で きる BASIC モー ド は , 次 の 表 の と お り で す 。 
シス テム 起動 と は , 電源 を 入れ る か , リセ ッ ト ( リ セッ トス イッ チ を 提 
す ) す る こと で す 。 各 モー ド の 起動 に は , ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 や , シス 
テム ディ スク か 必要 な も の が あり ます 。 





NssDISK- 
BASIC シ ステ 
ム デ ィ ス ク 





EE DISK-BASIC 
し ココ し J し) し JJ シス テム ディ 
1_2 3 4 5 





r1TTr イ イエ T ユ アユ スク 

USM 
コ ゴ し コ J 

4 se 78 


NessDISK-BASIC 」 拡張 命令 DISK-BASIC 


Nss-BASIC パッ ケー ジ の Nass-BASIC N-BASIC 





① Ns(DISK ) -BASIC に 拡張 命令 パッ ケー ジ を 付加 し ます 。 
s フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク 使 用 の 場合 
拡 天 命令 パッ ケー ジ の 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス ク を ドラ イ 
ブ 番 号 1 の フロ ッ ピ ィ イデ ヂ ディ スク ドラ イブ に セッ ト し ます 。 
“@load. n88"”" を ロー ド し ます 。 
load “@load. n88" 
プロ グラ ム を 実行 し ます 。 


5 一 3 


run 
Ss カセット テー プ 使 用 の 場合 
本 体 添付 (model 10) の カセ ッ ト テ ー プ か ら , プロ グラ ム を ロー 
ド LR ます 5 
load “cas2 : @exst" 
プロ グラ ム を 実行 し ます 。 
run [ 記 
これ に より 拡張 命令 パッ ケー ジ が 本 体 上 に ロー ド さ れ 拡 張 命令 
が 使え を る よう に な り ま す 。 
参 考 
拡張 命令 の 使用 に 関し まし て は 本 マニ ュ ア ル の 第 15 章 「 拡 張 命 
令 」 及 び PC-8801MKI BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 第 4 章 「 撤 
天 命 令 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


② 拡 震 命令 パッ ケー ジ を 切り 離し ます 。 
Ns 拡張 (DISK ) -BASIC で 次 の よう に 入力 し ます 。 
cmd cut 
③ Nss(DISK ) -BASIC か ら , DISK-BASIC ま た は N-BASIC を 起動 し 
ま は 8 
・DISK-BASIC 
DISK-BASIC の シス テム ディ スク を ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 
ドラ イブ 1 に セッ ト し , Nss(DISK ) -BASIC で 次 の よ う に 入力 し ま 
まる 
new on 1 
・N-BASIC 
Nss( DISK ) -BASIC で 次 の よう に 入力 し ます 。 
new on 1 [ESC |+[ 記 
([ESC] キ ー を 押し な が ら , [ 記 キ ー を 押す ) 
た だ し , [ESC」 キ ー は し ば らく 押し 続け て いて くだ さい 。 
注意 
DISK- BASIC/N-BASIC か ら , Nss(DISK ) -BASIC へ 切り 替え 
る こと は で きま せん 。 


5.2.2 NasDISK-BASIC の 起動 方 法 


NsDISK-BASIC の 起動 は , 次 の 手順 で 行い ます 。 

(1) 「 第 4 章 本 体 と 周辺 装置 と の 接続 」 に 従っ て , 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ 
チ の 設定 お よび 周辺 装置 と の 接続 を 確認 し ます 。 (特に , Nss-BASIC 
モー ド に し て お く こ と を 忘れ な いで くだ さい 。) 

(2) PC-8801MKI の 電源 を 「ON」 に し ます 。 

(3) NssDISK-BASIC の シス テム ディ スク を セッ ト し リセ ッ ト ス イッ チ 
を 押し ます 。 
① ミニ フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディ スク だ け を 使う と き 

標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が 接続 きれ て いれ ば , そ の 電源 を 「OFF」 
に し ます 。 シス テム ディ スク は , 必ず ドラ イブ 1 に セッ ト し て くだ 
さい 。 
② 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク も 使う と き 
通常 は , 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト の ドラ イブ 1 に セッ ト 
し ます が , それ の ドラ イブ 2, 3,. 4 また は , ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク 
の ドラ イブ 1 で も か まい ませ ん 。 

(4) 数 秒 た つと ,。 シス テム ディ スク を セッ ト し た ドラ イブ の アク セス 
表示 用 LED が 点灯 し ます 。 こ れ は , ディ スク コー ド の 読み 込み が 始 
まっ た こと を 示し て いま す 。 も し , 読み 込み が 始ま ら な い 場 合 は , リ 
セッ トス イッ チ を 押し て みて くだ さい 。 

(5) さら に 数 秒 た つと , LED が 消え , 同時 に ディ スプ レイ に メッ セー 
ジ が 表れ ます 。 

Disk version [Aug 19, 1983 〕 

How many files ( 0-15 )? 
(この メッ セー ジ は , シス テム ディ スク に よっ て 多少 異な る 場合 が あ 
り ま す 。) 

(6) オー プン する ファ イル の 数 を 入力 し ます 。 (詳し く は , 「 第 10 章 入 
出力 装置 」 を 参照 し て くだ さい 。) 通常 は [キー の み を 入力 し て くだ 
さい 。 

(7) する と 画面 は 次 の よう に な り , NssDISK-BASIC が 使え を る よう に な 

り ま す 。( 表 示さ れる 数 値 は 異な る 場合 が あり ます 。) 
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Disk version [Aug 19, 1983 〕 
How many files (0-15 )? 

NEC N-88 BASIC Version 1.3 
Copyright (C ) 1981 by Microsoft 
45382 Bytes free 


OK. 
注意 
NssDISK-BASIC の シス テム ディ スク は , model 20, model 30 に 添 
付き され て いま す 。model 10 で , ミニ フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク ユニ ッ ト を 


増設 し て 使う 場合 は , 別売 の シス テム ディ スク 「PC-8837-2W」 を お 買 
い 求 めく だ さい 。 


注意 
(2) の 段階 で , 本 体 前 面 の BASIC 表 示 LED が 点灯 し て いな い 場 合 は , 
NssDISK-BASIC は 起動 で きま せん 。 これ は , DISK-BASIC モ ー ド に 
な っ て いる た めで す の で , ディ ッ プ スイ ッ チ 1 を 設定 し な お し て 〈 だ 
さい 。 


5.2.3 DISK-BASIC の 起動 方 法 


DISK-BASIC の 起動 は , 次 の 手順 で 行い ます 。 

(1) 「 第 4 章 本 体 と 周辺 装置 と の 接続 」 に 従っ て , 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ 
チ の 設定 お よび 周辺 装置 と の 接続 を 確認 し ます 。( 特 に , N-BASIC モ 
ー ド に し て お く こ と を 忘れ な いで くだ さい 。) 

(2) PC-8801MKI の 電源 を 「ON 」 に し ます 。 

(3) DISK-BASIC の シス テム ディ スク を , ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 
ドラ イブ 1 に セッ ト し リセ ッ ト ス イッ チ を 押し ます 。 

(4) 以後 は , NssDISK-BASIC を スタ ー ト させ る と まき と 同じ 要領 で す 。 

注意 

標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト 用 の DISK-BASIC の シス テム デ 
ィ ス ク は あり ませ ん 。 ま た , DISK-BASIC で は , 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク ユニ ッ ト を 使用 する こと は で きま せん 。 

注意 

DISK-BASIC の シス テム ディ スク は 添付 され て お り ま せん 。 
別売 の DISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 「PC-8034-2W 」 を お 買い 求 
め に な る か , NassDISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク の 中 に 入っ て いる ユ 
ー テ ィ リ ティ を 使っ て DISK-BASIC シ ステ ム デ ヂ ディス ク を 作っ て くだ 
さい 。 


5.2.4 シス テム ディ スク の バッ クア ッ プ 
NssDISK-BASIC を は じ め て 起動 し た と き は , 必ず シス テム ディ スク の 
コピ ー を と る 必要 が あり ます 。 シ ステ ム デ ィ ス ク は 1 枚 し か 添付 され て い 
ませ ん の で , 誤っ た 操作 で シス テム ディ スク を こわ し て し まう と 以後 使 
そえ な く な っ て し まい ます 。 
フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス ク の コピ ー を 作る こと を バッ クア ッ プ と いい ます 。 
バッ クア ッ プ は シス テム ディ スク に 入っ て いる ユー ティ リティ プロ グ 
ラム を 使っ て 行い ます 。 


5.2.5 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 初期 化 
(フォ ー マ ッ ト ) 
新しい フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を NssDISK-BASIC ま た は DISK-BASIC で 使 
うた め に は , まず 初期 化 (フォ ー マ ッ ト ) を する 必要 が あり ます 。 フォー 
マッ ト を 行う に は , シス テム ディ スク に 入っ て いる ユー ティ リティ プロ 
グラ ム を 使い ます 。 
ユー ティ リティ プロ グラ ム の 使い 方 は 本 マニ ュ ア ル の 「 付 録 3 デ 
ィ ス ク ユ ー テ ィ リ ティ の 使い 方 」 を 参照 し て くだ さい 。 


5.2.6 Nss-BASIC の 起動 方 法 


(1) 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ を Nass-BASIC モ ー ド , 内 蔵 ミ ニ フ ロ ッ ピ 
ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ な し に 設定 し ます 。 

(2) さら に , 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト が 接続 きれ て いる 場合 
は , 標準 フロ ッ ピ ィ ヂ ディス ク ユ ニッ ト の 電源 を 「OFF 」 に し て お きま 
す 。 

(3) PC-8801MKI の 電源 を 「ON 」 に し ます 。 

(4) 以後 は , NssDISK-BASIC の 起動 方 法 と 同じ で す 。 


5.2.7 N-BASIC の 起動 方 法 


(1) 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ を N-BASIC モ ー ド , 内 蔵 ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ 
ディ スク ドラ イブ な し に 設定 し ます 。 
(2) PC-8801MKI の 電源 を 「ON 」 に し ます 。 
(3) 次 の 画面 表示 に な り , N-BASIC が 起動 きれ ます 。 
NEC PC-8001 BASIC Ver1.4 
Copyright 1979 (C ) by Microsoft. 
OK. 














5.3 機械 語 モ ニタ の 起動 


機械 語 モ ニタ は BASIC を 起動 し た 後 , コマ ンド に よっ て モー ド の 変更 
和 Me ま すず 。 


NssDISK-BASIC 拡張 命令 機械 語 モ ニタ 


Nss-BASIC パッ ケー ジ モー ド (Nes 版 ) 


DISK-BASIC 
N-BASIC モー ド (N 版 ) 





① Ns(DISK )-BASIC か ら 機 械 語 モ ニタ モー ド ( Ns 版 ) に 入り ます 。 
Ns(DISK )-BASIC で, 次 の よう に 入力 し ます 、 
mon 
② 機械 語 モ ニタ モー ド ( Nss 版 ) か ら Nss(DISK )-BASIC へ 戻り ます 。 
コマ ンド 待ち の 状態 で 次 の よう に 入力 し ます 。 
[CTRL+[B](ICTRLUU キ 一 を 押し な が ら , [B] キ ー を 押す ) 
③ DISK-BASIC/N-BASIC か ら , 機械 語 モニ 1 (N 版 ) に 入り ま 
す 。 
DISK-BASIC/N-BASIC で , 次 の よう に 入力 し ます 。 
mon [] 
④ 機械 語 モ ニタ モー ド (N 版 ) か ら , DISK-BASIC/N-BASIC へ 戻り ま 
す 。 
コマ ンド 待ち の 状態 で 次 の よう に 入力 し ます 。 
[CTRL [Bl([ICTRLI キー を 押し な が ら , [B] キ ー を 押す ) 
参 考 
機械 語 モ ニタ の 使用 方 法 に 関し まし て は 本 マニ ュ ア ル の 第 13 章 「 機 
械 語 モ ニタ 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 














5.4 ター ミナ ルモード の 起動 


ター ミナ ルモード を 起動 する に は BASIC モー ド か ら コ マン ド に よっ て 
モー ド の 変更 を 行う 方 法 と ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 に よっ て シス テム 起 
動 時 に 選択 する 方 法 が あり ます 。 





ミサ ウレ EFZrororoo NssDISK - 
(Nsa デ ィ ス ク 版 ) | 」 BASIC シス テ 





(Ns 版 ) 





また , シス テム 起動 後に モー ド を 切り 替え る 方 法 も あり ます 。 


NssDISK-BASIC 拡張 命令 ター ミナ ルモード 
Nass-BASIC パッ ケー ジ (Nss 版 ) 


DISK-BASIC ター ミナ ルモード 
N-BASIC (N 版 ) 





① Nss(DISK )-BASIC か ら タ ー ミ ナル モー ド (Nss 版 ) に 入り ます 。 
Ns( DISK ) -BASIC で , term 文 を 実行 し ます 。 

② ター ミナ ルモード (Ns 版 ) か ら , Nss( DISK )-BASIC へ 戻り ます 。 
ター ミナ ルモード で 次 の よう に 入力 し ます 。 

SHIFT | [STOP]( [SHIFT] キ ー を 押し な が ら , [STOP] キ ー を 提 
す ) 
③ DISK-BASIC/N-BASIC か ら 、 ター ミナ ルモード (N 版 ) に 入り ま 
す 。 

DISK-BASIC/N-BASIC で , term 文 を 実行 し ます 。 

④① ター ミナ ルモード (N 版 ) か ら , DISK-BASIC/N-BASIC へ 戻り ま 
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す 。 
ター ミナ ルモード (N 版 ) で , 次 の よう に 入力 し ます 。 
伯 RPH|+ [B]((GRPH| キー を 押し な が ら , [B] キー を 押す ) 








参 考 
ター ミナ ルモード の 使用 方 法 に 関し まし て は 本 マニ ュ ア ル の 第 14 
章 「 タ ー ミ ナル モー ド 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 














5.5 電源 の ON/OFF 


5.5.1 電源 を 入れ る 


電源 を 投入 する 手順 は 次 の と お り で す 。 

(1) PC-8801MKI と 各 周 辺 装置 を 「 第 4 章 本 体 と 周辺 装置 と の 接続 」 に 
従っ て 接続 し ます 。 

(2) まず , プリ ンタ を 除く 周辺 装置 の 電源 か ら 「ON」 に し て いき ます 。 

(3) 各 周 辺 装置 の 電源 を 入れ 終っ た ら , PC-8801MKI の 電源 を 「ON」 に 
に し 集 叶 。 

(4) 必要 に 応じ し て フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ に シス テム ディ スク を 
セッ ト し ます 。 セッ ト が 終っ た ら リ セッ トス イッ チ を 押し て 下さ い 。 

(5) も し , プリ ンタ が 接続 され て いれ ば , プリ ンタ の 電源 を 「ON」 に 


も が 。 
注意 


プリ ンタ の 電源 は , 最後 に 入れ ます 。 ただし, 日 本 語 ワ ー ド プロ 
セッ サ な ど で は , 順序 が 異な る も の が あり ます の で , それ ぞ れ の マ 
ニュ アル に 従っ て くだ さい 。 


< 


0 「 電 源 の 投入 」 は ,「 周 辺 装置 」 か ら 始 め て ,「PC-8801MKII」 の 順 
2 室 て 序 で 行い ます 。( た だ し , プリ ンタ を 除く ) 


も し , 各 装 置 の 電源 が 入っ て いる に も か か わら ず , 画面 に 何 も 表 示さ 
れ な いり 場合 は , すぐ に , 全 装 置 の 電源 を 「OFF 」、 に し て , も う 一 度 ,「 第 4 
章 本 体 と 周辺 装置 と の 接続 」 に 従っ て , 接続 の 仕方 を チェ ッ ク し て くだ き さ 
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い 。 正しく 接続 きれ て いる に も か か わら ず , ディ スプ レイ に 何 も 表 示さ 
れ な い 場 合 は 、 ディスプレイ の 「 明 る さ (BRIGHT ) 調整 ツマ ミ 」 を 回 し て 
みて くだ さい 。 

に 何 か が 表示 され て は いる が , 読み 取れ な い 場 合 は 、 ディ スプ レ 
イ の 電源 の 「ON」, 「OFF」 を 行っ た り , 「 水 平 同期 調整 ツマ ミ 」 を 回 し て 
みて くだ さい 。 これ で も 画面 に 文字 が 表示 され な い 場 合 は , ディ スプ レ 
イ の 種類 に よる ジャ ン パ スイ ッ チ の 選択 が び ま ち が っ て いる 可能 性 が あり ま 
す 。 全 装置 の 電源 を 「OFF」、 に し て か ら , 「4.3 周 辺 装置 と の 接続 」 の 「(2) デ 
ィ ス プレ イ 」 の 項 を 委 照 し て 。 ジャ ン パ スイ ッ チ を 調べ て みて くだ さい 。 


っ .5.2 電源 を 切る 


電源 を 切る と , ユー ザ の 入力 し た プロ グラ ム や デー タ は すべ て 消え て 
し まい ます 。 電源 を 切る と き は , 以下 の こと を 守っ て くだ さい 。 
1. 重要 な プロ グラ ム や デー タタ を, カセット テー プ や フロ ッ ピ ィ イデ ヂ ディス 
ク に セー ブ し 忘れ て いな いか 確か め ま す 。 
2. カセ ッ ト テ ー プ や フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 読み 書き の 途中 で な いこ と 
を 確か め ま す 。 読 み 書き の 途中 で 電源 を 切る と , ファ イル が こわ れ て 
し まい ます 。 
注意 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 使っ て いる 場合 の 特別 な 注意 
NsDISK-BASIC で は , オー プン され た まま の ファ イル が な いこ と 
を 確認 し て くだ さい 。 ( 念 の た めも う 一 度 CLOSE を 実行 し て くだ さ 
。 DISK-BASIC ( N-BASIC モー ド の ディ スク バー ジョ ン ) で は , 
REMOVE し た こと を 確認 し て くだ さい 。 
以上 を 確認 し た ら , ドラ イブ アク セス 表示 用 LED が 消え て いる こ 
と を 確か め た あと , フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス ク を と り 出 し て くだ さい 。 


い ) 


これ ら を すべ て 確か め て か ら 電 源 を 「OFF」 に し ます 。 電源 を 切る 順序 
は , PC-8801MKI と 周辺 装置 の どちら が 早く て も か まい ませ ん 。 

電源 を 切っ た 後 , 再度 電源 を 入れ る 時 は , 5 秒 以上 た っ て か ら に し て < 
だ さい 。 


5.5.3 タイ マ 用 バッ クア ッ プ 電 : 


PC-8801MKI の タイ マ 用 バッ クア ッ プ 電池 は , PC-8801MKI の 電源 を 
連続 し て 40 時 間 以 上 「ON 」 に し て お く と , 完全 に 充電 され ます 。 また , 完 
全 に 充電 され た 後 も PC-8801MKI の 電源 を 「ON」 に し て いて も , バッ ク 
アッ プ 電 池 の 機 能 を 損なう こと は あり ませ ん 。 完全 に 充電 され た バッ ク 
アッ プ 電 池 は , PC-8801MKI の 電源 を ずっ と 「OFF」 に し た まま で も , 約 
2 ヶ月 の 間 , タイ マ を 動か し 続け ます 。 で すか ら , 1 日 に 約 40 分 程度 
PC-8801MKI の 電源 を 「ON 」 に する だ け で , PC-8801MKTI の タイ マ は 時 
を 刻み 続け ます 。 

タイ マ の 設定 の 方 法 は ,「BASIC REFERENCE MANUAL」 の 
DATE$, TIME$ の 項 を 参照 し て くだ さい 。 

注意 

タイ マ で バッ クア ッ プ し て いる の は , 月 , 日 , 時 , 分 , 秒 だ け で す 。 

年 は 。 シス テム ディ スク の ユー ティ リティ を 使っ て 初期 設定 し て くだ 

さい 。 


5.6 リセ ッ ド トド と ウォ ー ム スタ ー ト 


Ss:5、 4 リセット 


PC-8801MKI の 本 体 前 面 の 扉 を 開け る と , リセ モット スイ ッ チ が あり ま 
す 。 こ の スイ ッ チ を 押す と , PC-8801MKI は 電源 を 「ON 」 に し た と まき と 同 
じ 状 態 に セッ ト さ れ ま す 。 
この リセ モッ トス イッ チ は 次 の よう な 場合 に 限り 使用 し ます 。 
1. 電源 を 「ON」 に し た 直後 。 
PC-8801MKT を は じ め , 接続 きれ て いる 各 周 辺 装 置 を 初期 状態 に 
セッ ト し ます 。 
2. キー ボー ド か ら 何 も 入力 で き な く な っ た と き 。 
[STOP] キー を は じ め , どの キー を 入力 し て も 画面 に 何 も 現 われ な 
いと き 。 
3. フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク ユ ニッ ト に シス テム ディ スク を 読み に 行か せ 
全備 人 き 
リセ ッ ト ス イッ チ を 押す と , 入力 され て いた プロ グラ ム や デー タ は す 
べ て 消え て し まい ます 。 で すか ら , リセ ッ ト ス イッ チ の 使用 に は 十分 注 
意 し て くだ さい 。 
こ 攻 リセ ッ ト ボ タン を 押す と 入力 され て いた プロ グラ ム や デー タ は 
の 0 すべ て 消え て し まい ます 。 
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〇 1 


52 の. ウキ ギ キマ ムズ タ ダード 


BASIC モ ー ド で , [STOP] キ ー を 押し な が ら , リセ ッ ト ス イッ チ を 押す 
と , 画面 が クリ ア さ れ , 左上 スミ に 「OK」 と 表示 きれ ます 。 この 機能 を 
「 ウ ォ ー ム スタ ー ト 」 と いい ます 。 ウ ォ ー ム スタ ー ト は , リ セッ トス イッ チ 
を 押し た と き と ほ ぼ 同 じ 機 能 を 果 し ま す が , 入力 され た プロ グラ ム や デ 
ー タ は 保存 され ます 。 

た だ し , ウォ ー ム スタ ー ト で す と 。 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト に シ 
ステ ム デ ィ ス ク を 読み に 行き ませ ん か ら 注 意 し て くだ さい 。 
注意 

DISK-BASIC モー ド で ウォ ー ム スタ ー ト を 行う と フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク へ の アク セス が で き な く な り ま すか ら 注 意 し て くだ さい 。 

また , Nas( DISK )-BASIC か ら new on 文 で , DISK-BASIC/N-BASIC 
に 切り 奉 え た 場合 は , ウォ ー ム スタ ー ト させ る こと は で きま せん 。 


注意 
ウォ ー ム スタ ー ト を 行う と 機械 語 を 使っ た プロ グラ ム の 中 に は , 動 
作 し な く な る も の が あり ます 。 
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第 6 章 
キー ボー ド 


6.1 キー の 配置 


PC-8801MKII の キー ボー ド は , JR 配列 に 準拠 し て いま す 。 リ ター ン キ ー 
( 朗 ) や シフ トキ ー( [SHIFT] ) な ど , 良く 使わ れる キー は 押し や すい 位置 
に , 他 の キー より 大 き な キ ー で 配置 され て いま す 。 ま た , Nss-BASIC を 使 
用 し て いる と き は , ヘル プ キ ー([HELP]) や コビー キー([COPY]) な ど 特 別 な 
機能 を 持っ た キー が 使用 で きま す 。 さ ら に , PC-8801MKI の キー ボー ド 
に は , リピ ー ト 機能 が 備わっ て いま すか ら , 同じ キー を 約 1 秒間 以上 押し 
続け る と 同じ 文字 が 連続 し て 表示 され て いき ます 。 さ ら に キー ボー ド の 右 
0 多く の 数 値 を 入力 
する 場合 に 非常 に 便利 で す 。 

90 の キー 配列 を 示し ます 。 













































































lroml co | | fr1 L F2 | f3 昌 f・4 と f-5 | [ 較 較 器 回 回 固 
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民 FE に 民 『 F ド | 胃 回 了 ゆ L FI 回 回 回 回 
し mm EE 東上 選 部 9 ロコ 画 回 回 回 

図 回 ] mL 上 上 ] 





6 必 。 守 ー 人 人力 


PC-8801MKII の キー 入力 は 。 ノー マル モー ド , グラ フィ ッ ク モ ー ド , 
カナ モー ド の 3 つの モー ド が あり ます 。 
(1) ノー マル モー ド 
キー ボー ド の 通常 の 状態 で の 入力 で ,。 シフ トキ ー( ) を 押し 
た シフ ト ポ ジ ショ ン と 合わ せ て , ア ルフ ァ ベ ッ ト や 数 字 , 特殊 記号 ( 十 , 
*※, ? ) な ご ど ASCTI 標 準 キ ャ ラク タ を 入力 する モー ド で す 。 こ の と き , 
隊 キ ー は ロッ ク さ れ て いな い ( 押 され た まま の 状態 に な っ て な い ) こ 
と に 注意 し て くだ さい 。 
アル ファ ベッ ト は , その まま 押す と 小文字 が 入力 され , シフ トキ ー 
を 押し な が ら 入 力 す る と 大 文字 が 入力 され ます 。 [CAPS] キ ー を 1 度 押 
す と , キー は ロッ ク さ れ , シフ トキ ー を 押さ な い 状 態 で アル ファ ベッ 
ト の 大 文字 が 入力 され , シフ トキ ー を 押し な が ら 入 力 する と 小文字 が 
入力 され ます 。 こ の [CAPS] キ ー は , BASIC の プロ グラ ム な ど で , 大 文 
字 を 続け て 入力 する 場合 に 使用 する と 大 変 便利 で す 。 [CAPS] キー の 
ロッ ク を 解除 する 場合 は 。 も う 一 度 , [CAPS] キー を 押し ます 。 
(、 例 ) 
[CAPS]) を ロッ ク し て いな い 時 
問 還 
[SHFT] + jl 一 4 
[CAPS) を ロッ ク し て いる 時 
司 っ A 
[sHiFT] + し | 





(2) グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル 入 力 モ ー ド 
キー を 押し な が ら , キー 入力 を 行う モー ド で す 。 入 力 で きる 
グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル は , 「 グ ラフ ィ ッ クシ ン ボ ル の キー 配列 」 を 参 
照 し て 下さ い 。 グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル 入 力 モ ー ド は , [| キー や 
[CAPS| キー が ロッ ク さ れ て いる 状態 で も 動作 し ます 。 
例 


IGRPH| 一 王 
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CrFFrFFrTrrEgWW ロ CEEE 
Ye] 時 

と に [に 中 し | 昌也 
ーー LTT 」 HH 





グラ フィ ッ の 


(3) カナ 入力 モー ド 

凶 キ ー を 押し て ロッ ク し た 状態 で キー 入力 を 行い ます 。 ま た , ツ , 
ア , ウ , エ , オ な どの 右 肩 に ある カナ 文字 や カナ 記号 を 入力 し た い 場 
合 は , [SHIFT] キー を 押し な が ら 入 力 し ます 。( 詳 し く は ,「6.3 特 殊 キ ー 
の 説明 」 を 参照 し て くだ さい 。) 
(、 例 ) 

姜 二 隔 一 チ 

十 [SHIFT) + 団 ご ア 


注意 
複数 の キー を 同時 に 押し た 場合 に , 異な る 文字 が 出る こと が あり ま 
す 。 


6.3 特殊 キー の 説明 


(SHIFT( シフ 


トキ ー) 


タイ プラ イタ の シフ トキ ー と 同じ で , 各 キ ー の シフ ト ボ ポジ ショ ン に あ 
る 文字 を 入力 する 場合 に 使用 し ます 。 ま た , アル ファ ベッ ト を 入力 する 
場合 は , 大 文字 の 入力 に 使用 し ,[CAPS」 キ ー が ロッ ク さ れ て いる 状態 で は 
逆 に 小文字 の 入力 に 使用 し ます 。 


[cTRL| (コン トロ ー ル キー) 
他 の キー と 組み 合わ せ て , 特殊 な コー ド を 入力 し ます 。 








[HELP] と 同じ 機能 を 果 し ま す 。 














カー ソル を 1 項目 ご と 左 へ 移動 させ ます 。 

プロ グラ ム の 実行 を 中 断 し て BASIC の コマ ンド に 戻り 
ます 。( た だ し , 入力 待ち の と きだ け 有 効 で す 。 通 常 は 
[STOP] キ ー を 使用 し ます 。) 

現在 , カー ソル が 点滅 し て いる 項目 を 消去 し ます 。 


現在 , カー ソル が 点滅 し て いる 位置 か ら そ の 行 の 終 
り ま で を 消去 し ます 。 


カー ソル を 次 の 項目 の 先頭 に 移し ます 。 
ブザー( ビ ー プ 音 ) を 鳴ら し ます 。 
カー ソル の 前 の 1 文字 を 消去 し ます 。 [ 記 ] と 同じ 機能 で 


o 























プ 位 置 ま で カー 9 タプ 位置 は 8 文 
和 く で に 設定 され て いま 








2 CCRGP2N は ィ ン サ ー 
ト モー ド で は 行 の 分 割 機能 が あり ます 。 (「 第 7 章 ス 
クリ ー ン ・ エ ディ タ 」 参 照 ) 





王 人 人 


カー ソル を ホー ム ポ ボ ポジション (左上 スミ ) に 移動 きせ ま 





す 。 [SHIFT」 十 [ 軸 笛 と 同じ で す 。 





テキ スト 画面 を クリ ア し ます 。 疲 軸 と 同じ で す 。 





リタ ー ン キー([ ) と 同じ で す 。 























テキ スト 画面 の 表示 を 中 止 し ます 。 再び [CTRH + [| を 
入力 する と 再開 され ます 。 (中止 し て か ら 再 開 さ れる ま 
で の 表示 され る デー タ は 失わ れ ま す 。) 


動 作 
[CTRLI+[R] | イン サー トモ ー ド に な り ま す 。 [SHIFT] 二 [ 距 ) と 同じ で 


プロ グラ ム の 実行 の 一 時 停止 お よび list 文 , list 文 の 実 
行 の 一 時 停止 。 [STOP], [COPY], [SHIFT], GRPH, 














【CTRLH-+ [C] 以外 の キー を 入力 すれ ば 実行 が 再開 され ま 


CTRLT[U] | カー ソル が 点 減 し て いる 行 を 一 行 全部 消去 し ます 。 


CTRL+[X] | カー ソル が 点 減 し て いる 行 の 最後 の 文字 の 次 に カー ソ 
ル を 移動 きせ ます 。 














これ ら の コン トロ ー ル 文字 は , NssBASIC を 使用 し て いる と き に この よ 
うに 動作 し ます 。N-BASIC を 使用 し て いる と き は 多少 異な り ま す 。 
〇 異な っ た 動作 を 示す も の 

[CTRL| | カー ソル の 前 ヘス ペー ス を 1 個 挿入 し ます 。 

CTRL| +[。] 行 を 2 つ に 分 け ま す 。 
〇 動作 し な いも の 

[CTRL| 二 了 。, [CTRL| 十 。] , (CTRL| 十 、 , 

[CTRL| 十 bz , [CTRL| 寺 し | , CTRL| 十 l| 
〇 N-BASIC だ け で 動作 する も の 

[CTRL| + :」 カ ー ソ ル を 次 の 項目 の 先頭 へ 移し ます 。 

NssBASIC の [CTRL 十 し と 同じ で す 。 


[j リ ター ン キ ー(RETURN) 
この キー の 入力 に より , 1 行 の 入力 が 終り ます 。 こ の キー を 入力 する 


と カー ソル は , 次 の 行 の 先頭 に 移動 し ます 。 


隊 カ ナ キー 
この キー を 押す と , キー は ロッ ク さ れ , 入力 は カナ モー ド に な り ま す 。 


キー に 表示 され て いる 文字 の 位置 に より , キー と 隊 ] キー の 組 
み 合 わせ を 表し て いま す 。 

ロッ ク さ れ た | 好 キ ー を も う 一 度 押 す と , [キー の ロッ ク は 解除 され 
ます 。 
(、 例 ) 


= 
3 ア 

















ーー3 


+ 較 
jj 十 隊 ア 

較 +【SHIFT) + 較 ー ァ 
kl っ a 

[CAPS]+ 一 A 

+ 結 ーA 
[CAPS) 二 [SHIFT] +kzl 一 3 
皿 十 了 ー チ 


スト ッ プ キー 
プロ グラ ム の 実行 を 停止 する と き に 使用 し ます 。 


盟 酸 ホー ム ・ ク リア キー 
この キー を 入力 する と テキ スト 画面 が クリ ア さ れ , カー ソル は 画面 の 
左上 スミ に 移り ます 。 [SHIFT] を 押し な が ら 入 力 す る と , テキ スト 画面 
は クリ ア さ れず カー ソル だ け 移 動 し ます 。 


皿 避 [1 カカ ー ソ ル 移 動 キ ー 
[に] を 入力 する と 右 へ カー ソル を 移動 し ます 。 


[| を 入力 する と 左 へ カー ソル を 移動 し ます 。 
[1] を 入力 する と 上 へ カー ソル を 移動 し ます 。 
[を 入力 する と 下 へ カー ソル を 移動 し ます 。 
[SHIFT) + を 入力 する と [ 過 と 同じ 動作 を し ます 。 
[SHIFT] + [人] を 入力 する と [と 同じ 動作 を し ます 。 

画面 の 右端 に カー ソル が ある と き , を 入力 する と カー ソル は 次 の 行 
の 左端 に 移動 し ます 。 画 面 の 右 下 ス ミ に ある と き に , | を 入力 する と 画 
面 は 1 行 上 ヘ へ スクロール し , カー ソル は 最 下位 の 行 の 左端 に 移動 し ます 。 
画面 の 左端 に カー ソル が ある と き , [-| を 入力 する と カー ソル は 1 つ 前 
の 行 の 右端 に 移り ます 。 最上 位 行 の 左端 に ある と き は , 移動 し ませ ん 。 
画面 の 最上 位 行 に カー ソル が ある と き , [1] を 入力 し て も カー ソル は 移 
動 し ませ ん 。 画 面 の 最 下 位 行 に カー ソル が ある と き , [を 入力 し た 場合 
も 同じ で す 。 














回 グ ザ サ ー ド / デ リー トキ ー 

この キー を 入力 する と , 点滅 し て いる カー ソル の 左 の 文字 が 1 文字 消 
され , カー ソル より 右 の 1 行 分 の 文字 列 を 左 に つめ て いき ます 。 

+ [ 講 ] を 入力 する と , イン サー トモ ー ド に な り , カー ソル が 
点滅 し て いる 文字 と その 前 の 文字 と の 間 に 入力 され た 文字 を 挿入 し ま 
す 。 も う 一 度 [SHIFT] + [中 ]) を 入力 する か , カー ソル 移動 キー も し く は , 
リタ ー ン キー を 入力 する と イン サー トモ ー ド か ら 抜 け 出し ます 。 

N-BASIC モ ー ド で は , + [ 員 ] で, カー ソル の 前 に スペ ー 
ス を 1 個 挿 入 し ます 。 

連続 し た 多く の 文字 を 消去 する 場合 に , を 押し 続け ます と , 
キー を 離し た 後 も 文字 を 消し 続け る 場合 が あり ます 。 こ の よう な 場 
合 は , [CTRL| 二 し ] を お 使い くだ さい 。 [CTRLH + し は [中 ] と 同じ 動 
作 を し , キー を 離す と 同時 に その 動作 を や め ま す 。 


[CAPS) キャ ピタ ル ロ ッ クキ ー 
この キー を 押し て ロッ ク す る と , 以後 , アル ファ ベッ ト を 入力 する と 
大 文字 が 入力 され ます 。 こ の と き [SHIFT] を 押し な が ら 入 力 す る と 小 文 
字 が 入力 され ます 。 [CAPS) の ロッ ク を 解除 する 場合 は も う 一 度 こ の キー 
を 押し ます 。 


ほほ 5| グ アァ ンク ショ ン キ ー 
[SHIFT] キー と いっ し ょ に 使用 する 場合 を 含め て , 10 種 類 の 入力 を 行 
う フ ァ ン クシ ョ ン キ ー と し て 使用 で きま す 。 
この ファ ンク ショ ン キ ー を 押す と , 定義 され て いる 文字 列 が 入力 され 
ます 。 で すか ら , よく 使う 文字 列 を セッ ト し て お け ば , プロ グラ ム や デー 
タ な ご ど を 入力 する 時 間 が ずっ と 短く な り ま す 。 各 ファ ンク ショ ン キ ー は , 
最大 15 文 字 ま で 定義 で きま す が , 定義 S れ て いる 内 容 は , 40 キ ャ ラク タ 
モー ド の と き で 5 文字 , 80 キ ャ ラク タモ ー ド で は , 11 文 字 ま で 表示 され 
ます 。 
ファ ンク ショ ン キ ー を 新しく 定義 する 場合 は , 次 の よう に 入力 し ます 。 
key 人 へ 4,“run" 填 chr$(13 ) 
(へ は , スペ ー ス を 1 つ 開 ける こと を 表し て いま す 。) 
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これ で , f・4 に “runCs” が 定義 る 8 れ まし た ね 。(key 文 お よび chr$ に つ 
いて は , 「BASIC REFERENCE MANUAL」 を 参照 し て くだ さい 。) 
また , 現在 , 定義 S れ て いる 各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 内 容 を 表示 させ 
る に は , 次 の 命令 を 実行 し ます 。 
key へ list [] 
Ns-BASIC お よび N-BASIC モ ー ド に お いて ファ ンク ショ ン キ ー は , 次 
の よう に セッ ト さ れ て いま す 。 


Nss-BASIC N-BASIC 
load ~ HT 


auto 











go to 





list 





runCR 





SaVe ` 





key 





print 





・1 
*2 
・3 
・4 
*5 
・6 
9( 
・8 
・9 


edit. CR 
cont CR 





トー 
つ 








ば ・6@] 一 [f -1| は [SHIFT] キ ー を 押し た 場合 で す 。N-BASIC の [『・ 1 中 」 
は , と 同じ 機能 で す 。 
IGRPH| グ ラフ キー 
グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル を 入力 する と き に 使い ます 。 
[ESC] エ スケ ー プ キー(Nss-BASIC モ ー ド ) 
エス ケー プ コ ー ド を 入力 する と き に 使用 し ます 。 
注意 
N-BASIC モ ー ド で は , プロ グラ ム の 実行 も し く は 処理 を 一 時 停止 
させ る と き に 使用 し ます 。 再 開 は , 任意 の キー を 入力 し ます 。 





ロー ル ア ッ プ キ ー(Nss-BASICBASIC モ ー ド ) 
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9 ロー ル ダ ウ ン キ ー( Nss-BASIC モ ー ド ) 

NsDISK-BASIC で は EDIT 文 と と も に 用 いて , スク リー ン エ ディ タ に よ 
る プロ グラ ム の 修正 に 使用 し ます 。 詳し く は , 「 第 7 章 ス クリ ー ン ・ エ 
ディ タ 」 を 参照 し て くだ さい 。 

また , モニ タ の E コ マン ド で も , 同様 の 用 途 に 使用 し ます 。 こ れ 以 外 
の 場合 は , テキ スト 画面 を 上 下 に スク ロー ル さ せる だ け で す 。 


TABI タ ブ キ ー( 水 平 タ ブ キ ー ) (Nss-BASIC モ ー ド ) 
この キー を 入力 する と , カー ソル は 8 文字 単位 で 右 へ 移動 し ます 。 


COPY] コ ピー キー(Nss-BASIC モ ー ド ) 
ディ スプ レイ の 画面 を プリ ンタ ヘコ ピー し ます 。 こ の 場合 テキ スト 画 
面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 を プリ ント し ます 。 〔Nm-BASIC の “copy 
3" と いう 命令 と 同じ で す 。) 
テキ スト 画面 だ け を コピ ー す る 場合 は , 
[CTRL + COPY]( Ns-BASIC の “copy 1" と 同じ で す 。) 
と 入力 し ます 。 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 だ け の 場合 は , 
+【COPY](Ns-BASIC の “copy 2" と 同じ で す 。) 
と 入 才 し ます 。 


【COPY] (また は copy 文 ) で プリ ンタ へ 出力 し て いる 途中 で , 

また は [CTRL| + で 出力 を 中 止 し た 場合 は , プリ ンタ の 電源 の 
「OFF」「ON」 を 行っ て プリ ンタ を 初期 化し て くだ さい 。 そ う で な 
いと , 以後 , プリ ンタ が 正常 に 動作 し な い 場 合 が あり ます 。 


ヘル プ キ ー(Nss-BASIC モ ー ド ) 
ヘル プ キ ー に は , 2 つの 機能 が あり ます 。 
1. エラ ー 位 置 の 検出 
プロ グラ ム の 実行 中 に エラ ー が 起き た 場合 に , その 文 と , 場所 を 
表示 し ます 。( 詳 しく は , 「 第 7 章 ス クリ ー ン エディ タ 」 を 参照 し て 
ぐだ さき al 


2. ON HELP GOSUB 文 
input 文 な ど で 入 力 待 ち に な っ た と き な ど に 利用 する 特別 な キー 
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割込み で す 。( 詳 しく は , 「BASIC REFERENCE MANUAL」 を 参照 し 
て くだ さい 。) 





で 
OS KS 





第 / 章 
スク リー ン ・ エ ディ タ 


Na-BASIC に は , ディ スプ レイ を 活用 し て , プロ グラ ム の 作成 お よび 修 
正 が , 簡単 に 行え る よう に , 「 ス クリ ー ン ・ エ ディ タ 」 と 呼ば れる 画面 編 
集 機能 を 備え て いま す 。 こ の 機能 に より , 修正 し た い 行 を 改め て 最初 か ら 
入力 する 必要 が な く な り , プロ グラ ム の 入力 や 訂正 も 短 時 間 で 行え ます 。 


7.1 入力 中 の 修正 


キー ボー ド か ら プ ログ ラム な ど を 入力 し て いる と き , 誤っ て 隣り の キー 
を 押し て し まっ た り , 途中 で 文字 を 抜か し て し まう 場合 が あり ます 。 こ ん 
な 時 , その 行 を 最初 か ら 入 力 し な お し て いて は 大 変 で す 。 そ こ で , スク リー 
ン ・ エ ディ タ の 機能 を 使い ます 。 
(1) カー ソル の 直前 の 文字 の 消去 
文字 を 入力 し て いる と き に 入力 し た 文字 を 消去 する に は , [ 距 ) を 押 
し ます 。 す る と , カー ソル の 前 の 1 文字 が 消去 され ます 。 [CTRLU+ し し) 
で も 同じ 機能 を 実現 で きま す 。 
(2) 途中 の 文字 の 修正 
途中 で 押し まち が えた 文字 を 正しい 文字 に 置き 替え た い 場 合 は , 
カー ソル 移動 キー([ ] [1] L) を 使用 し て , まち が っ た 文字 の と こ 
ろ へ 移動 させ , 正しい 文字 に 置き 替え た 後 , 再び カー ソル 移動 キー で 
入力 を 中 断 し た と ころ へ 戻っ て 入力 を 続け ます 。 
(3) 途中 の 文字 の 消去 
途中 で 押し まち が えた 文字 を 消去 し た い 場 合 は , カー ソル 移動 キー 
(器量 則 口 ) を 使用 し て , 消去 し た い 文 字 の 次 の 文字 の 所 へ , カー 
ソル を 移動 きせ て , [ 忠 ] を 入力 し ます 。 こ の 場合 , カー ソル の 前 の 文 
字 が 消去 され , カー ソル か ら 右 の 文字 列 が 1 文字 分 , 左 へ 移動 し ます 。 


が = デ は 


(4) 文字 の 挿入 
何 文字 か 途中 で 挿入 し た い 場 合 は , 文字 を 挿入 し た い 位置 の 次 の 文 
字 に カー ソル を 移動 させ , [SHIFT] +[ 講 ] を 入力 し ます 。 こ れ で イン 
サー トモ ー ド と な り , これ か ら 後 で 入力 され る 文字 を カー ソル の 前 に 
挿入 し て いき ます 。 イ ン サ ー ト モー ド か ら 抜 け 出 す に は , 再び ,[SHIFT) 
 [ 虹 ) を 入力 する か , カー ソル 移動 キー か リタ ー ン キー([ 記 ) を 入力 
し ます 。([SHIFT] 十 [ 距 | は , [CTRL| 十 計 | で 代用 で きま す 。) 
スク リー ン ・ エ ディ タ の 機能 を 用 いて プロ グラ ム の 訂正 を 行っ た 場合 
は , 各行 番号 の 訂正 が 終る 度 に , 必ず リタ ー ン キー([ 記 ) を 入力 し て くだ 
さい 。PC-8801MKII は ,. リタ ー ン キー の 入力 に より , その 文 で の 変更 を 
理解 し ます 。 





1 い 1 つの 行 番号 の 文 で の , 入力 や 訂正 が 終っ た ら , 他 の 行 番号 の 
が 文 に 移る 前 に , 必ず リタ ー ン キー( 層 ]) を 入力 し て くだ さい 。 


「10 prannt Hello」 を 「10 print “Hello" 」 に 訂正 し て み ま し ょ う 。( 口 
は カー ソル を 表し て いま す 。) 
10 prannt Hello 
で カー ソル を 移動 させ ます 。 
10 pr[alnnt Hello 
=) を 入力 し ます 。 
10 pri 国 nt Hello. 
で カー ソル を 移動 させ ます 。 
10 prin 国 t Hello 
で , カー ソル の 前 の “mn” を 消去 し ます 。 
10 prinlt Hello 
] で カー ソル を 移動 させ ます 。 
10 print 田 ello 
[SHIFT] 二 [ 忠 ]) で , イン サー トモ ー ド に し た 後 , 二 
gg] を 入力 し ます 。 
10 print “ 国 ello 
円 で カー ソル を 移動 させ ます 。 こ れ で , イン サー トモ ー ド 





Ll 








回 
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か ら 抜 け 出 し て いま す 。 
10 print “Hello[」 
[SHIFT) 二 ] を 入力 し ます 。 こ れ で OK で すね 。 
10 print “Hello" 
他 の 行 番号 の 文 に 移る 前 に , リタ ー ン キー を 入力 し ます 。 こ 
れ で , 訂正 し た 後 の 文 が . メモ リ に 記憶 され まし た 。 

















注意 
プロ グラ ム を 訂正 し て いる 時 に , カー ソル の 動か し 方 に よっ て は , 
2 つの 行 が つなが っ て し まう 場合 が あり ます 。 
特に 円 キー を 用 いて スク リー ン の 右端 を 越え を て カー ソル を 移動 
させ た よう な 場合 に は 注意 が 必要 で す 。 


7.2 エラ ー の 訂正 


プロ グラ ム に 何ら か の エラ ー が ある 場合 , そ の 文 で 実行 が 中 断 さ れ ま す 。 
この と き , Nss-BASIC は , エラ ー の 種類 と , そ の エラ ー が 起き た 行 番号 を ディ 
スプ レイ に 表示 し ます 。 さ ら に , エ ラー の 種類 に よっ て は , その 行 を 表示 し , 
エラ ー の ある 項目 か , その 次 の 項目 の 先頭 に . カー ソル を 表示 し ます 。 

20 PRINT A : PLINT 回 : GOTO 10 

この 場合 で す と , カー ソル の すぐ 前 の 項目 ,. す な わ ち ,“PLINT" の 中 に 
エラ ー が あり ます ね 。 そ う で す ,“R" が ,“L" と まち が っ て 入力 され て いま 
すね 。 そこで, [| で カー ソル を 移動 させ 。 x] を 入力 し て , リタ ー ン キー 
を 押し て 訂正 を 終り ます 。 

エラ ー の あっ た 行 を 表示 し な い 場 合 は , [HELP] を 入力 し ます 。 す る と , 
エラ ー メ ッ セ ー ジ で 表示 され た 文 番 号 の 文 を 表示 し て , エラ ー の ある 項目 
か , その 次 の 項目 に カー ソル を 表示 し ます 。 

NssDISK-BASIC を 使用 し て いる と き に は , プロ グラ ム の 訂正 に , より 便 
利 な 「 エ ディ ッ ト モ ー ド 」 が 準備 され て いま す 。 ま ず , 訂正 し た い プ ログ 
ラム を 入力 また は ロー ド し ます 。 (jist [ 記 又 は [f・4]+[] で 内 容 が 表示 さ 
れ ま す 。) こ こ で わか り 易 くす る た め に 一 度 , 画面 を 消し ます 。 ([ 忠 置 又 は , 
CLS[] ) 


次 に edit コ マン ド を 実行 し ます 。 
edit [| 
する と , 最後 の 行 が 画面 の 一 番 上 に 表示 され ます 。 次 の 行 が 見 た いり 場合 
は , 本 昭 キー を 入力 し ます 。 こ の キー を 押し 続け る と , どん どん 前 の 行 が 
表示 され て 行き , 画面 に 入り きら な い 分 は , どん どん 下 へ 消え て 行き ます 。 
し か し , エディ ッ ト モ ー ド に 入っ て いる 時 は , 門 困 キー を 入力 する こと に 
一 度 画面 の 下 へ 消え て いっ た 行 を も う 一 度 見 る こと が で きま す 。 そ 
USN その 位置 に カー ソル を 移動 させ て , [ 誤 ] 
キー な ど を 使っ て 誤り を 直し ます 。 こ の と きも , 訂正 が 終っ た ら 必ず [ 過 
キー を 入力 し て くだ さい 。 エ ディ ッ ト モ ー ド か ら 抜 け 出 し た いり 場合 は , 員 本 
キー を 入力 し ます 。 ま た , と て も 長い プロ グラ ム な ど で , 途中 か ら エ デ 
ィ ッ トモ ー ド を スタ ー ト させ た い 場 合 は , 
edit へ 〔 行 番号 
と 入力 し ます 。 する と , その 行 番号 の 文 が 表示 され ます か ら , 以後 , 隔 品 , 
AM キー を 使っ て 前 後 の 行 を 表示 させ , 訂正 し ます 。 
NsDISK-BASIC を 使用 し て いな い 場 合 は , た だ 単に 画面 を 上 下 に スク ロー 
ル さ せる だ け で すか ら , list コ マン ド な ど で 表 示さ せ た プ ログ ラム な ども , 
隔 訂 , 隊 訓 キー で 一 度 画 面 の 外 へ 追い 出し て し まう と , 回 時 , 例 内 キー 


で は 再び 見 る こと は で きま せん 。 


7.3 便利 な 編集 機能 


(1) 1 行 消去 (CTRL+ 
カー ソル が 点滅 し て いる 行 を 消去 する 場合 は , [CTRLU+ し ] を 入力 
し ます 。 こ れ は , その 行 の 先頭 か ら , 最後 (リタ ー ン キー が 入力 され 
た 所 ) ま で を 画面 か ら 消去 し ます 。 こ の 場合 は , 行 番号 も 消え て し ま 
いま すか ら リ ター ン キ ー を 入力 し て も プロ グラ ム は 訂正 され ませ ん 。 

(2) カー ソル か ら , その 行 の 終わ り ま で の 消去 [CTRLU+ 避 2 

カー ソル か 点滅 し て いる 文字 か ら , その 行 の 終わ り ま で を 消去 する 
場合 は , CTRL| 十 居 ] を 入力 し ます 。 こ の 後 で , リタ ー ン キー を 入力 
すれ ば , メモ リ の 内 容 も 訂正 きれ ます 。 で すか ら 行 番号 の すぐ 次 の 位 
置 に カー ソル を 移動 し , CTRL] 十 司 ] を 入力 し , その 後 リ ター ン キ ー 
を 入力 する と その 行 番号 の 文 は プロ グラ ム か ら 削 除 さ れ ま す 。 

(3) カー ソル の 移動 (CTRL+ 陸 ], 【CTRL 二 后 ] , 【CTRU TE 
PC-8801MKI の キー ボー ド に は , オー トリ ピー ト 機 能 が 備 っ て いる 
た め , カー ソル 移動 キー を 押し 続け る と , カー ソル は どん どん 移動 し 
ます 。 し か し , さら に 便利 な 機能 と し て , 項目 ご と の 移動 が で きま す 。 

CTR を 、) を 入力 する と , カー ソル は 次 の 項 の 先頭 へ 移動 し , 
[CTRL+。) を 入力 する と 1 つ 前 の 項目 の 先頭 へ 移動 し ます 。 ま た , 
ICTRLU+ 了 。] を 入力 する と , その 行 の 最後 の 文字 の 次 に カー ソル が 移 
動 し ます 。 

(CTRLH 5 は , N-BASIC の [CTRLI + と 同じ 動作 を 行い ます 。 
Nass-BASIC で は , +。] は 動作 し ませ ん 。 

(4) 行 の 分 割 と フィ ー ド の 挿入 (CTRL+[。) 

1 行 の 内 容 を 2 行 に わた る よう に 書き 直し た い 場 合 に は , 区 切り た 
い 箇 所 で カー ソル を 止め , +[ 距 ] で イン サー トモ ー ド に 切り 
替え , [CTRL] し] を 押す と , カー ソル か ら 後 の その 行 の 最後 まで の 
文 が 次 へ 移動 し ます 。 移 動 し た 行 の 先頭 に ライ ン 番 号 を 付加 し , 
を 押せ ば , これ まで の 1 行 の 内 容 が 2 行 に わた っ て 書か れ た こと に な 
り ま す 。 

また , イン サー トモ ー ド に な っ て いな いと き に , [CTRL +[。] を 入 
力 す る と , その 行 の 最後 に フィ ー ド を 挿入 し ます 。 
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(5) 1 項 目 の 削 除 [CTRLU+pz 
カー ソル の 点滅 し て いる 文字 か ら , その 項目 の 終わ り ま で を 消去 し 
ます 。 














7.4 N-BASIC モ ー ド の スク リー ン ・ エ ディ タ 


N-BASIC モ ー ド で も , Nss-BASIC モ ー ド と 同じ よう な スク リー ン ・ エ ディ 
タ の 機能 を 備え て いま す 。 た だ し , edit 文 は な く , 6 計 , 対 が 動作 し ま 
せん し , [HELP] の 機能 ちあ り ま せん 。 で すか ら , エラ ー メ ッ セ ー ジ で 示さ 
れ た 文 を 訂正 する 場合 は , jist 文 を 使っ て ディ スプ レイ に 文 を 表示 し た 後 , 
カー ソル を 移動 させ て 訂正 を 行い ます 。 詳 しく は , 「PC-8001 ユ ー ザ ー ズ 
マニ ュ ア ル 」 か 「N-BASIC REFERENCE MANUAL」 を 参照 し て くだ さい 。 


の ター 
OO 
AA 


So 
KO KK NOV 


へ プー 


2 の AX 
02022 


と へ 








第 8 章 
ディ スプ レイ モー ド 


Nss-BASIC は , いろ いろ な ディ スプ レイ モー ド を 備え て いま す 。 特に, 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 用 に 独立 し た ビデ オ RAM(V-RAM) を 48K バ イト 
備え て いる の で , 複雑 な 表示 も 可能 と な り , また , テキ スト 画面 と 独立 し 
て 扱え ます 。 さ ら に , 専用 高 解 像 デ ィ ス プレ イ を 接続 する こと に より , 
640X400 ド ッ ト の 鮮明 な 画像 を 表示 する こと が で きま す 。 

Ns-BASIC の ディ スプ レイ モー ド は 次 の よう に 分 類 さ れ ま す 。 

テキ スト 画面 


く グラ フィ ッ ク モ ー ド 
グラ フィ ッ ク 曽 打 < こ カ ラーク ラフ ィ ッ ク キ ー ド 
専用 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド 

この な か で , 専用 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド は , 専用 高 解像度 ディ ス 
プレ イ を 接続 し た と きだ け 選 択 で きま す 。 ま た , PC-8801MKI に , 家庭 
テレ ビ 用 カラ ー ア ダ プ ター(PC-8044K ) を 接続 すれ ば , 家庭 用 T. V. を 使用 
で きま す が , その 場合 は , 画面 の 設定 に よっ て は , 文字 等 が 見 に くい 場合 
が あり ます 。 


8. 1 テキ スト 画面 


キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 や , プロ グラ ム の リス ト な ど を 表示 する 画 
面 を ' テ キス ト 画 面 」 と 呼び ます 。 テ キス ト 画 面 は , ユー ザー ズ メ モリ に 設定 
され た テキ スト VRAM を 使用 し て 表示 し ます か ら , グラ フィ ッ ク 画 面 と は 
独立 し て いま す 。 で すか ら , テキ スト 画面 だ け を 表示 させ る こと も , グラ 
フィ ッ ク 画 面 に テキ スト 画面 を 重ね て 表示 する こと も 可能 で す 。( 詳 し く 
は , 「8.2 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 」 お よび 「8.4 モ ノ ク ロ ディ スプ レイ 用 コネ ク 
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タ へ の 出力 の 選択 」 を 参照 し て くだ さい 。) 


8.1.1 テキ スト 画面 の < 文字 数 / 行 > 
行 数 / 画 面 > の 指定 


テキ スト 画面 に 表示 で きる 文字 数 は , 次 の 4 つの 組み 合わ せ が あ り ま す 。 
80 文 字 X25 行 , 80 文 字 X20 行 (80 キ ャ ラク タモ ー ド ) 
40 文 字 X25 行 , 40 文 字 X20 行 (40 キ ャ ラク タモ ー ド ) 
電源 を 「ON」 に し た と き , また は リセ ッ ト ボ タン を 押し た と き の < 文 
字数 / 行 〉 は , 本 体 前 部 の DIP ス イッ チ で 選択 で きま す 。 


SW1 
34 HE1 
1 1 1! 1 1 1 1 | 9 | ak 
1」 1 ! 1 と と デイ 
性 1 半 人 の 本 用 科 し も 本 80 文字 / 行 
1 2 3 4 5 6 7 8 

SW1 
引 R 
1 11 1 衣 誠 親和 0 作 生 引 還 着 ーッ / ラ ーー 

1 1 1 por eS 

MEIUILIUEL ュ | 間 ポ 重 
1 2 3 4 5 67 8 

SW1 
IIHEOMNI 
| 還 由 証 | 則 員 計 | 1 11 11 11 
1 馬 動 清 1 11 1 1 画 | 
sl に EE じ EE 25 行 / 画 面 
1 2 3 4 5 6 7 8 

SW1 
HH 

| 填 叶 | 1 1 1 クム ーー ー 

1 1 四 
に IMEMBIL EIGAN3 20 行 / 画 面 
1 2 3 4 5 6 7 8 


この < 文字 数 / 行 > < 行 数 / 画 面 〉 は , width 文 で 変更 し ます 。 
width へ < 文字 数 / 行 > 〔, < 行 数 / 画 面 > 
(へ は , 1 文字 分 の スペ ー ス を 開け る こと を 表し て いま す 。) 
例え ば , 80 文 字 X20 行 の 画面 を 40 文 字 X20 行 に 変更 する 場合 は , 次 の 
よう に 入力 し ます 。 
width へ 40, 20 
し か し , widqth 文 で は , 行 数 を 変更 し な い パ ラメ ー タ は 省略 し て も か ま 
いま せん か ら , 次 の よう に 入力 し て も 同じ 動作 を し ます 。 
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width へ 40 


_ 散 和み テキ スト 画面 の 表示 文字 数 の 指定 は , width 文 で 行い ます 。 
7 width へ < 文字 数 / 行 > 〔, < 行 数 / 画 面 > 
( た だ し , 行 数 / 画 面 を 変更 し な い 場 合 は 省略 で きま す 。) 


ヒ に = コ 


注 意 
家庭 用 T. V. ま た は 家庭 T. V. 用 ブラ ウン 管 を 使用 し て いる モニ タ を 
接続 し て いる 場合 は ,40 キ ャ ラク タモ ー ド を 指定 し て くだ さい 。80 キ ャ 
ラク タモ ー ド で は , 文字 が 不鮮明 で 見 に くい こと が あり ます 。 


8.1.2 テキ スト 画面 の モー ド 設 定 

テキ スト 画面 の いろ いろ な モー ド を console 文 で セッ ト し ます 。 電源 を 
「ON」 に し た と き や , リ セット ボタ ン を 押し た と き の テ キス ト 画 面 の モー 
ド は 次 の よう に セッ ト さ れ て いま す 。 


スク ロー ル の スタ ー ト 行 ……… 0 

スク ロー ル す る 行 数 ……………… 20 

ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 …… 1 (表示 する ) 

カラ ー プ モノ クロ モー ド ……… 0 (モノ クロ モー ド ) 


この 4 つの 値 を console 文 で 指定 で きま す 。 


し 角 4。 テキ スト 画面 の モー ド の 設定 は console 文 で 行い ます 。 
の console へ [< スク ロー ル の スタ ー ト 行 >] 

, [< スク ロー ル す る 行 数 〉〕 

[。 < ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 >〕 

[, < カラ ー/ モ ノ ク ロ モー ド >〕 


まず , 「 ス クロ ー ル 」 に つい て 説明 し ます 。console 文 で 指定 し な い 限 り , 
最 下位 行 ま で 文字 を 表示 し て 改行 を 行っ た り , 最 下 位 行 の 端 ま で 文字 を 表 
示し , さら に 文字 を 表示 させ よう と し た 場合 は , 画面 全体 が 1 行 上 へ 移動 
し , 最上 位 の 行 が 消え て し まい ます 。 こ の 動作 を 「 ス クロ ー ル 」 と いい ます 。 
この まま で す と , どん どん 文字 を 表示 させ て いく と , 画面 に 残し て お きた 
いと 思っ た 文字 も , どん どん 上 へ スクロール され て いき , いずれ 消え て し 
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まい ます 。 そ こ で , 残し て お きた い 文 字 を 画面 に 表示 し た あと , console 文 で , 
< スク ロー ル の スタ ー ト 行 〉 と < スク ロー ル す る 行 数 〉 を 設定 し て , 残し 
て お きた い 部 分 が スク ロー ル し な いよ うに し ます 。 行 は , 最上 位 か ら 0, 1 , 


最上 位 行か ら 10 行 を 残し て お きた い 場 合 。 
第 0 行か ら 第 9 行 の 10 行 を 残す よう に 設定 し ます か ら , < スク ロー 
ル の スタ ー ト 行 〉 は 10, < スク ロー ル す る 行 数 〉 は , 20 行 / 画 面 な ら ば , 
残り 10 行 で すか ら , これ も 10 と な り ま す 。 
console へ 10, 10 
これ で , 上 半分 の 10 行 は スク ロー ル さ れ ま せん 。 も と の 状態 に も 
ご す に は , 第 0 行か ら 20 行 スク ロー ル す る よう に セッ ト し ます 。 
console 公 0, 20 
< ファン クシ ョ ン キ ー の 表示 〉 は , 画面 の 最 下 位 の 行 に . ファ ンク ショ 
ン キ ー の 内 容 を 表示 させ る か どう か 設定 し ます 。 表 示す る 場合 は 1 , 表示 
させ な い 場 合 は 0 を 指定 し ます 。 
ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 を 消す 場合 。 
console へ ,,0[ 選 
ファ ンク ショ ン キ ー を 表示 させ る 場合 。 
console へ 1| 選 





<〈 カ ラー/ モ ノ ク ロ モー ド >〉 の 切り 替え は , color 文 の < ファ ンク ショ ンコ ー 
ド 〉 の 機能 を 規定 し ます 。「8.1.3 テ キス ト 画 面 の カラ ー 指 定 」 を 参照 し て 
くだ さい 。 

カラ ー モ ー ド の 指定 を する 場合 。 
console へ 1 


モノ クロ モー ド の 指定 を する 場合 。 





console 人 へ 0[ 思 


注意 
console 文 で も width 文 と 同じ よう に , 値 を 変更 し な い パ ラメ ー タ は 
省略 で きま す 。 た だ し , 変更 する パラ メー タ よ り 前 の コン マ は 省略 で 
きま せん か ら 注 意 し て くだ さい 。 


例 
5 行 め か ら 15 行 め あま で を クス ロー ル さ せ , ファ ンク ショ ン キ ー は 表 
示さ せ ず , カラ ー モ ー ド の 指定 を 行う 場合 。 


console 人 へ 4, 10, 0, 1 


8.1.3 テキ スト 画面 の カラ ー 指 定 


テキ スト 画面 の カラ ー 指 定 は , color 文 で 行い ます 。Nss-BASIC に は , 3 
種類 の color 文 が あり ます 。 こ の うち , テキ スト 画面 の カラ ー 指 定 を 行う の 
は , 次 の 2 つ で す 。 

( 有 ) ファ シック ショ ンコ ー ド / プ フォ アグ ラウ ンド カラ ー/ パ ッ ク グ ラウ ンド 

カラ ー の 指定 を 行う color 文 。 
color へ [< ファ ンク ショ ンコ ー ド 〉〕] 〔, < バッ ク グ ラウ ンド カ 
ラー:] J < プ ォ アグ ラウ シド カラ ー バ J 

この 中 で , テキ スト 画面 に 関係 が ある の は , < ファ ンク ショ ンコ ー 
ド > だ け で , 他 は グラ フィ ッ ク 画 面 に 関係 ある も の で す 。 で すか ら , 
ここ で は , < ファ ンク ショ ンコ ー ド >〉 だ け を 説明 し , 残り の パラ メー 
タ は ,「 第 9 章 グ ラフ ィ ッ クス 」 の 中 で 説明 し ます 。 

「8.1.2 テ キス ト 画 面 の モー ド 設 定 」 で 説明 し た console 文 を 思い 出し 
て くだ さい 。 そ の 4 番 め の パラ メー タ に 〈 カ ラー/ モ ノ ク ロ モー ド > 
の 指定 が あり まし た ね 。 こ の 指定 に より , < ファ ンク ショ ンコ ー ド > 
の 指定 の 意味 が 異な っ て きま す 。 

(1) console 文 で .。 カラ ー モ ー ド の 指定 が な され て いる と , 〈 フ ァ ン ク 

ショ ンコ ー ド 〉 は < カラ ー コ ー ド >〉 と し て , 表示 する 文字 の 色 を 指 

定 で きま す 。 





< ファ ンク ショ ンコ ー ド > 





緑 
水色 
黄色 

白 





^、- の mm 必 oO 呈 





(2) console 文 で モノ クロ モー ド を 指定 し て いる 場合 は , < ファ ンク ショ 
ンコ ー ド >〉 は , 文字 の 表示 モー ド を 指定 し ます 。 


< ファ ンク ショ ンコ ー ド > 文字 の 表示 コー ド 





ノー マル 
シー クレ ッ ト 

アリ シク 

シー クレ ッ ト 

リバ ー ス 

リバ ー ス 、 シー クレ ッ ト 
リバ ー ス 。 ブリ ンク 
リバ ー ス , シー クレ ッ ト 


1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 





< ノーマル >〉 と は , 通常 の 表示 モー ド で す 。 く < リバース 〉 に する と 
育 景 と 文字 が 逆転 し ます 。 く < シー クレ ッ ト >〉 は , 入力 され た 文字 を 
表示 せ ず , 文字 数 分 だ け カ ー ソ ル が 移動 し て いき ます 。< ブ リン ク 〉 
は 文字 を 点滅 させ ます 。 

テキ スト 画面 の 文字 を 赤 に し た い 場 合 。 


console へ ,, 1[ ツ | (カラ ー モ ー ド ) 
color へ 2[| ( 赤 ) 


この 2 つの 命令 に より , これ 以後 入力 され た 文字 は , 赤 で 表示 
され ます 。 
暗証 番号 の よう に , ディ スプ レイ に は 表示 させ た く な い 場 合 。 
console へ ,, 0[ ウ | (モノ クロ モー ド ) 
color へ 1[2| (シー クレ ッ ト ) 
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電源 を 「ON」 に し た と き , また は , リセ ッ ト ボ タン を 押し た 
と き は , モノ クロ モー ド と な っ て いま すか ら , この console 文 は 省 


略 で きま す 。 


の テキ スト 画面 の 文字 の カラ ー の 指定 お よび 表示 モー ド の 指定 
2 て 。 は , color 文 で 行い ます 。 
color へ < ファ ンク ショ ンコ ー ド 〉 [ 連 


(1) テキ スト 画 の 区 画 を 指定 し た く < ファン クシ ョ ンコ ー ド >〉 に よる 指定 。 

Nss-BASIC で は , テキ スト 画面 の ある 区 画 の < ファ ンク ショ ンコ ー ド ? 
を 指定 する こと が で きま す 。 

color@ (Xi Yi) 一 (Xz。Ys), < ファ ンク ショ ンコ ー ド 〉 [ 選 

( 丸 。 Yi), (Xz,。 Y。) は , キャ ラク タ 座 標 で す 。 

<〈 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド 〉 に つい て は ,([) で 説明 し た と お り で す 。 キ ャ 
ラク タ 座 標 は , 「 何 文字 めで 何 行 め 」 と いう よう に 位置 を 指定 する も 
の で , 画面 の 左上 スミ が , (0.0) と な り ま す 。 


80 文 字 X20 行 モー ド の と き , 画面 の 右上 半分 の 文字 を 青 に する 
場合 。 
(0.0) (40. 0 ) (79, 0 ) 








(40.10) 
(0,.10) ヒ ーーーーーーーーーーー 





(79,10 ) 


(79, 19 ) 








( 0,19) 


ご 
ど 
Ed 


80 文 字 ※X20 行 モー ド の キャ ラク タ 座 標 は 上 図 の よう に な り ま 
す 。 区画 を 指定 する と き は , その 区 間 の 左上 スミ と 右 下 ス ミ を 指 
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定 し ます 。 
console へ ,,,1 
color@ (40,0 ) 一 (79,10 ), 1 
同じ 区 画 に 表示 され て いる 文字 を 点滅 (ブリ ンク ) さ せる 場合 
は , 次 の よう に な り ま す 。 
console へ ,,,O 
color@ (40,0) 一 (79,10), 2 [ 思 


且 : 区 画 を 指定 し た テキ スト 画面 の < ファ ンク ショ ン コー ド > 
Pe に よる 指定 。 
color@ (XYi) 一 (X2, Y2 ), < ファ ンク ショ ンコ ー 
ド 〉 [ 連 
(Xi, Yi) 


(Xs, Ys) 


MS | 
(0,0) 一 (< 文字 数 / 行 〉 一 1 , < 行 数 / 画 面 〉 一 1 ) 
注意 

この color 文 で 表示 され て いる 文字 の 色 を 変え て も , 次 に この 区 


間 に 表 示さ れる 文字 は , (1) の color 文 で 指定 され た < ファ ンク ショ 
ンコ ー ド 〉> に よっ て 表示 され ます 。 


6.1.4 テキ スト 画面 に 関す る 注意 


テキ スト 画面 の カラ ー 指 定 を 行う と き , カラ ー モ ー ド , モノ クロ モー ド 
に か か わら ず , 1 行内 で , 19 ヶ 所以 上, 変化 点 を 指定 する と それ 以上 同一 
の 色 に な っ た り , 同一 の 表示 モー ド に な っ て し まい ます 。 で すか ら , 多く 
使う 色 ま た は 表示 モー ド を , 区 画 を 指定 する color 文 で 指定 し て お いた 方 が 
良い で し ょ う 。 


8.1.5 N-BASIC の テキ スト 画面 


N-BASIC の ディ スプ レイ モー ド は , 1 つの 画面 に . テキ スト と グラ フィ ッ 
ク の 両方 を 表示 させ る と いう 点 で , Nss-BASIC と は 全く 異な っ て いま す 。 
し か し , テキ スト の 表示 に 関し て は , ほとん ど Ns-BASIC と 共通 で す 。 

width 文 と console 文 は Nss-BASIC と 全く 同じ で す 。 た だ し , N-BASIC で は , 
width 文 で , 80 文 字 / 行 , 40 文 字 / 行 以外 に , 36 文 字 / 行 , 72 文 字 / 行 を 指定 
で きま す 。 

color 文 は 1 種類 し か な く , 次 の 形 で 入力 され ます 。 

color〈( フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド 〉,< ヌ ルキ ャ ラク タ >,< グ ラフィ ッ ク 
スイ ッ チ > 

<〈 く ファンク ショ ンコ ー ド >〉 に つい て は , Nss-BASIC と 全く 同じ で す 。 く ヌル 
キャ ラク タ > は , 画 面 を クリ ア し た と き に , 画 面 を 埋め る キャ ラク タ を 指 
定 し ます 。 く < グラ フィ ックス イッ チ > は , 画 面 を グラ フィ ッ ク 用 画面 と し て 設 
定 す る か , テキ スト 表示 用 と し て 設定 する の か を 指定 し ます 。 


8.2 グラ フィ ッ ク 画 面 


Nss-BASIC は , より 優れ た ビジ ネス グラ フィ ックス を 提供 で きる よう に ., 
多彩 な グラ フィ ッ ク 機 能 を 備え て いま す 。 ま ず , Nas-BASIC の グラ フィ ッ 
ク 画 面 の モー ド に は , < グラ フィ ッ ク モ ー ド 〉 と < カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー 
ド > が あり ます 。 さ ら に , 専用 高 解像度 ディ スプ レイ を 使用 し て いる 場合 は , 
640X400 ド ッ ト と いう きわ め て 鮮明 な 画像 が 得 ら れる < 専用 高 解像度 ディ 
スプ レイ モー ド 〉 を 選択 する こと が で きま す 。 
グラ フィ ッ ク 画 面 の モー ド 選 択 は , screen 文 を 使い ます 。 
screen へ [< パラ メー タ 1>] [, く パラ メー タ 2>] [, く < パラ メー タ 3>] 
(< く パ ラメ ー タ 4>〕 
(() パラ メー タ 1 …… モー ド の 選択 








( 唄 パラ メー タ 2 …… グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 の 有無 。 高 速 書き 込み 
モー ド の 指定 。 
ビッ ト 指 定 と な っ て いま す 。 
〇 第 0 ビッ ト …… 高速 書き 込み モー ド の 指定 


高速 書き 込み モー ド 


指定 し な い 


指定 する 








前 項 の 表 で は わか り に くい 方 は , 次 の 表 を 参考 に し て くだ さい 。 























「 高 速 書き 込み モー ド 」 に つい て は , 「8.3 高 速 書 き 込 み モ ー ド 」 
で 説明 し ます 。 


( パラ メー タ 3 …… グラ フィ ッ ク モ ー ド で グラ フィ ッ ク 命 令 を 実行 す 
画面 を 指定 し ます 。 





(WM パラ メー タ 4 …… グラ フィ ッ ク モ ー ド で 表示 する 画面 を 指定 し ま 
す 。 パ ラメ ー タ の 値 と 表示 する 画面 は 。 ビッ ト 
対応 に な っ て いま す 。 











各 ビ ッ ト が , 1 の 場合 に 対応 する 画面 を 表示 し ます 。 で すか ら , 実 
際 に 入力 する 数 値 と 表示 され る 画面 の 関係 は , 次 の よう に な り ま す 。 
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くく パラメータ 3〉> お よび く パ ラメ ー タ 4〉 は , く パ ラメ ー タ 1〉 で , 
グラ フィ ッ ク モ ー ド を 選択 し た と き に 有効 と な り ま す 。 詳し く は , 
「8.2.1 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド 」 を 参照 し て くだ さい 。 


と ot い screen 命 令 を 実行 する 前 の グラ フィ ッ ク 画 面 は 。 次 の モー ド 
" 秦 さ 。 に セッ ト さ れ て いま す 。 
screen 作 0, 0 


8 ク 2 1 グラ ライ ッ ツクモ ー ド 
Nss-BASIC の グラ フィ ッ ク モ ー ド は , 640X200 ド ッ ト の 画面 を 3 画面 持っ 
て いて , テキ スト 画面 の カラ ー 指 定 を 利用 する と , キャ ラク タ 単 位 (8 X 
8 ドッ ト 単 位 ) で 8 色 ま で 指定 で きま す 。 3 画面 の うち , どの 画面 で グラ 
フィ ッ ク 命 令 を 実行 し , ど の 画面 を ディ スプ レイ に 表示 させ て お く か を < パ 
ラメ ー タ 3〉 と < パラメータ 4〉 で 指定 し ます 。 
例 























第 1 画面 で グラ フィ ッ ク 命 令 を 実行 させ な が ら , その 画面 を ディ ス 
プレ イ に 表示 させ る 場合 。 
screen へ 1, 0, 0, 1 [2 


第 3 画面 で グラ フィ ッ ク 命 令 を 実行 させ な が ら , 第 1 画面 と 第 2 画 
面 を 表示 させ る 場合 。 
screen へ 1,0,2,3 
この 場合 は , 実行 され て いる グラ フィ ッ ク 命 令 の 結果 は ディ スプ レ 
イ に は 表れ ませ ん 。 実行 終了 後に 次 の 命令 を 実行 する と , 第 3 画面 で 
実行 され た 結果 も 合わ せ て 表示 され ます 。 
screen へ 1, 0, 2, 7 


グラ フィ ッ ク 命 令 に つい て は , 「 第 9 章 グ ラフ ィ ッ クス 」 お よび 
「BASIC REFERENCE MANUAL」 を 参照 し て くだ さい 。 


グラ フィ ッ ク 画 面 の カラ ー 指 定 に つい て は , 「8.1.3 テ キス ト 画 面 の カ 
ラー 指定 」 を 参照 し て くだ さい 。 


本 2 グラ フィ ッ ク モ ー ド を 指定 する と き は , 使用 する 画面 も 指定 し 
ます 。 
screen 人 へ 1, 0, 〈 パ ラメ ー タ 3〉, 〈 パ ラメ ー タ 4)〉[ 記 


遇 


注意 

次 の 場合 」、 SCREEN 文 の パラ メー タ 4 に よっ て 指定 し た 表示 画面 
の 設定 は リセ ッ ト さ れ ま す 。(3 画 面 が 合成 され て 表示 され ます 。) 
・WIDTH 文 の 実行 

・ テ キス ト 画 面 の カラ ー/ モ ノ ク ロ モー ド の 切換 え (CONSOLE 文 ) 
-・CMD TEXT ON 文 で . テキ スト 画面 を 再 表 示さ せ た 場 合 (CMD 

SING “X1", CMD CUT も 含む )。 

この よう な 場合 に は , 各 命 令 の 実行 直後 , SCREEN1 を 実行 し て 
グラ フィ ッ ク モ ー ド の 再 設定 を 行っ て くだ さい 。 


8.2.2 カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー ド 

Ns-BASIC の カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー ド は , 640X200 ド ッ ト 1 画面 で 構 
成 さ れ て いま す 。 カ ラー グラ フィ ッ ク モ ー ド で は , 各 ド ッ ト 単 位 に 8 色 の 
カラ ー 指 定 が で きま すか ら , 細 か な グラ フィ ッ ク 模 様 を 鮮やか に 表示 で き , 
複雑 な グラ フ も 簡単 に 表示 で きま す 。 ま た , paint 文 を 使用 する と , 中 間 色 
や タイ リン グ も 簡単 に 表示 で きま す 。 詳細 は ,「 第 9 章 グ ラフ ィ ッ クス 」 
で 説明 し て あり ます 。 


5 カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー ド の 指定 は , 次 の 命令 を 実行 し ます 。 
と 7 が screen へ 0, 0 


8.2.3 専用 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド 


PC-8801MKII に 専用 高 解像度 ディ スプ レイ を 接続 し た 場合 は , 
Ns-BASIC 使 用 時 に , 640X400 ド ッ ト の <' 専 用 高 解像度 だ ディ スプ レイ モー ド 〉 
を 選択 で きま す 。 

専用 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド で は , 一 画面 に 40 文 字 X20 行 も の 漢字 
を 表示 で きま す 。 (グラフィック モー ド , お よび カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー 
ド で は , 40 文 字 メ 10 行 まで し か 表示 で きま せん 。) ま た , テキ スト 画面 の カ 
ラー 指定 を 利用 し て , キャ ラク タ 単 位 (8X8 ド ッ ト 単 位 ) に 8 色 ま で 指定 
で きま す 。 


し 學 和 専用 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド を 指定 する 場合 は , 次 の 命令 
0 を 実行 し ます 。 
screen 2, 0 


8.3 高速 書き 込み モー ド 

ディ スプ レイ に 表示 させ な が ら グ ラフ ィ ッ ク 命 令 を 実行 させ る 場合 , グ 
ラフ ィ ッ ク 用 VRAM は , Nss-BASIC か ら の グラ フィ ッ ク 命 令 の 実行 結果 を 
記憶 する と 同時 に ディ スプ レイ に も デー タ を 渡し て いま す 。 で すか ら , ディ 
スプ レイ の 画面 を 乱 き な いよ うに 動作 させ る と , 実行 時 間 が 少し 長く な っ 


て し まい ます 。 そこで, 画面 が 多少 乱れ て も , 速度 を 優先 させ る の が , 高 
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速 書 き 込 み モ キー ド で す 。 こ の モー ド は , どの グラ フィ ッ ク 画 面 の モー ド で 
も 指定 で きま す 。 


し 人 和 高速 書き 込み モー ド の 指定 は , screen 文 の < パラ メー タ 2〉 
oo で 奇数 を 指定 し ます 。 


8.4 モノ クロ ディ スプ レイ 用 コネ クタ へ の 
出力 の 選択 


Nss-BASIC は , モノ クロ ディ スプ レイ 用 コネ クタ に 出力 する 画面 を ハー 
ドウ ェ ア で 設定 で きま す 。 こ の 設定 は , 本 体 前 部 の ジャ ン パ ー・ ス イッ チ 
を 使っ て 行い ます 。 モ ノ ク ロ ディ スプ レイ 用 コネ クタ に 出力 で きる の は 次 
の 組合 わせ で す 。 

(1) テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の Mix 画 面 を 出力 し ます 。 

すか 人 


LELILUTILTETF TI ITILI 1 1 | 
ョ エー ヒコ ヒコ ヒコ ヒコ ヒコ ヒコ エコ KM L ュ 1 し コ 


ee aa 


M T 
(2) テキ スト 画面 だ け を 出力 し ます 。 


EE 0 MEG | 
IFT1r1T ユ FTF コ ユエ F コ エイ FT ユ r コ 」ITF ユ T コ ョ Fa コ 

3 衣 肌 生 1 | 放 55 半井 1] 国有 IL II I | ! 園 
1LE コ エコ ヒコ エコ し 上 コ ヒコ ヒコ ヒコ 1 1 に 」 に 」 コ 1 エコ 
EE ビニ コ 


M T 


注意 
専用 高 解像度 グ ィ スプ レイ モー ド で , カラ ー デ ィ ス プレ イ と モノ ク 
ロディ スプ レイ を 同時 に 使用 する 場合 は , 両方 と も < 専用 高 解像度 > 
の も の を 使用 する 必要 が あり ます 。 
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8.5 N-BASIC の グラ フィ ッ ク 表 示 


N-BASIC は , 独立 し た ビデ オ VRAM を 持っ て いま せん か ら , 今 ま で 説明 
し て きた よう な グラ フィ ッ ク 表 示 は で きま せん 。N-BASIC で は , 同一 画面 
に , テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 表示 し て いま す 。 こ こ に , 主 な 
N-BASIC の グラ フィ ッ ク 表 示 の 機能 を 挙げ て お きま す 。 

1. 160X100 ド ッ ト の グラ フィ ッ ク 表 示 で す 。( キ ャ ラク タ 単 位 で カラ ー 

指定 が で きま す 。) 

2. line 文 が あり ます 。( た だ し , Nss-BASIC の line 文 の よう な 多彩 な 機能 

は あり ませ ん 。) 

3. 画面 操作 機能 と し て , get@, put@ が あり ます 。 

詳し く は , 「PC-8001 ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」 か , 「N-BASIC REFER. 
ENCE MANUAL」 を 参照 し て くだ さい 。 














第 9 章 
グラ フィ ックス 


Ns-BASIC は , 豊か な ビジ ネス グラ フィ ックス を 提供 する た め に 便利 な 
機能 を 数 多く 備え て いま す が , それ だ け に 複雑 な 部 分 が あり ます 。 こ の 章 
で は , その 中 で も 重要 だ と 思わ れる 部 分 に 的 を 絞っ て 説明 し ます 。 


9.1 グラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 系 


9.1.1 オリ ジ ナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 と 
スク リー ン 座 標 , ワー ルド 座標 
(1) オリ ジ ナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 
< オリ ジ ナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 ? は . ディ スプ レイ 上 の 固定 され て 
いる 物理 的 な 座標 で 。 ディ スプ レイ の ドッ ト と 1 対 1 に 対応 し て いま 
す 。 こ の オリ ジ ナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 は , view 文 だ け で 使い ます 。 
・ グ ラフ ィ ッ クモ ー ド (screen 1 ) 
カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー ド (screen 0) 
(画面 は , 640X200 ド ッ ト と な っ て いま す 。) 





( 0, 0 ) (639, 0 ) 


( 0,199) (639, 199 ) 
オリ ジ ナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 (640 X200 ド ッ ト ) 
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・ 専 用 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド (screen 2) 
(専用 高 解像度 ディ スプ レイ を 使用 し て いな い 場 合 は , この よう に 
動作 し ませ ん 。) 


(0, 0) 





(639, 0 ) 


( 0 , 399) (639, 399 ) 
オリ ジ ナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 (640 X400 ド ッ ト ) 


AA 「 オ リ ジ ナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 」 は 固定 され た , ディ スプ 
を 。 レイ の 物理 的 な 座標 で す 。 こ の 座標 系 は view 文 だ け で 使 
用 し ます 。 


(2) スク リー ン 座 標 
< スク リー ン 座 標 ?》 は , ビュ ー ポ ー ト 内 の 座標 で , ビュ ー ポ ー ト の 
左上 スミ が 必ず 原点 ( 0 0 ) と な り ま す 。 ス クリ ー ン 座標 系 で は , 座 
標 系 の 点 と ディ スプ レイ 画面 の ドッ ト が 1 対 1 に 対応 し て いま す 。 こ 
の スク リー ン 座 標 は , get 文 , put 文 , point 関 数 お よび 拡張 命令 cmd tur- 
tle 文 で 使い ます 。 詳し く は , 次 の 「9.1.2 ウ ィ ン ド ウ と ビュ ー ポ ー ト 」 
を 参照 し て くだ さい 。 
例 
カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー ド で の <〈 く オリジナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 > 
と < スク リー ン 座 標 >? (へ は スペ ー ス を 1 個人 入れ る こと を 表し ま 
す 。) 


screen へ 0,1 
view (100, 50 ) 一 ( 400, 150 ) , , 7 


この 命令 を 入力 し た と き , 画面 に 表示 され る 白い 枠 が ,。 ビュ ー 
ポー ト で す 。 こ の と き の 各 座標 は , 次 の よう に な っ て いま す 。 


9 ニク 


(0, 0 ) 








(100, 50) 


(400, 150) (300, 100 ) 





(639, 199 ) 
オリ ジ ナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 スク リー ン 座 標 


丘 : 且 「 ス クリ ー ン 座標 」 は , ビュ ー ポ ー ト 内 の 物理 的 な 座標 で , 
の いつ も 左上 スミ が , 原点 ( 0 , 0 ) と な り ま す 。put 文 , get 文 , 
point 関 数 お よび 拡張 命令 cmd turtle 文 で 使い ます 。 


(3) ワー ルド 座標 

Nss-BASIC に は , スク リー ン 座 標 .。 オリ ジ ナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 と 
いう 画面 上 の 座標 と は 別に , < ワー ルド 座標 〉 と いう 架空 の 座標 系 を 
持っ て いま す 。 Nss-BASIC の ほとん どの グラ フィ ッ ク 命 令 は , この ワー 
ルド 座標 を 用 いて 座標 の 指定 を 行い ます 。 ワ ー ル ド 座 標 の 大 き さ は , 
( 一 1.70141E+38, 一 1.70141E 十 38 ) 一 (1.70141E 十 38, 1.70141E 十 38 ) 
で す 。 この 大 き な 座 標 系 を いつ も ディ スプ レイ に 表示 させ る の で 
は な く , その 一 部 を 指定 し て (“ウツ ウィンドウ” と いい ます ), ディ スプ 
レイ に 表示 させ ます 。 詳し く は , 次 の 「9.1.2 ウ ィ ン ド ウ と ビュ ー ポ ー 
ト 」 を 参照 し て くだ さい 。 


(一 1.70141E 十 38, 一 1.70141E 十 38)ーーーーーー( 1.70141E 二 38 一 1.70141E 十 38) 





(一 1.70141E 十 38、1.70141E 十 38) (1.70141E 十 38, 1.70141E 十 38) 


ワー ルド 座標 


oh い 「 ワ ー ル ド 座 標 」 は , Ns-BASIC の 中 の 架空 の 座標 (論理 座 

- 雄 人 標 ) で , (一 1.70141E + 38, 一 1.70141E + 38 ) 一 (1.70141E 
38, 1.70141E + 38 ) の 大 き さ を 持ち ます 。 Nass-BASIC の ほ 
と ん どの グラ フィ ッ ク 命 令 が , この 座標 系 で 動作 し ま 
す 。 


9.1.2 ウィ ンド ウ と ビュ ー ポ ボ ポート 

ワー ルド 座標 は , と て も 大 き な 座 標 系 な の で , 通常 は , 表示 させ た い ワ ー 
ルド 座標 の ある 領域 を 指定 し て , その 領域 を ディ スプ レイ 画面 の ある 領域 
に 変換 し て 表示 させ ます 。 こ の ワー ルド 座標 の 中 で , ディ スプ レイ に 表示 
させ る 領域 を ,「 ウ ィ ン ド ウ 」 と 呼び ます 。 ま た , ディ スプ レイ の 画面 で 
表示 に 使わ れる 領域 を 「 ビ ュー ポー ト 」 と 呼び ます 。 こ の 「 ウ ィ ン ド ウ 」 
と 「 ビ ュー ポー ト 」 は , screen 文 で グラ フィ ッ ク の モー ド を 設定 する と, 
次 の 値 に 初期 設定 され ます 。 





(1) カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー ド (screen 0 グラフィック モー ド (screen 
1) を 指定 し た と き 。 


(639、199) 








ワー ルド 座標 スク リー ン 座 標 


(2) 専用 高 解像度 グ だ ィ ス プレ イモ ー ド (screen 2) を 指定 し た と き 。( た だ 
し , 専用 高 解像度 ディ スプ レイ を 使用 し て いな い 場 合 は , この よう に 
動作 し ませ ん 。) 





(639、399 





ワー ルド 座標 スク リー ン 座 標 


「 ウ ィ ン ド ウ 」 は , window 文 を 用 いて 指定 し ます 。 こ の と き , 指定 する 
座標 は , ワー ルド 座標 を 使い ます 。「 ビ ュー ポー ト 」 は , view 文 で 指定 し 
ます 。view 文 で は , オリ ジ ナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 を 使い ます 。 
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( 例 ) 
window 文 と view 文 で 「 ウ ィ ン ド ウ 」 と 「 ビ ュー ポー ト 」 を 指定 し た 
場合 。 
screen へ 0, 0 
window( 一 20000, 一 20000) 一 (5000, 5000) 
view(300, 50) 一 (600, 150) ,, 7 












(一 20000, 一 20000 ) 


ーー _(300.50) 


(639.199 ) 
(5000,5000) 


ワー ルド 座標 オリ ジ ナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 


(0,0) 


(300.50) (0, 0 ) 


(600, 150 (300.100 ) 





(639.199) 
オリ ジ ナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 スク リー ン 座 標 


で すか ら , グラ フィ ッ ク 命 令 を 実行 する 場合 は , 次 の よう に 考え て 
くだ さい 。 


(一 20000, 一 20000 ) 





(5000、5000 ) 


ワー ルド 座標 スク リー ン 座 標 


window 文 で 指定 で きる ウィ ンド ウ の 大 き さ に は 次 の 制限 が あり ま 
す 。 


(XYi) 


(XY? ) 
ウィ ンド ウ 


XーXs。 Y」ーY。 の と る 値 の 男 囲 は 一 1.70141E 士 38 一 1.70141E 
38 で す 。 た だ し , ウィ ンド ウ を 設定 する 場合 に , window(X」, Yi) 
ー(Xz, Ys) で 用 いる X」, Xs。 Yi。 Y。 は , 

ー170141E 38 くく 170141E 38 
を 満た し て いな けれ ば な り ま せん 。 
また , circle 文 や line 文 な ど , 多く の グラ フィ ッ ク 命 令 は , ワー ルド 座標 
で 座標 や 長き を 指定 し ます が , この と き 指 定 で きる 座標 は , その 座標 や 
実行 結果 が 次 に 示す 男 囲 内 に 存在 する と き に 限り ます 。 
window( 84, bi) 一 (az, b2) 


view( Xi。 Yi) 一 (X2。 Y2) 


(ai, bi) 











ウィ ンド ウ 
ュー ニ ーー で ー (xz,y2 ) 
(az. b2) 
横 方 向 
4 一 4 4 一 9 ュ 
ー32768 メ ーー デー 一 寺 十 8 」 一 32767 ペー テー 一 一 十 8 」 
メッ ゥ ッ ー ※ ュ 2 で ズル 
縦 方 向 
bs 一 bz 一 bi 
ー32768※ 填 bi 一 32767 ※ 填 b 
還 y2 一 1 


電源 を 「ON」 に し た と き , また は リセ ッ ト ボ タン を 押し た と き 。 
(screen 0,screen 1 の 場合 も 同じ ) 


(0, 0 ) 








(639,199 ) (639, 199 ) 





ワー ルド 座標 オリ ジ ナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 
横 方 向 
639 一 0 = 
ー32768 メ ニー 0 ニー32768 
639 一 0 
32767 X 639 ニ 0 十 0 三 32767 


よっ て 横 方 向 は 一 32768 一 32767 で 指定 し ます 。 


縦 方 向 


199-0 ,。 
ー32768 ベ メー ニ ーー 0 ニー32768 


199 一 0 
ーーー 上 0 32767 
32767xー で ナオ 0 


よっ て 縦 方 向 は , 一 32768 一 32767 で 指定 し ます 。 


window ( 一 10000, 一 5000 ) 一 (20000, 10000 ) 
View (100, 50 ) 一 (350, 150 ) 


(一 10000, 一 5000) 





ーー ニー ニー ニー ニー (100.50) 





ウィ ンド ウ 
= ニニ テニ テー デデデ デー (350. 150 ) 
(20000、10000 ) 
ワー ルド 座標 スク リー ン 座 標 
横 方 向 
20000 十 10000 
32768X 350100 10000 キ ー3.94E 十 06 
20000 十 10000 。 
32767※ 350 ニ io OO00=3.92E 十 06 
よっ て , 横 方 向 は 一 3.94E 十 06 一 3.92E 十 06 
縦 方 向 
10000 一 5000 
32768X 150 ニ 50 5000=1.64E 十 06 
10000 一 5000 6。 
32767 メ ーー ロー50「 5000 テ 1.63E 十 06 


よっ て 縦 方 向 は , 一 1.64E 十 06 一 1.63E 十 06 と な り ま す 。 





電源 を 「ON」 に し た 後 や , リ セッ ト し た 後 , また は screen 文 で グラ フィ ッ 
ク の モー ド を 指定 し た 場合 は , ウィ ンド ウ は 初期 設定 され ます が , view 文 
で ビュ ー ポ ー ト を 指定 する と , それ に 合わ せ て , ウィ ンド ウ も 変化 し ます 。 
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で すか ら , ウィ ンド ウ を 変化 させ た く な い 場 合 は window 文 で ウィ ンド ウ 
を 指定 し ます 。 
(&) window 文 で 指定 し な い 場 合 
screen 人 へ 0, 0[ 選 


(0,0 ) (0, 0 ) 





ウィ ンド ウ 
(639, 199 ) (639、199 ) 
ワー ルド 座標 スク リー ン 座 標 


view(150, 50) 一 (450, 150) ,, 7 


(0,0) 





ウィ ンド ウ 
(300.100) 。 (300.100) 
ワー ルド 座標 スク リー ン 座 標 
(0,0) 


(150, 50) 





(639, 139 ) 
オリ ジ ナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 


(b) window 文 を 指定 し た 場合 
screen 人 へ 0, 0 
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( 0, 0 ) (0,0) 





(639, 199 ) (639, 199) 


ワー ルド 座 桂 スク リー ン 座 標 


window( 0 , 0 ) 一 (639,199) [| 
view(150, 50) 一 (450,150) .,7 [ 過 


(0, 0 ) 





(300, 100 ) 


(639, 199 ) 


ワー ルド 座標 スク リー ン 座 標 


(450, 150 ) 
(639, 199 ) 


オリ ジ ナ ル ・ ス クリ ー ン 座標 





例 
次 の 命令 を 実行 し て み ま し ょ う 。 
screen 人 へ 0, 0 
circle( 0, 0 ), 5000, 1[2) 
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画面 に は 何 も 現われ ませ ん ね 。 こ の と き , ウィ ンド ウ と ビュ ー ポ ボー 
ト は 先程 説明 し た 初期 値 に 設定 され て いま すか ら , 円 は , 次 の よう に 
描か れ て いま す 。 





(639, 199 ) 


ワー ルド 座標 スク リー ン 座 標 





これ で は , せっ か く 描 いた 円 も 表示 され ませ ん ね 。 そこで, 次 の 
window 文 を 実行 し て , ウィ ンド ウ を 設定 し 直し ます 。 
window( 一 10000。 一 10000) 一 (10000, 10000) [ 記 ] 
そし て も う 一 度 , 同じ circle 文 を 実行 し ます 。 
circle( 0, 0 ), 5000, 1[ 記 
する と 今度 は 円 が 現われ まし た ね 。 この と き の ウ ィ ン ド ウ と ビュ ー 
ポー ト は , 次 の 図 の よう に セッ ト さ れ て いま す 。 





ビュ ー ポ ー ト 
(一 
(639, 199 ) 
ワー ルド 座標 スク リー ン 座 標 


screen 文 を 実行 し て , ウィ ンド ウ を 初期 値 に 設定 し ます 。 
screen へ 0, 0[ 記 


9.1.3 拡大 と 縮小 (window 文 と view 文 の 応用 ) 


一 画面 に 数 種類 の グラ フ ゃ 図形 な ど を 表示 させ た と き , どう し て も 小さ 
く て わか り に くい も の に な っ て し まい ます 。 そ ん な と き , その 一 部 分 を 拡 
大 で きれ ば , 大 変 便利 で すね 。 

Nss-BASIC で は , window 文 と view 文 を 使う だ け で , 今 描い た 小さ な 図形 
を 簡単 に 拡大 で きま す 。 で すか ら , より 大 き な 図 形 に する に は , 最初 か ら 
プロ グラ ム や デー タ を 作り 直さ ね ば な ら な いと いう 事 は あり ませ ん 。 

わか りや すい よう に , circle 文 を 使っ て 説明 し ます 。 ま ず , 次 の 命令 
実行 し まし ょ う 。 

Screen へ 0,0 
circle(479,50), 30, 6[ 選 


する と 画面 の 右上 スミ に 円 が 現われ まし た ね 。 


(0, 0 ) (319, 0 ) (639, 0 ) 





(0, 199) (639, 199 ) 


この 円 の 半径 を 2 倍 に し て み ま し ょ う 。 次 の 命令 を 実行 し て み ま し ょ う 。 
window(319, 0 ) 一 (639, 100) [ 選 
view( 6 , 0 ) 一 (639。199)[ 思 
この 後 , さっ き と 同 じ circle 文 を 実行 させ ます 。 
circle(479, 50), 30, 6 [ 
する と , 倍 の 半径 を 持つ 円 が 現われ まし た ね 。 種 明 し は , 次 の 図 を 見 て 
くだ さい 。 


の 


/| 


(639. 199 ) (639,199 ) 


1 


window(319, 0 ) 一 (639, 100) [| 
view( 0 , 0 ) 一 (639, 199) [ 選 


を 。 


(319, 0 ) ( 


の の 


(639、199 ) 





ワー ルド 座標 の 一 部 


スク リー ン 座 標 







(639. 


ワー ルド 座標 の 一 部 


スク リー ン 座 標 


逆 に 縮小 する 場合 も 同じ 考え を 応用 で きま す 。 ま ず , 次 の 命令 を 実行 し 
ます 。 
screen へ 0, 0 [ 思 
cls へ 2 [ 
circle(320, 100), 200, 3 
(cls^ へ 2 は , グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア す る 命令 で す 。) こ れ で , 画面 に 
大 き な 円 が 描け まし た ね 。 こ の 円 の 半径 を 半分 に し ます 。 次 の 命令 を 実行 
し ます 。 
window( 0 , 0 ) 一 (639,199) [ 巡 
view( 0, 0 ) 一 (319, 100) [ 記 ] 
この 後 で , も う 一 度 , circle 文 を 実行 し ます 。 
circle(320。100), 200, 3 [ 選 
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する と 画面 の 左上 に , 半径 が 半分 の 円 が あら われ た で し ょ う 。 拡大 の と 
き と 同 じ 考 え で すね 。 下 に その 図 を 示し て お きま す 。 


2 2/ 


ui 


window( 0 , 0 ) 一 (639, 199)[ 過 
view( 0, 0 ) 一 (319, 100) [ 選 





(639, 199 ) 


ワー ルド 座標 の 一 部 スク リー ン 座 標 





screen 人 へ 0, 0 
で 元 の 値 に 戻し て お きま す 。 


9.2 グラ フィ ッ ク 画 面 の カラ ー 指 定 


グラ フィ ッ ク 画 面 の カラ ー 指 定 は , カラ テー グラ フィ ッ ク モ ー ド と , グラ 
フィ ッ ク モ ー ド お よび , 専 用 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド と は , 全く 異な っ 
て いま す 。 カ ラー グラ フィ ッ ク モ ー ド で は , 640X200 ド ッ ト の 各 ド ッ ト に 
対し て カラ ー 指 定 が で きま す 。 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド と 専用 高 解像度 ディ ス 
プレ イモ ー ド で は , テキ スト 画面 の カラ ー 指 定 を 利用 し て , キャ ラク タ 単 
位 で カラ ー 指 定 を 行い ます 。 


9.2.1 バッ ク グ ラウ ンド カラ ー 
「8.1.3 テ キス ト 画 面 の カラ ー 指 定 」 の 中 で , (|) と し て ,「 フ ァ ン クシ ョ 
ンコ ー ド / フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー/ バ ッ ク グ ラウ ンド カラ ー の 指定 を 行う 
color 文 」 の 事 が 説明 し て あり ます ね 。 こ こ で は , テキ スト 画面 に 関係 が あ 
る < ファ ンク ショ ンコ ー ド >〉 だ サ 詳 しく 述 べら れ て いま す 。 と いう の も 。, 
他 の パラ メー タ は , グラ フィ ッ ク 画 面 の カラ ー 指 定 を 行う か ら で す 。 まず , 
この color 文 の 書式 を 示し ます 。 
color へ [< ファ ンク ショ ンコ ー ド 〉〕〔, < バッ ク グ ラウ ンド カラ ー>〕 
(。〕 (。 < フォ アグ ラウ ンド カラ ー>)〕 [l 
の ォ アグ ダル ドカ ラー ナ は 。、 下 に カテ ー グ ラフ フィック モー ド に だ 
け 関 係 あ る の で , 後 ま わし に し ます 。 
< バッ ク グ ラウ ンド カラ ー〉 は , グラ フィ ッ ク 画 面 の 背景 の 色 の こと で す 。 
RE BR 人 cls 文 で 画面 を クリ ア す る と , 画 
面 の 背景 が この 色 に 変わ り ま す 。 ま た , preset 文 を , 色 指 定 な し で 実行 す 
る と , この 色 が 採用 され ます 。 く <〈 バ ッ ク グ ラウ ンド カラ ー〉 は , パレ ッ ト 
番号 を 用 いて 指定 し ます 。 
Nss-BASIC で は , 色 の パラ メー タ を 指定 する 場合 に ,「 カ ラー コー ド 」 
で 指定 する 場合 と 「 パ レッ ト 番 号 」 で 指定 する 場合 が あり ます 。「BASIC 
REFERENCE MANUAL」 の 「 第 1 章 カラ ー」 を 参照 し て , カラ ー コ ー 
ド と パレ ッ ト 番 号 の 関係 を よく つか ん で くだ さい 。 
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9.2.2 カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー ド の カラ ー 指 定 
Nss-BASIC の グラ フィ ッ ク 命 令 に は , パレ ッ ト 番 号 が 指定 で きる よう に 
な っ て お り , これ で , カラ ー 指 定 が 行え を ます 。 ま た , この パレ ッ ト 番 号 を 
省略 し た 場合 は , 先 に 説明 し た color 文 の < フォ アグ ラウ ンド カラ ー>〉 で 指 
定 し た 値 が , パレット 番号 と し て 採用 され ます 。 も し , 指定 し て な けれ ば , 
<〈 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー〉 は “7”" に セッ ト さ れ て いま すか ら , パ レッ ト 
番号 を 指定 し な い グ ラフ ィ ッ ク 命 令 は , パレ ッ ト 番 号 を 7 と し て 実行 し ま 
す 。 
カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー ド の カラ ー 指 定 は , パレ ッ ト 番 号 を 使い ます か 
ら , パレ ッ ト を 変え る と カラ ー は 変り ます 。 例 えば , 次 の 命令 を 実行 し て 
み ま し ょ う 。 
screen 人 へ 0, 0 [dj 
circle(100, 100), 50, 1[ 選 
ER 。 パ レット を 変え て み ま し ょ う 。 
color=( 1。 2 ) [ 巡 
円 が 赤く な り ま し た ね 。 も と に も どす に は , 次 の 命令 を 実行 し ます 。 
color=(1, 1 )[ 思 


カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー ド で は , モノ クロ ディ スプ レイ に グラ 
フィ ッ ク 画 面 を 表示 させ て いる 場合 に , 指示 し た 色 に よっ て は 薄く 表 
示さ れる こと が あり ます 。 


Nss-BASIC に は , 3 種類 の color 文 が あり ます 。 それ ぞ れ 大 切な 命 
令 で すか ら , 「BASIC REFERENCE MANUAL」 を よく 読ん で くだ さい 。 


9.2.3 グラ フィ ッ ク モ ー ド , 専用 高 解像度 
ディ スプ レイ モー ド の カラ ー 指 定 
グラ フィ ッ ク モ ー ド や 専用 高 解像度 グ ディ スプ レイ モー ド で , グラ フィ ッ 
ク 命令 を 実行 する と き は , グラ フィ ッ ク 命 令 の パレ ッ ト 番 号 で は , カラ ー 
指定 は で きま せん 。 パ レッ ト 番 号 が 0 の 場合 は , 黒 で 表示 し , 0 以外 の と 
き は , 白 を 表示 し ます 。 こ れ ら の モー ド で カラ ー 指 定 を 行う と き は , テキ 
スト 画面 の カラ ー 指 定 を 応用 し ます 。 こ の と き 使 用 する の が , 「8.1.3 テ キ 
スト 画面 の カラ ー 指 定 」 の (i) で 説明 し た color 文 で す 。 もう一度 , 読み 直し 
て いた だ けれ ば , どの よう に 使え ば 良い か 簡単 に 理解 し て いた だ ける と 思 
いま す 。 
例 
グラ フィ ッ ク モ ー ド で 円 を 描き , 後 で 色 を 着け ます 。 
width へ 80, 25 [ 思 
screen へ 1, 0, 0, 1[ 轄 
console へ ,,, 1[ 記 
circle(100,。100), 80, 1[ 記 
color@( 2 , 7 ) 一 (30, 20), 2 [ 記 
console 文 で カラ ー モ ー ド を 指定 し な けれ ば , カラ ー 指 定 で な く 表 示 
モー ド の 指定 に な り , 色 は 変化 し ませ ん か ら 注 意 し て くだ さい 。(「 表 
示 モ ー ド 」 が わか ら な い 方 は , も う 一 度 「8.1.3 テ キス ト 画 面 の カラ ー 
指定 」 を お 読み 下さ い 。) 


この color 文 を 利用 し た 場合 、 テ キス ト 画 面 の カラ ー 指 定 を 利用 し て いま 
すか ら , 指定 され た 領域 に 表示 され て いる テキ スト 画面 の 文字 の 色 も 変化 
し ます 。 


9.3 グラ フィ ッ ク 画 面 の 操作 


画面 の ある 部 分 の 図形 を いろ いろ な 位置 に 移動 させ た いこ と が よく あり 

ます 。 こ れ は , 9.1 で 説明 し た window 文 と view 文 を 組み 合わ せ て も 可能 で 
す が , これ か ら 説 明 す る get@ 文 , お よび put@ 文 を 使え ば すばやく 簡単 
に 行え ます 。 


ニニ ーーーーーーーーーー| S 





この 例 の よう に (Xi, Y」) と (Xz, Ys) で 指定 され る 領域 に 表示 され て い 
る 図形 を (aj, bi) と (a。, bs) で 指定 され る 領域 に 表示 し た い 場 合 は , 
次 の 命令 を 実行 し ます 。 (座標 は スク リー ン 座 標 で す 。) 

get@ (XYi) 一 (X2,。 Ys),A 
put @ (ai, bi ), A, or 

get@ 文 は , 指定 され た 領域 の 画面 上 の デー タ を 配列 A に 読み 込み ます 。 

put@ 文 は , 逆 に , 配列 A に 記憶 され て いる 画面 の デー タ を 指定 され た 
位置 に 表示 し ます 。 (上 の 例 で す と , (X」, Yi) が ( aj, bi) に 対応 し ます 。(az 
bz ) は , 自動 的 に 決ま り ま す 。) も ちろ ん , 配列 A は , get@ 文 を 実行 す 
る 前 に dim 文 で 宣言 し て な けれ ば な り ま せん 。 

put@ 文 で は , or 以外 に も xor, and な どの モー ド を 選択 で きま す 。 各 
機能 及び , dim 文 に つい て は , 「BASIC REFERENCE MANUAL」 を 参照 
じ 委 を だ さい 。 
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必要 な 配列 の 大 き さ は , 次 の 式 で 求め る こと が で きま す 。 
?(int(( 横 の ドッ ト 数 十 7 ) \ き )*a*( 縦 の ドッ ト 数 ) 十 4) \b 十 
1 
int : 小数 点 以下 を 切り 捨て て 整数 に まとめ る 関数 
a: 3 カラー グラフィック モー ド 
1 グラ フィ ッ ク モ ー ド , 専用 高 解像度 ディ スプ レイ モー 
ド 
b:8 倍 精 度 型 配列 を 使用 する 場合 
4 実数 型 配列 を 使用 する 場合 
2 整数 型 配列 を 使用 する 場合 
例 
カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー ド で get@(10, 10) 一 (29,39)、D% を 実 
行 する 場合 (D % は 整数 型 配列 を 表し て いま す 。) 
a 三 3, 横 の ドッ ト 数 20, 縦 の ドッ ト 数 三 30, 
b= テ 2(D が 整数 型 配列 だ か ら ) 
?(int((20 填 7 )\8 )*3*※30 十 4)\2 十 1 
[ー(3*3* ネ 30 十 4)/2 二 1 三 274/2 二 1 三 〕 138 
し た が っ て 配列 の 宣言 は , 
dim D% (137 ) 
と な り ま す 。( 配 列 の 添字 は , 通常 は 0 か ら 始 まり ます 。 詳し く は 
「BASIC REFERENCE MANUAL」 の 「OPTION BASE」 を 参照 し て < 
だ さい 。) 


9.4 PAINT 文 


Nss-BASIC の カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー ド で は , キメ 細か な , そし て 色彩 
や か な グラ フィ ッ ク 命 令 が 数 多く 使用 で きま す 。 中 で も , paint 文 の 機能 は 
すばらし く , 基本 カラ ー 8 色 だ け で な く , 中 間 色 や 模様 も 扱え ます 。 こ の 
節 で は , paint 文 を 自由 に 使え る よう に , 基本 的 な 事柄 か ら 説明 し て いき ま 
す 。 


9.4.1 ビッ ト , バイ ト , 16 進 数 


「 ビ ッ ト 」 や 「 バ イト 」 と いう 単位 は , 2 進数 ( 0 と 1 だ け で 数 を 表現 し 
ます 。) を 使用 し て いる コン ピュ ー タ を 扱う 上 で , どう し て も 切り 離せ な い 
も の で す 。 め ん どう が ら ず に よく 理解 し て くだ さい 。 

「 ビ ッ ト 」 と は , 2 進数 に お ける 数 字 の 0 (なし) また は 1 (ある ) の こ 
と で , 要する に 2 進 法 に お ける 桁 数 を 表し ます 。 

例 
10 進 数 の 4 は , 2 進数 で は , 100 と な り ま す 。 
4 ぃ 三 100(。) 
この 100 ゅ は , 2 進数 で 3 桁 ,. つ まり 3 ビッ ト と いう こと に な り ま す 。 


「 バ イト 」 は , 8 ビッ ト を 1 まとめ に し て 扱う と き の 単 位 で す 。 

「16 進 数 」 は , 逆 に , 0 から (10 進 数 の 15 に あたり ます 。) を 用 いる も の で , 
2 進数 と 10 進 数 の 間 を と り も つよ うな 位置 に あり ます 。 次 の 図 を 参考 に し 
て くだ さい 。 
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数 が 大 きく な っ て くる と , 2 進数 で は , 桁 数 が 大 きく な り , また , 10 進 
数 で 表す と いく つ に な る の か と , 換算 する の も 大 変 で す 。 そ こ で , 2 進数 
で は な く , 16 進 数 を 使う わけ で す 。 2 進数 を 16 進 数 に 直す の は , 比較 的 簡 
単 で す 。 

101000110100010。) を 16 進 数 に 変換 する 場合 。 
2 進数 を 下 か ら 4 ビッ ト ご と に 区 切り , 先 の 対応 表 と 照 し 合わ せ て 
16 進 数 に 置き 換え ます 。 
101000110100010 
Kei 
これ で 終わ り で す 。 
101000110100010 ぁ 51A2G。 
9F5Bqe) を 2 進数 に な お す 場 合 。 


先程 の 逆 の 操作 を 行い ます 。 
9 F 5 B 
ーーーーーー ヘ ーー ズーー ハ ーーー ベ ーー ヘーーーーーーー ハ 
1001111101011011 
で すか ら , 
9F5Be 三 1001111101011011,。 
と な り ま す 。 
解説 
ドド 


ドッ ト と は , 画面 (また は , プリ ンタ 等 ) で 表現 で きる 最小 の 点 の こ 
と で , Nss-BASIC の 画面 表示 で は , 最も 細か い モ ー ド (専用 高 解像度 ディ 
スプ レイ モー ド ) で , 横 640X 縦 400 ド ッ ト と な っ て いま す 。Ns-BASIC 
の カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー ド で は , 横 640X 縦 200 ド ッ ト で す 。 


9.4.2 中 間 色 が 使え る 理由 


ここ で は , 中 間 色 また は 模様 が 扱え る 原理 を 簡単 に 説明 し まし ょ う 。 
Nss-BASIC に お いて も , N-BASIC と 同様 に , 扱え る 色 は 8 色 ( 青 , 赤 , 紫 , 
緑 , 水色 , 黄色 , 白 , 黒 ) で す 。 こ れ ら の 色 は , 光 の 3 原色 で ある 青 , 赤 , 
緑 の 組 み 合 わせ に よっ て 作ら れ た 色 で す 。( 赤 と 緑 を 混ぜ る と 黄色 , 3 色 
を 混ぜ る と 白 に な り ま す 。) 





% ツ 


( 注 ) 数 字 は カラ ー コ ー ド また は パレ ッ ト 番 号 で す 。 


Nss-BASIC と N-BASIC で 扱え る 色 は 同じ な の に , 何故 , 一 方 は 中 間 色 が 
扱え る の に , 他方 は 扱え な い の で し ょ うか 。 

答え は 簡単 で す 。Nas-BASIC は , カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー ド を 選択 すれ 
ば 640X200 ド ッ ト の 各 ド ッ ト ご と に 色 指 定 が で きる か ら で す 。 例 えば 赤 と 
黄 を 交互 に ドッ ト 指 定 す れ ば , ドッ ト が 細か いた め に 人 間 の 目 に は , あ た 
か も , オレ ンジ 色 で 塗っ た よう に 見 える の で す 。 しかし, N-BASIC は , 
160X100 ド ッ ト で キャ ラク タ 単 位 の 色 指定 し か で きま せん 。 で すか ら , 交 
互 に 赤 と 黄 を 指定 し て も 中 間 色 に は な り ま せん 。 ですから, 中間色 で 色 を 
塗る に は , ドッ ト ご と に 色 を 指定 し な けれ ば な ら な いこ と が お わか り い た だ 
だ けた と 思い ます 。 


9.4.3 paint 文 


paint 文 は , 指定 し た 色 の 枠 内 を ある 色 で 塗る こと が で きる 命令 で す 。 
Nss-BASIC に は , 2 種類 の paint 文 が あり ます 。 
(1) パレ ッ ト 番 号 に 従っ て , 8 色 で ペイ ント する 場合 。 
中 間 色 な ど は 用 い ず , パレ ッ ト 番 号 で 指定 で きる 色 で ペイ ント する 
場合 は , 次 の paint 文 を 使用 し ます 。 
paint( X 。 Y )、〈 パ レッ ト 番 号 〉, < 境界 の パレ ッ ト 番 号 ) 
ここ で , (x, y ) は 塗り 始め る ドッ ト の ワー ルド 座標 で ,。 パレ ッ ト 
番号 は , 0 一 7 (黒白 ) ま で の 8 種類 で す 。 
(、 例 ) 
赤い 枠 の 中 を 水色 で ペイ ント する 場合 。 
screen 人 へ 0, 0[ 選 
cls へ 2[ 連 
line(50, 50) 一 (450。150), 2, b[ 選 
line(100, 75) 一 (200, 100), 内 b [ 
paint(300, 100), 5, 2[ 思 
(人 へ は スペ ー ス を 1 個 挿入 する こと を 表し て いま す 。) 


(2) 8 色 だ け で な く , 中 間 色 また は , 模様 で ペイ ント する 場合 。 

中 間 色 を 用 いる 場合 は , ドッ ト ご と に 色 を 指定 し な けれ ば な り ま せ 
ん か ら , パレ ッ ト 番 号 だ け で は 指定 で きま せん 。 中間色 や 模様 を 使っ 
て ペイ ント する 場合 の paint 文 は , 次 の 形 に な り ま す 。 

paint(x , y ),。 < ドッ ト パ タ ー ン >, < 境界 の パレ ッ ト 番 号 〉 〔, 
<〈 く バック グラ ウン ド の ドッ ト パ タ ー ン >]〕 

〈 く ドット パ ター ン 〉> お よび , く < バッ ク グ ラウ ンド の ドッ ト パ タ ー ン >〉 は , 
文字 列 で 与え ます 。 

< ドット パタ ー ン >〉 は , 通常 , 次 の よう に 指定 し ます 。 

chr$(&h XX ) 十 chr$(&h XX ) 十 chr$(&h XX ) 
( 青 の 要 素 )  ( 赤 の 要素 )  ( 緑 の 要 素 ) 

この “XX" を , 先程 の 2 桁 の 16 進 数 で 指定 し ます 。(chr$ と &h に つい 
9 MINMRNBNENOBUSNU NEO SN 
お まじ な いと 思っ て 先 に 進ん で も か まい ませ ん 。) で は , まず , 実際 に 
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中 間 色 を 使っ て み ま し ょ う 。 

白 で 描か れ た 円 の 中 を オレ ンジ 色 で 塗り つぶ す 場 合 。 
screen へ 0, 0 
cls へ 2[ 紀 
tlle$ 三 chr$(&h 00) 十 chr$(&h ff) 十 chr$(&h 55) 
circle(320, 100), 100。 7 [ 連 
paint(320, 100), tile$, 7 [| 





この 例 で は , ドッ トペ パタ ー ン を tiles と いう 文字 変数 に 代入 し て か ら , 
paint 文 を 実行 し て いま す 。 実際 に ディ スプ レイ の 画面 の 各 ド ッ ト で 考え て 
み ま し ょ う 。16 進 数 と 2 進数 を 思い 出し て くだ さい 。 


2 進数 16 進 数 
青 の 要素 00000000 0 0 
赤 の 要素 1 1 1 1 1 1 1 1 FF 
緑 の 要素 01010101 5 5 


0 は その 要素 が な いこ と を 表し , 1 は その 要素 が ある こと を 表し て いま 
す 。 で すか ら , ディ スプ レイ 上 の 8 ドッ ト を 取り あげ る と , 


PR ロロ 


二 十 圭二 十 十 十 十 





キキ 十 十 キキ 二 十 
IE 

中 日 中 昌 日 昌 日 昌 

赤 黄 赤 費 赤 黄 赤 黄 


と な り ま す 。(「9.4.2 中 間 色 が 使え る 理由 」j の の カラ ー コ ー ド お よび パレ ッ 
ト 番号 の 関係 を 表す 図 を 参照 し て くだ さい 。) こ の 8 ドッ ト を ずっ と 並べ て 
表示 し ます か ら , 赤 と 黄 が 混 さ っ て 見 えて , あたかも オレ ンジ 色 の よう に 
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見 える わけ で す 。 こ こま で わか っ た と ころ で , 先程 の 例 の “00”, “fP”, “55”" 
を 適当 な 16 進 数 に 変え て 入力 し て みて くだ さい 。 い ろ い ろ な 色 や 模様 が 表 
示 で きる で し ょ う 。 
ここ まで は , 8 ドッ ト の ドッ ト パ タ ー ン を 1 行 だ け 指 定 し て , それ を 繰 

り 返 し て 色 を 塗っ て いた わけ で す が , 複数 の 行 の ドッ ト パ タ ー ン を 指定 す 
る と も っ と 複雑 な 模様 も 表示 で きま す 。 先程 の 例 を 使い ます と , 

tile $ 三 chr $(&h XX) 十 chr $(&h XX ) 十 chr $(&h XX ) 

tile $ 三 tlle $ 十 chr $(&h XX) 十 chr $(&h XX ) 十 chr $(&h XX) 

tile $ 三 tile $ 十 chr $(&h XX) 十 chr $(&h XX ) 十 chr $(&h XX ) 


tile $ 三 tile $ 十 chr $(&h XX) 十 chr $(&h XX ) 十 chr $(&h XX) 
と いう よう に , ドッ ト パ タ ー ン を 指定 し ます 。 
例 

白い 円 の 中 を 模様 で 塗り つぶ す 場 合 。 
screen 人 へ 0,0 
cls へ 2 
tile $ 三 chr $(&h 12) 十 chr $(&h 34) 十 chr $(&h 56) 
tile $ 王 tile $ 十 chr $(&h 78) 十 chr $(&h 9a) 十 chr $(&h bc ) [ 選 
tile $ 三 tile $ 十 chr $(&h de) 十 chr $(&h f0) 十 chr $(&h 12 ) [ 選 
circle(320,100)、100, 7 
paint(320, 100), tile $。 7 


く < パック グラ ウン ド の ドッ ト パ タ ー ン > は 省略 し て 使っ て きま し た 。〈 バ パッ 
ク グ ラウ ンド の ドッ ト パ タ ー ン >〉 の 使い 方 に つい て は , 「BASIC REFER. 
ENCE MANUAL」 を 参照 し て くだ さい 。 

グラ フィ ッ ク モ ー ド お よび 専用 高 解像度 だ ディ スプ レイ モー ド の 場合 の 
paint 文 。 

この 場合 は , 青 , 赤 , 緑 の 各 要 素 の 指定 が 1 つ に な り , 

chr $(&h XX ) 
で 1 行 分 の ドッ ト パ タ ー ン を 指定 し ます 。 こ の と き , 1 な ら ば 白 、 0 な ら 
ば 愚 が 表示 され ます 。 


例 


中 中 日 中 昌 
白 黒 白 黒 白 時 白 
screen へ 1, 0,0, 1 
cls へ 2 
tile $ 王 chr $(&h aa ) 
circle(200, 100), 80, 1[ 過 
paint(200, 100), tlle $, 1[j 


9.5 漢字 の 表示 


ディ スプ レイ に 漢字 を 表示 させ て み ま し ょ う 。 

漢字 は , グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 され ます 。 漢字 を 表示 させ る 命令 は , 
put 文 で , 次 の 形式 で 入力 し ます 。 

put(X。Y),kanji( 漢字 JIS コ ー ド 〉)。 |5ESET 
< フォ アグ ラウ ンド カラ ー〉, < バック グラ ウン ドカ ラー> 

<〈 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー〉 と 〈 バ バッ ク グ ラウ ンド カラ ー〉 に つい て は, 

「9.2 グラ フィ ッ ク 画 面 の カラ ー 指 定 」 で 説明 し て あり ます 。 ま た , PSET. 
PRESET に つい て は ,「BASIC REFERENCE MANUAL」 を 参照 し て くだ さい 。 

< 漢字 IS コー ド 〉 は , 「 付 録 7 漢字 コー ド 表 」 に 書い て ある 数 字 で す 。 
この 表 で は , 16 進 数 で 表し て あり ます か ら , 数 字 の 前 に &h を つけ ま 
す 。 


臣 和 漢字 を 出力 する put 文 は , Nss-BASIC (NssDISK-BASIC ) だ け の 


ンー「。 
ON 


太 


例 


「 亜 」 と いう 字 を 表示 させ た い 場 合 。 
< 漢字 JIS コ ー ド >〉 は , &h 3021 と な り ま す 。 
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screen へ 0, 0 
cls へ 2 
put へ (100, 100), kanji(&h 3021), pset 7, 0 


で は , 次 に 漢字 ROM に 入っ て いる 全文 字 を 表示 させ て み ま し ょ う 。 まず, 
次 の プロ グラ ム を 入力 し ます 。 
screen へ 0, 0[ 選 
cls へ 3 [| 
new [| 


"X: ヒョウ ジイ チ (X ) 





110 /Y: ヒ ョ ウジ イチ (Y ) 

120 /A: カ ンジ コー ド (A) 

130 SCREEN 0, 0: CONSOLE , ,0 

140 CLS3 

150  A=&H20 : B ニ &HFF 

160 FOR Y=O TO 180 STEP 18 

170 FOR X=2 TO 622 STEP 20 

180 PUT (X, Y) , KANJI (A) , PSET, 7, 0 

190 IF AB THEN 200 ELSE A=A+1: GOTO 260 

200 IF A=&HFF THEN CLS 2: A=&H100: B=&H1FF: GOTO 160 
210 IF A=&H1FF THEN CLS 2: A= ニ &H2120: B=&H217F : GOTO 160 
220 IF A=&H277F THEN CLS 2: A=&H3020: B=&H307F: GOTO 160 
230 IF A=&H4F53 THEN 140 


240  A= ニ A 十 &HA1: B ニ A 十 &H5F 





250 IF B= ニ &H4F7F THEN B= &H4F53 





260 NEXT XY 


270 GOTO 160 








で は , 実行 させ ます 。 こ の プロ グラ ム は , [STOP] キー を 入力 すれ ば 止ま 
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り ま す 。 
[f・5] (また は run [|) 


スト ッ プ させ る と き は 


を 入力 し ます 。 
この プロ グラ ム は , 「 付 録 7 漢字 コー ド 表 」 の 順に , 漢字 を 画面 に 表示 


し 続け ます 。 
注意 
漢字 の フォ ント は 16X16 ド ッ ト で 表 さ れ て いま す の て 文字 の 一 部 
が 省略 され て いる も の が あり ます 。 
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第 10 章 
入出 力 装置 


10.1 ファ イル 


Nss-BASIC は , 入出 力 装置 と の 情報 の や り と り を 「 フ ァイル (書類 )」 と 
いう 概念 で 行い ます 。 で すか ら , 目的 の 「 フ ァイル 」 は , どこ の 抄 に ある 
何と いう 名 前 の も の か を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 こ の 指定 を 行う の 
が , “ファ イル ディ スク リプ タ " と 呼ば れる も の で す 。 フ ァイル ディ スク 
リプ タ は , 棚 に あたる 人 へ 入 出力 装置 > を 指定 する “デバ イス 名 "と < 書類 
の 名 前 〉 に あたる “ファ イル 名 "で 構成 され て いま す 。 


[ファ イル ディ スク リプ タ ] [デバ イス 名 ]〕 十 [ファ イル 名 ] 


10.1.1 ファ イル 名 


ファ イル 名 は , 最大 で 「 6 文字 十 拡 張子 3 文字 」 で 構成 され て いま す 。 
拡張 子 は ファ イル の 内 容 を 識別 する た め に 用 いま す 。 例え ば , Nss-BASIC 
で 書か れ た プロ グラ ム に は , 6 文字 以下 の プロ グラ ム 名 の 後に , 拡張 子 と 
し て , “.n88” を 続け る と 決め て お きま す 。“test 1「 と いう プロ グラ ム で し 
だ らち , 
test 1 . n88 
と な り ま す 。N-BASIC で 書か れ た プロ グラ ム に は “mn80" を つけ れ ば , 
test 2 . n80 
と な り ま す 。 こ うし て お く と , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 記録 きれ て いる ファ 
イル 名 を 表示 させ た 場合 な ど , どの ファ イル が , どん な 形式 で 記録 され て 
いる の か 一 目 で わか り ま すね 。 し か し , 同じ 形式 の も の し か 記録 し な い 場 
合 は , 9 文字 まで , プロ グラ ム 名 と し て 使用 し て も か まい ませ ん 。 
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注意 
カセ ッ ト テ ー プ を 使用 する 場合 は ,「 拡 張子 3 文字 」 は 使用 で きま 
せん 。 す な わ ち , ファ イル 名 は 最大 6 文字 (に な り ま す 。 また, 
RS-232C ポ ー ト を 入出 力 装置 と し て 選ん だ 場合 は , ファ イル 名 は ' 書 
類 の 名 前 ? で は な く , RS-232C ポ ー ト の 仕様 を 定義 むす る た め に 使用 し 
ます 。 詳し く は , 「 第 14 章 ター ミナ ルモード 」 を 参照 し て くだ さい 。 


10.1.2 デバ イス 名 
デバ イス 名 は , 次 の 表 の よう に , 各 入出 力 装 置 に つけ られ て いま す 。 


入出 力 装置 名 





カセ ッ ト テ ー プ (1200 ボ ー) 


(600 ボ ー) 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 1 
2 
3 
4 


1: 
2: 
3: 
外 
5: 
6: 
7: 
8: 








RS 一 232C ポ ー ト 








注意 
"KYBD:" と “SCRN:” は NssDISK-BASIC を 使用 し て いる 場合 だ け , 
指定 で きま す 。 
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デバ イス 名 に 含ま れる “1" お よび , フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス ク の “1 : "は 省略 で 
きま す 。 フ ロッ ピ ィ ディ スク の デバ イス 名 に つい て は ,「12. 1 接続 ディ ス 
ク と デバ イス 名 」 を 参照 し て くだ さい 。 

また , フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク ユ ニッ ト を 接続 し て いな い 場 合 は , デバ イス 
名 を 省略 する と 「cas : (cas1 : )」 が 指定 され た と 見 な され ます 。 こ の 時 , 
「cas2 : 」 は 省略 で きま せん 。(「2 :」 と 指定 し て も エラ ー と な り ま す 。) 


10.2 ファ イル の OPEN, CLOSE 


ファ イル ディ スク リプ タ で , 「 ど この 覆 の どの ファ イル 」 な の か を 指定 
で きま し た ね 。 そ の ファ イル を 実際 に 扱う に は どう すれ ば よい で し ょ うか 。 
新しい ファ イル を 作成 し た り , 追加 ・ 削 除 す る た め に は , ファ イル を 開い 
た り , 使い 終わ っ た ファ イル を 閉じ た りす る 動作 が 必要 に な っ て きま す 。 
この 動作 を 行う 命令 が , open 文 と close 文 で す 。open 文 で は , ファ イル ディ 
スク リプ タ を 指定 する だ け で な く , その ファ イル に 対し て , どの よう な 処 
理 を 行う か を 宣言 し ます 。 こ の 宣言 を (モー ド 〉> と いい ます 。 


INPUT 既に つく られ て いる ファ イル か ら , デー タ を 読み 込み ます 。 


OUTPUT | 新しい ファ イル を 作成 し て 書き 込み ます 。 
APPEND 既に ある ファ イル に , 続け て デー タ を 書き 込み ます 。 





< モー ド > 
Nss-BASIC で は , < モー ド >〉 は 単に ファ イル の ポイ ンタ の 最初 の 位置 
を 決定 し ます 。 
INPUT ポイ ンタ の 最初 の 位置 は ファ イル の 始め で , ファ イル が 見 
つか ら な い 場 合 は 。 エラ ー に な り ま す 。 
OUTPUT 最初 の 位置 は ファ イル の 始め で , 常に 新しい ファ イル を 作 
り ま す 。 
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APPEND 最初 の 位置 は . ファ イル の 終り で , ファ イル が 見 つか ら 
な い 場 合 は 、 エラ ー に な り ま す 。 な お , カセ ッ ト テ ー プ 上 
の ファ イル を APPEND モ ー ド で オー プン する こと は で きま 
せん 。 
for < モー ド 〉 が 省略 され た 場合 に は , ポイ ンタ の 最初 の 位置 は ファ 
イル の 先頭 に な り ま す 。 も し , ファ イル が 見 つか ら な い 場 合 は , その 
名 前 の ファ イル が で きま す 。 
oo ファ イル の 開閉 は , open, close 文 で 行い ます 。 
ここ で 少し むず か し く な り ま す が , ファ イル 番号 に つい て 少し 説明 し て 
お きま す 。 Nass-BASIC は , ファ イル と の 入出 力 を 行う と き , バッ ファ と い 
う 窓 口 を 設け ます 。 つ まり , ファ イル に デー タ を 書き 込む と き , ある い は 
逆 に 読み 出す と き は , この 窓口 を 通じ て 行い ます 。 こ の 窓口 は , 同時 に 1 
つの ファ イル に し か 使用 で きま せん 。 で すか ら 1 度 , オー プン させ た 窓口 
は , 1 度 閉 じ な けれ ば , 他 の ファ イル 用 に オー プン する こと は で きま せん 。 
この 窓口 の 番号 が , ファ イル 番号 な の で す 。 で すか ら , open 文 で ,。 ファ イ 
ルディ スク リプ タ に ファ イル 番号 を 指定 する と , 以後 は 。 ファ イル 番号 で 
ファ イル を 指定 し ます 。 フ ァイル 番号 は , 革 1 か ら , 「How many files?」 
で 指定 し た 値 ま で 指定 で きま す 。 


カセ ッ ト テ ー プ に ファ イル を オー プン させ , デー タ を 書き 込む 場合 。 
10 open “cas : tape”for output as 壮 1 


100 print 半 1. data 
“ 半 1" が ファ イル 番号 で , print 韻 1 で は , 半 1 の 窓口 , すなわち カセ ッ 
ト テ ー プ の ファ イル に “data" と いう デー タ を 出力 し ます 。( カ セッ ト 
テー プ へ の , デー タ の セー ブ に つい て は ,「11.2 デ ー タ の セー ブ , ロー 
ド 」 を 参照 し て くだ さい 。) 
注意 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に ファ イル を OPEN し て いる 状態 で , その フロ ッ 
ピ ィ ディ スク を 取り 出す と , その フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 内 容 を 壊し て 
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し まう 場合 が あり ます 。 フ ロッ ピ ィ ディ スク を 取り 出す 場合 は , 必ず 
close 文 また は end 文 を 実行 し て くだ さい 。 


10.3 How many files? 


Nss-BASIC(NssDISK-BASIC) で は , スタ ー ト する と すぐ に 
How many files? 

と 尋ね て きま す 。 こ れ は ,「 同 時 に いく つの ファ イル を 使用 し ます か 」, 
また は 別 の 表現 を する と , 「 フ ァイル と の デー タ の 入出 力 用 に , いく つの 
窓口 (バッ ファ ) を 準備 すれ ば 良い の で すか 」 と 問い 同 わ か せ て き て いる の で 
す 。Nss-BASIC で は , 最大 15 ま で 指定 で きま す 。 し か し , ここ で 「 同 時 に 」 
と いう 点 に 注意 し て くだ さい 。 例え ば , fie 1. file 2, file 3, fiie 4 と いう 4 つ 
の ファ イル を 扱う プロ グラ ム を 使う と し ます 。 こ の と き , file 1 と file 3 は , 
常に 使え な けれ ば な ら な い が , file 2 と file 4 は , 交互 に 使用 する 場合 は , 
この 2 つの ファ イル で 1 つの 窓口 を 使い ます 。 つ まり file 2 を 使用 する 場 
合 は , file 2 と し て 窓口 を オー プン し , 使い 終わ っ た ら , すぐ に クロ ー ズ 
し て , 同じ 窓口 を ile 4 と し て オー プン し ます 。 こ うす れ ば , 4 つの ファ 
イル を 扱う の に 3 つの 窓口 で 済む わけ で す 。 


How many files? 3 
100 open “1: file 1" for input as #1 


200 open “cas : file 2” for output as 2 
300 open “2 :file 3” for input as #3 


1000 close 壮 2 
1100 open “2 : file 4" for input as 半 2 


「 フ ァイル を 4 つ 使 うな ら ば , 窓口 も 4 つ 準 備 す れ ば よい 」 と 思わ れる 
方 が ある か も し れ ま せん ね 。 し か し , 窓口 は ユー ザー ズ メ モリ の 中 に 作 
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られ ます か ら , 不 必要 に 大 きく 指定 する と , それ だ け , 使え る メモ リ 和 領域 
が 少な く な っ て し まい ます 。 

How many files? と 尋ね て きた と き , 数 値 を 指定 せ ず , リタ ー ン キー( [|) 
を 入力 する と , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト が 接続 きれ て いな い 場 合 は 1 
が , 接続 きれ て いる 場合 は その ドラ イブ 数 が 設定 され ます 。 ま た 数 値 以 外 
の も の を 入力 する と 0 が 入力 され た と みな され ます 。 


10.4 キー ボー ド と スク リー ン 


NssDISK-BASIC で は , キー ボー ド と ディ スプ レイ を ファ イル と し て 扱う 
事 が で きま す 。 こ の 機能 を 利用 する と , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク や プリ ンタ を 
扱う プロ グラ ム を 作成 する 場合 に 非常 に 便利 で す 。 

例え ば フロッピ ィ デ ィ ス ク 上 の ファ イル か ら デ ー タ を 読み 込ん で 処理 
を 行い 。 再び フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 別 の ファ イル に 書き 込む プロ グラ ム を 
作成 する と し ます 。 こ の 場合 に , 最初 か ら フ ロッ ピ ィ ディ スク を 用 いて プ 
ログ ラム を 作成 する より も , キー ボー ド か ら デ ー タ を 入力 し , スク リー ン 
ヘ へ データ を 表示 させ れ ば より 簡単 に 作成 で きま すね 。 そ こ で , プロ グラ ム 
を 作成 し て いる 間 は 次 の よう に ファ イル を オー プン し ます 。 

100 open “kybd : test 1 for input as せ 1 
200 open “scrn :test 2" for output as 革 2 


1000 input 半 1, a$ 

2000 print 半 2, b 
プロ グラ ム が 完成 すれ ば , 行 番号 100 と 200 の 2 行 を 変更 すれ ば フロ ッ 
ビィ ディ スク 用 の プロ グラ ム に な り ま す 。( 行 番号 1000 や 2000 の 入出 力 文 
は 変更 し な く て も 良い わけ で す 。) 


100 open “1: test 1' for input as せ 1 
200 open“2:test 2" for output as 2 
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注意 
キー ボー MHD ) お よび スク リー ン (SCRN : ) で は , 使用 で き な 
い 入 出力 命令 が あり ます か ら 注 意 し て くだ さい 。( 各 入出 力 命令 に つ 
いて は 「BASIC REFERENCE MANUAL」 を 参照 し て くだ さい 。) 
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第 11 章 
カセ ッ ト テ ー プ の 使い 方 


PC-8801MKII で は , 本 体 の 電源 を 切っ た り , リセ ッ ト ボ タン を 押す と , 
あな た が 入力 し た プロ グラ ム や デー タ は , すべ て 消え て し まい ます 。 で す 
か ら , 再び 使用 する 可能 性 の ある プロ グラ ム や デー タ は , フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク や カセ ッ ト テ ー プ に 保存 し て お きま す 。 そう すれ ば , 電源 を 切っ た り , 
リセ ッ ト ボ タン を 押し た りす る た びに , 最初 か ら プ ログ ラム や デー タ を 入 
力 す る 必要 が な く な り , フロ ッ ピ イィ ディス ク や カセ ッ ト テ ー プ か ら 読 み 込 
め ば よ いわ け で す 。 こ の よう に , メ モリ の 中 の プロ グラ ム や デー タ を フロ ッ 
ピ ィ ディ スク や カセ ッ ト テ ー プ に 書き 込む こと を ,「 セ ー ブ 」 す る と いい , 
逆 に プロ グラ ム や デー タ を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク や カセ ッ ト テ ー プ か ら メ モ 
リ へ 読み 込む こと を 「 ロ ー ド 」 す る と いい ます 。 





ー カ セッ ト か ら プ ログ ラム を ロー ド す る と き の 注 意 事項 
カセ ッ ト か ら プ ログ ラム を ロー ド す る 場合 , も し ディ ッ プ ス 
イッ チ |SW1 の 6| が オフ の と き は オン に し て リセ ッ ト ボ タン を 押 
し て か ら ロ ー ド を 行う か , 又は “NEW ON &H20" を 実行 し た あと 
ロー ド を 行っ て くだ さい 。 
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11.1 プロ グラ ム の ロー ド , ベリ ファ イ と セー ブ 


カセ ッ ト テ ー プ へ の ロー ド と セー ブ は , どの BASIC モ ー ド で も 実行 で き 
ます が , ここ で は , Ns-BASIC モ ー ド の 場合 を 説明 し て いき ます 。 使用 す 
る カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ ー は , 一 般 用 オー ディ オカ セッ ト テ ー プ レコ ー 
ダー で すず 。 {以後 ,。 テー プレ コー ダ と 略し ます 。) テ デー ブレ コー ダ よ し て は 。 
パー ソナ ルコ ンピュータ 用 に 設計 され た デー タレ コー ダ ( PC-DR311 
な ど ) が 操作 し や すく , 失敗 も 少な いよ う で す が , 家庭 用 の も の で も 充 
分 機能 が 果 せ ます 。 で は 順 を 追っ て 説明 し ます 。 


11.1.1 PC-8801MKII と テー プレ コー ダ と の 接続 


「 第 4 章 本 体 と 周辺 装置 と の 接続 」 に 従っ て PC-8801MKI と カセ ッ ト 
テー プレ コー ダ を 接続 し ます 。 こ の と き , 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 
(1) リモ ー ト 端子 (黒色 ) を 接続 し た 場合 
リモ ー ト 端子 を 接続 し ます と , テー プレ コー ダ の ON/OFF は , 
PC-8801MKII が コン トロ ー ル し ます 。 ですから, PLAY ボタ ン を 押し 
て いて も , PC-8801MKII で ,。 カセ ッ ト テ ー プ を 使用 する 命令 が 実行 
され な けれ ば , カセ ッ ト テ ー プ は 回 り ま せん 。 こ の 機能 に よっ て , 必 
要 な 間 だ け , カセ ッ ト テ ー プ を 回 すこ と が で き , カセ ッ ト テ ー プ の 無 
駄 使い が 防げ , また , 手間 も か か り ま せん 。 
(2) リモ ー ト 端子 を 接続 し な か っ た 場合 
この 場合 は , テー プレ コー ダ の スタ ー ト , スト ッ プ は , すべ て 自分 
で や る 必要 が あり ます 。 で すか ら , カセ ッ ト テ ー プ を 使用 する 命令 
実行 する 前 に PLAY ボ タン を 押し , 終わ る と STOP ボ タン を 押す と いう 
操作 が 必要 に な り ま す 。 
普通 . 1 つの プロ グラ ム を ロー ド し た り , セー ブ す る 場合 は ,、 リモ ー ト 
端子 を 接続 せ ず に 操作 する こと が 多い よう で す が , プロ グラ ム の 中 で デー 
タ の ロー ド , セー ブ を 行う 場合 は , リモ ー ト 端子 を 接続 し て いな いと , う 
まく 動作 し な い 場 合 が あり ます 。 以 後 , リモ ー ト 端子 が 接続 され て いる と 
し て 説明 を し ます 。 リ モー ト 端 子 を 接続 し な い 場 合 は , 先 に 「11.4 リ モー 
ト 機能 を 使用 し な い 場 合 」 を 読ん で くだ さい 。 





1 サーク 


NN 12 デ グ ラム の セー マ 


本 体 と テー プレ コー ダ が 接続 で きた ら , キー ボー ド か ら , 次 の プロ グラ 
ム を 入力 し て くだ さい 。 (入力 が 終わ っ て も 実行 させ な いで くだ さい 。) 


new 

100 input a, b, c, d 

200 print “Set tape, then push PLAY and REC" 

300 input “ok”: a$[y] 

400 open “cas : suchi" for output as キ 1[J] 

500 print #1, a, b[ 記 

600 print 革 1, c, d 

700 close 半 1 

800 end 

入力 し た プロ グラ ム が まち が っ て いな いか どう か , ディ スプ レイ と よく 

見 上 比べ て くだ さい 。 ま ちがっ て いな けれ ば , こ の プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー 
プ ヘ へ セーブ し まし ょ う 。 

旧 音 し て も よい カセ ッ ト テ ー プ を テー プレ コー ダ に セッ ト し ます 。 
プロ グラ ム や デー タ を 入力 する と , 当然 , 前 に 録音 し て あっ た も の は 
消え て し まい ます 。 ま た , この と き , テー プ カ ウ ンタ を 0 に セッ ト し 
て お け ば , どこ か ら セ ー ブ し た の か すぐ に わか り ま すね 。 

2. テー プ が セッ ト で きた ら , 録音 ボタ ン (REC) と PLAY ボ タン を 押し 
ます 。 リ モー ト 端 子 ( 黒 ) が 接続 し て あれ ば , カセ ッ ト テ ー プ は 回 り 始 
め な い は ず で す 。 そ こ で 次 の 命令 を 入力 し ます 。 

motor [2] 
を 入力 する と 同時 に , "カチッ" と いう 音 が し て 同時 に テー プ が 
回 り 始め ます 。 数 秒 た っ た ら も う 一 度 , 
motor[] 
を 入力 し ます 。 す る と 再び “カチッ” と いう 音 が し て , テー プ は 止 り 
ます 。 こ れ で セー プ の 準備 が 整っ た わけ で す 。 

注意 

カセ ッ ト テ ー プ に は , 始め と 終わ り に クリ アフ ィ ー ダ と いう 磁 
性 体 が 塗っ て な い 部 分 が あり ます 。 こ の 部 分 に は 記録 で きま せん 
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か ら , プロ グラ ム や デー タ を セー ブ す る 前 に スキ ッ プ し て お く 必 

要 が あり ます 。 ま た , 前 の プロ グラ ム や デー タ と の 区 別 を つけ る 

た め に も , セー ブ す る 前 は , motor 文 で テー プ を 送る 習慣 を つけ 

まし ょ う 。 

の motor 文 は 。 モー ター を コン トロ ー ル し ます 。 

2 motor 補 モー ター スタ ー ト 忌 motor[gji モータース 
トッ プ 


3. いよ いよ プロ グラ ム を セー ブ し ます 。PLAY ボ タン と 銀 音 ボタ ン は 
押し た まま で すね 。 そこで, 次 の 命令 を キー ボー ド か ら 入 力 し ます 。 
save "cas : test" | 
4. モー ター が 回 り 始 め , し ば らく する と “OK" が 表示 され , モ ー タ ー が 
スト ッ プ し て プロ グラ ム の セー ブ は 終わ り ま す 。 
ここ で 使用 し た save 文 が , プロ グラ ム を 「 セ ー ブ 」 す る 命令 で す 。 
save" < ファ イル ディ スク リプ タ > ”[ 轄 
今 の 場合 で す と , ファ イル ディ スク リプ タ は “cas:test”" で すね 。「cas 
・」 が デバ イス 名 で 「test」 が ファ イル 名 で す 。 
デバ イス 名 「cas : 」 
Ns-BASIC の カセ ッ ト テ ー プ の デバ イス 名 に は 「cas : (又は cas1 : )」 
と 「cas2 :」 の 2 つが あり ます 。 こ の 2 つの デバ イス 名 は , 
PC-8801MKI と テー プレ コー ダ と の デー タ の 転送 速度 を 指定 する た 
め に 準備 され て いま す 。 詳 しく は , 「11.3 カ セッ ト テ ー プ の 転送 速度 」 
を お 読み くだ さい 。 


カセ ッ ト テ ー プ へ の プロ グラ ム の セー ブ は save 文 で 行い ます 。 
fo save "cas : XXXX" (1200 ボー ) 
又は , 
save “cas2 : XXXX"(600 ボー) 
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11.1.3 ペリ ファ イ 

カセ ッ ト テ ー プ に プロ グラ ム を セー ブ し た 場合 は , 必ず 正しく セー ブ さ 
れ た か どう か チェ ッ ク し ます 。 つ まり , メモ リ の 中 の プロ グラ ム と カセ ッ 
ト テ ー プ に セー ブ さ れ た プロ グラ ム が 等 し いか どう か 比べ る わけ で す 。 こ 
の 操作 を “ベリファイ” と いい ます 。 で は ベリ ファ イ の 実行 の し か た を 順 
を 追っ て 説明 し まし ょ う 。 


1. プロ グラ ム の セー ブ を 始め た と ころ まで テー プ を 巻き 戻し ます 。 リ 
モー ト 端 子 を 接続 し て いる 場合 は motor 文 を 使い ます 。 巻 き 戻 し が 終 
わっ た ら , モー タス トッ プ (motor[] ) を 実行 し て お きま す 。 

2. テー プレ コー ダ の 音量 と 音質 を 調整 し ます 。 音 量 は , 普段 使用 する 
場合 より も や や 大 きめ に セッ ト し , 音質 が 調整 で きる 場合 は , 高音 が 
強調 され る 側 ヘ セット し ます 。 

3. PLAY ボ タン を 押し た 後 で , 次 の 命令 を 実行 し ます 。 

load? “cas : test" 
4. "test'' と いう プロ グラ ム が 見 つか る と 
Found : test 
と 表示 し , 読み 込ん だ デー タ と メモ リ の 内 容 を チェ ッ ク し ます 。 
5. カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ さ れ て いる 内 容 が 一 致し た 場合 は , 
OK 
と 表示 し , 一 致し な い 場 合 は , 
Bad 
と 表示 し て きま す 。 
一 致し な か っ た 原因 と し て は , 次 の 場合 が 考え られ ます 。 
1) 再生 用 の 音量 と 音質 の 調整 が , 適当 で な か っ た 。 
この 場合 は , 音量 と 音質 を 調整 し 直し て , 何 度 か 挑戦 し て みて く 
だ さい 。 使 用 し て いる テー プレ コー ダ に よっ て は , 音量 が , ある 特 
定 の 範囲 で し か , うま く 動 作 し な い 可 能 性 が あり ます 。 
(2) セー プ が うま く で き て いな い 場 合 。 
音量 , 音質 を いく ら 調 整 し て も Bad と 表示 され る 場合 は , セー ブ 
し た 時 に , 失敗 し た 可能 性 が あり ます 。 そ の 原因 と し て は , 次 の よ 
うな 事 が 考え られ ます 。 
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① ケー ブル の 接続 が 正しく な か っ た り , 接続 プラ グ が , し っ か り 
と 差し 込ま れ て いな か っ た 。 

② 録音 音量 が 調整 で きる テー プレ コー ダ を 使用 し た が , その 調整 
が 正しく な か っ た 。 

⑬⑧ セー ブ す る と き に , カセ ッ ト テ ー プ の クリ アフ ィ ー ダ の 部 分 を 
スキ ッ プ する の を 忘れ て いた 。 

それ ぞ れ , も う 一 度 よ く 確 認 し て か ら , セー ブ を 行っ て くだ さい 。 

これ ら の 原因 を 検討 し て も セー ブ で き な い 理由 が わか ら な い 場 合 は , 

お 近く の Bit-INN も し く は , お 買い 求め の 販売 店 で 御 相談 ぐ くだ さい 。 


oh プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ し た 場合 は 。 必ず ベリ 
と 友 \ 。 ファ イ を 実行 し て , 確認 し まし ょ う 。 


1 1.4 ロー ド 
今度 は ,。 カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ し た プロ グラ ム を , 再び 本 体 の メモ リ 
へ ロー ド し て み ま し ょ う 。 今 は まだ , メモ リ に プロ グラ ム が 残っ て いま す 
か ら , 
[f・4] [M (また は , Hist[a) 
を 入力 すれ ば , メモ リ に 入っ て いる プロ グラ ム が 表示 され ます ね 。 そ こ で 
まず 最初 に 。 メモ リ に 入っ て いる プロ グラ ム を 消し ます 。 
neW [| 
この 命令 を 実行 する と , あな た が 入力 し た プロ グラ ム は , すべ て 消え て 
し まい ます 。 で すか ら , 
[f・4] [| (また は tsst[ 誠 ) 
を 入力 し て も , プロ グラ ム は 表示 され ませ ん 。 で は , ロー ド を 始め ます 。 
1. カセ ッ ト テ ー プ を 巻き 戻し ます 。( リ モー ト 端 子 を 接続 し て いる 場 
合 は , motor 文 を 入力 し な いと モー タ は 回 り ま せん ね 。) 
2. 音量 と 音質 を 確認 し ます 。( ベ リフ ァ イ し た と き と 同 じ で すね 。) 
3. PLAY ボ タン を 押し ます 。( テ ー プ は 回 り ま せん ね 。) 
次 の 命令 を 入力 し ます 。 
load “cas : test" 
5. [| を 入力 する と カセ ッ ト テ ー プ が 回 り 始め ます 。 プ ログ ラム が 見 
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つか る こと ( 今 の 場合 は 「test」 で すね 。) 
Found :test 
と ディ スプ レイ に 表示 し , ロ ー ド し て いる 間 は , 画面 の 右上 スミ に “*" 
を 表示 し ます 。 指定 し た 以外 の プロ グラ ム 名 が 見 つか る と , 
Skip : XXXX 
と , プロ グラ ム 名 を 表示 し て , 次 の プロ グラ ム を 読み に 行き ます 。 
6. ロー ド が 無事 に 終了 すれ ば , 
OK 
が 表示 され , カセ ッ ト テ ー プ は 止ま り ま す 。 
も し , ロー ド が 途中 で 失敗 すれ ば , ディ スプ レイ に , 
?TP Error 
と いう メッ セー ジ が 表示 され , ブザー(Beep 音 ) が 鳴り ます 。 エ ラー と 
な っ た 場合 に は , ベリ ファ イ の と ころ で 説明 し た 原因 を 1 つ 1 つ 
チェ ッ ク し て み ま し ょ う 。 何 度 ,。 ロ ー ド し て も エラ ー と な る 場合 は , 
テー プ に キズ が ある 場合 な ど が 考え られ ます 。 ま た , ベリ ファイ を 行っ 
て いな けれ ば , うま く セ ー ブ が で き て いな い 可 能 性 が あり ます 。 こ の 
よう な 場合 は , も う 一 度 ,。 セー ブ か ら や り 直 す 必 要 が あり ます 。 
ロー ド が うま く 行 け ば , 
[f・4] [ 記 (また は jist [ 剛 ) 
で プロ グラ ム が 表示 され ます 。 
注意 
ロー ド が うま く 行 か な か っ た 場合 に , 
4] 層 (また は iist 尺 ) 
を 実行 する と , 途中 まで の プロ グラ ム が 表示 され る 場合 が あり ます が , 
この プロ グラ ム を 実行 させ た り , 新た な 行 を つけ 加え て 実行 させ る こ 
と は で きま せん 。 new 文 を 実行 し て , 最初 か の ら 入力 し て くだ さい 。 
また , ロー ド 後 "Syntax Error"( 又 は “SN Error” ) と 表示 され , jst 
コマ ンド で 内 容 を 見 る こと は で きる が , 実行 する と 同じ よう に “Syntax 
Error"( 又 は “SN Error”) が 表示 され る 場合 は , プ ログ ラム 中 に 使用 さ 
れ て いる ラベ ル に BASIC の 予約 語 (PRINT と か SIN な ど ) が 使わ れ て いま 
す 。 ま ず , ラベ ル を 調べ て 予約 語 を ラベ ル 名 と し て 使っ て いる 行 を 訂 
正 し て か ら 実 行 し て みて くだ さい 。( ラ ベル に つい て は , 「BASIC RE- 
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FERENCE MANUAL」 の 「1.23 ラベ ル ( Nss-BASIC ) 」 を 参照 し て くだ 
さい 。 


中 2 デー タ の セー ブ , ロー ド 


プロ グラ ム の セー ブ , ロー ド が わか っ た の で , 次 は , デー タ の セー ブ , 
ロー ド の 方 法 を 説明 し ます 。 こ の 説明 で は , 先程 ,。 プ ログ ラム の セー ブ . 
ロー ド に 使っ た プロ グラ ム を 使い ます 。 


に 2 デー タク タ の も セーブ 


1. プロ グラ ム の セー ブ と ロー ド に 用 いた プロ グラ ム を ロー ド し ます 。 
2. この プロ グラ ム を 実行 させ ます 。 
[f・5] (また は , run [] ) 

3. する と 画面 に "2?" を 表示 し ます 。 こ れ は , 行 番号 100 の input 文 が ., キー 
ボー ド か ら の 入力 を 要求 し て いる の で す 。(input 文 に つい て は , 「BASIC 
REFERENCE MANUAL」 を 参照 し て くだ さい 。) 

1, 2, 3, 4 [ば 
と 入力 し ます 。 
4. する と 今度 は , 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
Set tape, then push PLAY and REC 
OK? 

5. そこ で , デー タ を 入力 し て も よい カセ ッ ト テ ー プ を テー プレ コー ダ 
に セッ ト し ます 。 こ の と き , テー プ カ ウ ンタ を 0 に し て お け ば ぱ ば , 後 で 
ご どこから デ ー タ が 入っ て いる か 一 目 で わか り , と て も 便利 で す 。 

6. カセ ッ ト テ ー プ の セッ ト が 終わ っ た ら , テー プレ コー ダ の 銀 音 ボタ 
ン と PLAY ボ タン を 押し ます 。 こ れ ら の 準備 が 終わ っ た ら , 

較 
を 入力 し ます 。 

7. [| を 入力 する と , すぐ に , カセ ッ ト テ ー プ が 回 り は じ め , し ば ら 

くし て , ディ スプ レイ に “OK" と 出力 し . カ セッ ト テ ー プ は 止ま り ま す 。 
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これ で , あな た が 今 , キー ボー ド か ら 入 力 し た 数 値 が . カセ ッ ト テ ー プ 

に セー ブ さ れ た わけ で す 。 

で は , この プロ グラ ム を 簡単 に 説明 し まし ょ う 。 
100 input a, b, c, d 
200 print “Set tape, then push PLAY and REC" 
300 input “ok”: a$ 
400 open “cas : suchi” for output as 半 1 
500 print 1, a, b 
600 print 半 1, c, d 
700 close 半 1 
800 end 
(1) キー ボー ド か ら 数 値 を 入力 し 。 カ セッ ト テ ー プ の セッ ト も 終り , 

録音 ボタ ン と PLAY ボ タン を 押し て , リ ター ン キ ー([ 記 ) を 入力 する と , 
プロ グラ ム は 次 に , ファ イル の オー プン を 行い ます 。( 行 番号 400) 

(2) open 文 が 実行 され る と , カセ ッ ト テ ー プ へ の デー タ を 出力 する た め 
の 窓口 (バッ ファ ) が 割り 当て られ , デー タ の セー ブ の た め の 準 備 が 整 
いま す 。 

(3) print 文 を 用 いて デー タ を セー ブ し ます 。( 行 番号 500, 600) 

print 文 は ディ スプ レイ に 文字 を 表示 させ る だ け で は な く , この よ 
うに 〈 フ ァイル 番号 〉 を 指定 する と , ファ イル へ の デー タ の 出力 を 行 
いま す 。 

(4) デー タ の セー ブ が 終わ っ た ら , close 文 で ファ イル を 閉じ て お きま す 。 
( 行 番号 700 ) 
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人 妥 /2 デ ー タ の ロー ド 


11.2.1 で セー ブ し た デー タ を ロー ド し て み ま し ょ う 。 
1. 次 の プロ グラ ム を 入力 し ます 。 
new [| 
100 a=0:b=0:c=0:d=O[ 
200 print “push PLAY"[] 
300 open“cas : suchi" for input as 半 1 
400 input 1, a, b [ 記 
500 input #1, c, d 
600 print a, b, c, d [ 記 
700 close #1[ の | 
800 end [ 記 ] 
この プロ グラ ム の 意味 は , お お よそ 理解 で きま すね 。 デ ー タ の セー 
プ の プロ グラ ム と の 主 な 違い は , フ ァイル を オー プン する と き に , デー 
タ の 入力 用 と し て , “input" を 宣言 し て いる 事 と , デー タ の ロー ド を 
“input 半 1" で 行っ て いる 点 で すね 。 
2. プロ グラ ム が 入力 で きた ら , デー タ を セー ブ し 始め た と ころ まで , 
カセ ッ ト テ ー プ を 巻き 戻し ます 。 
3. カセ ッ ト テ ー プ の 準備 が で きた ら , 実行 させ ます 。 
[f・5) (また は , run[g] ) 
4. “push PLAY" と いう メッ セー ジ が 現われ た ら , PLAY ボ タン を 押し ま 
す 。 カ セッ ト テ ー プ が 回 り は じ め て , し ば らく する と , ロー ド さ れ た 
デー タ が ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 
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11.2.3 デー タ の 型 と 数 の 一 致 

カセ ッ ト テ ー プ に デー タ を セー ブ , ロー ド す る 場合 の 注意 事項 と し て , 
セー ブ す る と き と ロ ー ド する と き の < デー タ の 型 と 数 の 一 致 〉 が あり ます 。 
デー タ と し て 文字 を セー ブ し た の に , それ を 数 値 デ ー タ と し て ロー ド す る 
こと は で きま せん 。 ま た , 1 つの print 文 で 4 つの デー タ を セー ブ し て いる 
の に , input 文 で は 2 つ し か ロー ド し な いと いう わけ に も いき ませ ん 。 た 
だ し , デー タ の 型 と 数 が 一 致し て いれ ば , ロー ド し て きた デー タ を 代入 す 
る 変数 は ,。 セー ブ し た と き に 使っ た 変数 と 異な っ て いて も か まい ませ ん 。 


[良い 例 1 
セー ブ す る と き 


10 open "cas : sample” for output as 半 1 
100 print #1, a, b, c 


500 close 半 1 


ロー ド す る と き 


10 open “cas : sample”for input as #1 
150 input 半 1, X, Y, Z 


300 close せ 1 
デー タ の 型 (数 値 ), 数 ( 3 つ ず つ ) が 一 致し て いる の で OK で すね 。 


[良い 例 2 
セー ブ す る と き 


10 open “cas : sample”for output as #1 
100 print 1, yama $, kawa $ 


500 close 半 1 


230I 


ロー ド す る と き 


10 open “cas : sample'” for input as 1 
200 input 半 1, sora $, umi$ 


600 close せ 1 
これ も , デー タ の 型 (文字 ), 数 ( 2 つ ず つ ) が 一 致し て いる の で OK で す 。 


[悪い 例 ] 
セー ブ す る と き 
10 open “cas : sample” for output as 半 1 


100 print 半 1. a, b, c, d, 


700 close 半 1 


ロー ド す る と き 


10 open “cas : sample'” for input as サ 1 


200 input #1 a,b 
210 input #1, c, d 


800 close #1 
デー タ の 型 (数 値 ) は 一 致し て いま す が , 1 つの print 文 で 4 つの デー タ 
を セー ブ し た の に 対し , ロー ド す る と き は , 1 度 に 2 個 し か 扱っ て いま 
せん 。 こ れ で は , ロー ド で きま せん 。 


- 遂 デー タ の セー ブ プ と ロー ド に は , デー タ の 型 と 数 の 一 致 が 必要 
注意 
カセ ッ ト テ ー プ 上 に デー タフ ァイル を オー プン し て 入出 力 を 行う 場 
合 は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 と 同じ よう に ファ イル 名 を 付け る こ 
と が 可能 で す が , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の よう に ファ イル 名 に よっ て 
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ファ イル を 識別 する こと は で きま せん 。 
従っ て , 


OPEN “CAS : A"” FOR OUTPUT AS キ せ 1 
と し て , オー プン し , デー タ を 書き 込ん だ ファ イル を , 


OPEN “CAS : B” FOR INPUT AS 1 
と し て , オー プン し て , デー タ を 読み 出す こと も で きま す 。 


11.3 カセ ッ ト テ ー プ の 転送 速度 


Nss-BASIC で カセ ッ ト テ ー ブ を 使用 する 場合 に ,「600 ボ ー」 と 「1200 ボ ー」 
の 2 つの 転送 速度 を 使用 し ます 。 こ の 指定 は , デバ イス 名 を 指定 する と , 
Nss-BASIC が 自動 的 に 設定 し て くれ ます 。 


cas: 1200 ボー 
( casl: ) 


同じ 長き さ の プロ グラ ム や デー タ を セー ブ し た り ロ ー ド する 場合 , 1200 
ボー で す と , 600 ボ ー の 半分 の 時 間 で 実行 で きま す 。 し か し , 600 ボ ー で セー 
ブ し た プロ グラ ム や デー タ を 1200 ボ ー で ロー ド す る こと は で きま せん 。 ま 
た , 逆 に 1200 ボ ー で セー ブ し た プロ グラ ム や デー タ を 600 ボ ー で ロー ド す 
る こと も で きま せん 。 で すか ら , プロ グラ ム や デー タ を セー ブ す る 場合 は , 
どちら の 転送 速度 で セー ブ し た の か を 記録 し て お いて 下さ い 。 
注意 

同じ テー プレ コー ダ で , セー ブ , ロー ド を 行う 場合 は , 「1200 ボ ー」 
で 行う 方 が 速く 実行 で きま す が , セー ブ し た テー プレ コー ダ と , ロー 
F ド する テー プレ コー ダ が 異な る 場合 に ,「1200 ボ ー」 で す と , モー ター 
の 回 転 速度 の 誤差 な どか ら , エラ ー が 発生 する 可能 性 が あり ます 。 こ 
の よう な 場合 は ,「600 ボ ー」 で セー ブ , ロー ド を 行っ て くだ さい 。 
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注意 

PC-8001 の カセ ッ ト イ ンタ フェ ー ス は ,「600 ボ ー」 と な っ て いま す 。 
で すか ら , PC-8001 で セー ブ さ れ た プロ グラ ム や デー タ を 
PC-8801MKII の Nsa-BASIC モ ー ド で ロー ド す る 場合 は , デバ イス 名 は 
「cas 2・ 」 と し て 「600 ボ ー」 で お 使い くだ さい 。 

た だ し, Nss-BASIC と N-BASIC と は 異な る 部 分 が ある た め , 
N-BASIC の プロ グラ ム を Nas-BASIC で ロー ド で き て も , list コ マン ド で 
内 容 を 見 る と , N-BASIC で その プロ グラ ム を ロー ド し た 場合 と 異な る 
こと が あり ます 。 N-BASIC で セー ブ し た プロ グラ ム を Na-BASIC で ロー 
ド し , Nss-BASIC 用 に 訂正 し た い 場 合 は , 一 度 。N-BASIKC モ ー ド で プ 
ログ ラム を ロー ド し , 各行 を コメ ント 文 (REM 文 ) に し て か ら , も う 一 
度 カ セッ ト に セー ブ し , Nss-BASIC モ ー ド に 切り 替え て か ら ロ ー ド す 
る な ど , 特殊 な 手続 き が 必要 で す 。 


11.4 リモ ー ト 機能 を 使用 し な い 場 合 


PC-8801MKII と テー プレ コー ダ を 接続 する 場合 , リ モー ト 端 子 を 接続 
し て お く と , テー プレ コー ダ の モー タ の 「ON」「OFF」 は , PC-8801MKI 
が コン トロ ー ル し ます 。 し か し , リモ ー ト 端子 が 接続 で き な い 場合 は , 自 
分 で コン トロ ー ル し な けれ ば な り ま せん 。 

1. セー ブ す る と き 

PLAY ボ タン と 銀 音 ボタ ン を 押し た 後 , セー ブ を 行う 命令 を 実行 し 
ます 。 

2. ロー ド す る と き 

ロー ド を 行う 命令 を 実行 し た あと , PLAY ボ タン を 押し ます 。 

た だ し , デー タ の ロー ド , セー ブ で は , リモ ー ト 機能 を 使用 し な いと 実 

行 で き な い 場合 が あり ます か ら 注 意 し て くだ さい 。 


し 外 カセ ッ ト テ ー プ を 用 いて , デー タ の セー プ , ロー ド を 行う 場 
5 合 は , リモ ー ト 端子 を 接続 し て 使用 し まし ょ う 。 
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この CV プ 
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第 12 章 
フロ ッ ピ イィ イデ ィ ス ク 


この 章 で は , NasDISK-BASIC モ ー ド を 中 心 に フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 使い 
方 に つい て 説明 し ます 。 


12.1 接続 ディ スク と デバ イス 名 


「10.1 フ ァイル 」 で , ファ イル ディ スク リプ タ は , デバ イス 名 と ファ イ 
ル 名 で 構成 され て いる こと を 述べ まし た 。 

[ファ イル ディ スク リプ タ ] = 〔 デ バイ ス 名 〕 十 〔 フ ァイル 名 ] 
NssDISK-BASIC で は , 次 の 表 の よう に 8 ドラ イブ まで 管理 する こと が で 
きま すま 。 


入出 力 装 置 名 





フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 1 
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デバ イス 名 は , 接続 する ディ スク の 組み 合わ せ に よっ て , 次 の よう に 対 
応 し ます 。 















ミニ フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス ク ユ ニッ ト 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト 


PC-8881 
PC-8881(1) 























フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク ユ ニッ ト の ドラ イブ 番号 と , デバ イス 名 は , 接 
続き され る フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト に よっ て は , 必ず し も 一 致し て 
いま せん 。 

デバ イス 名 の “1: "は 省略 する こと も で きま す 。 
例 


save “1: prog "一 save “prog" 


名 NssDISK- BASIC で , 指定 する ドラ イブ 番号 は , デバ イス 名 で 


に 


太い の 番号 で す 。 


1 


デバ イス 名 の 指定 に は , 十分 気 を つけ て 下さ い 。 特に, プロ グラ ム や デー 
タ を セー ブ す る と き や , ファ イル の 削除 (kl 文 ) の と き に , デバ イス 名 を 
違え て , ファ イル を 壊し て し まう と いう こと の な いよ うに 注意 し て 下さ い 。 
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Fー 


注 計 

作成 し た プロ グラ ム を 別 の シス テム 構成 で 使用 する 場合 は , 特に 注 
意 が 必要 で す 。 た と えば , ある シス テム で , ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
ユニ ッ ト だ けが 接続 され て いる 場合 は , デバ イス 名 「 1 : 」 は この ミ 
ニニ フロッピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト の ドラ イブ 1 に な り ま す 。 と ころ が , 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト と ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト が 接 
続 さ れ て いる 場合 は , ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト の ドラ イブ 1 
は 「3:」 と な り 「1 :」 は 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト の ドラ 
イブ 1 に な り ま す 。 こ の よう な 場合 に 備え て , プロ グラ ム の 先頭 で , 
dskf 関 数 を 使っ て 接続 され て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト の 種類 
を 確認 する こと を お 勧め し ます 。(dskf 関 数 に つい て は , 「BASIC RE- 
FERENCE MANUAL」 を 参照 し て くだ さい 。) 


12.2 プロ グラ ム の セー ブ ・ ロ ー ド 


2 2 も ググ ラム の ニブ 


フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク に プロ グラ ム を セー ブ す る 場合 は 。 カセ ッ ト テ ー プ 
の 場合 と 同じ 様 に , save 文 を 使い ます 。 


save < ファ イル ディ スク リプ タ > 〔, | ) 


Save “prog 1" 


【1 


Save “prog 1 .n88" 
Save “2:prog 1" 
Save “test 1',a 


Save “test 2",p 


NssDISK-BASIC で は , 通常 の プロ グラ ム の セー ブ 以 外 に , A オ プシ ョ ン 
と P オ プシ ョ ン を 付け た セー ブ が で きま す 。 こ の A オ プシ ョ ン と P ォ プ 
ショ ン に つい て は , 「12.2.3 フ ァイル 名 の リス ト を と る 」 で 説明 し ます 。 
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この 他 に , NaaDISK-BASIC で は , 機械 語 を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に セー ブ す 

る こと も で きま す 。 こ の 機械 語 の セー ブ に は bsave 文 を 使い ます 。 
bsave < ファ イル ディ スク リプ タ 〉, < 開始 番地 >, < プロ グラ ム の バ 
イト 数 > 

(、 例 ) 


bsave “mprog”, &ha000, &h20 


これ は , AOOOH 番 地 か ら A019H 番 地 の 機 械 語 ( 長 さ 20H) を “mprog" と い 
う ファ イル 名 で フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に セー ブ す る 例 で す 。 

「12. 1 接続 ディ スク と デバ イス 名 」 の と ころ で も 述べ まし た が save 文 お 
よび bsave 文 で は , デバ イス 名 の 指定 に 気 を つけ て くだ さい 。 ド ライ ブ 1 
に ある ファ イル 名 と 同じ ファ イル 名 で ドラ イブ 2 に セー ブ し よう と し て デ 
バイ ス 名 を 忘れ る と , ドラ イブ 1 の その ファ イル 名 の プロ グラ ム が 消え て 
し まい ます 。 ド ライ ブ 2 に “nec" と いう プロ グラ ム を セー ブ す る 場合 


(、 例 ) 


X save “nec” 


〇 save “2 : nec”" 
この こと は , 後述 の ファ イル 削除 (kill) に お いて も 重要 な こと で す 。 


し 久 。 同じ ファ イル 名 に セー ブ し よう と し た 場合 は ,。 エラ ー に な ら ず 
ee に その ファ イル 名 の プロ グラ ム を 消し て 上 書き し ます 。 


12.2.2 プロ グラ ム の ロー ド 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に セー ブ さ れ て いる BASIC の プロ グラ ム の ロー ド 
は , load 文 に よっ て 行い ます 。 
load < ファ イル ディ スク リプ タ >〉 [〔, 


load “prog 1 
load “prog . n88“ 
load “2:prog 1" 
load “prog 1,r 
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上 の 例 の 4 番目 は , R オ プシ ョ ン 付 き の load 命 令 で , プロ グラ ム を ロー 
ド し た 後 で , その プロ グラ ム を 実行 し ます 。 詳し く は ,「12.2.8R オ プシ ョ 
ン と run 命 令 」 を 参照 し て 下さ い 。 

bsave 文 で セー ブ し た 機械 語 の ロー ド に は , bload 文 を 使い ます 。 

bload < ファ イル ディ スク リプ タ >〉 〔, [ロー ドア ドレ ス ]〕 〔, n] 
(、 例 ) 

bload “mprog" 

bload “mprog”, &ha000 


bload “mprog”,,r 


1 番目 の 例 は , "mprog" と いう ファ イル 名 の 機械 語 を bsave 文 で フロ ッ ピ ィ 
ディ スク に セー ブ す る 際 に 指定 し た 開始 番地 か ら ロ ー ド し ます 。 2 番目 の 
例 は , ロ ー ド する 際 , A000H 番 地 か ら 機 械 語 を ロー ド し ます 。 最後 の 例 は , 
1 番目 の 例 と 同様 に プロ グラ ム を ロー ド し た あと に , bsave 文 で 指定 し た 
開始 番地 また は ロー ドア ドレ ス か ら プ ログ ラム を スタ ー ト させ ます 。 
(「12.2.8R オ プシ ョ ン と run 命 令 」 を 参照 し て 下さ い 。) 


デー タフ ァイル を ロー ド し た ら ? 


この こと は 規定 され て いま せん 。 最悪 の 場合 は , リセ ッ ト を か け て も う 
一 度 始め か ら , NsaDISK-BASIC を スタ ー ト させ る こと に な り ま す 。 
この 種 の トラ ブル を 避け る に は , ファ イル 名 で デー タ か プロ グラ ム を 区 
別 き せる し か あり ませ ん 。 そ の 場合 は ファ イル の 拡張 子 を うま く 利 用 し て 
下さ い 。(「10.1 フ ァイル 」 参 照 ) 
(、 例 ) 
プロ グラ ム の ファ イル に は 必ず の 
デー タフ ァイル に は “.dat” を つけ る 。 
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12.2.3 ファ イル 名 の リス ト を と る 


フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク に セー ブ さ れ て いる ファ イル の 名 前 を 知り た いと き 
に は , 次 の 命令 を 使い ます 。 


files へ < デバ イス 番号 > 


デバ イス 番号 と は , ファ イル ディ スク リプ タ の と ころ で 述べ まし た が , 
デバ イス 名 で の 番号 で す 。( 省 略す る と デバ イス 番号 は 1 で す 。) 

files 

progra. m 1 (program と いう ファ イル 名 ) 

ok 

files 2 

ファ イル な し 

ok 


上 の 例 で , program の a と m( フ ァイル 名 の 6 文字 目 と 7 文字 目 ) の 間 に 
小数 点 が 表示 され て いま す が , これ は , program と いう ファ イル が 非 ア ス 
キー( バ イナ リー) 形 式 で フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に セー ブ さ れ て いる こと を 意 
味 し て いま す 。 

プロ グラ ム を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に セー ブ す る と き は , 非 ア スキ ー 形 式 
以外 に アス キー( リ スト ) 形 式 を 指定 する こと が で きま す 。 


アス キー 形式 と は , プロ グラ ムリ スト の 1 文字 1 文字 を , その 
まま フロ ッ ピ イィ ディ スク に 書き 込む 形式 で す 。 


非 ア スキ ー 形 式 と いう の は , プロ グラ ムリ スト の 1 文字 1 文字 
を その まま 書き 込む の で は な く , 中 間 コ ー ド に 変換 し , プロ 
グラ ム を 圧縮 し て 書き 込む 形式 で す 。 


BSW RS 


これ ら 2 つの 形式 で は , 当然 , 非 ア スキ ー 形 式 で セー ブ プ し た プロ グラ ム 
の 方 が 容量 が 小さ く て すみ , 1 枚 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に より 多く の プロ 
グラ ム を セー ブ す る こと が で きま す 。 ま た , ロー ド ・ セ ー ブ に 要する 時 間 
も 短く な り ま す 。 し か し , アス キー 形式 で セー ブ プ し て お か な けれ ば で き な 
いこ と (プロ グラ ム の マー ジ と チェ イン で す 。12.2.4 と 12.2.9 参 照 。) も あ 
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る の で 使い わけ る 必要 が あり ます 。 

デー タフ ァイル は すべ て アス キー 形式 で す 。 先 程 の 例 で , 非 アス キー セー 
プ ( 通 常 の セー ブ ) の ファ イル 名 の 6 文字 目 と 7 文字 目 の 間 に 小数 点 が 書か 
れ て いま し た が , アス キー 形式 で セー ブ さ れ た ファ イル の 場合 は , 小数 点 
の と ころ が 空白 (スペ ー ス ) に な り ま す 。 

アス キー 形式 で プロ グラ ム を セー ブ す る と き は , A オ プシ ョ ン を 指定 し 
て 次 の よう に し ます 。 
save < ファ イル ディ スク リプ タ >, a 








Save “program1” ,a アス キー 形式 
Save “program2” 非 ア スキ ー 形 式 
files 

progra m1 1 アス キー 形式 
progra.m2 。 1 非 ア スキ ー 形 式 


この 例 で , ファ イル 名 の 後に 数 字 の 1 が 出 て いま す が , これ は , (「12.7 
ディ スク ファ イル の 構造 」 で 述べ ます が ) ク ラス タ と 呼ば れる ファ イル の 
大 き さ を 示す 数 で す 。 
ファ イル 名 の 6 文字 目 と 7 文字 目 の 間 の 小数 点 ま た は 空白 (スペ ー ス ) 
は , files 命 令 を 実行 し た と き に 表示 され る だ け で , ロー ド ( 指 定 ) す る と き 
は , その ファ イル 名 を 作っ た と き に つけ た ファ イル 名 を 用 いる こと は , い 
うま で も あり ませ ん 。 
先 の 例 で セー ブ し た プロ グラ ム を ロー ド す る と き 
load “program1" 
load “program2" 
(アス キー 形式 の ファ イル 名 を ロー ド す る 場合 で も , “,a” は 必要 あ 
り ま せん 。) 


「12.2.1 プ ログ ラム の セー ブ 」 で ふれ た P オ プシ ョ ン で す が , これ を 指 
定 す る と , その プロ グラ ム は 暗号 化 さ れ た 非 ア スキ ー 形 式 で セー ブ さ れ ま 
す 。 一度 P じ オプション を 指定 し て セー ブ す る と , その プロ グラ ム の 内 容 を 
見 た り , 変更 し た り で き な く な り ま す 。 こ の P オ プシ ョ ン の 指定 を 解除 す 


12ー7 


る 方 法 は 準備 され て いま せん 。 


し 明 4。 P オ プシ ョ ン を 指定 し て セー ブ し た プロ グラ ム は , その 内 容 を 
ウ 見 た り , 変更 する こと が で きま せん 。 


(、 例 ) 
Save “2: Program1", p 


files 
progra. m1 1 非 ア スキ ー 形 式 


機械 語 の ファ イル (bsave 文 で セー ブ プ さ れ た ファ イル ) は , 6 文字 目 と 7 
文字 目 の 間 に "* "が 表示 され ます 。 
bsave “2 : mprog1", &ha000, &h20 
files 
mprog1 * 1 機械 語 の ファ イル 





12.2.4 プロ グラ ム の マー ジ 


メモ リ 上 に ある プロ グラ ム と , 指定 され た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の ファ 
イル (アス キー 形式 で 書か れ た プロ グラ ム ) を 行 単 位 ( 行 番号 ご と ) で 合成 し 
て , 1 つの プロ グラ ム に する こと を 「 マ ー ジ する 」 と 言い ます 。 
マー ジ す る 場合 , 同じ 行 番号 の プロ グラ ム が あれ ば , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス 
ク 上 の ファ イル の その 行 番号 の プロ グラ ム が 優先 し て , メモ リ 上 に 置き 替 
わり ます 。 マ ー ジ で きる ファ イル は 「12.2.3 フ ァイル 名 の リス ト を と る 」 
(fies 命 令 ) で 述べ た アス キー 形式 で セー ブ さ れ た ファ イル だ け で す 。 マ ー 
ジ し た 後 , この 合成 され た プロ グラ ム を セー ブ し て お け ば , 次 回 か ら は 簡 
単に ロー ド し て 使え る わけ で す 。 
merge < ファ イル ディ スク リプ タ > 
(、 例 ) 
merge “program1" 
program1 は アス キー 形式 で セー ブ プ さ れ た ファ イル 。 


し 急 。 マー ジ で きる プロ グラ ム は アス キー 形式 で セー ブ さ れ た プログ 
2 ラム だ け で す 。 
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12.2.5 ファ イル の 削除 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の ファ イル は kil 命 令 で 削除 し ます 。 
kill < ファ イル ディ スク リプ タ > 
kil “prog1" 
kill “2 : prog2.n88" 
注意 
「12. 1 接続 ディ スク と デバ イス 名 」 の と ころ で も 触れ まし た が , デ 
バイ ス 名 の 指定 に は 充分 注意 し て 下さ い 。 一 度 k ル し た プロ グラ ム は 
も と に は も どり ませ ん 。 


12.2.6 ファ イル の 属性 と set 文 


ファ イル の 属性 に は , 次 の 2 種 が 指定 で きま す 。 
(1) 書き 込み 禁止 
(2) read after write( プロ グラ ム ま た は デー タ の セー ブ を 行っ た 後 , 一 
度 読み 込ん で 検査 し ます 。) 
通常 。 何 も 指 定 し な けれ ば , どちら の 属性 も 持っ て いま せん 。 特 に 重要 
な ファ イル で ある な ら ば ,(1) の 書き 込み 禁止 属性 を 指定 し て お きま し ょ う 。 
ファ イル の 内 容 の 変更 が 必要 に な っ た 時 に は , その 属性 を 解除 し て , ファ 
イル の 内 容 を 変更 し て くだ さい 。 必要 で あれ ば , も う 一 度 , 書き 込み 禁止 
属性 を 指定 し て お きま し ょ う 。 
属性 の 指定 , 解除 に は set 文 を 使い ます 。 
set < ファ イル ディ スク リプ タ >〉, < 属性 文字 > 
属性 文字 は P, R, < それ 以外 > で あり , それ ぞ れ 
P…… 書 き 込 み 禁 止 
R …… read after write 
それ 以外 (r , P も 含む )…… 属 性 の 解除 
(、 例 ) 
set “prog91",“p” 書き 込み 人 禁止 
set “prog17」" "ファ イル 名 prog1 の すべ て の 属性 の 解除 
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この ファ イル の 属性 は . フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 保存 され ます 。 
次 に , 他 の 形式 の set 文 を 紹介 し ます 。 こ れ は 読み と ば し て も か まい ま 
せん 。 
(&) set く ド ライ ブ 番 号 〉, < 属性 文字 〉 
現在 その ドラ イブ に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 属性 を 指定 し 
ます 。 以 後 ,. この フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 作ら れる ファ イル は , その 属 
性 を 持ち ます 。 
set 1 “R" (read after write) 
set 2,“P"( 書 き 込み 禁止 ) 


(b) set 韻 < ファ イル 番号 〉, < 属性 文字 > 
この 文 は , 指定 し た ファ イル 番号 の 属性 を 指定 し ます が , ファ イル 
が オー プン され て いる 間 だ け 有 効 で す 。 


set 革 1“R" (read after write ) 


12.2.7 ファ イル 名 の 付け か え 


name 命 令 に よっ て , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 書き 込ま れ て いる ファ イル 
名 を 変更 する こと が で きま す 。 
name 〈 旧 ファ イル ディ スク リプ タ >〉 as < 新 フ ァイル ディ スク リプ タ 〉 
2 つの ファ イル ディ スク リプ タ の デバ イス 名 は , 同じ で な けれ ば な り ま 
せん 。 
例 
name “DEMO" as "SOFT" 〇 ファ イル 名 “DEMO" 
ー フ ァイル 名 “SOFT" 
name "2: TEST” as “2: WORK" 〇 ファ イル 名 “TEST” 
ー フ ァイル 名 “WORK" 
name “2: WORK” as “NEC" XX エラ ー 
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12.2.8 R オ プシ ョ ン と run 命 令 


メモ リ 上 の BASIC の プロ グラ ム を 走ら せる run 命 令 以外 に , フロ ッ ピ イィ 
ディ スク 用 の run 命 令 が あり ます 。 
run < ファ イル ディ スク リプ タ > 
この 形式 の run 命 令 は , ファ イル ディ スク リプ タ で 指定 され る プロ グラ 
ム を ロー ド し て , 通常 の run 命 令 を 実行 し ます 。 
run test" 一 旧 0 の 
R オ プシ ョ ン は load, bload, run 命 令 に 付加 する こと が で きま す 。 
load < ファ イル ディ スク リプ タ > .r 
bload < ファ イル ディ スク リプ タ >〉 .r 
run < ファ イル ディ スク リプ タ >〉 ,r 
1oad の R オ プシ ョ ン と run の R オ プシ ョ ン は , 機能 が 全く 同一 で , 指定 
し た ファ イル の プロ グラ ム を ロー ド し た の ち , その プロ グラ ム の 実行 を し 
ます 。 こ こま で は 
run < ファ イル ディ スク リプ タ > 
と 同じ で す が , R オ プシ ョ ン が 付く と , すべ て の オー ブン され て いる デー 
タフ ァイル は , クロ ー ズ せ ず に , オー プン され た まま に な り ま す 。 
この 2 つの R オ プシ ョ ン 付 き 命 令 は , プロ グラ ム の チェ イン (「12.2.9 プ 
ログ ラム の チェ イン 」 を 参照 ) に も 使え ます 。 
bload 文 は , 機械 語 プ ログ ラム で の R オ プシ ョ ン な の で , デー タフ ァ イ 
ル の クロ ー ズ , オー プン は 関係 あり ませ ん 。 た だ ロー ド し た 後 , プロ グラ 
ム を 実行 する と いう だ け の R オ プシ ョ ン で す 。 
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12 29 グラ ム の チェ イシ 


プロ グラ ム が 大 きく て , 全部 が メモ リ に 入り きら な い 場 合 は , 次 の よう 

な 方 法 が 使わ れ ま す 。 

(1) プロ グラ ム を 幾つ か の モジ ュー ル に 分 け ま す 。 

(2) それ ぞ れ 別 の ファ イル 名 で , フロ ッ ピ イィ ディスク に セー ブ し て お き 
ます 。 

(3) 必要 な モジ ュー ル の み を メモ リ に ロー ド し て 実行 し ます 。 

(4) その 後 , 自動 的 に 次 の モジ ュー ル を ロー ド し て 実行 を 続け ます 。 
この よう な 方 法 の こと を “プロ グラ ム を チェ イン に する "と 呼び ます 。 
この 方 法 は , 12.2.8 で 述べ た load, run の R オ プシ ョ ン を 使っ て も 可能 で 

す が , NssDISK-BASIC で は , この 方 法 に も っ と 適し た 命令 を 用 意 し て お り 

ます 。 そ れ は , chain 命 令 で す 。 


chain [merge] < ファ イル ディ スク リプ タ > 
〔, 【 行 番号 ]〔, all] 〔, delete < 範囲 >]] 

chain 命 令 は , 次 の よう な 命令 で す 。 

(1) ファ イル ディ スク リプ タ で 指定 し た プロ グラ ム を ロー ド し て 実行 し 
ます 。 

(2) ロー ド す る 前 に オー プン され て いる ファ イル は , クロ ー ズ され ませ 
ん 。 

(3) 行 番号 は ロー ド し た プロ グラ ム の 実行 開始 行 を 指定 し ます 。 省 略し 
た 場合 は プロ グラ ム の 最初 か ら 実 行 し ます 。 

(4) ロー ド す る 前 の 変数 を その まま 使用 する こと も で きま す 。 そ の 場合 
は , al オプ ショ ン を 指定 し て すべ て の 変数 が 使え る よう に する か , 
common 文 を 使っ て , 必要 な 変数 だ け を 使え る よう に する か の どちら 
か 一 方 の 指定 が 必要 で す 。 (詳細 は 「BASIC REFERENCE MANUAL」 
の common 文 を 参照 し て 下さ い 。) 

(5) merge オ プシ ョ ン は , ロー ド す る 前 に メモ リ 上 に ある プロ グラ ム と 
指定 し た プロ グラ ム ( ア スキ ー 形 式 ) を マー ジ し て , 指定 し た 行 番号 か 
ら 実 行き せま す 。 

(6) delete オ プシ ョ ン は , merge オ プシ ョ ン 指 定 の 時 の み 付け られ , マー 
ジ す る 前 に メモ リ 上 の プロ グラ ム の 指定 し た 範囲 を 削除 し ます 。 
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例え ば , 次 の よう に 指定 し ます 。 
(、 例 ) 

chain “work" 

chain “work", 100, al 


chain merge “program", 1000, all, delete 1000-2000 


詳細 は , 「BASIC REFERENCE MANUAL」 を 参照 し て 下さ い 。 


2、 ゲー クタ の 日 ー ド セー グ 


12.3.1 シー ケン シャ ルフ ァイル と 
ラン ダム アク セス ファ イル 


NasDISK-BASIC の デー タフ ァイル に は , シー ケン シャ ルフ ァイル と ラン 
ダム アク セス ファ イル が あり ます 。 

シー ケン シャ ルフ ァイル と は , 連続 的 に 書か れ た デー タフ ァイル の こと 
で , 書い た 順序 で し か 読め ない ファ イル で す 。 カ セッ ト テ ー プ に 作ら れる 
ファ イル は , この シー ケン シャ ルフ ァイル で す 。 

この ファ イル の 特徴 と し て は , 次 の 事 が 挙げ られ ます 。 

(1) デー タ の ロー ド , セー ブ を 行う 場合 は 必ず ファ イル の 先頭 か ら 順 次 
行い ます 。 


(2) ファ イル 内 の 一 部 の デー タ だ け を 書き 変え る こと は で きま せん 。 
(3) ファ イル の 変更 は , ファ イル の 最後 に 新た な デー タ を 追加 する こと 


だ け で す 。 

比較 的 簡単 に 使え ます 。 

(5) 1 つ 1 つ の レコ ー ド (デー タ 処 理 の 単位 で . レコ ー ド の 集 り を ファ 
イル と 呼び ます ) の 大 き さ は , 自由 に 変え られ ます 。 


ーー 
SS 





ファ イル 

ペー ニー ニョ 
レコ ー ド レコ ー ド 

mmm 

Zzz CPZ) EE ニコ 


(社員 番号 ) (名 前 ) (所 属 ) (社員 番号 ) 
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これ に 対し て , ラン ダム アク セス ファ イル は シー ケン シャ ルフ ァイル の 
不得 意 で ある ファ イル 内 の デー タ ( レ コー ド ) を 直接 アク セス する こと を 得 
意 と する ファ イル で す 。 

この ラン ダム アク セス ファ イル の 特徴 は , 

(1) ファ イル 内 の 各 レ コー ド に ラン ダム に アク セス で きる の で , デー タ 
(レコ ー ド ) の ロー ド , セー ブ を 行う 場合 は ファ イル の 先頭 か ら , 順次 
行わ れ な く て も よい 。 
(2) ファ イル 内 の 一 部 の デー タ だ け を 書き 変え る こと が で きま す 。 
(3) ファ イル の 最後 に , 新た な デー タ を 追加 する こと も で きま す 。 
(4) シー ケン シャ ルフ ァイル に 比べ て , プロ グラ ム が 複雑 に な り ま す 。 
(5) 1 つ 1 つ の レコ ー ド の 大 き さ は , 256 バ イト に 固定 され て いま す 。 
シー ケン シャ ルフ ァイル を 使い こなせ ば , ほとん どの デー タ 処 理 が で き 
ます が , ラン ダム アク セス ファ イル を 使い こなし て こそ , コン ピュ ー タ の 
デー タ 処 理 機能 を フル に 活用 し た と 言え る で し ょ う 。 

シー ケン シャ ルフ ァイル と ラン ダム ファ イル で 使用 で きる 文 と 関数 は 
次 の と お り で す 。 


2 


シー ケン シャ ルフ ァイル ラン ダム ファ イル 








PRINT# 
PRINT# USING 
INPUT# 

LINE INPUT# 
WRITE# 








同 


12 一 14 


12.3.2 シー ケン シャ ルフ ァイル に お ける 
デー タ の ロー ド ・ セ ー プ ブ 
シー ケン シャ ルフ ァイル に お ける デー タ の ロー ド ・ セ ー ブ は input 半 , 
print 韻 , write 壮 文 お よび それ ら の バリ エー ショ ン で ある line input 韻 , print 半 
using 文 で 行い ます 。 
デー タ の ロー ド 命 令 は , input 菩 , ine input 半 文 で 。 セー ブ 命 令 は print 半 , 
NO に よく 似 て いま す 。), print 半 using 文 で す 。 (これ 
の 命令 の 詳細 は , 「BASIC REFERENCE MANUAL」 に 載っ て いま す 。) こ 
こ で は , シー ケン シャ ルフ ァイル に お ける デー タ の ロー ド ・ セ ー ブ と デー 
タ の 追加 に つい て , プロ グラ ム 例 を あげ な が ら 説 明 し て いき まし ょ う 。 
次 の プロ グラ ム を キー ボー ド か ら 入 力 し て くだ さい 。 
100 open “DATA” as キ 1 [2 ファ イル を 開き ます 。 
200 input "エイ タン ゴ ": a$[ 
250 input “ヤク”: b$[ 記 シー ケン シャ ルフ ァイル に 書か せ 
る デー タ を 用 意 し ます (キー ボー 
ド か ら デ ー タ を 入力 で きる よう に 
input 文 を 使用 )。 


300 write ##1, a$, b$ [d] デー タ を ファ イル に 書き 込み ます 
(write 半 文 を 使用 )。 
400 close #1[ デー タ を 書き 込ん だ ファ イル か 


ら , デー タ を 読み 出す た め に 一 度 
ファ イル を 閉じ て か ら , 再び 開き 
ます (「10.2 フ ァイル の OPEN, 
CLOSE」 参 照 )。 

450 open “DATA” as #1 


500 input 半 1, x$, y$ [ 選 input 韻 文 に より ファ イル か ら , 
デー タ を 読み 出し ます 。 

550 print x$, y$ 画面 に 表示 させ ます 。 

600 close #1[ 選 ファ イル を 閉じ ます 。 

700 end [ 記 


入力 は 終わ り ま し た か ? 
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まず , プロ グラ ムリ スト を 見 て み ま し ょ う 。 次 の キー を 入力 し て 下さ い 。 
[ (また は jst) 
間違い は あり ませ ん ね 。 も し あれ ば , 入力 し 直し て 下さ い 。 そ れ で は 実 
行 し て み ま し ょ う 。 
[f・5) (また は run [) 
する と 画面 に "エイ タン ゴ ? ” を 表示 し て きま し た 。 何 か 英 単語 を 入力 
し て くだ さい 。 
例 
ru 
エイ タン ゴ ? book[ 思 
ヤク ? ホン [ 連 
book ホン 
ok 


実行 例 を あげ まし た 。 こ の よう な 結果 を 得る こと が で きま し た か 。 
この プロ グラ ム で は 1 つの 英 単語 し か ファ イル に 書く こと が で きま せ 
ん 。 次 の よう に プロ グラ ム を 変え て 下さ い 。 
100 open “DATA" for append as #1 
230 if a$ 三 "end" then 400[] 
350 goto 200 
570 goto 500 
それ で は 実行 し て み ま し ょ う 。 


[f・5] (また は run [) 


ここ で も , 実行 例 を 挙げ て お きま し ょ う 。 


run 
エイ タン ゴ 7? time[ 剛 
ヤク  ? ジカン 剛 

エイ タン ゴ 7? end[ 剛 
book ホン time ジカン 


Input past end in 500 


行 番号 100 の open 文 は シー ケン シャ ルフ ァイル ヘ へ デー タ を 追加 する た 
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め に , モー ド を 変更 する た め の も の で す 。 (「10.2 フ ァイル の OPEN, CLOSE」 
を 参照 ) こ うし て お け ば 先程 の デー タ は 消さ れる こと が あり ませ ん 。 
行 番号 230 で キー 入力 の 終わ り を 検出 し ます 。 
実行 させ た と ころ , input past end in 500 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 
され まし た 。 こ れ は 行 番号 500 か ら 570 ま で が , 終わ り の な い ル ー プ に な っ 
て お り , すべ て の デー タ を 読み 終わ っ て も , 行 番号 500 の input# 文 を 実行 
し よう と し た た め に , 表示 され た わけ で す 。 この エラ ー を な くす た め に は , 
ファ イル の 終わ り を 検出 し て , その 後 input 半 文 を 実行 し な いよ うに すれ 
ば よい わけ で す 。 フ ァイル の 終わ り を 検出 する 関数 と し て eof(end of file の 
略 ) 関 数 が あり ます 。(「12.4 関 数 」 を 参照 し て 下さ い 。) 
この 関数 を 使っ て 次 の よう に 変更 し て み ま し ょ う 。 
50 close 
470 if eof1) then 600 
570 goto 470 
行 番号 50 の close 文 は 。 エラ ー の た め に クロ ー ズ され な か っ た ファ イル を 
一 度 ク ロー ズ す る た め に 入れ て お きま す 。 
今後 は どう で し ょ うか 。 実行 さき せ て み ま し ょ う 。 
[f・5] (また は run [ 剛 ) 
下 の 実 行 例 の よう に な り ま し た か 。 


例 
run 
エイ タン ゴ 7? desk 
ヤク ? ツク エ 
エイ タン ゴ ? end 
book ホン 
time ジカン 
desk ツク エ 
ok 


以上 で , プロ グラ ム が 完成 し まし た 。 プ ログ ラム を 実行 させ る ご と に , 
単語 数 は 増え て いき ます 。 


必 一 


12.3.3 ラン ダム アク セス ファ イル に お ける 
デー ク グ の 骨 王 ドド セピア 

ラン ダム アク セス ファ イル (以後 、 ラン ダム ファ イル と 呼び ます ) に お け 
る デー タ の ロー ド ・ セ ー ブ を デー タバ ンク の 例 を 用 いて 説明 し ます 。 

(1) デー タバ ンク が あり ます 。 
2) あな た は 法律 家 で す 。 
3) そし て , あな た は デー タ ・ バ ンク に 法律 に 関す る 資料 を 手 に 入れ に 
きま し た 。 


ーーー へ 





(4) あな た は デー タ ・ バ ンク の 扉 を 開け ます 。 

(5) 窓口 が いく つか に 分 か れ て いま す 。 

(6) あな た は 法律 関係 の 窓口 に 行き , 資料 を 手 に 入れ ます 。 
(7) そし て , 扉 を 閉め て 事務 所 に 戻り まし た 。 





それ で は , この 例 を 実際 に ラン ダム ファ イル を 扱う 場合 に 当て は め て み 
る こと に し ます 。 

デー タバ ンク は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 意味 し て いま す 。 扉 を 開け る の は 
open 文 で 行い ます 。 窓口 全体 が ラン ダム バッ ファ で , ラン ダム ファ イル へ 
の デー タ の 出し 入れ を 行う 窓口 で す 。 ラ ンダ ム バ ッ フ ァ は 1 レコ ー ド で , 
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256 バ イト に 固定 され て いま す 。 ラ ンダ ム バ ッ フ ァ は 1 つと は 限ら ちず, オー 
プン する ラン ダム ファ イル の 数 だ け 持 つこ と が で きま す 。( オ ー プ ン で き 
る ファ イル の 数 は 「10.2 フ ァイル の OPEN, CLOSE」 と 「10.3How many files?」 
を 参照 し て 下さ い 。) こ の 窓口 は いく つか に 分 か れ て いま す 。 こ れ は field 文 
で 指定 し ます 。 こ の 1 つ 1 つの 小さ な 窓口 を フィ ー ル ド と 呼び ます 。 資料 
(デー タ ) は get 文 で 手 に 入れ , close 文 で 選 を 閉じ ます 。 

以上 は , デー タ の ロー ド の 場合 で す 。 デ ー タ の セー ブ の 場合 は , デー タ 
バン ク 指 定 の 書式 (実際 に は , lest, rest 文 を 用 いま す ) で 書い た 資料 (デー タ ) 
を 法律 関係 の 窓口 に 持っ て 行き , 保存 し て も らい ます 。( 保 存 は put 文 で 行 
いま す 。) 


ラン ダム ファ イル で 扱う デー タ は 文字 で な けれ ば な り ま せん 。 

75 し た が っ て , 数 値 を セー ブ す る と き は , mki$, mks$, mkd$ 関 
数 を 使っ て 文字 に 変換 し , ロー ド す る と き は , cvi, cvs, cvd 関 
数 で 数 値 に 戻す 必要 が あり ます 。 各 関数 に つい て は ,「12.4 関 数 」 
を 参照 し て 下さ い 。 


ラン ダム ファ イル 


CVi 
CVS | 
cvd 
具体 的 に は ラン ダム ファ イル に お ける デー タ の ロー ド ・ セ ー ブ は 次 の よ 
うに 行い ます 。 ま ず デ ー タ の セー ブ は 次 の よう な 手順 で 行い ます 。 
(1) ファ イル を オー プン し ます 。【open 文 〕 
open "DATA" as 壮 1 
ラン ダム ファ イル の 場合 , モー ド は 指定 し ませ ん 。 省 いて 下さ い 。 
(「10.2 フ ァイル の OPEN, CLOSE 」 参 照 ) 
(2) ラン ダム バッ ファ の 中 の 各 フ ィ ー ル ド を 指定 し ます 。【〔field 文 


12 一 19 


field 半 1, 50 as a$, 30 as b$, 80 as c$ 

この 文 の 意味 は , フ ァイル 番号 1 用 の ラン ダム バッ ファ (256 バ イト ) 
の 最初 の 50 バ イト が a$, 次 の 30 バ イト が Db$, 次 の 80 バ イト が c$ の 名 文 
字 変数 に 対応 し , 256 一 50 一 30 一 80=96 バ イト は “あま り " に な る と 
いう こと で す 。 field 文 で は , ラン ダム バッ ファ を どの よう に 割り 付け 
る か の 指定 だ け で , デー タ を ラン ダム バッ ファ お よび フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク に 書く こと は 行い ませ ん 。 

(3) 各 フ ィ ー ル ド に デー タ を セッ ト し ます 。 [lest rest 文 】 

各 フ ィ ー ル ド に 対す る 文字 変数 に デー タ を セッ ト し ます 。 セ ッ ト す 
る 場合 は , lest, rest 文 を 使用 し な けれ ば な り ま せん 。( 対 応 する 文字 変 
数 を lest, rest 文 の 左辺 , input 文 , read 文 等 で 代入 で きま せん 。) 


a$ー“abc" ※ 
input b$ ※X 
read Cc$ ※ 
lest a$ 三 “abcdef” 〇 ( 諾 づめ ) 
rest b$ ゃ "Ok" 〇 ( 石 づめ ) 
lest c$ーmki$( 82 ) 〇 ( 左 づめ ) 
(数 値 を 文字 に 変換 し て いま す 。) 


この 3 つの 文 で , ファ イル 番号 1 
書き 込み ます 。 


S 
NU( 


ング ダム バッ ファ を 次 の よう に 


ラン ダム バッ ファ 井 1 


ーーーーーーーーーーーーーー 


ーーーーーーーーーーーー 
50 バ イト 30 バ イト 80 バ イト 96 バ イト 
あま り 
a$ b$ c$ 
左 づめ 右 づ め 左 づめ 


デー タ を セッ ト し た フィ ー ル ド で , デー タ 以 外 の 残り は スペ ー ス が 
入り ます 。 逆 に , lest, rest 文 で セッ ト し よう と し た 文字 の 長 さ が フィ ー 
ルド の 長 さ より も 大 きい 場合 ,、 フィ ー ル ド に は いり きら な いし 文字 は 無 
視 さ れ ま す 。 

(4) ラン ダム バッ ファ の 内 容 を ディ スク に 書き 込み ます 。【put 文 ] 
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put 半 1. 2 
この 文 に よっ て , ファ イル 番号 1 の ラン ダム バッ ファ に セッ ト さ れ 
た デー タ を フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク の “DATA" と いう ファ イル 名 の レコ ー 
ド 番号 2 に 書き 込み ます 。 フ ロッ ピ ィ ディ スク 上 の ラン ダム ファ イル 
に は , レコ ー ド 番号 が つい て いて , 通常 は put 文 (get 文 も 同様 ) で は 
の レコ ー ド 番号 を 指定 し ます 。 し か し , この pnut 文 (get 文 も 同様 ) の レ 
コー ド 番 号 は 省略 で きま す 。 省 略し た 時 は その 直前 に get ま た は put し 
た レコ ー ド の 次 の レコ ー ド 番号 が 設定 され ます 。 
(5) ファ イル を 閉じ ます 。【close 文 ] 


close 半 1 


1) 一 (5) ま で の 処理 は , ラン ダム ファ イル に お ける デー タ の セー ブ で す 。 

デー タ の ロー ド は (3) と (4) が 次 の よう に 変わ り ま す 。 

(3) ラン ダム ファ イル 上 の 任意 の レコ ー ド を 読み ます 。【get 文 ] 

get 韻 1. 2( 2 は レコ ー ド 番号 ) 
get 文 は ディ スク ファ イル か ら 1 レコ ー ド 分 の デー タ を ラン ダム 
バッ ファ に 読み 込み ます 。 

(4) 各 フ ィ ー ル ド に セッ ト さ れ た デー タ を 取り 出し て 処理 し ます 。 各 
フィ ー ル ド に セッ ト さ れ た デー タ は , 各 フ ィ ー ル ド に 対応 し て いる 文 
字 変数 で 取り 出す こと が で きま す 。 

print a$, b$, cvi(c$) 


c$ は put す る 際 に 数 値 を 文字 に 変換 し た の で , ci 関数 を 使っ て 再び 
数 値 に 変換 する 必要 が あり ます 。 
広 ラ ンダ ム フ ァ イル に お ける デー タ の セー ブ プ ログ ラム 例 
10 open “DATA” as せ 1 
20 field 闘 1, 50 as a$, 30 as b$, 80 as c$ 
30 lset a$ー“abcdef" 
40 rset b$ー“OK” 
50 lset c$ 王 mki$(82) 
60 put 半 1.2 
70 close 半 1 
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ラ ンダ ム フ ァ イル に お ける デー タ の ロー ド プ ログ ラム 例 


10 open “DATA" as 1 

20 field 半 1, 50 as a$, 30 as b$, 80 as c$ 
30 get せ 1, 2 

40 print a$, b$, cvi(c$) 

50 close 半 1 


12.4 関 数 


ここ で は NasDISK-BASIC の 持つ 関数 に つい て 説明 し ます 。 ディスク 関数 
に は 次 の よう な も の が あり ます 。 


eof 
mki$ 
mks$ 
mkd$ 
cVi 
CVS 
cVd 
lof 
dskf 
input$ 
loc 


attr$ 
fpos 
dski$ 


シー ケン シャ ルフ ァイル の 終わ り を 検出 

整数 を 2 バイ ト の 文字 列 へ 変換 

単 精度 実数 を 4 バイ ト の 文字 列 へ 変換 

倍 精 度 実 数 を 8 バイ ト の 文字 列 へ 変換 

2 バイ ト の 文字 列 を 整数 型 の 数 値 に 変換 

4 バイ ト の 文字 列 を 単 精度 実数 型 の 数 値 に 変換 

8 バイ ト の 文字 列 を 倍 精度 実数 型 の 数 値 に 変換 

ディ スク ファ イル の 大 き さ を セク タ 数 で 表す 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 関す る 情報 を 示す 

指定 し た 長 さ の 文字 列 を ファ イル か ら 読 み 込む 

ラン ダム ファ イル の 場合 は 最後 に 実行 され た 時 に 使用 され た レ 
コー ド 番 号 。 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル の 場合 は 今 まで 読み 書き 
し た セク タ 数 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ま た は ファ イル の 属性 

ファ イル が ある 物理 セク タ 番 号 

指定 し た セク タ か ら 文 字 列 を 読み 込む 


これ ら の うち dski$ に つい て は 「12.5dski$ と dsko$ 」 で 説明 し ます 。 


G) 


eof は シー ケン シャ ルフ ァイル が 終わ りか どう か を 検出 する 関数 で 
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す 。 フ ァイル か ら デ ー タ を 繰り 返し て 入力 する よう な 場合 に , 入力 し 
た デー タ が 最後 の デ ゲー タ か どう か を 調べ る の に eof 関 数 を 用 いま す 。 
一 般 型 は 
eof(〈 フ ァイル 番号 > ) 
if eof (1) then goto 100 
注意 
RS-232C コ ミュ ニケ ーション ・ チ ャ ネル (COM : ) を オー プン し て 
デー タ を 入力 し て いる 場合 に つい て は 「BASIC REFERENCE MANUAL」 
の 「EOF」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 カ セッ ト か ら デ ー タ を 読み 込ん 
で いる 場合 は 使用 で きま せん 。(FC エ ラー と な り ま す 。) 


(2) mki$, mks$, mkd$ 
ラン ダム ファ イル に 数 値 デ ー タ を 書き 込む 場合 , 文字 型 に 変換 し て 
書き 込み ます 。 そ の 変換 を 行う の が mki$, mks$, mkd$ で す 。 
mki$ は 整数 型 の 数 値 を 2 バイ ト の 文字 列 に , mks$ は 単 精度 実数 弄 
の 数 値 を 4 バイ ト の 文字 列 に , また mkd$ は 倍 精 度 実数 型 の 数 値 を 8 
バイ ト の 文字 列 に 変換 し ます 。 
一 般 型 は 
mki$ (〈 整 数 表記 > ) 
mks$ (< 単 精度 実数 表記 > ) 
mkd$ (< 倍 精 度 実数 表記 > ) 


lset i$ 三 mki$(x% ) 


(3) 、cvi, cvs, cvd 

数 値 型 か ら 文 字 型 に 変換 され て ファ イル に 書き 込ま れ て いる デー タ 
を 読み 込ん だ 場合 に , 文字 型 か ら も と の 数 値 型 に 変換 する 必要 が あり 
ます 。 

その 変換 を 行う の が cvi cvs, cvd で す 。 

cvi は 2 バイ ト の 文字 列 を 整数 型 の 数 値 に , cys は 4 バイ ト の 文字 列 
を 単 精度 実数 型 の 数 値 に , cvd は 8 バイ ト の 文字 列 を 倍 精度 実数 型 の 
数 値 こ それ ぞ れ 変換 し ます 。 
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一 般 型 は 
cvi (<2 バイ ト の 文字 列 〉 ) 
cvs (<4 バイ ト の 文字 列 ) ) 
cvd (<8 バイ ト の 文字 列 〉 ) 


a 三 cvs(x$) 


(4) lof 
lof は , ディ スク ファ イル の 大 き さ を セク タ 数 で 返す 関数 で , ディ ス 
ク フ ァ イル が ラン ダム ファ イル の 場合 は それ まで に 書き 込ま れ た 最大 
の レコ ー ド 番号 を 返し ます 。 で すか ら ラ ンダ ム フ ァ イル に お いて 新 し 
く 書 き 込 む デ ー タ の レコ ー ド 番号 を 求め る よう な 場合 に lof 関 数 を 利用 
で きま す 。 
一 般 型 は 
lof(〈 く ファ イル 番号 > ) 


rec 三 lof (1) 十 1 


(5) dskf 
dskf は ディ スク ファ イル の 構造 に 関す る 情報 を 返す 関数 で す 。 
一 般 型 は 
dskf( く ドラ イブ 番号 〉 〔, < 機能 >] ) 
ここ で < 機能 > は 0 10 の 整数 で 指定 し , それ に よっ て dskf は 次 の 
よう な 機能 を 持っ て いま す 。 
0 : 片 面 あ た り の 最大 トラ ッ ク 番 号 
・1 ト ラッ ク あ た り の セク タ 数 
・ 片面 の 場合 は 0 , 両面 の 場合 は 1 
・1 ト ラッ ク あ た り の クラ スタ 数 
:・ ク ラス タ の 総数 
・ デ ィ レ クト リ が 格納 され て いる トラ ッ ク 番 号 
・1 ク ラス タ あ た り の セク タ 数 
・ 最初 の FAT が 格納 され て いる セク タ 番 号 
・ 最後 の FAT が 格納 され て いる セク タ 番 号 


Co ココ の の 選 oO の ト も O デ 
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9 : FAT の 個数 
10 : D が 格納 され て いる セク タ 番 号 
< 機能 > を 省略 し た 場合 は , その フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 残り の 容量 
を クラ スタ 単位 で 返し ます 。 


crst 王 dskf( 1 , 4 ) 


(6) input$ 
input$ は . シー ケン シャ ルフ ァイル か ら 指 定 し た 長 さ の 文字 列 を 読 
み 込 ん で 返す 関数 で す 。 
一 般 型 は 
input$ (< 文字 列 の 長 さ 〉> 〔, < せ フ ァイル 番号 >〕 ) 
Sc の 
ファ イル 番号 を 省略 し た 場合 は , キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 列 を 
読み 込み ます 。 詳し く は 「BASIC REFERENCE MANUAL」 を 参照 し て 
くだ さい 。 
例 
x$ 三 input$(5, 壮 1) 


この 例 で は , 韻 1 の シー ケン シャ ルフ ァイル か ら 文 字数 が 5 の 文字 
列 を 読み 込ん で x$ に 代入 し ます 。 


(7) loc 
loc 関 数 は ラン ダム ファ イル と シー ケン シャ ルフ ァイル と で 機能 が 
異な り ま す 。 
(ij) ラン ダム ファ イル の 場合 
get 文 また は put 文 が 最後 に 実行 され た と き に 使用 され た レコ ー ド 
番号 を 返し ます 。 
(的 シー ケン シャ ルフ ァイル の 場合 
open 命 令 を 実行 し た と きか ら の 読み 書き され た レコ ー ド 数 を 返し 
ます 。 
一 般 型 は 
loc(< フ ァイル 番号 ) 
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j 三 Iloc( 壮 1) 


(8) attr$ 
attr$* は , フロッピ ィ デ ィ ス ク あ る い は ファ イル の 属性 を 返し ます 。 
「 属 性 」 に つい て は 12.2.6 を 参照 し て 下さ い 。 
一 般 型 は 次 の と お り で す 。 
(1) フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 属性 
attr$(< く ドラ イブ 番号 > ) 
(ドラ イブ 番号 ・ デバ イス 名 で 使っ て いる 数 字 ) 
() ファ イル の 属性 
attr$(< 井 ファ イル 番号 > ) 
attr$(“< フ ァイル 名 >「) 
それ ぞ れ , 指定 し た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク , オー プン され て いる ファ 
イル の 現在 の 属性 , また は , ファ イル 名 で 指定 し た ファ イル の 固定 属 
性 (ディ レク トリ ィ に 記録 され て いる 属性 ) を 表す 文字 列 を 返し ます 。 


書き 込み 禁止 や 
Read after write ・“RA ヘ へ へ" 
属性 な し “へ へ へ " 
(へ は 空白 文字 ) 


print attr$ (“PROG. BAS” ) 
この 例 で は , ファ イル “PROG. BAS” の 属性 を 求め ます 。 


(9) fpos 
ファ イル 番号 に よっ て 指定 され た ファ イル が 最後 に 読み 書き し た 位 
置 を セク タ の 通し 番号 で 示し ます 。 
セク タ の 通し 番号 は 次 の よう に 割当 て ます 。 

(i) 片面 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 

トラ ッ ク 0 の セク タ 1 に 通し 番号 0 を 割当 て , 以下 順に 1 切 さ み 

で 割当 て て いき ます 。 例 えば, トラ ッ ク 1 の セク タ 2 は 通し 番号 17 
に な り ま す 。 
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() 両面 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 
サー フェ ス 0 の トラ ッ ク 0 の セク タ 1 を 通し 番号 0 と し て , 順に 
その トラ ッ ク 内 の セク タ に 番号 を 割当 て ます 。 


す 。 以 下 同様 に ,。 1 トラッ ク ご と に サー フェ ス を 替え て 順に 通し 番号 
を 割当 て ます 。 例 えば, 8 イン チ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク の 場合 は 次 
の よう に 割当 て て いき ます 。 


サー フェ ス 0 0 0 RCCCLD 0 0 1 1 1 PC 1 1 0 0 0 OOCCI 
トラ ッ ク 0 0 0 PCCCO 0 0 0 0 0 PROCCCD 0 0 1 1 1 PCCCCD 
セク タク 上 の Sheremx 25 26 1 2 3 の 25 26 1 2 3… の … 
通し 番号 0 十 207mm* 24 25 26 27 28…… 50 51 52 53 54…… 
一 般 型 は 

fpos(< フ ァイル 番号 > ) 

print fpos (1) 
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12.5 dski$ と dsko$ 


ここ で は , 関数 dski$ と ステ ー ト メン ト dsko$ の 説明 を し ます 。dsko$ は 非 
常に 危 附 な ステ ー ト メン ト で す 。 し た が っ て , この ステ ー ト メン ト を 使用 
する に は 十分 注意 を し て 下さ い 。 こ の ステ ー ト メン ト を 実行 する 前 に , 使 
用 する フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ を 作っ て お く と よい で し ょ う 。 

(1) dski$ 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 内 容 を 読み 込む 場合 、 こ れ ま で 説明 し て きた 
ステ ー ト メン ト で は ファ イル 名 か ファ イル 番号 で その 内 容 を 指定 し ま 
し た が , dski$ は 物理 アド レス (ドラ イブ 番号 , サー フェ ス 番 号 , トラ ッ 
ク 番 号 , セク タ 番 号 ) で 指定 し た 内 容 を 読み 込む 関数 で す 。 
(i) 片面 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 使用 する 場合 
一 般 型 は 
dski$( く ドラ イブ 番号 〉, < トラ ッ ク 番 号 〉, < セク タ 番 号 > ) 


d$ 三 dski$( 2 , 34。16) 


この 例 で は , ドラ イブ 2 , トラ ッ ク 34。 セク タ 16 の 1 セク タ の 内 
容 を 読み 込み ます 。 
(⑪) 両面 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 使用 する 場合 
一 般 型 は 
dski$(< ド ライ ブ 番 号 >, く サー フェ ス 番 号 〉>、< ト ラッ ク 番 号 >, 
<〈 セ クタ 番号 〉 ) 
例 
d$ 三 dski$( 2, 1, 39, 16 ) 


この 例 で は , ドラ イブ 2, サー フェ ス 1, トラ ッ ク 39, セク タ 16 
の 1 セク タ の 内 容 を 読み 込み ます 。 
dski$ は 1 セク タ の デー タ (256 バイト) を 文字 列 と し て 返し ます 。 と 
ころ が 文字 変数 の 最大 の 長 さ は 255 文 字 な の で , 上 の ([),(i) の 例 で は 
1 セク タ の 最後 の 1 文字 が 失わ れ ま す 。 
そこ で 256 バ イト 全部 を 読み 込む 為 に , dski$ は 井 0 の ラン ダム バッ 


12 一 28 


ファ に , 指定 し た セク タ の 内 容 を 読み 込み ます 。 
10 field 半 0, 128 as a$, 128 as a$ 
20 d$ テ dski$( 2 , 1 , 39,16) 


この 例 で は , ドラ イブ 2, サー フェ ス 1, トラ ッ ク 39, セク タ 16 
の 1 セク タ の 前 半 の 128 バ イト を a$ に , 後半 の 128 バ イト を b$ に 読み 込 
み ま す 。 ま た その セク タ の 前 か ら 255 バ イト は d$ に 代入 され ます 。 

この よう に dski$ は , ラン ダム ファ イル と 似 た よう な 使い 方 を し ま 
す 。 

(2) dsko$ 

dsko$ は dski$ と 同様 に , 斗 0 の ラン ダム バッ ファ を 使用 し ます 。 ま 
すず, field 韻 0 に よっ て 指定 し た ラン ダム バッ ファ に デー タ を 書き 込 
NO 

に 書き 込み ます 。(field 后 0 の 指定 は 「12.3.3」 の 中 の field 文 の 説明 
の 
(i) 片面 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 使用 する 場合 
一 般 型 は 
dsko$ へ < ドラ イブ 番号 〉, < トラ ッ ク 番 号 〉, < セク 人 タ 番 号 〉 
(⑪) 両面 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 使用 する 場合 
一 般 型 は 
dsko$ へ < ドラ イブ 番号 〉, < サー フェ ス 番 号 〉, < トラ ッ ク 番 


号 〉, < セク タ 番 号 > 
dsko$ 2, 1, 39, 16 


この 例 で は , ラン ダム ファ イル の 場合 と 同様 に し て セッ ト し た 音 
0 の ラン ダム バッ ファ の 内 容 を , ドラ イブ 2 , サー フェ ス 1 , トラ ッ 
ク 39, セク タ 16 の 1 セク タ に 書き 込み ます 。 
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12.6 フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク の 構造 と 取り 扱い 


12.6. 1 各部 の 名 称 と 機能 


標識 ラベ ル 

標識 ラベ ル に は , その フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 種類 が 
書い て あり ます 。 た と えば 両面 用 の フロ ッ ピ イィ ディス 
ク に は 2D(2 sides, Double density), 片面 用 の フロ ッ 
ピ ィ ディ スク に は 1D(1 side, Double density ) な ど と 書 
か れ て いま す 。 

この ラベ ル は , 出荷 時 に 貼っ て ある も の で , ユー ザ 
が は が すこ と は で きま せん 。 こ の ラベ ル に は , フロ ッ 
ピ ィ ディ スク を 使い 始め て か ら 廃 棄 す る まで の 間 , 不 
変 の 固定 情報 (た と えば フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク の 管理 番 
号 , 使用 開始 年 月 日 , 持ち 主 の 名 前 な ど ) を 書き 込み 
ます 。 





ジョ ブ 用 カラ ー ラ ベル 
この ラベ ル は ユー ザ が 貼っ た り は が し た りす る こと 
よ で きる 一 時 貼 着 ラ ベル で す 。 こ の ラベ ル に は , フ ロッ 
ピ ィ ディ スク に 記録 きれ た デー タ , また は その 処理 に 
関す る 情報 な ど を 記入 し ます 。 





ライ ト プ ロ テク トノ ッ チ 
この ノッ チ に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼る こと に 
よっ て , 機械 的 に 書き 込み を 禁止 させ る こと が で きま 
す 。 (標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 , 通常 は , 機械 
的 に 書き 込み 禁止 に する こと は で きま せん 。) 


NO 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 本 体 を 保護 する た め の 入 れ も の 
で , 内 側 に は 不織布 が 貼ら れ て いま す 。 
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イン ディ クス 孔 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 本 体 と ジャ ケッ ト の 両方 に あい 
て いる 孔 で , セク タ の 位置 を 検出 する た め の も の で す 。 
ヘッ ドア クセ ス 孔 
ヘッ ド ( レ コー ド プ レー ヤー に た と えれ ば 針 に あ た 
る も の ) が フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 本 体 に 接する た め の 孔 
で す 。 





ライ ト プ ロ テク トシ ー ル 

ジャ ケッ ト に 切り 込ん で ある ライ ト プ ロ テク トノ ッ 
チ に 貼る シー ル で す 。( ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク で 使 
いま す 。) 


保護 封筒 
フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク を , ほこ り , 指紋 , 水分 な どか 
ら 守 る 封筒 で す 。 ド ライ ブ に 入れ て いる 時 以外 は , 必 
ず こ の 封筒 に 入れ て お いて くだ さい 。 
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12.6.2 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 取り 扱い 


フロ ッ ピ イィ ディ スク 本 体 は , 非常 に 薄い 円 板 で す (foppy は 「 ペ ぺらぺら な 」 
と いう 意味 で す )。 従 っ て 物理 的 に 非常 に 弱く , 取り 扱い に は , 細心 の 注 
意 が 必要 で す 。 大 切な デー タ を 壊し て し まわ な いた め に 下記 の 注意 を 必ず 
守っ て くだ さい 。 





フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 記録 面 を 直接 手 で さわ っ て は 
いけ ませ ん 。 直接 手 で さわ る と , 指紋 な ど が 付き , そ 
れ が 原因 で ゴミ の 付着 を 招き , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク や 
ヘッ ド を 損傷 する 原因 に も な り ま す 。 





直射 日 光 や 高温 (65C 以 上) に さら し て は いけ ませ 
ん 。 





フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク を 曲げ な いで くだ さい 。 


クリ ッ プ を 使っ て , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を は さん で 
は いけ ませ ん 。 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 磁石 な ど を 近づけ て は いけ ま 
せん 。50 エ ルス テッ ド 以 上 の 磁場 に さら され る と , 記 
録 さ きれ た デー タ が こわ され る お それ が あり , また 信号 
が 乱 さ れ て , エラ ー 発 生 の 原因 に も な り ま す 。 
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フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 保護 封筒 か ら 取 り 出 す に は , 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 上 端 を つか ん で 引き 出し ます 。 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 端 部 に 力 を 加え た り , 重い も 
の を の せな いで くだ さい 。 





ラベ ル へ の 記入 方 法 

ジャ ケッ ト に 直接 字 を 書か な いで くだ さい 。 必ず 所 
定 の ラベ ル を 使用 し ,。 ラベ ル に 書い て か ら ジ ャ ケッ ト 
に 貼り 付け て くだ さい 。 

古い ラベ ル の 記入 欄 が いっ ぱい に な っ た ら , 古い ラ 
ベル を は が し , きれ い に 接 着 剤 を と っ た 後に 新しい ラ 
ベル を 貼っ て くだ さい 。 古い ラベ ル の 上 に , 新しい ラ 
ベル を 重ね て 貼る と , ラベ ル の 厚み が 増し て , ドラ イ 
ブ の 障害 の 原因 に な る の で , 重ね て 貼る こと は 避け て 
くだ さい 。 


カラ ー ラ ベル は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 貼る 前 に , 
サイ ン ペ ン ( フ ェ ル トペ ン ) で 記入 し て お きま す 。 ボ ー 
ル ペ ベン , 鉛筆 消し ゴム の 使用 は , 絶対 に 避け て くだ 
さい ( 層 や 粉 が ジャ ケッ ト の 中 に 入っ た り , ディ スク 
面 を 傷つけ た り し て , 故障 の 原因 に な り ま す )。 





フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 貼り 付け て ある ラベ ル に 記入 
する と き は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 必ず 保護 封筒 に 入 
れ て か ら に し ます 。 フ ロッ ピ ィ ディ スク 自身 を むき だ 
し に し た 状態 で 。 ラベ ル に 記入 する と , 記録 面 を 手 で 
触れ た りす る お それ が あり ます 。 こ の と き , 保護 封筒 
の 端 部 を 押さ きえ つけ な いで くだ さい 。 
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平ら な 場所 に , 保護 封筒 入り フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 
置い て 記入 し て くだ さい 。 平ら で な いと , 記入 時 に フ 
ロッ ピ ィ ディ スク を 変形 させ る お それ が あり ます 。 
ドラ イブ へ の 装着 方 法 

ディ スク ユニ ッ ト に 装着 する 時 は , まっ すぐ に そう 入 し , 止ま る 位置 ま 
で 静か に 押し 込ん で か ら ド ア を 閉じ て くだ さい 。 

斜め に 押し 込ん だ り , 乱暴 な 装着 は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 内 径 の 縁 を 
損傷 し て , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 使用 不能 と する こと が ある の で 注意 し て 
くだ さい 。 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 取り 出し た 保護 封 筒 は ,。 ゴミ な どの 侵入 を 防止 す 
る た め , 収納 箱 に 入れ , 収納 箱 の ふた を し て , 塵 換 の 少な い 場 所 で 保管 し 
て くだ さい 。 





保存 方 法 
使用 済み の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は , 必ず 保護 封筒 に 入れ て 収納 箱 の 中 で 
保管 し て くだ さい 。 収納 箱 の 置き 方 は , 水平 , 垂直 を 問い ませ ん 。 


使用 し て は いけ な い フ ロッ ピ ィ ディ スク 

次 に 述べ る いずれ か の 項目 に 該当 する 場合 は , その フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
の 継続 使用 を 禁止 し , 新しい フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク に 取り 替え る 必要 が あり 
9 
1) フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が 折れ た り , ね じ れ た り , 曲っ て いた り , 一 部 
が 切れ た り , 端 部 が つぶ れ て いた りな どの 損傷 を 受け て いる 場合 。 
清涼 飲料 , コー ヒー な どの ね ば り 気 の ある 液体 , 溶剤 や 金属 粉 な ど 
で 記録 面 や ジャ ケッ ト が 汚れ て いる 場合 。 

3) フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 記録 面 が 損傷 し た り , 汚れ た 場合 。 
1) 一 (3) の よう な 場合 ,、 この まま フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 装置 へ か ける と , 
ヘッ ド や ドラ イブ を 損傷 し た り , 汚し た りす る こと に な り , ドラ イブ の 故 
障 の 原因 に な り ま す 。 

また , ヘッ ド が 汚れ て いた り , 傷つい て いる の を 知ら な いで , 新しい フ 
ロッ ピ ィ ディ スク を ドラ イブ へ か けた りす る と , この フロ ッ ピ イィ ディスク 
を 汚し た り , 傷つけ た り し て , 被害 を 広げ る こと に な り ま す 。 


t う 
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12.7 ディ スク ファ イル の 構造 


この 節 で は , NssDISK-BASIC に お ける フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の ファ イル 構 
造 に つい て 説明 し ます 。 こ の 章 は 読み と ば し て も か まい ませ ん 。 


12.7.1 フロ ッ ピ イィ ディス ク 


NsaDISK-BASIC で 使用 で きる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は 次 の 3 種類 で す 。 

(1) 8 インチ 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ( 両 面 倍 密 度 用 ) 

(2) 5 イン チミ ニ フ ロ ッ ピ ィ ディ スク (両面 倍 密度 用 ) 

(3) 5 イン チミ ニ フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ( 片 面 倍 密 度 用 ) 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に は メモ リ と 同じ よう に 番地 が つい て いま す 。 フ 
ロッ ピ ィ ディ スク の 番地 指定 に は サー フェ ス 番 号 (両面 倍 密 度 の と きのみ 
必要 。 0 か 1 。), トラ ッ ク 番 号 , セク タ 番 号 を 使用 し ます 。 図 12.7.1 は 8 
イン チ 両 面 倍 密度 , 図 12.7.2 は 5 イン チ 両 面 倍 密度 , 図 12.7.3 は 5 イン チ 
片面 倍 密度 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 概略 で す 。 


ヽ 
トラ ッ ク 0 


ヽ 
ラ テック ュ ユ 





ーーーー ト ラッ ク 75 


ーーー- ト ラッ ク 76 


鐘 12.7.1 8 イン チ ナチ 両面 倍 密度 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
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図 12.7.2 5 イン チ 両 面 倍 密 度 フ ロッ ピ ィ ディ スク 


モク タ 16 セク タ 1 





図 12.7.3 5 イン チ 片 面 倍 密 度 フ ロッ ピ ィ ディ スク 


図 を みて も わか る よう に , トラ ッ ク 数 , セク タ 数 は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
の 種類 に よっ て 異な り ま す 。 こ れ を 表 に まとめ る と 次 の よう に な り ま す 。 


8 イン チ 両 面 倍 密度 





5 イン ナチ 両 面 倍 客 度 








5 イン ナチ 片面 倍 密度 

- 銀 。 サー フェ ス 番 号 0 は お も て 面 。 サ ー フ ェ ス 番号 1 は うら 面 で す 。 

2 3 種類 と も , 1 セク タ は 256 バ イト か ら な り ま す 。 フ ロッ ピ ィ 
ディ スク の 場合 最少 読み 書き 単位 は セク タ で す 。 
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2 に ン ラ スタ 


フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク の 読み 書き の 最少 単位 は 1 セク タ で す が , 
NssDISK-BASIC は 26 セ クタ (5 イン チミ ニ フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 は 8 セ 
クタ ) を 1 まとめ に し て , これ を 管理 の 最少 単位 と し て いま す 。 こ れ を 〈 ク 
ラス タ 〉 と 呼び ます 。 ク ラス タ と サー フェ ス , トラ ッ ク , セク タ の 関係 は 
次 の 表 の よう に な っ て いま す 。 


8 イン チ ナチ 両面 倍 密 度 フ ロッ ピ ィ ディ スク の 場合 





0 0 
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5 イン チ 片 面 倍 密 度 フ ロッ ピ ィ ディ スク の 場合 





12.7.3 トラ ッ ク の 割り あて 


(1) 8 イン チ 両 面 倍 密 度 フ ロッ ピ ィ ディ スク 
(&) シス テム ディ スク (NasDISK-BASIC を 含む ディ スク ) 


内 





未 使用 


IPL 


DISK code 


ユー ザ 領 域 
ディ レク トリ 
ID 


FAT 


ュ ユーザ 領 域 





未 使用 


DISK code 








ユー ザ 領 域 
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(や ) デー タデ ィ ス ク (NsDISK-BASIC を 含ま な い デ ィ ス ク ) 


内 富 





未 使用 


ユー ザ 領 域 
シス テム ディ スク と 同じ 


ュ ユーザ 領域 








未 使用 
ユー ザ 領 域 





(2) 5 イン チ 両 面 倍 密度 フロ ッ ピ ビィ ディ スク 
( ぁ ) シス テム ディ スク (NsDISK-BASIC を 含む ディ スク ) 





IPL 


DISK code 


ユー ザ 和 領域 
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DISK code 


ユー ザ 領 城 


ディ レク トリ 


ID sector 
FAT 


ユー ザ 領域 





(b) デー タデ ィ ス ク (NasDISK-BASIC を 含ま な い デ ィ ス ク ) 


し ュー に ユー ザ 領 域 
0 一 17 ユー ザ 領 城 

シス テム ディ スク と 同じ 
19 一 39 ユー ザ 領 域 


(3) 5 イン チ 片 面 倍 密 度 フ ロッ ピ ィ ディ スク 
(&) シス テム ディ スク (NasDISK-BASIC を 含む ディ スク ) 











IPL 
| DISK code 


ユー ザ 領 域 
ディ レク トリ 
ID sector 
FAT 


ユー ザ 領 域 





(b も ) デー タデ ィ ス ク (NsDISK-BASIC を 含ま な い デ ィ ス ク ) 





ユー ザ 領 域 


シス テム ディ スク と 同じ 





ユー ザ 領 域 
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12.7.4 ディ レク トリ , FAT 


NasDISK-BASIC で , ディ スク ファ イル を 扱う と き は すべ て ファ イル 名 で 
行い ます 。 し た が っ て , サー フェ ス 番 号 , トラ ッ ク 番 号 , セク タ 番 号 を 使 
う 必 要 は ほとん ど あ り ま せん 。 フ ァイル 名 を , 実際 の ファ イル の サー フェ 
ス 番号 , ト ラック 番 号 , セク タ 番 号 に 変換 する 仕事 は NssDISK-BASIC が 行っ 
て いま す 。 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 





ファ イル 名 を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の アド レス (サー フェ ス 番 号 , ト ラッ 
ク 番 号 , セク タ 番 号 ) に 変換 する た め に , NssDISK-BASIC で は 2 つの 表 を 管 
理 し て いま す 。〈 デ ィ レ クト リ >〉 と < ぐ FAT〉 が それ で す 。 

ディ レク トリ は , その ディ スク に 格納 され て いる すべ て の ファ イル の 名 
前 , 属性 , 格納 され て いる 場所 (の 先頭 ) の 表 で す 。 

各 デ ィ レ クト リ は 16 バ イト か ら な り ま す 。 各 バイ ト は 次 の よう な 内 容 を 
持っ て いま す 。 


ファ イル 名 
拡張 子 


属性 


その ファ イル が 格納 され て いる 先頭 の 
クラ スタ 番号 


未 使用 
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属性 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


値 (16 進数 ) 


ASCII 形式 

機械 語 ファ イル 
ASCII 形 式 , 書き 込み 禁止 

ASCII 形 式 , リー ドア フタ ー ラ イト 
非 ア スキ ー 形 式 

非 アス キー 形式 書き 込み 禁止 

非 アス キー 形式 。 叶 号 化 

非 アス キー 形式 , リード アフ ター ライ ト 





ファ イル 名 の 先頭 バイ ト の 内 容 が FF(16 進 数 ) の と き , その ディ レク ト 
リ は 未 使用 で ある こと を 示し ます 。 0 の と き , 削除 (kil) され た ファ イル 
で ある こと を 示し ます 。 

FAT は 各 ク ラス タ の 使用 状態 を 示す 表 で す 。12.7.3 の トラ ッ ク の 割り あ 
て の 表 を みて も ら え ば わか る よう に , FAT は 3 セク タ に わた っ て 書き 込ま 
れ て いま す 。 各 セク タ は 全く 同じ 内 容 で す 。 フ ロッ ピ ィ ディ スク を アク セ 
ス し た と き に , FAT の 内 容 ( 3 セク タ ) が メモ リ に コピ ー さ れ ま す 。 そ れ ぞ 
れ の セク タ の 0 一 153( 8 イン チ 両 面 倍 密 度 の 場合 ) バ イト が クラ スタ 0 一 
153 に それ ぞ れ 対応 し て いま す 。 す な わ ち 各 バ イト の 持っ て いる 値 が , 各 
クラ スタ の 使用 状態 を 示し て いる の で す 。 


バイ ト の デー タ (16 進 ) クラ スタ の 使用 状態 


8 インチ 両面 の 時 0 一 99 使用 中 。 連続 し た クラ スタ の 一 部 で あり 
5 イン チ ナチ 両面 の 時 0 一 9F 後続 する クラ スタ を 持つ 。 値 が , 後続 する 
5 イン ナチ 片面 の 時 0 一 45 クラ スタ の 番号 を 示し て いる 。 











8 イン チ 両 面 の 時 C1 一 DA | 使用 中 。 連 続 し た クラ スタ の 最後 の クラ ス 
5 イン チ の 時  C1-C8 | タ で あり ,、 下 5(5 イ ンチ の 時 は 下 4 ) ビッ 


ト の 内 容 が 、 その クラ スタ て 実際 に 使わ れ 
て いる セク タ の 数 を 表わす 。 








子 約 ずみ の クラ スタ で ,。 ファ イル と し て 使 
うこ と は で き な い 。(DISK コ ー ド , IPL, 
ディ レク トリ , FAT 自身 を 含む クラ スタ 
が これ で ある 。) 

未 使用 
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な お , 表 の 説明 で 「 連 続 し た クラ スタ 」 と いい まし た が , これ は 物理 的 
に 連続 し た クラ スタ を 意味 し ませ ん 。NssDISK-BASIC が 管理 する ファ イル 
は 一 般 に 物理 的 (地理 的 ) に と びと び の クラ スタ を 結い で 構成 され て いる の 
で す 。 


12.7.5 IMD 


ID 部 に は 1 セク タ (= テ 256 バ イト ) が 割り 当て られ て いま す 。 各 バイ ト は 
次 の 様 な 意味 を 持っ て いま す 。 


1 バイ ト 1 バイ ト 254 バ イト 


最初 の 1] バイ ト は , その ディ スク の 属性 を 示し て いま す 。 値 と その 意味 
は ディ レク トリ 部 の も の と 同じ で す 。 

通常 の シス テム ディ スク で は 〈 フ ァイル 数 〉 と し て 255(16 進 数 で は FF ) 
が 指定 され て いま す 。 こ の 場合 , シ ステ ム 起 動 時 に キー ボー ド か ら フ 
ァイル 数 を 入力 する 必要 が あり ます 。 こ の ファ イル 数 に 0 一 15 を 指定 する 
と , NssDISK-BASIC を スタ ー ト させ る 時 に 

How many files( 0-15 )? 

を 表示 せ ず に , 自動 的 に その ファ イル 数 が 設定 され ます 。 

ファ イル 数 の 設定 が 終わ る と (ファ イル 数 を 設定 せ ず に , 「 How many 
filesy 」 に 対し て キー ボー ド か ら 入 力 を 行っ た 場合 で も ), 次 の BASIC テ キ 
スト の 内 容 が 自動 的 に 実行 され ます 。 つま り , NssDISK-BASIC を スタ ー ト 
させ る 場合 ,、 シ ステ ム デ ィ ス ク の ID に 書か れ て いる BASIC テ キス ト の 内 容 は 
常に 実行 され ます 。 

また , ディ スク ユー ティ リティ 「SET UP INFO」 に より , 年 の 設定 を 
行っ た 場合 に ちこ の BASIC テ キス ト の エリ ア が 使わ れ ま す 。 

ID は , ファ イル 数 が 255(FFH ), BASIC テ キス ト が すべ て 0 か 32( 0 か 20H) 
が 通常 の 状態 で す 。 
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ID セク タ 
00 05 72 75 6E 22 41 00 ………… 00 
(r)(n)(n)((A)(16 進 数 ) 


この 例 の 様 に ID セク タ の 内 容 が 書か れ て いる 場合 , 自動 的 に 5 個 の ファ 
イル を アロ ケー ト し て ファ イル A の プロ グラ ム が 走り 出し ます 。 
D の 書き 替え を 行い た い 場 合 は 。 シス テム ディ スク に 入っ て いる ディ 
スク ユー ティ リティ (dskut2 ) の 「SET UP INFO」 を 使っ て 下さ い 。 
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人 で: 


で 


て 





APCAOOAOOANOASCASAN 


を 


ーー ンー ンー ンー ンー シー ンー ンー ンジ 


第 13 章 
機械 語 モ ニタ 


この 章 は , PC-8801MKII で 直接 機械 語 を 扱う 場合 に 使用 する 機械 語 モ 
ニタ に つい て 説明 し ます 。 


13.1 概 要 


PC-8801MKII に は , 独立 し た I/O ひ コン トロ ー ル ・ ル ー チ ン を 持つ 強力 な 
機械 語 モ ニタ が 準備 され て いま す 。 こ の 機械 語 モ ニタ の 主 な 特長 は 次 の と 
お り で す 。 

1. ミニ アセ ンプ ブラ 機能 を 持っ て いま す 。 

2. 数 値 を 16 進 数 , 8 進数 の どちら で も 入力 , 表示 が 可能 で す 。 

3. I/O ポ ー ト へ の 入出 力 が 可能 で す 。 

4. 逆 ア セン プル 機能 を 持っ て いま す 。 

5. CPU の レジ スタ の 値 の 表示 , 変更 が 可能 で す 。 

6. カセ ッ ト だ け で は な く , フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク へ も ロー ド , セー ブ が 

可能 で す 。 

7. スク リー ン エ ディ タ に よる メモ リ の 内 容 の 変更 が で きま す 。 

8. Help コ マン ド に より , コマ ンド の 入力 形式 が わか り ま す 。 
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13.2 機械 語 モ ニタ の 動か し 方 


機械 語 モ ニタ が 機能 する 環境 は , 1 つの 実行 モー ド と し て , BASIC モ ー 
ド と は 別 な 実行 環境 を も っ て いま す 。 こ れ を “機械 語 モ ニー タモ ー ド "と よび 
ます 。 ター ミナ ルモード と 同様 に , BASIC モ ー ド か ら 切 り 替 えて 使用 し ます 。 

(1) 実行 モー ド と し て の 乱 移 図 は , 次 の よう に な り ま す 。 


mon 財 
BASIC モ ー ド 機械 語 モニ タモ ー ド 


ーー ニー ニー ニー ニー 」 
[CTRU + 還 ] 





(2) BASIC モ ー ド か ら 機 械 語 モ ニタ モー ド へ の 切り 替え 方 法 


了 証 還 
eg mon 
h 議 邊 


BASIC コ マン し mon コ マン ーー mon コ マン ド の 実行 


可能 状態 で す 。 し ます 。 完了 に より , 機械 話 
モニ タモ ー ド に な り 
ます 。 


h] が 表示 され ます 。 
h] に よっ て , 機械 語 モ ニタ モー ド に な っ て いる こと を 示し ます 。 
N-BASIC(DISK-BASIC) モ ー ド の 場合 は , h] の 代り に , * が 促進 メッ 
セー ジ : 導 上 NE 
(3) 語 モ ニタ モー ド か ら BASIC モ ー ド へ も どる た め の 方 法 


2 衣 | TRD 細 貫 生還 
ビータ 1OK 
生還 


機械 語 モニ タ 用 コマ キー と OK が 表示 され , 次 

ンド 入力 可能 状態 で キー と を 同時 に 押下 の 行 に カー ソル が 表 

す 。 し ます 。 示さ れ ま す 。 
BASIC モ ー ド に な っ 
た こと を 示し ます 。 
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13.3 機械 語 プ ログ ラム の メモ リ 配 置 


Nss(DISK ) -BASIC を 使っ て いる と き の メ モリ マッ プ は , 次 の よう に な っ 
て いま す 。 


FFFF 


Nass-BASIC ワ ー ク エリ ア 


変数 エリ ア な ど 


ーーCLEAR , YYYY で 指定 


XXXX 
(DISK code ) 
ファ イル バッ ファ な ど 
8400 


8000 テキ スト ウィ ンド ウ 


Nss-BASIC イ ンタ プリ タ 
ROM 





0000 


機械 語 の プロ グラ ム を 作る 場合 は , CLEAR 命令 で , 機械 語 エ リア を 確 
保 し て お か な けれ ば な り ま せん 。 
CLEAR, YYYY 
と する こと で , 図 の 斜線 の 部 分 を 機械 語 エ リア と し て 使う こと が で きる よ 
うに な り ま す 。 
それ 以外 の 部 分 は , Nss(DISK ) -BASIC が 使っ て いま す の で , 内 容 を 変更 
する と BASIC モ ー ド に 戻っ た と き の 動 作 が 保障 され ませ ん 。 
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13.4 コマ ンド の 種類 


機械 語 モ ニー タ の コマ ンド に は , 表 に 示す よう に 22 種 類 の コマ ンド が あり 
ます 。 (命令 は 大 文字 で も 小文字 で も 入力 で きま す 。) 


数 値 の 表現 形式 を 変え ます 。 
(8 進 選 16 進 ) 


メモ リ の 内 容 を ディ スプ レイ に 表示 
じ ま まぁ 


スク リー ン ・ エ ディ タ の 機能 を 用 い 
て メモ リ の 内 容 を 変更 し ます 。 

EL 
ユー ザー プロ グラ ム を 実行 し ます 。 


I/O ポー ト の 値 を 読み 込み ます 。 


M メー プ *: メモ リ ある 範囲 の メモ リ の 内 容 を 他 の アド 
レス の メモ リ 領 域 へ 移し ます 。 


プリ ンタ ・ ス イッ チ | プリ ンタ へ の 出力 を コン トロ ー ル し 


o 





2 三 ド ツ デー ブ カセ ッ ト テ ー プ か ら デ ー タ を ロー ド 
まる 


セッ ト ・ メ モリ メモ リ に デー タ を セッ ト し ます 。 


TM テス ト ・ メ モリ メモ リ を テス ト し ます 。 
V べ ベリ ファ イ ・ テ ー プ | カセット テー プ の 内 容 と , メモ リ の 
内 容 を 比較 し ます 。 
W ライ ト ・ テ ー プ メモ リ の 内 容 を カセ ッ ト テ ー プ に セ 
ー ジ ます 。 
X ジ 


イグ ザ ミ ン ・ レ ジス タ 








[HELPJ ま た は | ヘル プ 
CTRL-A 


機能 
BASIC モ ー ド へ 復帰 し ます 。 








CTRL-D* 











* が つい て いる 3 つの コマ ンド は , NasDISK-BASIC で の み 機 能 し ます 。 
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13.5 コマ ンド 使用 上 の 規則 


(1) 数 値 の 入力 
機械 語 モ ニタ で 扱う 数 値 形 式 に は , 16 進 数 モー ド と 8 進数 モー ド が 
あり ます 。 こ の 切り 替え は , B コ マン ド で 行い ます 。 シ ステ ム 既 定 値 
は 16 進 数 モー ド で す 。 
① 16 進 数 モー ド 
アド レス :4 桁 0 一 FFFF 
メモ リ の 内 容 : 2 桁 0 一 FF 
② 8 進数 モー ド 
アド レス ・6 桁 0 一 177777 
メモ リ の 内 容 : 3 桁 0 一 377 
アド レス の 場合 は , 入力 され た 数 値 の 終わ りか ら , 16 ビ ッ ト が 有効 
に な り ま す 。 メ モリ の 内 容 の 場合 は , 終わ りか ら , 8 ビッ ト が 有効 に 
な り ま す 。 
数 値 の 演算 機能 が あり ます 。 
各 コ マン ド で , アド レス や メモ リ の 内 容 を 入力 する 場合 , 加減 の 演 
算 機能 が 使用 で きま す 。( た だ し , 括弧 や 累乗 は 使え ませ ん 。) 
h] s9000 十 100 
9100 00 一 


(2) カセ ッ ト テ ー プ の スピ ー ド 

機械 語 モ ニタ で は , R コマ ンド , V コ マン ド , W コ マン ド で , カセ ッ 

ト テ ー プ を 使用 し ます 。 こ の と き , ファ イル 名 の 指定 の 方 法 に より , 

転送 速度 が 決ま り ま す 。 

一 般 形 式 
「 (2 :〕 (ファ イル 名 )〕 
W (2 :〕 (ファ イル 名 >], < セー ブ 開 始 ア ドレ ス 〉, < セー ブ 
終了 アド レス > 


v 明 [< ファ イル 名 〕 
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< ファ イル 名 >] |1500 ぶ ー 


1: [< ファ イル 名 >] 
2: [< ファ イル 名 >] | 600 ボー 
[< ファ イル 名 >] は 省略 可 








(3) 機械 語 モ ニタ モー ド の ディ スプ レイ 画面 形式 
① BASIC モ ー ド か ら の 切り 替え 直前 の WIDTH 文 に よる 状態 が ひき つ 
が れ ま す 。 
② E コ マン ド は , テキ スト 画面 の スク ロー ルウ ィ ン ド ウ に よっ て は , 
動作 し な い 場 合 が あり ます 。 
機械 語 モ ニタ モー ド に 入る 前 に , 
CONSOLE 0, <17 以 上 の 値 > 
を 実行 し て お いて くだ さい 。 


13.6 コマ ンド の 説明 


(1) A( ア セン ブル ) 
入力 形式 : a 〔< 格 納 開始 番地 >] 
Intel 8080 ニ ー モ ニッ ク で 入力 し た 1 行 の テキ スト を アセ ンプ ブル し , 

で きた 機械 語 を メモ リ に 格納 し ます 。 そ の た め に , A コ マン ド で は , 

普通 は 機械 語 の 格納 を 開始 する 番地 を 指定 し ます 。( 格 納 開 始 番地 の 

指定 を 省略 し た 場合 は , その 前 に 実行 し た A コ マン ド の 実行 終了 番地 

の 次 の 番地 と な り ま す 。) 

h] a9000 [ 記 ] 

AA コマ ンド を 入力 する と , 格納 開始 番地 を 表示 し て , ニー モニ ッ ク 
の 入力 待ち に な り ま す 。 そ こ で , Intel 8080 ニ ー モ ニッ ク 命 令 を 入力 し , 
リタ ー ン キー([] ) を 入力 する と , その 一 行 を アセ ン ブ ル し , で きた 
機械 語 を アド レス の すぐ 横 に 表示 し , その アド レス に 格納 し ます 。 そ 
し て 次 の 行 に , 次 に 機械 語 を 格納 する 番地 を 表示 し , ニー モニ ッ ク 命 
令 の 入力 待ち に な り ま す 。 
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h] a9000 [ 記 
9000 3E 01 mvi a, 1[ 過 
9002 
入力 し た ニー モニ ッ ク 命 令 に エラ ー が あっ た 場合 は , "? を 表示 し 
て モニ タ の コマ ンド 入力 待ち に な り ま す 。 こ の と き は , も う 一 度 ア ド 
レス を 指定 し な く て も , コマ ンド だ け 入 力 す れ ば , エラ ー を 起こ し た 
と き の ア ドレ ス か ら 実 行 を 開始 し ます 。 
h] a9000 
9000 3E 01 mvi a, 1[ 記 
9002 mvl b, 1 
? 
h〕 a[ 思 
9002 
この アセ ン ブ ラ は , すべ て リタ ー ン キー([ 記 ) が 入力 され る まで , 
読み 込み を 続け ます 。 ま た , キー が 使え ます か ら , まち が えて 入 
力 し た 文字 を 訂正 で きま す 。 こ の アセ ン ブ ラ か ら 抜 け 出 す に は , アド 
レス が 表示 され た あと , リタ ー ン キー([ 剛 ) を 入力 する か , [STOP] キー 
も し く は , CTRL-C を 入力 し ます 。 
この アセ ン ブ ラ で 使用 で きる ニー モニ ッ ク は , Intel 8080 ニ ー モ ニッ 
ク 命 令 と Z80 ニ ー モ ニッ ク 命 令 の 中 の レラ ティ ブ ジ ャ ンプ 命令 で す 。 
Z80 の レラ ティ ブ ジ ャ ンプ 命令 の 場合 は , 絶対 アド レス を 入力 すれ ば , 
アセ ン ブ ラ が 相対 アド レス に 変換 し て くれ ます 。 
Z80 の レラ ティ ブ ジ ャ ンプ 命令 の 入力 形式 は , 次 の と お り で す 。 


モニ タ て で 入力 する と き 


jr < アド レス > jmpr < アド レス > 


jr 2 < アド レス > j 近 Z < アド レス > 
jr nZ, < アド レス > jrnZ < アド レス > 
jr Cc, < アド レス > jrc < アド レス > 


jr nc < アド レス > jrnC < アド レス > 





ddnz < アド レス > djnz < く ア ドレ ス > 
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Intel 8080 ニ ー モ ニッ ク 命 令 に つい て は COM80 ユ ー ザ ー ズ マ 
ニュ アル を 参照 し て くだ さい 。 


(2) B( ベ ー ス ) 

数 値 を 取り 扱う 形式 を 設定 する コマ ンド で す 。 数 値 を キー ボー ド か 
ら 入 力 し た り , ディ スプ レイ に 表示 する 場合 に , 16 進 数 と し て 扱う か , 
8 進数 と し て 扱う か を 決め ます 。Nas-BASIC モ ー ド か ら , モニ タ へ 切 
り 替 えた と き は , 16 進 数 モー ド に な っ て いて , コマ ンド 入力 待ち に な 
る と, 

h] 
が 表示 され ます 。 8 進 モ ー ド に 切り 替え る に は , “bq" と 入力 し ます 。 
する と q] が 表示 され , 8 進数 モー ド に な っ た こと が すぐ に わか り ま す 。 
h] ba 
qJ 
再び 16 進 数 モー ド へ 切り 替え る に は , “bh” を 入力 し ます 。 
q] bh[ 軌 
h] 


(3) D( ダ ンプ ・ メ モリ ) 

メモ リ の 内 容 を ディ スプ レイ に 表示 する コマ ンド で す 。16 進 モー ド 
に な っ て いる 場合 は , その 数 に 対応 する アス キー 文字 も 表示 され ます 。 
さら に , プリ ンタ ・ ス イッ チ で プリ ント モー ド が 指定 され て いれ ば , 
結果 が プリ ンタ へ も 出力 され ます 。( プ リン タ ・ ス イッ チ お よび プリ 
ント モー ド に つい て は , Q⑪P( プ リン タ ・ ス イッ チ ) を 参照 し て くだ さ 
い 。) 

D コ マン ド は 次 の 形 で 入力 され ます 。 

d〔< 表 示 開 始 ア ドレ ス >〕 〔, < 表示 終了 アド レス >]〕 

で すか ら , 実際 の 入力 は , 次 の 形 に な り ま す 。 

(i) d9000, 9030 [ 紀 

(| d9000[ 記 

(W d,9030[ 

(M dg 
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(ij) の 場合 が 標準 で , 9000 番 地 か ら 9030 番 地 ま で の メモ リ の 内 容 が 表 
示さ れ ま す 。() の よう に < 表示 開始 アド レス > だ け 指 定 し た 場合 は , < 表 
示 開 始 ア ドレ ス 〉 か ら , 16 バ イト 分 の メモ リ の 内 容 が 表示 され ます 。 
送 に ( 員 の よう に < 表示 終了 アド レス 〉 だ け 指 定 し た 場合 は , その 前 に 
実行 され た D コ マン ド の 最後 の アド レス の 次 の アド レス か ら , < 表示 
終了 アド レス 〉 まで の メモ リ の 内 容 を 表示 し ます 。(W の よう に < 表示 
開始 アド レス >〉 も < 表示 終了 アド レス > も 指定 し な い 場 合 は , この コ 
マン ド が 入力 され る 前 に 実行 され た D コ マン ド の 最後 の アド レス の 次 
の アド レス か ら 16 バ イト 分 の メモ リ の 内 容 が 表示 され ます 。 

D コ マン ド を 実行 中 に , その 実行 を 中 止 し た い 場合 は ,[STOP] キー 
も し く は , CTRL-C を 入力 し ます 。 画面 に メモ リ の 内 容 を 表示 し て い 
る 場合 , 途中 で 表示 を 一 時 停止 させ る に は , CTRL-S を 入力 し ます 。 
再び 表示 を 再開 させ る 場合 に は , キー と CTRL-C 以 外 を 入力 し 
ます 。 

また , D コ マン ド 終 了 後 に リタ ー ン を 入力 する と (W と 同じ 動作 を 行 
いま す 。 

(4) E( エ ディ ト ・ メ モリ ) 

EE コマ ンド は , スク リー ン エ ディ タ の 機能 を 十分 に 活用 し て , スク 
リー ン に 表示 され た メモ リ の 内 容 を 変更 する コマ ンド で す 。E コ マン 
ド は , 次 の 形式 で 入力 し ます 。 

e〔< 開 始 ア ドレ ス >〕 

< 開始 アド レス > を 省略 し た 場合 は , 最後 に E コ マン ド で 内 容 を 変 
更 し た メモ リ の アド レス が , < 開始 アド レス 〉> と な り ま す 。 

FE コマ ンド を 実行 し て ,、 メ モリ の 内 容 を ディ スプ レイ に 表示 し た 後 
は , カー ソル 移動 キー([1] 員 ] 避 ) と ロー ル ・ ア ッ プ , ロー ル ・ ダ 
ウン キー ( 皿 訂 隔 器 ) を 使っ て 変更 し た い メ モリ の 内 容 の と ころ へ カー 
ソル を 移動 きせ, 新しい 数 値 を 入力 し ます 。 画面 上 で 変更 され た 数 値 
は その まま , メモ リ の 内 容 も 変更 され て いま す 。 エ ディ トメ モリ を 終 
了 す る と き は [STOP] ま た は [ESc] を 入力 し ます 。 

(5) F( フ ァイル メモリ ) 

アド レス で 指定 し た 範囲 の メモ リ の 内 容 を , 指定 し た 定数 の 値 に 置 

き 替 える 命令 で す 。 コ マン ド の 形式 は 次 の よう に な っ て いま す 。 
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f < 開始 アド レス 〉, < 終了 アド レス >, < 定数 > 
ドコ マン ド で は , 各 パ ラメ ー タ を 省略 する こと は で きま せん 。 コ マ 
ンド が 正常 に 実行 され た か どう か は , D コマ ンド を 用 いて 確認 し ます 。 
h] f9000, 9010, 0 
h] d9000, 9010 
9000 00 00 00 00 00 00 00 00 
9008 00 00 00 00 00 00 00 00 
9010 00 
h] 


(6) G( ゴ ー) 
指定 し た アド レス に ジャ ンプ し て , そこ か ら プ ログ ラム の 実行 を 開 
舎 し ます 。 こ の と き , 2 つま で < プレ イク ・ ポ イン ト ・ ア ドレ ス >〉 を 
指定 で きま す 。< ブ レイ ク ・ ポ イン ト ・ ア ドレ ス 〉 と は , プロ グラ ム 
の 実行 中 , 実行 アド レス が く < ブレ イク ・ ポ イン ト ・ ア ドレ ス 〉> と な っ た 
と き , 実行 を 中 止 し て , コマ ンド の 入力 待ち 状態 に させ る アド レス で す 。 
g【〔< 実 行 開始 アド レス >], [, < ブレ イク ・ ポ イン ト ・ ア ドレ 
ス # 1〉>〔, < ブレ イク ・ ポ イン ト ・ ア ドレ ス # 2〉]] 
< 実行 開始 アド レス >〉 を 省略 し た 場合 , 最後 に 実行 し た ブレ イク ・ 
ボイン ト ・ ア ドレ ス >〉 が < 実行 開始 アド レス 〉 に な り ま す 。〈 ブ レイ ク ・ 
ボ ポイ ント ・ ア ドレ ス > で 実行 が 中 断 さ れ た 場合 は , CPU の レジ スタ の 
値 は 保存 され ます 。 
注意 
ブレ イク ・ ポ イン ト ・ ア ドレ ス は , 指定 し た アド レス が , 
RAM 領 域 に ある と きだ け 有 効 に な り ま す 。 


(7) I( イ ンプ ッ ト ) 
入力 ポー ト の 値 を 読み , 画面 に 表示 し ます 。< ポ ー ト アド レス >〉 を 
入力 し た 後 , スペ ー ス を 入力 すれ ば , その 行 に 入力 ポー ト の 値 を 表示 
し , リタ ー ン キー([ 記 ) を 入力 し た 場合 は , 次 の 行 に 入力 ポー ト の 値 
が 表示 され ます 。 
i < ポー ト ・ ア ドレ ス > [] (また は , スペ ー ス キー) 
(O コ マン ド の 項 を 参照 に し て くだ さい 。) 
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(8) L し (ディ ス ・ ア セン ブル ) 
メモ リ ・ イ メー ジ を Imntel 8080 ニ ー モ ニッ ク に 逆 ア セン ブル し て 表 
示す る コマ ンド で す 。 さらに, Z80 の レラ ティ ブ ・ ジ ャ ンプ 命令 も 使 
用 で きま す が , アド レス は , 絶対 アド レス で 表示 され ます 。L コ マン 
ド の 形式 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


1 [< 逆 ア セン ブル 開始 アド レス >〕 [, < 逆 ア セン ブル 終了 アド レ 
ス >〕 


< 導 ア セン ブル 開始 アド レス >〉 が 省略 され た 場合 は , 最後 に 逆 ア セ 
ン ブ ル さ れ た アド レス の 次 の アド レス が , < 送 ア セン ブル 開始 アド レ 
ス 〉 に な り ま す 。 ま た , < 首 ア セン ブル 終了 アド レス >〉 が 省略 され た 
場合 は , < 聞 ア セン ブル 開始 アド レス > 十 15 が , < 逆 ア セン ブル 終了 ア 
ドレ ス 〉 と な り ま す 。 

上 L コ マン ド の 実行 中 に , 実行 を 中 断 し た い 場 合 は , CTRL-C ま た は , 
[STOP] キ ー を 入力 し ます 。 実行 を 一 時 中 断 し た い 場 合 は , CTRL-S を 
入力 し ます 。 実行 を 再開 する に は , キー お よび CTRL-C 以 外 の 
任意 の キー を 入力 し ます 。 ま た , し コマ ンド で 表示 され る ニー モニ ッ 
ク の オペ ラン ド は , 現在 , 指定 され て いる 数 値 モ ー ド で 表示 され ます 。 

さら に し コマ ンド 終了 後に リタ ー ン キー を 入力 する と , <〈 逆 アセ ン 
ブル 開始 アド レス >〉 と < 逆 ア セン ブル 終了 アド レス >〉 を 省略 し た と き 
と 同じ よう に < 導 ア セン ブル 終了 アド レス 〉 か ら 16 バ イト 分 の メモ リ ・ 
イメ ー ジ を 逆 ア セン ブル し ます 。 


(9) M( ム ー ブ ・ メ モリ ) 
M コ マン ド は , メモ リ 内 で , ある 位置 か ら 別 の 位置 へ ,。 メモ リ 領 域 
の ブロ ッ ク 転 送 を 行い ます 。M コ マン ド は , 次 の 形式 で 入力 し ます 。 
m 転送 する メモ リ 領 域 の 先頭 番地 >, < 転送 する メモ リ 領 域 の 
最終 番地 >, < 転送 先 の 先頭 番地 > 
た と えば , 9000 番 地 か ら 9100 番 地 の メ モリ 内 容 を A000 番 地 か ら 
A100 番 地 へ 転送 する 場合 は , 
h] m9000, 9100, a000 
と 入力 し ます 。 こ の 後 , D コ マン ド を 実行 すれ ば , 転送 で きた こと を 
認 で きま す 。 
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0 0( ア ウト プッ ト ) 
この コマ ンド は , 指定 し た ポー ト ア ドレ ス に , デー タ を 出力 し ます 。 
O コマ ンド の 入力 形式 は , 
o < ポー ト ア ドレ ス 〉, < デー タ > 
と な り ま す 。 
I コ マン ド お よび ,O コ マン ド は , 自作 の ボー ド を 機械 語 プ ログ ラム 
で コン トロ ー ル する 場合 な ど , 特殊 な 用 途 に 使用 する コマ ンド で す 。 


⑪) P( プ リン タ ・ ス イッ チ ) 

D コ マン ド , し コマ ンド , CTRL-D コ マン ド を 実行 し た 結果 を , プ 
リン タ に 出力 する か どう か を 決定 し ます 。 

モニ タ に 入っ た と き は , プ リン タ ・ ス イッ チ は 「OFF」 に な っ て いて , 
D コ マン ド , し コマ ンド , CTRL-D コ マン ド を 実行 し て も , 結果 は ディ 
スプ レイ に 表示 され る だ け で す 。 こ の と き P コ マン ド を 入力 する と , 
プリ ンタ ・ ス イッ チ は 「ON」 に な り , 以後 , 実行 され る D コ マン ド , 
し コマンド, CTRL-D コ マン ド の 結果 は , プリ ンタ に も 出力 され ます 。 
プリ ンタ ・ ス イッ チ が 「ON」 に な る と 記号 が h), q), に な り ま す 。 


の リ 
Pa フリ ンタ ・ ス イッ チ 


「OFF」h], qj] 


プリ ンタ ・ ス イッ チ 


Do 


太い 








注意 
モニ タ を 使用 し て いる と きも 。, COPY] キー は 使用 で きま す 。 で 
すか ら , 画面 の ハー ドコ ピー を 取る 場合 は , COPY] キー を 使用 し 
て くだ さい 。 


2 R( リ ー ド ・ テ ー ブ プ ) 

カセ ッ ト テ ー プ か ら デ ー タ を ロー ド す る コマ ンド で す 。R コ マン ド 
は , 次 の 形式 で 入力 し ます 。 

r〔< フ ァイル 名 >〕 
ファ イル 名 を 指定 し た 場合 は , カセ ッ ト テ ー プ の デー タ の ファ イル 
名 を チェ ッ ク し , 指定 し た ファ イル 名 が 見 つか る と , その デー タ を メ 
モリ に ロー ド し ます 。 こ の と き , 指定 し た ファ イル 名 以外 の ファ イル 

名 が 見 つか っ た 場合 は , 
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Skip XXXX 
と ディ スプ レイ に 表示 し , 指定 し た ファ イル 名 が 見 つか る まで 読み 続 
け ま す 。 指定 し た ファ イル 名 が 見 つか っ た 場合 は , 
Found XXXX 
と ディ スプ レイ に 表示 し , その 下 に ロー ド し て いる デー タ を 表示 し ま 
す 。 
ファ イル 名 を 指定 し な い 場 合 は , 最初 に 見 つか っ た ファ イル を ロー 
ド し ます 。 
ファ イル 名 は , 6 文字 以下 で す 。 6 文字 を 越え た 場合 は , 最初 の 6 
文字 が 有効 に な り ま す 。 


0 S( セ ッ ト ・ メ モリ ) 

S ら コマ ンド は , メモ リ の 内 容 を 確か め た り , 変更 する コマ ンド で す 。 
S コ マン ド は 次 の 形式 で 入力 し ます 。 

s (開始 アド レス >] [g] (また は , スペ ー ス キー) 

S コ マン ド で , (開始 アド レス > を 指定 し た 後 , リタ ー ン キー([ 剛 ] ) 
を 入力 する と , 次 の 行 に アド レス と その 内 容 を 表示 し , 数 値 の 入力 待 
ち に な り ま す 。 ス ペー スキ ー を 入力 する と , 改行 せ ず に , メモ リ の 内 
容 を 表示 し , 数 値 入 力 待ち に な り ま す 。 

入力 する 数 値 は , 16 進 モー ド な ら ば , 2 桁 の 16 進 数 を 入力 し ます が , 
2 桁 以 上 の 数 値 を 入力 し た 場合 は , 最後 の 2 桁 が 有効 と な り ま す 。 数 
値 を 入力 し た 後 , スペ ー ス キー を 入力 すれ ば , メモ リ に 値 を セッ ト し , 
次 の アド レス の メモ リ の 内 容 を 表示 し ます 。 また , 数 値 を 入力 し た 後 , 
リタ ー ン キー を 入力 すれ ば , 新しい 値 が セッ ト さ れ , コマ ンド 入力 待 
ち に な り ま す 。 もし, メモ リ の 内 容 を 変更 し な いな ら ば , 数 値 を 入力 
せ ず に スペ ー ス キー を 入力 すれ ば , 次 の アド レス に 移り ます 。 ア ドレ 
ス を 1 つ 前 に 戻し た い 場 合 は , CTRL-B ま た は [を 入力 し ます 。 


(14) TM( テ スト メモ リ ) 

PC-8801MKI に 実装 ほれ て いる , ユー ザー ズ メ モリ 64K バ イト と , 
グラ フィ ッ ク 用 VRAM 48K バ イト を テス ト す る コマ ンド で す 。 テ スト 
は , 次 の 順序 で 行い ます 。 
① モニ タ に 入る 前 に “screen へ 0.2 [] "を 入力 する 。 
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( モニ タ へ 入る 。 


mon [| 
③ tm 
④ 次 の 順 で チェ ッ ク し ます 。 


テキ スト VRAM 

変数 ・ ワ ー ク エリ ア 

グラ フィ ッ ク 用 VRAM 

テキ スト エリ ア 

この テス ト に は , 約 12 分 間 か か り ま す 。 テス ト が 無事 に 終了 する 
1 

test complete!l 

と いう メッ セー ジ が 現われ ます か ら , リ セッ ト ボ タン を 押し て 下さ い 。 

エラ ー が 起き た 場合 , (1) で 起き た と き は , ブザー(beep 音 ) が 鳴り 続 
け ま す 。(2 人 以後 の 場合 は , エラ ー が 起き た 番地 を 表示 し ます 。 


角 婦 TM コ マン ド で エラ ー が 発生 し た 場合 は ,。 も より の 


旗 1 Bit-INN も し く は , お 買い 上 げ の 販売 店 で 御 相談 く だ さい 。 


1 


Q95 V( ベ リフ ァ イ ・ テ ー ブ プ ) 
この コマ ンド は , カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ さ れ た デー タ と , メモ リ 
の 内 容 と が 一 致し て いる か どう か を 比較 する コマ ンド で す 。 V コマ ン 
ド は , 次 の よう に 入力 し ます 。 


V [< ファ イル 名 >〕 


動作 は , R コ マン ド と ほぼ 同じ で , < ファ イル 名 〉 を 指定 し た 場合 は , 
指定 し た ファ イル と メモ リ の 内 容 を 比較 し , < ファ イル 名 〉 を 指定 し 
な か っ た 場合 は , 最初 に 見 つか っ た ファ イル と , メモ リ の 内 容 を 比較 
し ます 。 比 較 し た 結果 .. カセ ッ ト テ ー プ の 内 容 と メモ リ の 内 容 が 一 致 
し た 場合 は , コマ ンド 入力 待ち 状態 と な り , 一 致し な か っ た 場合 は , 
“を 表示 し て コマ ンド 入力 待ち に な り ま す 。 

(9 W( ラ イト ・ テ ー ブ プ ) 

メモ リ の 内 容 を カセ ッ ト テ ー プ ヘ へ ヘ セー ブ す る コマ ンド で す 。W コ マ 

ンド は 次 の 形式 で 入力 し ます 。 


95 


w ファ イル 名 >], < セー ブ 開 始 ア ドレ ス 〉>, < セー ブ 終 了 ア ド 
レス 〉 [| 
(、 例 ) 
8000 番 地 か ら , 8500 番 地 の 内 容 を “abc” と いう ファ イル 名 で カ 
セッ ト テ ー プ に セー ブ す る 場合 
h] wabc, 8000, 8500 


7 X( イ グ ザ ミン ・ レ ジス タ ) 
XX コマンド は , CPU の 全 レ ジス タ の 内 容 の 表示 及び , 変更 を 行う コ 
マン ド で す 。 
x [< レジ スタ 名 >〕 [ 記 
< く レ ジス タ 名 〉 は , 
a, b, d, h, ag, DP, d, h, s, D, xX, y, 1 
で す 。g の よう に ダッ シュ 記号 が つい て いる レジ スタ 名 は , 裏 レ ジス 
タ を 指し ます 。 

< レジ スタ 名 〉 を 指定 し な い 場 合 は , 全 レ ジス タ の 内 容 を 表示 し て 
実行 を 終了 し ます 。 く レジ スタ 名 >〉 を 指定 し た 場合 は , その レジ スタ 
の 内 容 を 表示 し , 新しい 値 の 入力 待ち に な り ま す 。 新 し い 値 を 入力 し 
て , リタ ー ン キー( [ ) を 入力 する と , コマ ンド 入力 待ち 状態 に な り , 
スペ ー ス キー を 入力 する と , 次 の レジ スタ の 処理 へ と 移り ます 。 新 し 
い 値 を 入力 し な い 場 合 も 。 リタ ー ン キー を 入力 すれ ば , コマ ンド 入力 
待ち 状態 と な り , スペ ー ス キー を 入力 する と , 次 の レジ スタ の 処理 へ 
と 進み ます 。 

各 レ ジス タ は , 1I レジ スタ を 除い て , すべ て の レジ スタ は 16bit の 
ペア レジ スタ と し て 扱わ れ ま す 。 で すか ら , 8bit 分 の レジ スタ だ け 変 
更 する 場合 は , 変更 し な い 残 り の 8bit 分 の デー タ も 入力 し て くだ さい 。 
また , フラ グレ ジス タ で , フラ グ を 立て な いと き は “ー” を 入れ ます 。 


(19 HELP キ ー([HELP]) 
CTRL-A 
HELP] キ ー ま た は CTRL-A を 入力 する と, モニ タ で 使用 で きる コ 
マン ド の 種類 と その コマ ンド の パラ メー タ が ディ スプ レイ に 表示 され 
ます 。 
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9 CTRL-B( リ ター ン ) 
CTRL-B を 入力 する と , Nss-BASIC(NsaDISK-BASIC) モ ー ド に 戻り ま 
す 。 


&O CTRL-D( ダ ンプ ・ デ ィ ス ク ) (NssDISK-BASIC) 

CTRL-D は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 内 容 を ディ スプ レイ に 表示 させ 
る コマ ンド で す 。 

CTRL-D < ドラ イブ #〉 〔, < サー フェ ス 壮 >], <〈 ト ラック 1), 

〈 セ クタ キキ 1〉 〔[, 〈 ト ラッ ク 斗 2>, 〈 セ クタ 2〉]〕 
ドラ イプ ブ 本, [サー フェ ス ], トラ ッ ク 韻 1, セク タ 半 1 

Sei の 表示 開始 セク タ の 指定 

トラ ッ ク 提 2, セク タ 2 。  …… 表示 終了 セク タ の 指定 

〈 ト ラッ ク 韻 2>, < セク タ 壮 2〉 を 指定 し な い 場 合 は , 

< 表示 開始 セク タ > = < 表示 終了 セク タ > 
と な り , 表示 開始 セク タ だ け 表 示し ます 。 

CTRL-D コ マン ド を 実行 中 , 実行 を 中 止 し た い 場 合 は , キー 
また は , CTRL-C を 入力 し ます 。 画 面 へ の 表示 を 一 時 中 断 し た い 場 合 は , 
CTRL-S を 入力 し , 再開 する と き は , キー お よび CTRL-C 以 外 の 
キー を 入力 し ます 。 

〈 サ ー フ ェ ス 持 〉 は , 両面 倍 密 度 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 
使用 し て いる と き に 指定 し ます 。 た だ し , モニ タ で は , 両面 に また が っ 
て アク セス する こと は で きま せん 。(CTRL-R, CTRL-W も 同じ で す 。) 


%1) CTRL-R( リ ー ド ・ デ ィ ス ク ) (NssDISK-BASIC) 
CTRL-R コ マン ド は , フロ ッ ピ イデ ィ ス ク か ら , メモ リ ヘ デー タ を 
ロー ド す る コマ ンド で す 。 
CTRL-R く ドラ イブ 普 >, 〔, < サー フェ ス #〉], く < トラ ッ ク 壮 〉, 
< セク タキ >, < 開始 アド レス >, < 終了 アド レス > 
この コマ ンド は , < 開始 アド レス >〉 と < 終了 アド レス >〉 で 指定 され 
た メモ リ 領 域 に 格納 する デー タ を , < ドラ イブ 壮 〉 [, < サー フェ ス 北 >], 
〈 ト ラッ ク #〉, 〈 セ クタ #〉 で 指定 され た セク タ か ら ロ ー ド し ます 。 
で すか ら , 大 き な メ モリ 領域 に デー タ を ロー ド す る 場合 は , 複数 の セ 
クタ , トラ ッ ク か ら デ ー タ を ロー ド し ます 。 
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h] 八 r0, 9, 3, 1000, 100f 
h] 
ドラ イブ 0 の 第 9 トラック の 第 3 セク タ か ら , 16 バ イト の デー 
タ を ロー ド し て き て , 1000 番 地 か ら 100f 番 地 に 格納 し ます 。 こ の 
と き , メモ リ 領 域 の 1010 一 10FF 番 地 の 内 容 は 変更 され ませ ん 。 


@2 CTRL-W( ラ イト ・ デ ィ ス ク ) 
CTRL-R コ マン ド と 逆 の 操作 を 行う コマ ンド で , メモ リ の 内 容 を フ 
ロッ ピ ィ ディ スク ヘ へ セー ブ し ます 。 
CTRL-W < ドラ イブ #〉,〔, < サー フェ ス 普 >], < トラ ッ ク 北 〉, 
<〈 セ クタ せ >〉, < 開始 アド レス >〉, < 終了 アド レス > 
< 開始 アド レス 〉 と < 終了 アド レス 〉 は , セー ブ す る メモ リ 領 域 を 
指定 し ます 。 こ の 時 , 指定 する 領域 は , 1 セク タ 単 位 (256 バ イト ) で 
ある 必要 は あり ませ ん 。 た だ し , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は , セク タ 単 位 
で 指定 し ます か ら , 最低 1 セク タ を 使用 し ます 。 
注意 
標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク で は , CTRL-D, CTRL-R, CTRL-W コマ 
ンド を , 0 トラッ ク に 対し て 行う こと は で きま せん 。 
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13.7 N-BASIC の モニ タ 


N-BASIC ま た は DISK-BASIC モ ー ド で , 
mon [の | 
と 入力 する と , N-BASIC の モニ タ に 入り ます 。 こ の と き , コマ ンド 入力 待 
ち を 表す 記号 に は “*” が 使わ れ て いま す 。 
N-BASIC の モニ タ に は 次 の コマ ンド が あり ます 。 





セッ トメ モリ ライ ト テ ー プ 


ディ スプ レイ メモ リ ジャ ンプ 


ロー ド テ ー プ B | リタ ー ン ベーシック 





ロー ド べ ベリファイ テー プ テス トメ モリ 


(1) S( セ ッ ト メ モリ ) 
メモ リ の 内 容 を 変更 し ます 。 
* SXXXX [| (XXXX ニ アド レス ) 
< 人 入力 可能 な KEY〉 
・ 変 更 デ ー タ 2 桁 の 16 進数 (00 一 FF ) 
・ ア ドレ ス を 1 CTRL-H ま た は [ 喘 】 
・ 処 理 の 終了 [また は [STOP) 
・ 次 の アド レス の デー タ 表 示 スペ ー ス キー 
(2) D( デ ィ ス プレ イメ モリ ) 
メモ リ の 内 容 を 表示 し ます 。 
*DXXXX 〔, YYYY] [ 連 
(XXXX ニ スタ ー ト アド レス , YYYY ニ エン ドア ドレス) 
表示 を 途中 で 中 断 し た い 場 合 は (EScC]) を 入力 し ます 。 再開 す る と き 
は , も う 一 度 (ESC] を 入力 し ます 。 中 止 する 場合 は , [STOP] を 入力 し 
ます 。 
(3) W( ラ イト テー ブ プ ) 
メモ リ の 内 容 を カセ ッ ト テ ー プ へ 書き 込み ます 。 


13 一 19 


* ネ W XXXX, YYYY [a 
(XXXX ニ スタ ー ト アド レス , YYYY テ エン ドア ドレ ス ) 
(4) L( ロ ー ド テー ブ プ ) 
テー プ に 書か れ て いる デー タ を メモ リ に 読み 込み ます 。 
*L [ 過 
(5 ELVC( ウ ー ド ペリ シテ スイ デー ジ ) 
テー プ に 書か れ て いる 内 容 と メモ リ の 内 容 を 比較 し ます 。 
*LV [| 
(6) G( ジ ャ ンプ ) 
ある アド レス に ジャ ンプ する と き に 使用 し ます 。 
*※G XXXX [| (XXXX ニ ジャ ンプ アド レス ) 
(7) CTRL-B( リ ター ン ベ ー シ ッ ク ) 
モニ タ か ら N-BASIC(DISK-BASIC ) に 戻す と き に 使用 し ます 。 
* ネ OTRL-B 
(8) TM( テ スト メモ リ ) 
メモ リ を テス ト す る と き に 使用 し ます 。 た だ し , N-BASIC で 使用 し 
て いる 部 分 だ けし か テス ト し ませ ん 。 テ スト が 無事 に 終了 すれ ば , 
N-BASIC( ま た は DISK-BASIC) が スタ ー ト し ます 。 も し , エラ ー が あ 
れ ば , ブザー が 鳴り っ ぱな し に な っ て 処理 は 停止 し ます 。 
各 コ マン ド に つい て の 詳細 は , 「PC-8001 ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」 
を 参照 し て くだ さい 。 
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13.8 機械 語 の プロ グラ ム を 使う と き の 注意 


BASIC だ け を 使っ て プロ グラ ミン グ す る 場合 (BASIC の POKE, OUT, USER 
な ど 機 械 語 を 扱う 命令 を 使わ な いと き ) は , ユー ザ は , ユー ザー ズ エ リア , 
ワー クエ リア な どの メモ リ の 管理 を する 必要 は 全く あり ませ ん 。 ユ ー ザ は , 
Out of Memory エ ラー が 出 た と き に , メモ リ が 足り な く な っ た こと を 知る 
ぐら いで , 通常 は | メモ リ が どの よう に 使わ れ て いる か を 気 に する 必要 は 
な い の で す 。 一 方 , 機械 語 の プロ グラ ミン グ を する 場合 , また は , 市 販 の 
ソフ トウ ェ ア で 機械 語 が 含ま れ て いる の を 使用 する 場合 は , 注意 が 必要 で 
す 。 

機械 語 の プロ グラ ミン グ の 経験 の ある 方 は ご 存 知 の よう に , 不 完全 な 機 
械 語 の プロ グラ ム を 実行 させ た 場合 , PC-8801MKI の 制御 が きか な く な っ 
て し まう (キー 入力 が で き な く な る ) こ と が よく あり ます 。 機械 語 の プロ グ 
ラム は , BASIC の 管理 下 に あり ませ ん か ら , エラ ー が あっ た と し て も , エ 
ラー メッ セー ジ を 出力 し て コマ ンド 入力 待ち の 状態 に 戻っ て くる こと は な 
いか ら で す 。( ユ ー ザ か ら 見 れ ば , プロ グラ ム の 誤り で も , PD780 は , 
誤り と 思わ な いで , 正直 に 実行 を 続け ます 。) PC-8801MKI の 制御 が きか な 
く な っ て し まう と , 機械 語 の プロ グラ ム が どの よう に 実行 され て いる か は 
見 当 も つき ませ ん 。 突 然 コ ー ル ドス ター ト が か か っ て し まう こと も あれ ば , 
メモ リ の 内 容 を めちゃ くち ゃ に 書き 替え て , BASIC の ワー クエ リア や , 
BASIC の プロ グラ ム が 書か れ て いる 部 分 , ある い は , 機械 語 プ ログ ラム 自 
身 を こわ し て し まう こと も 考え られ ます 。 

この よう な 場合 は , ウォ ー ム スタ ー ト (で き な け れ ば コー ルド スタ ー ト ) 
を か け ま す 。 ウ ォ ー ム スタ ー ト が で き て も , 上 記 の よう に , メモ リ が 書き 
か えら れ た 可能 性 が あり ます か ら , メモ リ が も と の 状態 に 戻る ,。 と いう 保 
障 は あり ませ ん 。 

し た が っ て , 機械 語 の プロ グラ ム を 作成 する 場合 は , メモ リ 上 の BASIC 
の プロ グラ ム な ご ど が , 失わ れ て も いい よう に , 必ず , セー ブ し て お いて か 
ら 実 行 さ せる よう に し て くだ さい 。 ま た , 機械 語 の プロ グラ ム を 使っ た あ 
と , 他 の 作業 ( 別 の BASIC の プロ グラ ム を 使う と き な ど ) を 始め る 前 に , コー 
ルド スタ ー ト を 行っ て , メモ リ の イニ シャ ライ ズ を する こと を お 勧め し ま 
す 。 
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第 14 章 
ター ミナ ルモード 


この 章 で は , PC-8801MKI を ター ミナ ル と し て 使う 方 法 を 説明 し ます 。 
PC-8801MKI を ター ミナ ル と し て 使う こと に よっ て , 遠く 離れ た コン 
ピュー タ と の や り と り , 別 の パー ソナ ルコ ンピュータ と の ネッ トワ ー ク , 
電話 回 線 を 通し て 各種 の コン ピュ ー タ サー ビス を 受け た り , な ど 幅 広い 応 
用 が で きま す 。 

PC-8801MKIHI は , ター ミナ ル 用 の イン タフ ェ ー ス と し て , 
RS-232C 規 格 の 1 インタ フェー ス を 持っ て いま す 。RS-232C 規 格 は EIA 
(Electronic Industries Association) で 規定 され た , シリ アル デー タ の イ 
ンタ フェ ー ス 規格 で , 日 本 で も JIS C6361-71 と し て 制定 され て いま す 。 
RS-232C 規 格 は ター ミナ ル 用 の イン タフ ェ ー ス の 他 に , いろ いろ な 1I/ 
O 機 器 の イン タフ ェ ー ス と し て 採用 され て いま す 。 


PC-8801MKII と 他 の コン ピュ ー タ と を 接続 する 場合 は , 接続 する 
コン ピュ ー タ の 仕様 を 十分 に 調べ た 上 で 御 使用 くだ さい 。 
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14.1 ター ミナ ルモード へ の 切り 換え 


PC-8801MKII を , 他 の コン ピュ ー タ (以後 , ホス ト ・ コ ンピュータ と 呼 
び ま す 。) の 端末 と し て , 送ら れ て きた デー タ を 表示 する 場合 は ,。 ター ミナ 
ル ・ モ ー ド で の 使用 が 適し て いま す 。 


ww 一 CGNU 


PC 一 8801MKII 





PC-8801MKI を , ター ミナ ルモード に する に は , 次 の 3 つの 方 法 が あ 
り ま す 。 
1. Nss-BASIC モ ー ド (また は , NssDISK-BASIC モ ー ド ) か ら term 文 を 入力 
し ます 。 
2. Nss-BASIC モ ー ド (また は , NssDISK-BASIC モ ー ド ) か ら new on 文 を 入 
力 し ます 。 (詳しく は , BASIC REFERENCE MANUAL を 参照 し て くだ 
さい 。) 
PC-8801MKI 本 体 前 部 の ディ ッ プ スイ ッ チ を ター ミナ ルモード に 
設定 し て か ら , 電源 を 「ON」 に し ます 。 
PC-8801MKHI を ター ミナ ルモード で し か 使用 し な い 場 合 は , 3 の 方 法 
が 便利 で し ょ う 。 


2 
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14.1.1 ボー レー ト の 設定 


PC-8801MKI 本 体 前 部 の ジャ ン パ スイ ッ チ に より , ボー レー ト ( 伝 送 速 
度 ) を 切り 替え る こと が で きま す 。 出荷 時 は 9600 ボ ー に セッ ト さ れ て いま 
すか ら , ホス トコ ンピュータ の 仕様 に 合わ せ て 設定 し て くだ さい 。 





ーー RS-232C 本 


ロロ ロロ ロロ ロロ 


ロロ ロロ ロロ ロロ 





1 2 3 4 5 6 7 8 
注意 


スイ ッ チ 1 ュ 一 8 は , この 中 の どれ か 1 つ を 選択 し ます 。 2 個 以上 を 
同時 に 選択 し な いで くだ さい 。 
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14.1.2 term 文 を 使用 し て ター ミナ ルモード に 
切り 換え る 方 法 


Nss-BASIC ま た は , NssDISK-BASIC を スタ ー ト させ , 次 の term 文 を 入力 し 
ます 。 ま た , ター ミナ ルモード か ら 抜 ける と き は [SHIFT] [STOP) を 入力 
し ます 。 各 パラ メー タ は 大 文字 を 使用 し て 下さ い 。 

term “com: < パリ ティ >〉>< ビ ッ ト 長 >〉〈 ス トッ プ ・ ビ ッ ト >〉 く <X パ ラメ ー 
タ >〈S パラ メー タ >〉” [, [< 通信 モー ド >〕 〔(, < スタ ッ ク 
長 〉]〕 
〈 バ リティ 〉 : パリ ティ チェ ッ ク の 指示 を 行い ます 。 
偶数 パリ ティ (even parity) tt E 
奇数 パリ ティ (odd parity) 。 。  ……t…… 0 
パリ ティ チェ ッ ク な し (non parity ) Ao183a N 


< ビッ ト 長 〉> : デー タ の ビッ ト 長 を 表し ます 。 


<〈 ス トップ ・ ビ ッ ト 〉 : スト ッ プ ・ ビ ッ ト の 長 さ を 表し ます 。 


1 ビット …… 1 
1.5 ピ ッ ト …… 2 
2 ピッ ト …… 3 
<〈X パ ラメ ー タ > : XX パラ メー タ の 有効 , 無効 の 切換 え を 行い ます 。 
義 mm X パ ラメ ー タ 有効 
省略 …… デ ィ ッ プ ・ ス イッ チ の 値 (「14.1.3」 参 
照 ) 
無効 so N 


「 パ ラメ ー タ 」 を 有効 に する と , PC-8801MKI 
の デー タ 転 送 用 バッ ファ の 4 分 の 3 まで デー タ が 
入る と , 自動 的 に ホス トコ ンピュータ に 
“CTRL-S" コ ー ド を 出力 し , デー タ 転 送 の 一 時 停 
止 を 要求 し , 4 分 の 1 に な る と “CTRL-Q” を 出力 
し て 転送 の 再開 を 要求 し ます 。 
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<〈S パラ メー タ 〉 : S パラメータ の 有効 , 無効 の 切り 換え を 行い ます 。 


有効 9 S 

無効 … N 

省略 …… ディ ッ プ ・ ス イッ チ の 値 (「14.1.3」 参 
照 ) 


「S パラメータ 」 を 有効 に する と , 7 bit モ ー ド 
で カナ を 送受 信 す る こと が で きま す 。 つ まり , 
SO コー ド が くる と , それ 以後 の デ ゲー タ を カナ と 
みな し , SI コー ド が くる と , それ 以後 の デー タ を 
英 数 字 と みな し ます 。 


< 通信 モー ド >〉 : 全 二 重 , 半 二 重 の 指定 


全 二 重 …… F 
半 二 重 CC H 
省 略 …・ デ ィ ッ プス イッ チ の 値 (「14.1.3」 参 照 ) 


「 全 二 重 モ ー ド 」 で は , デー タ の 送信 , 受信 が 同 
時 に 行え ます 。「 半 二 重 モ ー ド 」 で は , 送信 , 受 
信 の どちら か が 行わ れ て いる 時 に は , 1 行 分 の 
デー タ の 送信 (受信 ) が 終る まで ("CR" コ ー ド が 来 
る まで ), 次 の 受信 (送信 ) は 行え を ませ ん 。 

< ス タック 長 〉 : タ ー ミ ナル モー ド で も , ホス トコ ンピュータ か ら 
送ら れ て きた BASIC の コマ ンド を 実行 する こと が 
で きま す が , その 時 , 使用 する 演算 スタ ッ ク の 大 
き さ を 指定 し ます 。 省 略す る と 1024 バ イト が 設定 
され ます 。 


term “com:E72X", H 


偶数 パリ ティ , デ ー タ 長 7 ビッ ト , ス トッ プ ビ ッ ト 1.5 ビ ッ ト ,X パ ラメ ー 
タ 有 効 , 半 二 重 モ ー ド の ター ミナ ルモード に な り ま す 。 


term 文 の パラ メー タ は 次 の よう に 省略 する こと が で きま す 。 
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term “com:" 
term “へ ” 
この 場合 は , 各 パ ラメ ー タ と も ディ ッ プ ・ ス イッ チ の 値 も し く は , 標準 
値 ( ス タッ ク 長 ) が セッ ト さ れ ま す 。 
ター ミナ ルモード に な っ て いる PC-8801MKHI か ら ホ スト コン ピュ ー タ に 
Break 信 号 を 送る 場合 は , キー を 入力 し ます 。 


14.1.3 ディ ッ プ スイ ッ チ で ター ミナ ルモード へ 
切り 換え る 方 法 
(1) まず , PC-8801MKII お よび , 周辺 機器 の 電源 を 「OFF」 に し ます 。 
(2) PC-8801MKI 前面 の ディ ッ プ スイ ッ チ SW 1 の 1 を 「OFF」( 下 向き ) 
に し , 2 を 「ON」( 上 向き ) に し ます 。 
SW1 SW2 


KKTE 
| 抽 計 【 
JLHLILjL」L」 Ll 


412 34 56.7 8」 





S パ パラ メー タ が 無効 
DEL コー ド を 無視 する 。 
パリ ティ チェ ッ ク 有 り パリ ティ チェ ッ ク 無 し 
偶数 パリ ティ 奇数 パリ ティ 
デー タ 長 が 8 ビッ ト デー タク 長 が 7 ビッ ト 




















スト ッ プ ビッ ト が 2 ビッ ト | ス トッ プ ビ ッ ト が 1 ビッ ト 





X パラメータ が 有効 え パ ラメ ー タ が 無効 








(4) 各 装 置 の 電源 を 「ON」 に し ます 。 こ れ で 最初 か ら タ ー ミ ナル モー 
ド が スタ ー ト し ます 。 
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偶数 パリ ティ , 8 ビッ ト 長 , スト ッ プ ビッ ト 長 が 2 ビッ ト , X パ ラ 
メー タ 有 効 , S パ ラメ ー タ 有効 , 半 二 重 モ ー ド に 設定 する 場合 。 
(term “com : E83XS", HH と 同じ で す 。) 

SW1 


59060 


ディ ッ プ スイ ッ チ で ター ミナ ルモード に 入っ た 場合 も , 
で , ター ミナ ルモード か ら 抜 け 出す こと が で きま す 。 


14.2 ター ミナ ルモード の 機能 
14.2.1 ファ ンク ショ ン キ ー 


Ns-BASIC(NssDISK-BASIC) の ター ミナ ルモード に な っ た と き , ファ ンク 
ショ ン キ ー の f・6 一 f・10 は 次 の よう に 定義 S れ て いま す 。 
f・6 literal 

この キー を 入力 する と , コン トロ ー ル コー ド が 実行 され ず , 文字 と し 
て 表示 され ます 。 た だ し , リタ ー ン と ライ ン フ ィ ー ド は , 実行 され ます 。 
f・7 half/full 

全 二 重 , 半 二 重 の 切り 換え を 行い ます 。 初期 状 態 は パラ メー タ ま た は 
ディ ッ プ ・ ス イッ チ で セッ ト さ れ て いま す 。 
f・8 LPT enable 

画面 へ の 出力 を プリ ンタ へ も 出力 し ます 。 もう一度 入力 する と 出力 を 
停止 し ます 。 初期 状態 は 出力 し な い モ ー ド に セッ ト さ れ て いま す 。 
f・9 copy buffer 

画面 以外 の バッ ファ の 内 容 を プリ ンタ へ 出力 し ます 。 
f・10 LPT feed 

プリ ンタ に 1 行 フ ィ ー ド する コー ド を 出力 し ます 。 
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f・1 一 f・5 は, ター ミナ ルモード に な る 前 に , BASIC モ ー ド で 定義 さ 
れ た も の に な り ま す 。 


14.2.2 スペ シャ ル ・ エ スケ ー プ ・ シ ー ケ ンス 


ター ミナ ルモード に 切り 換え た 場合 は BASIC の モー ド か ら 抜 け 出 て し 
まい ます が , < スペ シャ ル ・ エ スケ ー プ ・ シ ー ケ ンス >〉 を 利用 すれ ば , 
BASIC の 命令 を 実行 で きま す 。 

< スペ シャ ル ・ エ スケ ー プ ・ シ ー ケ ンス 〉 は , ホス トコ ンピュータ か ら 
後に 示す よう な エス ケー プ コ ー ド を 送る こと に より , ター ミナ ルモード の 
PC-8801MKI に 接続 され て いる ディ スプ レイ の 画面 の 表示 桁 数 を 変え た 
り , 文字 の 色 を 変え る こと が で きま す 。 ま た , BASIC の 命令 を 実行 する だ 
け で な く , プリ ンタ へ の エコ ー バ ッ ク の 切換 えな ども , この 機能 を 用 いれ 
ば 簡単 に 行え ます 。 次 に 個別 の 機能 を 説明 し ます 。 


(1) ESC@ ・ プリ ンタ へ の 出力 (エコ ー バ ッ ク ) を 開 
始 し ます 。 

(2) ESC A ・ プリ ンタ へ の 出力 (エコ ー バ ッ ク ) を 解 
除 し ます 。 

(3) ESC" ・ PC-8801MKI の キー 入力 を 有効 に し ま 
ま ら 

(4) ESC## ・ PC-8801MKI の キー 入力 を 無効 に し ま 
まぁ 

(5) ESC! : ホス トコ ンピュータ へ ID コー ド を 出力 
し ます 。 

(6) ESC* ・ 現在 スク ロー ル さ れ て いる 範囲 を クリ 
ア し ます 。 

(7) ESC Y ・ 現在 の カー ソル 位置 か ら ス クロ ー ル さ 
れ て いる 最 下 位 行 ま で を クリ ア し ま 
和 まぁ 

(8) ESC^ :・ ター ミナ ル の イニ シャ ライ ズ を 行い ま 


す 。(term コ マン ド を 実行 し た 直後 と 
同じ 状態 に し ます 。) 
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(9) ESC= <X-pos> 
く Y-pos> 


(0 ESCT 


(1 ESC> BASIC 
STATEMENT 


(2 ESC . BASIC 
STATEMENT 

(3 ESC <BASIC 
STATEMENT 


カー ソル 位置 を 指定 し ます 。 (20qs) 
の バイ アス が か か り ま す 。) 
カー ソル の 位置 を (3, 8 ) に 移 
動 さ せる に は , 
3 23ne) 三 ' 六 
8 28(ne) 三 'C" 
で すか ら , 
ESC= テ #C 
と し ます 。 


現在 カー ソル が ある 行 を 1 行 消去 し ま 
す 。 

BASIC ス テー トメ ント を 実行 し ます 。 
BASIC の 実行 結果 は , ター ミナ ル と 
な っ て いる PC-8801MKII 側 に 表示 され 
ます 。 


・ BASIC ス テー トメ ント を 実行 し ます 。 


た だ し , 実行 結果 は 表示 され ませ ん 。 


・ BASIC ス テー トメ ント を 実行 し ます 。 


実行 結果 の 表示 は ホス トコ ンピュータ 
側 だ け で す 。 
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14.2.3 リモ ー ト ・BASIC・ プ ロト コル 


「14.2.2 スペ シャ ル ・ エ スケ ー プ ・ シ ー ケ ンス 」 で 説明 し た 機能 の 中 で , 
Q⑪) ESC>BASIC STATEMENT 
ESC . BASIC STATEMENT 


3 ESC ぐ BASIC STATEMENT 


人 で 
さ > 


W 


の 3 つ を 「 リ モー ト ・BASIC・ プ ロト コル (remote BASIC protocol)」 と 言い 
ます 。 こ れ は , ホス トコ ンピュータ か ら , ター ミナ ル と な っ て いる 
PC-8801MKII の BASIC の 機能 が 利用 で きる よう に な っ て いま す 。 た だ し , 
この 機能 に は いく つか の 制約 が あり ます 。 


(i) 使用 で き な い BASIC ス テー トメ ント 
リモ ー ト BASIC・ プ ロト コル で は , メモ リ 内 に プロ グラ ム を 作成 し 
た り , メモ リ 内 の プロ グラ ム の 変更 , 削除 は 行え を ませ ん 。 ま た , メモ 
リ 内 の 変数 エリ ア を 直接 扱う , ステ ー ト メン ト ( 例 えば , fre( 0 ), 
clear, erase な ご ) も 実行 で きま せん 。 さ ら に , 同じ バッ ファ を 使っ て 入 
出力 を 行う ファ イル を OPEN させ る こと は で きま せん 。(com:, cas:) 
(⑪) 実行 結果 の 表示 
print 文 や print using 文 な ど 実 行 結果 を 画面 に 表示 させ る 命令 で は , 
表示 を ター ミナ ル 側 に 行う か , ホス トコ ンピュータ 側 で 行う か を 選択 
で きま す 。 す な わ ち エス ケー プ コ ー ド (ESC) の 後 の 符号 ( ン . < ぐ ) に よっ 
て 指定 で きる わけ で す 。 し か し , グラ フィ ッ ク 命 令 は , この 符号 の 指 
定 に か か わら ず , 必ず ター ミナ ル と な っ て いる PC-8801MKI に 接続 さ 
れ て いる ディ スプ レイ に 実行 結果 を 表示 し ます 。 
(⑪) 使用 変数 の 制限 
リモ ー ト ・BASIC・ プ ロト コル で は , 使用 で きる 変数 エリ ア が 定 っ 
て いま す 。 ま た , 一 度 使用 する と その エリ ア は 二度と 別 の 変数 に は 使 
えま せん か ら , 多く の 変数 に 値 を 代入 し て いく と , 途中 で 代入 で き な 
く な っ て し まい ます 。 リ モー ト ・BASIC・ プ ロト コル で 使用 する 変数 
は , 必要 最小 限 に と ど め て くだ さい 。 
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リモ ー ト ・BASIC・ プ ロト コル の 利用 例 
・ タ ー ミ ナル に グラ フ を 表示 させ る 。 
ESCscreen0,0 
ESC シ circle(100, 50), 100,7 
ESC> a 三 100 : b 三 100 : c 三 200 : d 三 50 
ESC と line(100,50) 一 (a, b), 7 
ESC>>Iine(100,50) 一 (c, d), 7 
ESC シ paint(120, 70), 1 , 7 
の よう に ホス トコ ンピュータ か ら コ ー ド を 送る と , ター ミナ ル に 鮮 
や か な グラ フ が 簡単 に 表示 で きま す 。 
・ NssDISK 一 BASIC か ら タ ー ミ ナル モー ド に 入っ た 場合 
ESCopen “2 :TEST 1 ” for output as 1 
ESCprint 半 1,100 
の よう に , ター ミナ ル に な っ て いる PC-8801MKII に 接続 され て いる 
フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク に デー タ を セー ブ で きま す 。 


14 一 11 


14.3 N-BASIC の ター ミナ ルモード 


(1) N-BASIC に お ける ター ミナ ルモード の 基本 動作 
(1) RS-232C と ポー ト か ら 入 力 し た 文字 を ディ スプ レイ に 表示 し ます 。 
(0 キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た 文字 を RS-232C ポ ー ト に 出力 し ま 
す 。 
N-BASIC か ら , ター ミナ ルモード に 入る に は , 次 の 命令 を 実行 し ます 。 


























a 0 0 0 
term リ 1 リ リ 
j 2 1 1 
ここ 1 の 
0 テニ オート L/ F を し な い 
NR MI 0 
0 テニ ボ ー レ ー ト ファ クタ 64 
デパ リティ ビッ ト を つけ な い 
| 1 = 奇数 パリ ティ 
2 = 偶数 パリ ティ 
| 三 8bit モ ー ド 
7bit モ ー ド 


ボー レー ト フ ァ ク タ と は ん PD8251 の ボー レー ト フ ァ ク タ そ の も の 
で す 。 オ ー ト L/F を 指定 する と , CR コー ド を 受信 し た と き に , 自動 的 
に 改行 も 行い ます 。 
(2) ター ミナ ルモード で の ファ ンク ショ ン キ ー 
ター ミナ ルモード で は , ファ ンク ショ ン キ ー 6 一 10 は , 以下 の よう 
に 特別 な 意味 を 持っ て いま す 。 
f・6 : コ ント ロー ルコ ー ド の 表示 を する か 否 か 
・7 : 半 二 重 / 全 二 重 の 切り 換え 
・8 :LP に 出力 する か どう か 
・9 : スク リー ン の LP へ の コピ ー( ペ ー ジ プリ ント ) 
・10 : LP の ライ ン フ ィ ー ド を 行う 。 
これ ら の うち , f・6 一 f・8 は 押す た びに 現在 と 逆 の 状態 に か わり 


エト ュー エト ニー エト ロー トロ 
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ます 。 (すなわち , 2 回 押す と も と に 戻り ます 。) 

ター ミナ ルモード に は いっ た 直後 は , f・6 一 #・8 は , それ ぞ れ 次 
の 状態 に な っ て いま す 。 
f・6 : コ ント ロー ルコ ー ド を 表示 し な い 
f・7 : 全 二 重 ( オ ー ト エコ ー し な い ) 
f・8 :LP に 出力 し な い 。 

ター ミナ ルモード か ら , N-BASIC に も どる に は , GRPH-B( 但 RPH キ ー 
を 押し な が ら B を 押す ) を 使い ます 。 タ ー ミ ナル モー ド に 入っ て も 
BASIC プ ログ ラム は こわ れ ま せん 。 
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第 15 草 


拡張 命令 


15.1 拡張 命令 パッ ケー ジ 


15.1.1 概 要 


拡張 命令 パッ ケー ジ は , NasDISK-BASIC (Ns-BASIC) に ター トル グラ 
フィ ッ ク 機 能 , サウ ンド 機能 な ど を 追加 する ユー ティ リティ プロ グラ ム で 
す 。 
この ユー ティ リティ プロ グラ ム を 使う こと に より , 以下 の 命令 が 使え る 
よう に な り ま す 。 
(1) CMD TURTLE 
LOGO ラ イク な ター トル グラ フィ ッ ク 機 能 を 実現 する ステ ー ト メン 
ト 
(2) CMD SING 
本 体内 蔵 ス ビー カ を 利用 し て 音楽 を 演奏 する ステ ー ト メン ト 
(3) CMD CLS 
高速 画面 クリ アス テー トメ ント 
(4) CMD TEXT ON/OFF 
テキ スト 画面 の ON/OFF を 制御 する ステ ー ト メン ト 
(5) CMD CUT 
拡張 命令 パッ ケー ジ を 切り 離し , 専有 し て いた エリ ア を フリ ー エ リ 
ア と し て 開放 する 





拡張 命令 パッ ケー ジ は , 機種 に よっ て , 次 の 2 つの も の が 用 意 さ れ て い 
まず 。 
(1) ディ スク 版 拡張 命令 パッ ケー ジ (model 20, model 30 ) 
本 体 添付 の 「NsDISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 」 の 中 に 入っ て いま す 。 
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拡張 命令 パッ ケー ジ は , 以下 の 2 つの ファ イル で す 。 
“ @load. n88"…BASIC フ ァイル 
“@exst* " … 機 械 語 フ ァイル 
(2) カセ ッ ト 版 拡張 命令 パッ ケー ジ (model 10 ) 
本 体 添付 の 「 カ セッ ト テ ー プ 」 の 中 に 入っ て いま す 。( B 面 ) カ セッ 
ト 版 は , 以下 の 1 つの ファ イル で す 。 
“@exst…BASIC フ ァイル 


15.1.2 拡張 命令 の 追加 


NssDISK-BASIC(Nss-BASIC) に 拡張 命令 を 追加 する に は , 次 の 手順 で 行い 
ます 。 
・ デ ィ ス ク 版 拡張 命令 パッ ケー ジ 
(1) NssDISK-BASIC を 起動 し ます 。 
(2) 拡張 命令 パッ ケー ジ の 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を ドラ イブ 番 
号 1 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ に セッ ト し ます 。 
(3) “@1oad. n88" を ロー ド し ます 。 
load “@load. n88" 
(4) プロ グラ ム を 実行 し ます 。 
run [| 
これ に より , 機械 語 フ ァイル が ロー ド さ れ , 拡張 命令 の 初期 化 が 行 
われ ます 。 


(5) 次 の よう に 表示 され れ ば 終了 で す 。 


The following statements are available. 
1. CMD TURTLE 


2. CMD SING 
3. CMD CLS 
4. CMD TEXT ON/OFF 
5. CMD CUT 
Please enjoy new features. 
Ok 
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・ カ セッ ト 版 拡張 命令 パッ ケー ジ 
(1) Nss-BASIC を 起動 し ます 。 
(2) 本 体 添付 (model 10 ) の カセ ッ ト テ ー プ か ら , プロ グラ ム を ロー ド し 
ます 。 
load “cas2 :@exst" 
(3) プロ グラ ム を 実行 し ます 。 
run [| 
(4) 次 の よう に 表示 され れ ば 終了 で す 。 
The following statements are available. 
1. CMD TURTLE 
2. CMD SING 
3. CMD CLS 
4. CMD TEXT ON/OFF 
5. CMD CUT 
Please enjoy new featureS. 


Ok 
(5) これ で , Nss-BASIC が 拡張 され , cmd 命 令 が 使え る よう に な り ま す 。 


15.1.3 拡張 命令 の 使用 上 の 注意 


(1) 拡張 命令 の 使用 エリ ア 
拡張 命令 の 処理 ルー チン は , RAM 上 に ロー ド さ れ ま す 。 
拡張 命令 を 追加 し た 場合 の メモ リマ ッ プ は , 次 の と お り で す 。 


の 
拡張 命令 処理 ルー チ 
ノ | 


ファ イル バッ ファ 
(NssDISK-BASIC ) 


し た が っ て , この 場合 は , DCOOH 番 地 か ら , ES5FFH 番 地 を 使う こ 


FFFF 






E600 





DC00 





XXXX 
(不定 ) 
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と は で き な く な り ま す 。 特に, 機械 語 を 使っ た プロ グラ ム を 実行 する 
と き は 注意 が 必要 で す 。 
(2) ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 
拡張 命令 の 中 で , CMD SING を 使う 場合 は ディ ッ プ スイ ッ チ を 次 
の よう に 設定 し て くだ さい 。 





も し , ディ ッ プ スイ ッ チ 1 - 8 が ON に な っ て いる と , CMD SINC を 
実行 し て も 音 が 出 な く な り ま す 。 
(3) ウォ ー ム スタ ー ト 
拡張 命令 パッ ケー ジ が 追加 され た 状態 で ウォ ー ム スタ ー ト を 行わ な い 
で くだ さい 。 ウ ォ ー ム スタ ー ト を 行っ た 後 の 拡張 命令 の 動作 は 保障 さ 
れ ま せん 。 


15.2 拡張 命令 の 各 機 能 


15.2.1 ター トル グラ フィ ッ ク 検 能 


AB 
の PC-8801MKIHI で は 新しく ター トル グラ フィ ッ ク 機 能 が 追加 され より 簡単 
に 速く 描け る よう に な っ て いま す 。 

画面 に 現われ る 小さ な 三角 形 を ター トル ( 亀 と いう 意味 ) と 呼び ます 。 そ 
の ター トル を 前 後に 進め た り , 向き を 変え る こと に よっ て 図形 を 描い て い 
きま す 。 タートル を 動か す 場 合 は サブ コマ ンド スト リン グ を 用 いま す 。 サ 
ブ コ マン ド の 詳し い 説 明 は 「BASIC REFERENCE MANUAL 」 を 参照 
し て 下さ い 。 

ター トル を 実際 に 動か す 前 に , ター トル を 画面 の 中 央 に 表示 させ る た め , 
次 の よう に タイ プ し その あと に リタ ー ン キー を 押し て 下さ い 。 

POINT(320, 100) 

“OK”" が 表示 され た ら , ター トル を 画面 中 央 に 設定 する 準備 が 出来 た こ 

に な り ま す 。 上 記 の 動作 を せ す に タ IN 
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ター トル が 表示 され な いこ と が あり ます 。 POINT 命 令 に つい て は 「BASIC 
REFERENCE MANUAL 」 を 参照 し て 下さ い 。 

ター トル を 動か す に は CMD TURTLE 命 令 を 使い ます 。 CMD へ TURTLE を 
タイ プ し た あと に ダブ ルク ォ ー テ ーション (”) を タイ プ し ます 。([SHIFT) 
キー を 押し な が ら 匠 ] を 押し て 下さ い 。) そ の あと に サブ コマ ンド で ター ト 
ル の 動き を 指定 し て ダブ ルク ォ ー テ ーション で 閉じ ます 。 リ ター ン キ ー を 
押す と ター トル は あな た の 指定 し た 通り に 動き ます 。 次 に いく つか の サブ 
コマ ンド を 使っ て ター トル を 動か し た 例 を あげ まし ょ う 。 


CMD TURTLE “ST" 





ター トル を 画面 に 表示 し ます 。 


CMD TURTLE “"FD50" 





50 ス テッ プ 前 に 進め ます 。 
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CMD TURTLE “RT90" 





右 へ 90 度 回 転 さ せま す 。 


CMD TURTLE “FD100LT45”" 





100 ス テッ プ 前 進 し 左 へ 45 度 回 転 さ せま す 。 


CMD TURTLE “BK50HD0" 





50 ス テッ プ 後 退 し ター トル を 0 度 の 方 向 に 向け ます 。 
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CMD TURTLE “PUFD30”" 





ター トル の ペン を 上 げ 30 ステ ッ プ 前 進 さ せま す 。 軌跡 は 残し ませ ん 。 


CMD TURTLE “PDPC5FD30" 





ター トル の ペン を 下げ 色 を 水色 に 指定 し 30 ス テッ プ 前 進 さ せま す 。 


CMD TURTLE “HT” 





ター トル を 消し ます 。 
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上 記 の 他 に も 次 に 示し た サブ コマ ンド を 使用 し て ター トル を 動か すこ と 
が で きま す 。 
CMD TURTLE “MV320, 100" 
ター トル を スク リー ン 座 標 の XX 方 向 320, Y 方 向 100 に 移動 させ ます 。 


CMD TURTLE “SX400” 
ター トル を スク リー ン 座 標 の XX 方 向 400 に 移動 させ ます 。 


CMD TURTLE “SY150“ 
ター トル を スク リー ン 座 標 の Y 方 向 150 に 移動 させ ます 。 


CMD TURTLE “CP1" 
640X200 モ ー ド で 双方 向 の 補正 を し ます 。CP 1 の 場合 CMD TURTLE 
“RP 4 [FD50RT90]” を 実行 さき せる と 正方 形 を 作り ます が CR0 の 場合 正 
方 形 に は な り ませ ん 。 初期 状態 は CP1 と な っ て いま す 。 


ター トル を 動か す 前 に POINT 命 令 で ター トル を 画面 中 央 に 表示 させ る 準 
備 を 行い まし た が CMD TURTLE 命 令 を 使っ て も 同様 に 出来 ます 。 


CMD TURTLE “PUMV320, 100PD” 


傘 に RP サ ブ コ マン ド を 使っ て 図形 を 描い た 例 を あげ ます 。 そ の 前 に 画 
面 を クリ ア し て 下さ い 。 方 法 は CMD へ CLS へ 2 と タイ プ し て リタ ー ン キー 
を 押し ます 。 こ こ で 注意 し て いた だ きた い の で す が 他 の グラ フィ ッ ク 命 令 
(た と えば CMD CLS 2 等 ) を 実行 する 時 は 必ず ター トル を 消し て か ら 行 
う よ う に し て 下さ い 。 タ ー ト ル を 表示 させ た まま で 他 の グラ フィ ッ ク 命 令 
を 実行 し 再び CMD TURTLE 文 を 実行 する と ゴミ が で る こと が あり ます 。 
注意 し て 下さ い 。 

RP サ プ コ マン ド は [……] の 中 の サブ コマ ンド を 指定 し た 回 数 を 繰り 
返し て ター トル に 図形 を 描か せま す 。 次 に 簡単 な 例 を あげ ます 。 
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CMD TURTLE “RP 4 [FD50RT90]” 





ター トル を 50 ス テッ プ 前 進 さ せ 右 に 90 度 回 転 さ せる 動作 を 4 
回 繰り 返す と 上 の 図 の よう な 正方 形 が で きま す 。 


上 の 例 を 応用 し て も う 少 し 複雑 な 図形 を 描い て み ま し ょ う 。 


CMD TURTLE “RP18 [ RP 4 [FD50RT90 ] RT20]" 





ター トル を 50 ス テッ プ 前 進 さ せ 右 に 90 度 回 転 さ せる 動作 を 4 
回 繰り 返し 正方 形 を 描い た あと , 右 に 20 度 ずつ 回 転 き せな が ら , 
正方 形 を 描く 動作 を 18 回 繰り 返し ます 。 


RP サ プ コ マン ド に お いて ネス ティ ング ([ ] の 中 に また [ ] を 入れ る こ 
と ) は 8 レベ ル ま で で きま す 。 


CMD TURTLE 命 令 は 直線 だ け で な く 円 や 曲線 も 描く こと が で きま す 。 
円 の 場合 を 例 に と っ て み ま し ょ う 。 
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CMD TURTLE “RP60 [RT6FD5 」 " 





ター トル を 右 に 6 度 回 転 さ せ 5 ステ ッ プ 前 進 さ きせ て いく 動作 
を 60 回 繰り 返す と 円 が 出来 上 が り ま す 。 6 度 X60 回 =360 度 。 
ゆえ に ター トル は 1 回転 し た こと に な り ま す 。 


上 記 の 例 で 半 円 を 作る な ら 繰 り 返 し の 回 数 を 30 回 に する と ター トル は 
180 度 回 転 し 半 円 と な り ま すし , また 攻 円 を 作る な ら さ ら に 回 数 を 減ら し 
て 15 回 に すれ ば ター トル は 90 度 回 転 し て 婦 円 を 作る わけ で す 。 

繰り 返し の 回 数 を 変化 させ ず , RT の パラ メー タ を 変化 させ る こと に よっ 
て も 半 円 が 出来 ます 。 

円 の 大 き さ を 変え た けれ ば FD の パラ メー タ を 変え れ ば よい わけ で す 。 
パラ メー タ は に 変数 名 を 使用 し た 場合 の み 倍 精度 実数 型 ま で 扱え ます が 
小数 点 第 1 位 で 四捨五入 され ます 。 変数 名 を 使用 し な い 時 は 整数 型 を 用 い 

て 下さ い 。 扱 える 数 値 の 範囲 は ー32768 一 十 32767 で す 。 

以上 , ター トル グラ フィ ッ ク 機 能 の 扱い 方 に つい て 簡単 に 説明 し て きま 
し た 。 タ ー ト ル グ ラ フ ィ ッ ク 機 能 だ け を 使っ て 図形 を 描い て も 楽し め ま す 
が 他 の グラ フィ ッ ク 命 令 と 一 緒 に 使っ た り , また sin, cos 等 の 関数 と 組み 
合わ せ た り すれ ば , 一 層 楽 し め る こと で し ょ う 。 


_ 劉 ST コマ ンド を 使っ て ター トル を 表示 させ た 状態 で , 他 の グラ 
oo フィ ッ ク 命 令 (CLS 2 ) な ど を 使う と , 次 に CMD TURTLE を 実 
行 し た 際 。 ゴミ が 出る こと が あり ます 。CMD TURTLE と 他 の 
グラ フィ ッ ク 命 令 を 混ぜ て 使う 場合 は , HT コ マン ド で ター ト 
ル を 消し て 使う よう に し て くだ さい 。 
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15.2.2 サウ ンド 機能 


PC-8801MKI に は 新しい 機能 が 2 つ あ り ま す 。 1 つ は 前 項 に 書か れ て い 
る ター トル グラ フィ ッ ク 機 能 で あり も う 1 つ は これ か ら 説 明 す る サウ ンド 
機能 で す 。 

PC-8801 で は ユー ザー が ゲー ム プ ログ ラム を 作成 し 装飾 音 を 挿入 し よう 
と 考え て も BEEP 音 し か 使用 で きま せん で し た 。PC-8801MKII で は ゲー ム 
プロ グラ ム に サウ ンド 機能 を 追加 する こと に よっ て 装飾 音 を 取り 入れ ゲー 
ム を より 効果 的 に 演出 する こと が で きま す 。 

また 音楽 は 好き だ が 楽器 は 苦手 と いう 方 で し た ら キ ー ボ ー ド 入力 を する 
だ け で 簡単 に 音楽 を 楽し め ま す 。 

音 は CMD SING 文 の サブ コマ ンド スト リン グ に よっ て 指定 し ます 。 こ の 
CMD SING 文 は 一 音 演奏 が 可能 で す 。 

音量 調節 は 本 体 前 面 右 下 の 扉 を 開け る と 左側 に 「VOLUME」 と 書か 
れ た つま み が あ り ま す 。 右 に まわ す と 音 が 大 きく な り 左 に まわ す と 音 
が 小さ く な り ま す 。 調節 する 時 は マイ ナス ドラ イ バ ー を 使用 し て 下さ 
い 。 

ここ で 簡単 に オク ター ブ , 音符 , 音符 と 休 符 の 長 さ の 設定 に つい て 説明 
し ます 。 

オク ター ブ を 設定 する サブ コマ ンド は 「On」 を 用 いま す 。 オ クタ ー ブ 
の 対応 は 次 の 通り で す 。 





音域 は 全部 で 4 オク ター ブ あ り ま す が 1 番 高い オク ター ブ の B『( シ キ ) 
は 音 が 出 ませ ん 。 

音符 は 「C, D, E, F, G, A, B」 で 指定 を し ます 。 ア ルフ ァ ベ ッ ト で は 
し に くい と いう 方 は 次 の 図 を 参照 し て 下さ い 。 
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C+ D 二 F+ G+ A+ 


MM 


E F GA B 


音 上 げ る 時 ( 后 ) は 十 , 半音 下げ る 時 ( Pb ) は ー を つけ ます 。 音符 の 長 さ 
は その あと て 指定 し ます 。 


「Ln」 で 音符 の 長 さ , 「Rn」 で 休 符 の 長 さ を 指定 し ます 。 長 さ の 対応 は 
次 の 通り に な り ま す 。 





n テ 1 nー2 nー4 n ニ 8 


- 」 」 ) か PP 


全音 符 2 分 音符 4 分 音符 8 分 音符 16 分 音符 32 分 音符 


3 , 7 7 
全休 符 2 分 休 待 4 分 休 符 8 分 休 符 16 分 休 符 32 分 休 待 


尚 サ ブ コ マン ド の 詳し い 説 明 は 「BASIC REFERENCE MANUAL」 に も 
掲載 され て いま す 。 そ ちら も 参照 し て 下さ い 。 

で は 実際 に 音 を 出し て み ま し ょ う 。CMDASINC と タイ プ し た あと に ダ 
プル クォーテーション (”") を タイ プ し ます 。( [SHIFT] キー を 押し な が ら 
陸 ]】 を 押し て 下さ い 。) サ ブ コ マン ド に よっ て 音 を 指定 し た あと , ダブ ルク ォ 
ー テ ーション で 閉じ ます 。 そ の あと に リタ ー ン キー を 押す と あな た の 指定 
し た 通り に 演奏 し て くれ ます 。 

簡単 な と ころ か ら 始 め ま し ょ う 。 


CMD SING “X 0 T10004L4CDE" 


新しく , 出 て きた サブ コマ ンド も 含め て 説明 し て いき まし ょ う 。「X 0 」 
で テキ スト 画面 の 表示 を 制御 し ます 。「X 0 」 の 場合 CMD SING 文 を 実行 し 
て いる 間 テ キス ト 画 面 は 表示 され ませ ん 。 た だ し グラ フィ ッ ク 画 面 は 「X 
0 」 の 場合 で も 表示 可能 で す 。「X 1 」 の 場合 は CMD SING 文 を 実行 し て い 


る 間 で も テキ スト 画面 の 表示 が 可能 E で す が 澄 ん だ 音 が 出 ま せん の で 注意 し 
て 下さ い 。 
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「 征 」 は テン ポ で す 。 上 記 の 場合 は 100 と 設定 し て あり ます 。 1 分 間 に 演 
奏する 4 分 音符 の 数 を 100 と し て テン ポ を 設定 し ます 。 

「0」 で オク ター ブ を 4 に 設定 し ます 。 音符 の 長 さ は L 4 で 指定 され て 
いる 通り に 4 分 音符 と な り ま す 。"CDE" は それ ぞ れ 4 分 音符 で 演奏 され ま 
す 。 音符 の あと に も 長 さ を 指定 する こと が で きま す 。 た と えば 上 記 の 条件 
で "CD 8 E" の 場合 ,“C” と “EE” は 4 分 音符 で 演 秦 され ます が “D” は 8 
分 音符 で 演奏 され ます 。 長 い 曲 を 演奏 する 時 は , よく 出 て くる 音符 の 長 さ 
を し サブ コマ ンド を 使っ て 最初 に 指定 し て お き , 違う 長 さ の 時 は 音符 の あ 
と に パラ メー タ を 使っ て 長 さ を 設定 する 方 法 が 便利 で し ょ う 。 

上 記 の 例 を 使っ て テン ポ を 変え た り ,。 オク ター ブ 音 符 の 長 さ を 変え る 
な ど し て , どの よう に 違っ て くる か 調べ て みて も よい で し ょ う 。 

テン ポ は 48 か ら 255 ま で , オク ター ブ は 3 から 6 まで, 音 の 長 さ は 1 か 
ら 32 ま で 演奏 が 可能 で す 。 次 は 少し 長め に 打ち 込ん で み ま し ょ う 。 


CMDSING“ X0T12005L8GF 十 GD4.04B4.AG 十 AO5E4. 
E4. DF 十 EEDCCO 4 BAB4.B4.B4.” 


ここ で 気 を つけ て いた だ きた いこ と は 最初 に 指定 し た オク ター ブ よ り 低 
い 音 ある い は 高い 音 が 出 て きた 場合 は , そこ で また オク ター プ ブ を 指定 し な 
けれ ば な ら な いと いう こと で す 。 上記 の 例 で 見 て いく と “B4.? の 前 に “04” 
と オク ター プ ブ が 指定 され て いま す 。 も し オク ター ブ を そこ で 指定 し 
な か っ た ら ど う で し ょ う 。“05” の 時 の B の 音 が 実行 され て し まい ます 。 
また ここ で 指定 され た “04" は 新た に オク ター ブ を 指定 し な い 限 り そ の 
あと に 続く 音符 全て に 実行 され ます 。“B4.AG+A” は “0O4” で 演奏 され 
ます が 次 に “05” と 指定 され て いま す の で その あと に 続く 音符 は "05" 
で 実行 され る こと に な り ま す 。 

“F 二 ” は F 半 の こと で す 。“4.” は 待 点 4 分 音符 ( 」.) の こと で す 。 

上 記 の 曲 を 知っ て いる 方 , ある い は 楽譜 を 持っ て いる 方 は 練習 の た め に 
続き を 打ち 込ん で みて 下さ い 。 そ の 時 は 行 番号 を つけ て プロ グラ ム モ ー ド 
の 形 で 打ち 込ん で いく と よい で し ょ う 。 

ここ で 先程 ダイ レク トモ ー ド ( 行 番号 を つけ な いで キー ボー ド か ら 入 力 
し た 命令 を すぐ に 実行 させ る こと 。 今 まで の 例 は ダイ レク トモ ー ド に よっ 
て 実行 させ て いま し た 。) で 打ち 込ん だ も の を 行 番号 を つけ て プロ グラ ム 
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モー ド に し て み ま し ょ う 。 
10 へ CMD へ SING “X0T12005L8" 
20 へ CMD へ SING “GF 寺 GD4.04B4.AG 十 AO 5E4. E4.” 
30 へ CMD へ SING “DF 十 EEDCCO 4 BAB 4.B4. B4.” 

お の お の の 行 が 入力 し 終わ っ た ら 必 ず リ ター ン キ ー を 押し て 下さ い 。 全 
て の 行 を 入力 し 終わ っ た ら “run” と タイ プ し て リタ ー ン キー を 押し て 下さ 
い 。 ダ イレ クト モー ド で 打ち 込ん だ 時 と 同様 に 演奏 され ます 。 

CMD SING 文 も CMD TURTLE 文 と 同様 に RP サ ブ コ マン ド が 使用 で きま 
す 。 

CMD SING “X0T20005L8RP3 [CEGE] C2" 

RP コ マン ド は [ ] の 中 の 音符 を 指定 し た 回 数 繰り 返し て 演奏 し ます 。 
この 場合 は “CEGE” を 3 回 繰り 返し 演奏 し ます 。 

CMD SING 文 で は パラ メー タ に 変数 名 を 使用 する こと も で きま す 。 倍 精 
度 実数 型 ま で 扱え ます が 小数 点 第 1 位 で 四捨五入 され ます 。 変数 名 を 用 い 
な い 時 は 整数 型 で 指定 し て 下さ い 。 

以上 , サウ ンド 機能 に つい て 説明 し て きま し た が , 長い 曲 等 を 打ち 込む 
場合 は READ 文 , DATA 文 等 を 使用 し て プロ グラ ム 文 を 作成 する と きれ い 
な ブロ グラ ム 文 が で きま す 。 


15.2.3 その 他 の 機能 


PC-8801MKII で は ター トル グラ フィ ッ ク 機 能 , サウ ンド 機能 の 他 に も う 
2 つ 機 能 を 持っ て いま す 。 そ れ ぞ れ に つい て 説明 し て いき まし ょ 2 う 。 
(1) CMD CLS 
現在 アク ティ ブ な 画面 , また は 指定 し た グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア 
し ます 。CLS 文 より 実行 速度 が 速く な り ま す 。 
書式 は 


CMD CLS [< 機能 >] 


で す 。 機能 に は 1 , 2 , 3 お よび 9 一 15 ま で の 値 を 入れ ます 。 
機能 を 省略 し た 場合 は CMD CLS 1 と みな され ます 。 
次 に それ ぞ れ の 働き を 説明 し ます 。 

1) テキ スト 画面 を クリ ア し ます 。 
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2) 現在 アク ティ ブ な グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア し ます 。 カ ラー モー 
ド に お いて は 現在 表示 され て いる 画面 が アク ティ ブ と な り ま す 。 白 
黒 モー ド に お いて は screen 文 の 第 3 パラ メー タ で 指定 され た 画面 が 
アク ティ ブ と な り ま す 。CLS 文 で は グラ フィ ッ ク 画 面 の ビュ ー ポ ー 
ト 内 の み を クリ ア し ます が CMD CLS 2 で は ビュ ー ポ ー ト は 無視 し 
て クリ ア さ れ ま す 。LP( 最 後に グラ フィ ッ ク 操 作 の 行わ れ た 座標 ) 
は 移動 し ませ ん 。 

3) テキ スト 画面 , グラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 を クリ ア し ます 。 

9 一 15) 指定 し た グラ フィ ッ ク 画 面 の み を クリ ア し ます 。 画面 が ア 
クティ ブ で あっ て も , ある い は な く て も 働き は 変わ り ま せん 。 

















CMD CLS 1 ある い は CMD CLS 3 が 実行 され た 時 , テキ スト 画面 で 
は console 文 に よっ て 指定 され た スク ロー ルウ ィ ン ド ウ 内 の み が ク リ 
ア さ れ ま す 。 

(2) CMD TEXT ON/OFF 

テキ スト 画面 の 表示 を 制御 し ます 。 

CMD TEXT ON の 場合 , テキ スト 画面 を 表示 し た まま , プロ グラ ム 
の 実行 を 行い ます 。 

CMD TEXT OFF の 場合 ., テキスト 画 面 の 表示 を 止め た まま , プロ 
グラ ム を 実行 し ます 。 そ れ に より 実行 速度 が アッ プ さ れ ま す 。 

た だ し コマ ンド 待ち に 戻る 前 (プロ グラ ム の 終了 時 , プロ グラ ム 中 
で の エラ ー 発 生 時 ) に は , 自動 的 に テキ スト 画面 が 表示 され ます 。 こ 
の 機能 は , CMD SING の サブ コマ ンド で も サポ ー ト され て いま す 。 
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注意 
テキ スト 画面 が カラ ー モ ー ド で グラ フィ ッ ク 画 面 が 白書 モー 
ド の と き , CMD TEXT OFF を 実行 する と グラ フィ ッ ク 画 面 も 
拉 之 ます 。 


15.2.4 拡張 命令 の 切り 離し 


拡張 命令 パッ ケー ジ を 追加 する と BASIC の フリ ー エ リア が 減少 し ます 。 
大 き な フ リー エリ ア を 必要 と する プロ グラ ム を 実行 する 場合 は , 拡張 命令 
パッ ケー ジ を 切り 離し て くだ さい 。 ま た , 機械 語 を 使っ た プロ グラ ム の 中 
に は , 拡張 命令 パッ ケー ジ と 同じ 番地 を 使っ て いる も の も あり ます の で , 
この よう な 場合 も 拡張 命令 パッ ケー ジ を 切り 離し て 使っ て くだ さい 。( デ ィ 
スク ユー ティ リティ プロ グラ ム も 含ま れ ま す 。) 

拡張 命令 パッ ケー ジ を 切り 離す 命令 と し て は , CMD CUT 文 が 用 意 さ れ 
て いま す 。 

この 命令 は , 拡張 命令 パッ ケー ジ を 切り 離し て , 専有 し て いた 領域 を フ 
リー エリ ア と し て 開放 する も の で す 。 

実行 の 方 法 は , ダイ レク トモ ー ド で , 

CMD CUT [| 

と 入力 し ます 。 

この 命令 を 実行 する と , CLEAR, &HE5FF も 同時 に 行なわ れ , 以後 
CMD ス テー トメ ント は 使用 で き な く な り ま す 。 
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付録 1 ハー ドウ ェ ア 概 要 
付録 1.1 機能 仕様 


(1) CPU 
メイ ン CPU 
z PD780C-1 4MHz 
サブ CPU 
PD780C-1( デ ィ ス ク ・ コ ント ロー ル ) 4MHz 
(2) ROM 
メイ ン 
N-BASIC お よび モニ タ 32K バ イト 
Nss-BASIC 40K バ イト 
スロ ッ ト 内 増設 可能 最大 56K バ イト 
( 8 K バ イト X 7 バン ク ) 
サブ 
ディ スク ・ コ ント ロー ル 用 2 K バ イト 
(3) RAM 
メイ ン 
ユー ザー ズ メ モリ 64K バ イト 
Nss-BASIC 動 作 時 
テキ スト エリ ア 32K バ イト 
変数 /・ ワ ー ク エリ ア ・ テ キス ト VRAM 31K バ イト 
グラ フィ ッ ク 用 VRAM 48K バ イト 
スロ ッ ト 内 増設 可能 32K 単 位 で バン ク 切 0 替え 
サブ 


ディ スク 入出 力 バ ッ フ ァ ・ ワ ー ク エリ ア 16K バ イト 
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(4) 表示 能力 
テキ スト 表示 
80 文 字 X25 行 , 80 文 字 X20 行 
40 文 字 X25 行 , 40 文 字 X20 行 
※ 上 記 の いずれ か を 選択 可 
リバ ー ス , ブリ ンク , シー クレ ッ ト ( キ ャ ラク タ 単 位 指定 可 ) 
カラ ー8 色 (キャ ラク タ 単 位 に 可能 ) 
グラ フィ ッ ク 表 示 
640X200 ド ッ ト 3 画面 
640X400 ド ッ ト 1 画面 (専用 高 解像度 ディ スプ レイ 使用 時 ) 
* 上 記 の いずれ か の 画面 を 選択 
画面 合成 可 ( グ ラフ ィ ッ ク , テキ スト 合成 ) 
カラ ー8 色 (キャ ラク タ 単 位 に 可能 ) 
カラ ー グ ラフ ィ ッ ク 表 示 
640X200 ド ッ ト 1 画面 
カラ ー8 色 (ドッ ト 単 位 に 指定 可 ) 
画面 合成 可 ( カ ラー グラ フィ ッ ク , テキ スト 合成 ) 
※ カ ラー グラ フィ ッ ク , グラ フィ ッ ク 表 示 は , Nss-BASIC 動 作 時 
バッ ク グ ラン ドカ ラー 
8 色 指 定 可 
ビデ オォ 出力 
RGJB セ パレ ー ト 出力 方 式 ( カ ラー) 
コン ボ ジ ッ トビ デオ 信号 出力 方 式 (輝度 変調 . モノ クロ ) 
家庭 用 T.V. (TV. ア ダ プ タ 経 由 ) に 接続 可 
2 画面 独立 表示 可 


(5) 漢字 ROM 
標準 実装 
文字 構成 ~16X16 ド ッ ト 
文字 種類 JIS 第 一 水準 の 漢字 (2965 字 ) 
非 漢字 ( 約 700 種 ) 
画面 構成 40 文 字 X20 行 (専用 高 解像度 ディ スプ レイ 使用 時 ) 
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(6) キー ボー ド 
JIS 標 準 配列 準拠 
テン キー, コン トロ ー ル キー, 5 ファ ンク ショ ン キ ー, キャ ピタ ル 
ロッ ク 可 , HELP キ ー, COPY キ ー 
セパ レー ト タ イ プ ( 本 体 と カー ルケ ー ブ ル に より 接続 ) 
(?) 拡張 用 スロ ッ ト 
3 スロ ッ ト (PC-8012, PC-8013, PC-8801, PC-8001mkI 上 位 コ 
ン パ チ ブ ル ) 
(8) オー ディ イオ カセ ッ ト イ ンタ フェ ー ス 
600 ボ ー/1200 ボ ー 
(9) 汎用 I/O 
入力 2 ビッ ト , 出力 3 ビッ ト , 割り 込み 1ch 
0 プリ ンタ イン タフ ェ ー ス 
パラ レル イン タフ ェ ー ス (セン トロ ニク ス 社 仕様 に 準拠 ) 
Q0 シリ アル イン タフ ェ ー ス 
RS-232C 規 格 に 準拠 。 割 り 込 み / ポ ー リ ング 制御 可 
75/150/300/600/1200/2400/4800/9600 ボ ー 
2 8 イン チ フ ロッ ピ ィ ディ スク イン タフ ェ ー ス 
本 体内 スロ ッ ト に 内 蔵 可 
(3 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
本 体内 に 実装 可 (最大 2 基 ) 
拡張 用 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク (FC-80S32 用 ) イ ンタ フェ ー ス 内 蔵 
(0 カレ ンダ 時 計 
Ni-Cd 電 池 で バッ クア ッ プ 
0⑯⑲ 電源 
AC100V よ 10%, 50/60Hz 消費 電力 46W(model 30 ) 
(⑯⑩ 使用 条件 
10-35 で , 20 一 80%( 但 し 結 路 し な いこ と ) 
(17 外形 寸法 ・ 重 量 
本 体 350(W )X345(D)x125(H)mm 9.5kg (model 30 ) 
キー ボー ド 412(W ) x195(D)x32(H)mm 1.4kg 
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プッ ツク タイ ヤグ ラム 


付録 1.2 


ES08-Od 


と ニキ ロン / キ ズ ャ 1 ル と 


コスコ そ テ 邊 秘 


rido 








MOH 











OZ と と 





AgL 一 入ら L 十 9 十 





と ー エ と 々 ズル と エコ 
イー ロゴ ズ ヒン と ムル と と と と 








1 ベロ と 





と すべ ロジ 











14 く ロ ン と 





> ル 9 OSv-eN olSva-N 
AVd MOd OH 
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付録 1.3 メモ リマ ッ プ 


PC-8801MKII の メモ リマ ッ プ は 次 の よう に な っ て いま す 。 


FFFFH VRAMO | VRAM | MRAMz 1 
16K バ イト | 6K バ イ N 6K バ イト eo 





RAM 
バイ ト | ROMS | て 計っ 」 フュ リ 
ROM1 | | ROM2 | 5K バ イト sk バイ ト !32 コ ンス 
32K 32K IRAM i 
バイ ト バイ ト I32K バ イト | 
0 
メイ ン CPU の メモ リマ ッ プ 
64K RAM 
FFFFHI 
! ll 
| 
83FFH| 
8000H, 
7FFFH ビー 
| 
| 
0 
NG 
Nss-BASIC で 使わ れる メモ リ 
FFFFH 
8000H 


0 


N-BASIC で 使わ れる メモ リ 


7FFFH て 
4000H 1 デーー 
0 つ K バ イト 
サブ CPU の メモ リマ ッ プ 
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WAIT 機能 の 説明 

PC-8801MK II で は CPU の M 1 サイ クル に 自動 的 に 1 WAIT が か か り ま 
す 。 

その た め ス ロッ ト に 増設 し た ROM に は , アク セス タイ ム 300ns 以 内 の 
も の を 使用 する こと が で きま す が , これ より も アク セス タイ ム の 遅い 
ROM を 使用 する 場合 に は CPU の メモ リリ ー ド サイ クル に 1 WAIT を 追 
加 す る こと が で きま す 。 
次 に その 方 法 を 示し ます 。 

① ディ ッ プ スイ ッ チ 1 の 7 を ON に する 。 

② スロ ッ ト の MWAIT 信 号 を LOW レベ ル に する 。 
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付録 1.4 VRAM 


PC-8801MKIIT に は , テキ スト VRAM と グラ フィ ッ ク 用 VRAM が あり ます 。 
テキ スト VRAM に は , CRT コ ント ロー ラ が 使用 され, PC-8001 と コン 
チ ブ ル と な っ て いま す 。 グラフィ ッ ク 用 VRAM は , 3 つの 使い 方 が で き 
ます 。(640 X200 ド ッ ト カ ラー, 640X200 ド ッ ト 白 黒 を 3 ペー ジ , 640x 
400 ド ッ ト 白 時 ) 

また , グラ フィ ッ ク 用 VRAM と テキ スト VRAM は 同時 に 表示 する こと が 
で きま す 。 . 

次 に 画面 と グラ フィ ッ ク 用 VRAM と の 対応 を 示し ます 。 

(1) 640X200 ド ッ ト カ ラー 


グラ フィ ッ ク 用 VRAM の 構成 





0 ー 一 ドッ ト 639 





CO04F 
CO9F 























次 に , ビッ ト と ドッ ト の 対応 を 示し ます 。 


C 0 0 0 


LSB  GVRAM 2 
(グリ ー ン ) 


LSB  GVRAM 1 
(レッ ド ) 


LSB  GVRAM 0 
(ブル ー) 





1 ドッ ト が 1 bit に 対応 し て いま す 。 
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この モー ド で は 3 つの 同じ 構成 の グラ フィ ッ ク 用 VRAM(GVRAM 
0 , GVRAM 1 , CVRAM 2 ) が あり , それ が 光 の 3 原色 (ブル ー, レッ ド , 
グリ ー ン ) に 対し て いま す 。 次 に 示す 組合 せ に より , 8 色 使 えま す 。 


GVRAM 1 GVRAM 0 








ーー 昌 


ーー ビビ らら どら どら の 
明和 


(2) 640X200 ド ッ ト 白 黒 3 ページ 
この モー ド は (1) の グラ フィ ッ ク 用 VRAM 構成 と 同じ で す 。 た だ し , 
GVRAM 0 , GVRAM 1 , GVRAM 2 は 独立 し た か た ち で 使用 する こと 
に より 3 ペー ジ と な り ま す 。 
(3) 640X400 ド ッ ト 白 黒 





グラ フィ ッ ク 用 VRAM 








ドッ トーー 一 


0 ドッ ト 
0 
ーL ユート ーーー ル ーーー ルー + 
| C 0 5 0 CO051 CO9F 









































次 に ビッ ト と ドッ ト の 対応 を 示し ます 。 
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C 0 0 0 


sl rs 


(4) テキ スト VRAM 
この テキ スト VRAM は PC-8001 と 構造 が コン パチ ブル に な っ て いま 
す 。 表 示 エ リア (画面 上 の 1 つの キャ ラク タ と 1 対 1 に 対応 ) と アト リ 
ビュ ー ト (画面 の 表示 を 修飾 する た め の も の ) と に よっ て 構成 され て い 
ます 。 
次 に 画面 [た テキ スト VRAM と の 対応 を 示し ます 。 
ONss-BASIC(Nss DISK-BASIC) 


ii 























ビデ オ RAM エ リア アト リピ ビュ ー ト エリ ア 


・N-BASIC(PC-8001 も 同じ ) 


0 一 一 ーーーー 宇 


つい 
コ i 











ト っ 
FSS 





ビデ オォ RAM エ リア 7 ア トリビュート エリ ア 


付 一 9 


テキ スト VRAM エリ ア の 80X25 ワ ー ド の メモ リ は , 80 キ ャ ラク タ 
モー ド の 画面 に 対応 し て いま す 。 

また , 40 キ ャ ラク タモ ー ド に し た 場合 は ビデ オ RAM の 偶数 アド レ 
ス が 有効 と な り , 1 アド レス お き に , 画面 と 対応 する こと に な り ま す 。 
(40 キ ャ ラク タモ ー ド に お いて , 奇数 アド レス の デー タ は , 画面 に 表 
示し ませ ん 。) 

アト リ ビ ュ ー ト エリ ア は 80/40 キ ャ ラク タモ ー ド いずれ の 場合 も 有 
効 と な り ま す 。 

36 キ ャ ラク タモ ー ド , 72 キ ャ ラク タモ ー ド は , 40 キ ャ ラク タモ ー ド , 
80 キ ャ ラク ター モー ド 時 の 両側 2 また は 4 桁 を 使用 し て いま せん 。 た 
だ し , この キャ ラク タモ ー ド は , N-ABSIC の み 有 効 で す 。 

テキ スト 画面 の カラ ー 指 定 を 行う と き , カラ ー モ ー ド , モノ クロ モ 
ー ド に か か わら ず , 1 行内 で 19 ヶ所 以上 変化 点 を 指定 する と それ 以上 
同一 の 色 に な っ た り , 同一 の 表示 モー ド に な っ て し まい ます 。 
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付録 2 入出 カイ ンタ フェ ー ス 


PC-8801MK II に は , 次 に 示す 入出 力 イ ンタ フェ ー ス が 標準 装備 され て いま す 。 
カラ ーCRT イ ンタ フェ ー ス 
白黒 CCT イ ンタ フェ ー ス 
オー ディ オ ・ カ セッ トイ ンタ フェ ー ス 
RS-232C イ ンタ フェー ス 
ググ ダス タグ グース 
拡張 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 用 の イン タフ ェ ー ス 
汎用 ル VO ポー ト 
拡張 用 スロ ッ ト 
キー ボー ド 

以下 に これ ら の イン タフ ェ ー ス の 入出 力 規格 を 述べ ます 。 


付録 2 の .1 カラ ーCRT イ ンタ フェ ー ス 


PC-8801MKII は 専用 カラ ー デ ィ ス プレ イ に 接続 する た め の イ ンタ フェ ー 
ス を 内 蔵 し て いま す 。 こ の コネ クタ か ら 出 力 信号 は 背面 パネ ル に ある 8 ピ 
ン の DIN コ ネ ク タ に 出力 され て いま す 。 

次 に 出力 信号 に つい て 説明 し ます 。 


カラ ーCRT イ ンタ フェ ー ス 


VDD 填 12V 
GND 信号 グラ ンド 
COLOR CLK | カラ ー バ ー ス ト ※4 倍 の クロ ッ ク 
水平 同期 信号 
垂直 同期 信号 
ビデ オ 信 号 (Red ) 
ビデ オ 信 号 (Green ) 
ビデ ヂ オ 信号 ( Blue ) 











1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
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カラ ーCRT コ ネ ク タ ビ ピン コネ クシ ョ ン 


(1) VDD 
電源 端子 で 十 12V が 出力 され て いま す 。 
これ は オプ ショ ン の カラ ー モ ジュ レー タ に 電源 を 供給 する た め の も 
の で す 。 
(2) GND 
信号 グラ ンド で , 全て の 信号 に 対し て の グラ ンド 電位 を 与え る も の 
で す 。 
(3) COLOR CLK 
この 信号 も , オプ ショ ン の カラ ー モ ジュ レー タ を 駆動 する た め の も 
の で , TTL レ ベル , 14.32MHz の クロ ッ ク が 出力 され て いま す 。 
(4) HSYNC 
水平 同期 信号 で , TTL レベル, 負 論 理 の 信号 が , 出力 され て いま す 。 
(5) VSYNC 
垂直 同期 信号 で , TTL レ ベル , 負 論 理 の 信号 が , 出力 され て いま す 。 
(6) R 
赤色 の ビデ オォ 信号 で , TTL レ ベル , 正論 理 の 信号 が , 出力 され て い 
ます 。 
(⑦) G 
緑色 の ビデ オォ 信号 で , TTL レ ベル , 正論 理 の 信号 が , 出力 され て い 
ます 。 
(8) B 
青色 の ビデ オォ 信号 で , TTL レ ベル , 正論 理 の 信号 が , 出力 され て い 
ます 。 
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付録 2.2 白黒 CRT イ ンタ フェ ー ス 


PC-8801MKII は 白黒 モニ タテ レビ に 接続 する た め の イ ンタ ー フ ェ ー ス を 
内 蔵 し て いま す 。 こ の イン タフ ェ ー ス か ら の 出力 信号 は , 背面 パネ ル に あ 
る 5 ピン の DIN コ ネ ク タ に 出力 され て いま す 。 

次 に 出力 信号 に つい て 説明 し ます 。 

白黒 CRT イ ンタ フェ ー ス 


| 


填 12V 


GND 信号 グラ ンド 

















VIDEO OUT ーー 


NC 











ライ トペ ン 信号 








NC は , No Connection の 略 で す 。 


ー (6 
ー NOO8Z 


白黒 CRT コ ネ ク タ ビ ンコ ネ ク シ ョ ン 


(1) VDD 
電源 端子 で , 12V が , 出力 され て いま す 。 
(2) GND 
信号 グラ ンド で , 全て の 信号 に 対し て の グラ ンド 電位 を 与え る も の 
で す 。 
(3) VIDEO OUT 
ビデ オ 信 号 の 出力 端子 で す 。 こ の 端子 か ら 出力 され る ビデ オォ 信号 は , 
コン ポジ ッ ト ビ デオ 信号 で 映像 信号 と 複合 同期 信号 と が , すでに 合成 
され た 信号 で す 。 
又 , カ ラー モー ド で 使用 し た 場合 , 指定 し た 色 に よっ て 輝度 変調 が 
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か か り , 映像 信号 の DC レベ ル を 色 に 応じ て 変え る こと が で きま す 。 
これ に よっ て , 白黒 テレ ビジ ョ ン を 使用 し た 場合 で も ,. カラ ー モ ー ド 
に セッ ト す る こと に よっ て , 画面 に 濃淡 を つけ る こと が で きま す 。 
(4) LPEN 

ライ トペ ン か ら の 入力 信号 で ,TTL レ ベル の 信号 が 入力 され ます 。 


付録 2.3 オー ディ オカ セッ トイ ンタ フェ ー ス 
PC-8801MKI は , オー ディ イオ カセ ッ ト へ の デー タ の 書き 込み 及び , オー 
ディ オカ セッ ト か ら の デー タ の 読み 込み を 行う た め の イ ンタ フェ ー ス を 内 
蔵 し て いま す 。 こ の イン タフ ェ ー ス の 入出 力 信 号 は , 背面 パネ ル に ある 8 
ピン の DIN コ ネ ク タ に 接続 され て いま す 。 
次 に , オー ディ オカ セッ ト へ の 書き 込み 方 式 に つい て 説明 し ます 。 
① 書き 込み 方 式 
マー ク 2400Hz, スペ ー ス 1200Hz の FSK 方 式 
②。 スズ スピード 
600bps/1200bps 
③ リモ ー ト コン トロ ー ル 機能 
オー ディ オカ セッ ト テ ー プ レコ ー ダ に つい て いる リモ ー ト 端子 を 使 
用 する こと に よっ て , テー プ の 自動 スタ ー ト / ス トッ プ が 可能 で す 。 
注意 
オー ディ オカ セッ ト に デー タ を 入出 力 す る コマ ンド が , 終了 す 
る と 自動 的 に リモ ー ト 信号 が OFF と な り ま す の で , テー プ の 早 送 
り 巻き も ど し を 行う 場合 は 、 リ モー ト 端 子 よ リコ ネ ク タ を ぬく か 
MOTOR コ マン ド に より , リモ ー ト 信号 を ON に し て か ら 行 っ て 下 
さい 。 
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次 に 入出 力 信号 に つい て 説明 し ます 。 


オー ディ オカ セッ トイ ンタ フェ ー ス 

















CMTOUT | オー ディ オカ セッ ト 書 き 込 み 信号 





CMTIN | オー ディ オカ セッ ト 読 み 込み 信号 








REM 土 リモ ー ト 








REM 一 リモ ー ト 
ーー 一 





NC 











オー ディ オカ セッ トコ ネ ク タ ビ ンコ ネ ク シ ョ ン 


(1) GND 
信号 グラ ンド で , 全て の 信号 に 対し て の グラ ンド 電位 を 与え る も の 
で す 。 
(2) CMT OUT 
PC-8801MKII から, オー ディ オカ セッ ト テ ー プ レコ ー ダ へ の 出力 信 
号 で , オ ー デ ィ オ カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ の マイ ク 端 子 へ 接続 し ます 。 
な お , この 信号 は , 付属 ケー ブル の 赤色 プラ グ に 出 力 さ れ て いま 
す 。 
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(3) CMT IN 
オー ディ オカ セッ ト テ ー プ レコ ー ダ か ら の 入力 信号 で , オ ー デ ィ オ カ 
セッ ト テ ー プ レコ ー ダ の イヤ ホー ン 端 子 に 接続 し ます 。 
な お この 信号 は , 付属 ケー ブル の 白色 プラ グ に 接続 され て いま す 。 
(4) REM 十 . REM 一 
オー ディ オカ セッ ト テ ー プ レコ ー ダ の リモ ー ト 端子 を 制御 する 信号 
で , オ ー デ ィ オ カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ の リモ ー ト 端子 に 接続 し ます 。 
この 信号 は , PC-8801MKII 内 に 内 蔵 さ れ て いる リレー の 接点 信号 で , 
オー ディ オカ セッ ト に デー タ を 入出 力 す る コマ ンド 及び “motor"” コマ 
ンド より 制御 され ます 。 
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付録 2.4 RS-232C イ ンタ フェ ー ス 


PC-8801MK II は , EIA(Electronic Industries Association) の 定め た シリ アル 
デー タ 転 送 規格 の RS-232C こ 1 インタフェース を 内 蔵 し て いま す 。 こ の イン タ 
フェ ー ス の 入出 力 信号 は 背面 の パネ ル に ある 25 ビ ピン の D サ プ コ ネ ク タ に 接 
続き され て いま す 。 

この イン タフ ェ ー ス は PC-8801MKII の ター ミナ ルモード に より 制御 され ます 。 

次 に , 入出 力 信号 に つい て 説明 し ます 。 


RS-232C と イン タフ ェ ー ス 


信号 グラ ンド 
送信 デー タ 

受信 デー タ 

送信 要求 

送信 可 

デー タ セ ッ ト レ ディ 
信号 グラ ンド 

キャ リア 検出 信号 














〈 〇 oo = コ の の 必 (< で や や 選 





デー タ 端 末 レ ディ 
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OOOOOOOOOOOOO 
OOOOOOoOoOOoOoOOoO 


25-ーーーーーーーーーーー-14 
RS-232C と コネ クタ ビン コネ クシ ョ ン 





1) GND 
信号 グラ ンド で , 全て の 信号 に 対し て グラ ンド 電位 を 与え る も の で 
す 。 
(2) TXD 
送信 デー タ で , PC-8801MKII か ら 外 部 シリ アル 入出 力 機器 へ , シリ 
アル デー タ を 出力 する た め の も の で す 。 負 論理 で 出力 され て いま す 。 
(3) RXD 
受信 デー タ で , 外部 シリ アル 入出 力 機器 か ら , PC-8801MKII ヘ シリ 
アル デー タ を 入力 する た め の も の で す 。 負 論理 で 入力 し ます 。 
(4) RTS 
送信 要求 信号 で ,。 モデ ム の 送信 機能 を 制御 し ます 。 正論 理 で 出力 き 
れ て いま す 。 
(5) CTS 
外部 シリ アル 入出 力 機器 か ら の 入力 信号 で , 外部 シリ アル 入出 力 機 
器 が , デー タ の 送信 可能 状態 に ある か 否 か を PC-8801MKII に 示す 信号 
で す 。 
(6) DSR 
外部 シリ アル 入出 力 機器 あか ら の 入力 信号 で , 外部 シリ アル 入出 力 機 
番 が , デー タ の 送受 信 が で きる 状態 に ある か 否 か を PC-8801MKI に 示 
す 信 号 で す 。 
(7) DCD 
外部 シリ アル 入出 力 機器 か ら の 入力 信号 で , 受信 キャ リア が , 規格 
内 に ある か 否 か を PC-8801MKI に 示す 信号 で す 。 
(8) DTR 
外部 シリ アル 入出 力 機器 へ の 出力 信号 で , PC-8801MKI 側 の 送受 信 
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機能 が 。 レデ ィ に な っ た こと を 外部 シリ アル 入出 力 機器 へ 示す 信号 で 
まぁ 
(9) ボー レー ト の 指定 
RS-232C の ボー レー ト は 前 面 パ ネル に ある ジャ ン パ スイ ッ チ に より 
切り 替え る こと が で きま す 。 
次 に ジャ パス イッ チ の 位置 と ボー レー ト の 関係 を 志 し ます 。 


RS-232C 





O O OO OOO 
O O OO OO OO 
1 2 3 4 5 6 7 8 


ee 


9600 ボ ー 
4800 ボ ー 
2400 ボ ー 
1200 ボ ポー 
600 ボ ー 
300 ボ ー 
150 ボ ー 
75 ボ ー 


ジャ ン パ スイ ッ チ と ボー レー ト 
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付録 2.5 プリ ンタ イン タフ ェ ー ス 

PC-8801MKII は プリ ンタ 用 パラ レル イン タフ ェ ー ス (セン トロ ニク ス 社 
製 プ リン タ 仕 様 に 準ずる ) を 内 蔵 し て いま す 。 こ の イン タフ ェ ー ス の 入出 
力 信号 は 背面 パネ ル の 14 ピ ン ア ン フ ェ ノ ー ル コネ クタ に 接続 され て いま 
す 。 

次 に 入出 力 信号 に つい て 説明 し ます 。 


プリ ンタ イン タフ ェ ー ス 





プリ ンタ コネ クタ ビ ピン コネ クシ ョ ン 


(1) PSTB 
4 ンタ に 出力 する ライ トス トロ ー プ 信号 で , プリ ンタ に デー タ を 
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出力 する 時 の ライ ト 信 号 と し て 使い ます 。 
(2) PDBO0 -PDB7 
プリ ンタ に 出力 する 8 ビッ ト の パラ レル デー タバ ス で す 。 
(3) BUSY 
プリ ンタ か ら の レデ ィ 信 号 を 受信 し ます 。 
この 信号 が , LOW レベ ル の と き PC8801MKHI は ,。 プリ ンタ に デー タ 
を 出力 する こと が で きま す 。 
(4) GND 
信号 グラ ンド で 全て の 信号 に 対し て グラ ンド 電位 を 与え る も の で 
9 
すべ て の 入出 力 は , TTL レ ベル で 行い ます 。 


付録 2.6 汎用 /O ボ ポー ト 


PC-8801MKI は 汎用 の I/O ポ ー ト を 持っ て いま す 。 こ の I/O ポ ー ト の 入出 
力 信号 は 背面 パネ ル の 9 ピン の D サ ブ コ ネ ク タ に 接続 きれ て いま す 。 こ の 
ポー ト は 入力 信号 2 本 , 出力 信号 3 本 , 割り 込み 1 ch が 接続 きれ て いま す 。 
PC-8801MKI の Ns-BASIC で は サポ ー ト され て お り ま せん が 多様 な アプ リ 
ケー ショ ン に 対応 する こと が で きる で し ょ う 。 


信 用 1I/O ポ ボー トイ ンタ フェ ー ス 


1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
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汎用 1/O ポー トコ ネ ク タ ビ ピン コネ クシ ョ ン 


使用 方 法 
汎用 I/O ポ ボート は 以下 の I/O ア ドレ ス に 割り ふら れ て いま す 。 


UOP|UOP 
2 | 1 
UIP | UP 
2 1 1 


汎用 I/O ポ ー ト を 使用 し て デー タ を 出力 する 場合 は , 以下 の 事 を 注意 
し て 下さ い 。(UOP 1 , UOP 2 の み ) 
交 OUT 40H ポ ー ト 
N-BASIC 使用 時 は 0EA67H, Nss-BASIC 使 用 時 は 0E6C1H が この ポ 
ー ト の ワー クエ リア に な っ て いま す 。 汎用 ポー ト で 使用 する 以外 の 
ビッ ト を いじ る と , 動作 不良 の 原因 と な り ま す の で 注意 し て 下さ い 。 
プロ グラ ム 例 (Ns-BASIC 使 用 時 ) 


へ J 


OUT 40H ポ ー ト 


ュ J 
で 


OUT 10H ポ ー ト 


IN 30H ポ ー ト 


際 呈 に 
2 所 小 


UOP 1 に “H” 

UOP 2 に “L" を 出力 する 場合 
10 A==&HE6C1 : N-BASIC の 時 は &HEA67。 
20 A=(A AND &HGF ) ・ 上 位 2 ビッ ト の み を 0 に する 。 
30 A= ニ (A OR &H40 ) ・ 上位 2 ビッ ト を 01 に する 。 
40 OUT &H40, A ・ 下 位 6 ビッ ト は その まま に デー 
50 END タ 出 力 
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付録 2.7 拡張 用 スロ ッ ト バ ス 














MWAIT 
INT4 





Co = の の な CC kh う っ デビ 


INT3 
INT2 
FDINT1 
FDINT2 
DB 0 
DB 1 
DB 2 
DB 3 
DB 4 
DB 5 
DB 6 
DB 7 
MEMR 
TOWER 
IOW 
IOR 
MEMW 
DMATC 
DMARDY 
DRQ1 
DACK1 
4CLK 
NMIL 
WAITRQ 
填 12V 
ー12V 
V1 

V2 


どら 


ュー 


らら oo = の の m (ko らら の 
ュー ーー ュー 
ご ここ ) の 


て うっ C う いつ K つ k ト う k う トト う K う トト うう kt ラ と トウ ルー ーー ルー ょ っ 
ーー の どら の C の 6 コ ざ どの の よ に の らら ご と とら と ココ ど らら の 記 





CS っ C う CC う 5 CS 
つて で KO 





て っ ら 
〇 > 
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AB 
AB 
AB 
AB 
AB 
AB 
AB 
AB 
AB 
AB 
AB 
AB 
AB 
AB 
AB 
AB 


RD 
WR POWER 
MREQ < IOW 
JORQ IOR 
M1_ MEMW 
RASO0 DMATC 
RAS1 DMARDY 
RFSH DRQ? 
MUX DACK2 
WE 4CLK 
ROMKILL NML 
RESET WAITRQ 
SCLK + 12V 
CLK ー12V 

V1 


V1 
V2 V2 





(で ぐー の の (CO や デビ 
つら ココ の の 〇 ① む < や 


oo = の の m こら やら ロビ の 
ーー ーー テー テー ビー ーー 
の て つう いつ 
ウ ワ ビビ 
の ロロ 
つ 


ら 
ワ 
の 


受け ロビ 
の ロロ 
回 8 
名 で の の CO や ご 


とっ CcC う くう くう くう いう ト つ トド うつ KO KO マウ 
忌 で トー つら の の の) で ① 





て うっ くう 
の 〇 1 
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付録 2.8 キー ボー ド 
PC-8801MKII の キー ボー ド は , ソフ トウ ェ ア セ ンス 方 式 を と っ て いま す 。 
マト リク ス 状 に 配置 され た キー スイ ッ チ は , CPU の イン プッ ト 命 令 に よ 
り ス キャ ン さ れ , 押 され た キー の 情報 は ソフ トウ ェ ア に よっ て JIS コー 
ド に 変換 され ます 。 
キー ボー ド の デー タ を 直接 見 た いと き は , BASIC の INP 関 数 に よっ て 見 
る こと が で きま す 。 
PRINT HEX$ (INP (3 ) ) 
を 実行 し て 「FF」 が 表示 され た ら H 一 O の キー は 押さ れ て いま せん 。 
も し 「FE」 が 表示 され れ ば H が 「F 7 」 が 表示 され れ ば K が 押さ れ て 
いる こと に な り ま す 。( 下 表 参 照 ) 


(FF)s==(11111111)。。 …… 押さ れ て いな い 
(FE)s=(11111110)。 。 …… H の キー が 押さ れ て いる 
(FD)s=(11111101)。。 …… I メ 
(FB)(11111011)》 。 …… 『 の 
(F7) 三 (11110111)2 。 …… K の 
(EF)j=(11101111) 2 …… 人 ク 
(DF)=(11011111)。。 …… M ク 
(BF)js 三 (10111111)2 。 …… N ジ 
(7F)s 三 (01111111)》 。 …… O の 


2 個 の キー が 同時 に 押さ きれ て いる と き は 上 記 以 外 の 値 に な り ま す 。 
例え ば I と M が 押さ れ て いれ ば , (11011101 ) ヶ (DD)j。 が 得 ら ちら れ ます 。 
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(デー タ ・ バ ス ) 
D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 





(アド レス ・ バ ス ) 
00 


A 


B 


TH 
t 


上 


衣 


hi 
PL 
3 


01 


C 


ロ F 


02 


シ イ 


中 
1 
半 


前 韻 
計 
に 
Hs 

3 
(の 
3 
、 村 『 
5 
お 
ac 
と っ | 


ロ 
FT 


ロト [ 


03 K 


04 


HLT 


05 


06 


GE 
還 


ッ siF \ | ムコ 
/ 半 $ % 
ロ 拍 再 軸 由 


叶 
VI F 
〇 ゝ 


0 M ン 


。 玉 2 に 
Ei 
HOME NS 


09 


軸 
中 


叶 
上 


TH 
HHT 


HELP COPY 


付 一 26 





付録 3 ディ スク ユー ティ リティ の 使い 方 


付録 3.1 概 要 


NsDISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に は , NssDISK-BASIC お よび DISK- 
BASIC の た め の ユ ー テ ィ リ ティ プロ グラ ム が 入っ て いま す 。 こ の ディ ス 
ク ュ ユー ティ リティ は , シス テム ディ スク を 作っ た り , フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス 
ク の コピ ー や , ファ イル 転送 を 行っ た りす る も の で す 。 
・ フ ロッ ピ ィ ディ スク の コピ ー 
フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク に セー ブ さ れ た ファ イル は 壊れ る こと が あり ま 
す 。 例えば, まち が っ て 必要 な ファ イル を kil 文 で 消し て し まっ た り , 
DSKO$ 命 令 で ファ イル の 内 容 を 壊し た り , また , ノイ ズ な ど ハ ー ド ウェ 
ア の トラ ブル な ど ご で 壊れ る 可能 性 も あり ます 。 
そこ で , 重要 な 情報 が 記録 され て いる フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク は , 定期 的 
に コピ ー を 作っ て お いて , も し ファ イル が 壊れ て も , その コピ ー フ ァ イ 
ル を 用 いて その 被害 を 最小 限 に する こと か が 必要 で す 。 こ の よう な コピ ー 
を 行なう た め に 「COPY DISK 」 と いう 機能 が あり ます 。 
「COPY DISK 」 は , ミニ フロ ッ ピ イィ ディス ク は ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス 
ク に, 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に コピ ー す る 
も の で す 。 ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に コピ ー 


みーこ 


し た り , その 逆 を 行う こと は で きま せん 。 


・ シ ステ ム デ ィ ス ク の 作成 

NssDISK-BASIC や DISK-BASIC を 使う と き に は , シス テム ディ スク が 必 
要 で す 。 シ ステ ム デ ィ ス ク を 作る に は ,「CREATE SYSTEM DISK 」 こい 
う 機 能 を 使い ます 。 こ れ は , NssDISK-BASIC 用 と DISK-BASIC 用 に 分 か れ 
て いま す の で , 必要 に 応じ て 使い 分 け て くだ さい 。 

PC-8801MKI(model 20, model 30 ) に は , NssDISK-BASIC の シス テム 
ディ スク が 1 枚 添付 され て いま す が , これ を も と に し て , 新た に シス テム 
ディ スク を 作る こと が で きま す 。 

な お , DISK-BASIC の シス テム ディ スク は , 添付 され て いま せん の で , 
最初 は 別 の ユー ティ リティ プロ グラ ム (“mngen.n88” ) を 使っ て 作り ます 。 
以後 は それ を も と に し て 作っ て いき ます 。 
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・ デ ー タ ディ スク の 作成 
買っ た ば か り の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に は , プロ グラ ム や デー タ を セー 
ブ す る こと は で きま せん 。 未 使用 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 読み 書き 可能 
に する 機能 が 「CREATE DATA DISK 」 で す 。 
これ に よっ て 処理 され た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は , プロ グラ ム や デー タ 
を 読み 書き で きる 状態 に な り ま す 。 
シス テム ディ スク は , デー タデ ィ ス ク に NssDISK-BASIC や DISK-BASIC 
の ディ スク コー ド が 書き 込ま れ た も の で す 。 し た が っ て , シス テム ディ 
スク に も プロ グラ ム や デー タ の セー ブ が 可能 で す 。 
・ フ ァイル 転送 
「COPY DISK 」 で は , 同じ 種類 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 間 の コピ ー し か 
で きま せん 。 そ れ に 対し て 、 異 な っ た 種類 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 間 の ファ 
イル を 転送 する 機能 が 「TRANSFER FILES 」 で す 。 
「TRANSFER FILES 」 は , 片面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ イィ ディス ク , 両面 
放 密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク お よび 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 間 で 
どの 方 向 に で も , 全 フ ァイル を コピ ー し ます 。 
・ID セ クタ の 書き 替え 
ID セク タ を 書き 奉 え る こと に より , NssDISK-BASIC お よび DISK-BASIC 
を スタ ー ト させ る と 同時 に , ファ イル 数 を セッ ト し , 任意 の プロ グラ ム 
を 自動 的 に 実行 で きま す 。 
「SET UP INFO 」 は, この ID セク タ を 書き 甘え る も の で す 。 
NssDISK-BASIC と DISK-BASIC で は , ID セク タ の 内 容 が 一 部 異な り ま す 
の で , 「SET UP INFO 」 に は 2 つの も の が 用 意 さ れ て いま す 。 


卵 ディ スク ユー ティ リティ は , NssDISK-BASIC モ ー ド て 実行 し ま 
人 BASIC モコ ド 全 うめ 記 で まま せん た の きた 
命令 パッ ケー ジ は 切り 離し た 状態 で お 使い くだ さい 。 


※ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト と シス テム フォ ー マ ッ ト 

(1) 物理 フォ ー マ ッ ト 
「12.7 デ ィ ス ク フ ァ イル の 構造 」 で 述べ た サー フェ ス , トラ ッ ク , 
セク タ と いっ た アド レス を フロ ッ ピ ィ イィ ディス ク に つけ る こと を 物理 
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フォ ー マ ッ ト と いい ます 。 

未 使用 の ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は , 必ず 物理 フォ ー マ ッ ト を 行わ 
な けれ ば な り ま せん 。 

NssDISK-BASIC 用 に NEC が 供給 し て いる 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
(PC-8886 ) は , 物理 フォ ー マ ッ ト 済 み で す の で , その 必要 は あり ませ 
ん 。 

物理 フォ ー マ ッ ト を 行なう と , DSKI$, DSKO$ 命令 を 使え る よう 
に な り ま す が , 他 の コマ ンド ,。 ステ ー ト メン ト を 使用 する こと は で き 
ませ ん 。 

(2) シス テム フォ ー マ ッ ト 

シス テム フォ ー マ ッ ト を 行う と , FAT, ディ レク トリ , ID の 初期 化 
が 行わ れ ま す 。 こ れ で , その フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 対し て , BASIC 
の コマ ンド , ステ ー ト メン ト を 実行 で きる よう に な り ま す 。 
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付録 3.2 ディ スク ユー ティ リティ プロ グラ ム と 
メニ ュー の 選択 

ディ スク ユー ティ リティ プロ グラ ム に は 2 つの プロ グラ ム ("dskut 2”, 
“dskut1”) が 用 意 さ れ て お り , ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 数 に よっ て 使い 
わけ ます 。 

ミニ フロ ッ ピ イィ ディスク が 2 ドラ イブ 以上 ある 場合 は , “dskut 2" を 使え 
ば よい の で す が , 1 ドラ イブ の 場合 は 内 容 に よっ て , “dskut 2" と “dskut17 
を 選択 し て 使い ます 。 

ディ スク ユー ティ リティ プロ グラ ム と メニ ュー の 選択 を 表 に まとめ て お 
きま す 。 


< 表 の 見 方 > 














…8 イ ンチ 標準 フロ 
ッ ピ ィ デ ィ ス ク 





シス テム ディ スク の タイ プ 
[N] 01 っ 35 DISK-BASIC 
At NssDISK-BASIC 


(1) ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が 1 ドラ イブ の 場合 


フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス ク の コピ ー 


回 dskut1 
Na 


INal | dskut2 | COPY DISK 





COPY DISK 
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NssDISK-BASIC の シス テム ディ スク を 作る 





dskut1 | CREATE SYSTEM DISK [N88] 




















CREATE SYSTEM DISK [N88] 





























* NssDISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 









DISK-BASIC の シス テム ディ スク を 作る 


CREATE SYSTEM DISK [N] 


* DISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 











デー タデ ヂ ディ スク を 作る 








CREATE DATA DISK 











ファ イル の 転送 











TRANSFER FILES 




















NssDISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク の ID セク タ の 書き 換え 











SET UP INFO [N88] 























DISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク の ID セク タ の 書き 換え 


| 合 |ekee [ser or ro 
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(2) ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が 2 ドラ イブ の 場合 





フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の コピ ー 


dskut2 | COPY DISK 
Ne 


dskut2 | CREATE SYSTEM DISK [N88] 

































































* NssDISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 


DISK-BASIC の シス テム ディ スク を 作る 








dskut2 | CREATE SYSTEM DISK [N] 




















* DISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 


デー タデ ィ ス ク を 作る 











CREATE DATA DISK 














ファ イル の 転送 











dskut2 | TRANSFER FILES 
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NssDISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク の ID セク タ の 書き 換え 


SET UP INFO [N88] 





























付録 3.3 ディ スク ユー ティ リティ の 起動 


“dskut 1", “dskut2" と も に 同じ よう に 使い ます 。 
(1) NsDISK-BASIC を スタ ー ト させ ます 。 
注意 
拡張 命令 が 追加 され て いる 場合 に は , ディ スク ユー ティ リティ 
は 使え ませ ん 。cmd cut 文 で 拡張 命令 を 切り 離し て か ら 使 っ て く 
だ さい 。 


(2) ディ スク ユー ティ リティ プロ グラ ム を ロー ド し ます 。 
load “< デバ イス 名 > dskut1. n88” 
load “< デバ イス 名 > dskut 2. n88" 
< デバ イス 名 〉 は ,. ディ スク ユー ティ リティ が 入っ て いる ドラ イブ 
の デバ イス 名 で す 。 通常 は "1:”" で すか ら 省 略 で きま す 。 
(3) プロ グラ ム を 実行 させ ます 。 
run [| 
(4) し ば らく する と , メニ ュー 画面 に な り ま す の で , 必要 な 処理 を 選択 
し て 使っ て くだ さい 。 
具体 的 な 使い 方 に つい て は , 次 節 で 述べ ます 。 
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付録 3. 4 “dskut2” の 使い 方 


“dskut 2" の メニ ュー 画面 は , 次 の よう に な り ま す 。 


DISK UTILITY for PC-8801MK2 dskut2 
MENU 
COPY DISK 
CREATE SYSTEM DISK [N88] 
CREATE SYSTEM DISK [N] 
CREATE DATA DISK 
TRANSFER FILES 


SET UP INFO [N88] 
SET UP INFO [N] 











Select a feature and press RETURN key. 





ここ で は , カー ソル 移動 キー([1], [!] ) を 使っ て , 実行 し た い 処理 を 選 
択 し , [| キー を 押し ます 。 

次 に , 各 機 能 に つい て 説明 し ます 。 も し 誤っ た 操作 を し て し まっ た ら , 
[STOP] キ ー を 押し て , も う 一 度 プ ログ ラム を 実行 し て くだ さい 。 


COPY DISK( 同 じ 種 類 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の コピ ー) 
(1) 「COPY DISK」 を 選択 する と 次 の メッ セー ジ が 現われ ます 。 
[[[COPY DISK]]] 
Mount MASTER disk on drive. 
Drive number? 
コピ ー し た い フ ロッ ピ ィ ディ スク (マス ター ディ スク ) を ドラ イブ に 

セッ ト し , その ドラ イブ の デバ イス 番号 を 入力 し ます 。 デバ イス 番 名 

“ 定 7 の ドラ イブ に セッ ト し た 場合 は 。 
1 回 

と 入力 し ます 。 
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(2) 次 に 新しい ディ スク を ドラ イブ に セッ ト す る よう に 指示 し て きま 
す 。 
Mount NEW disk on drive. 
Drive number? 
新しい フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ( ま た は , すべ て 消し て も か まわ な い フ 
ロッ ピ ィ ディ スク ) を セッ ト し , その ドラ イブ に 割り 当て られ て いる 
デバ イス 番号 を 入力 し ます 。 
この と き , マス ター ディ スク と 新しい フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 種類 が 
合わ な い 場 合 は , 
Cantt copy. 
と 表示 され , (1) に 戻り ます 。 
(3) 次 に 物理 フォ ー マ ッ ト を する か どう か 聞い て きま す 。 
Do you need physical formatting (y/n)? 
物理 フォ ー マ ッ ト を する 必要 が ある 場合 (特に , 新しい ミニ フロ ッ 
ビィ ディ スク ) に は , ここ で , 
y 
と 入力 し ます 。 n を 入力 する と (4) に 移り ます 。 
する と , 
Physical format a disk on drive X. 
Sure (y/n)? 
と 表示 し て , 物理 フォ ー マ ッ ト の 実行 を 確認 し て きま す 。 
X は, (2) で 入力 し た 値 で す 。 
y 
と 入力 する と , 
Physical formatting. 
と 表示 し て , 物理 フォ ー マ ッ ト を 行い ます 。 
さら に , 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト を 行う と き は , 
Formatting track XX 


と 表示 され ます 。 
(4) 物理 フォ ー マ ッ ト が 終わ る と , コピ ー が 始ま り ま す 。 
マス ター ディ スク の 入っ て いる ドラ イブ と , 新しい フロ ッ ピ ィ デ ィ 
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スク の 入っ て いる ドラ イブ の アク セス 表示 用 LED が 順に 点灯 する と 同 
時 に , 画面 に コピ ー し て いる トラ ッ ク 番 号 が 表示 され ます 。 
Copyinqg track XX 


(“XX” は と びと び の 値 の こと も あり ます 。) 
(5) 無事 に 終了 すれ ば , 
Completed. 
と 表示 され ます 。 


CREATE SYSTEM DISK [N88] (NgsDISK-BASIC の シス テム ディ スク 
を 作る ) 
(1) 「CREATE SYSTEM DISK [N88]」 を 選択 する と 次 の メッ セー ジ 
が 現われ ます 。 
[[[CREATE SYSTEM DISK]]] 
N88DISK-BASIC 
Mount SYSTEM disk on drive. 
Drive number? 
NsDISK-BASIC の シス テム ディ スク を ドラ イブ に セッ ト し , その ド 
ライ ブ の デバ イス 番号 を 入力 し ます 。 


Mount NEW disk on drive. 
Drive number? 
と 表示 され ます の で , 新しい フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を ドラ イブ に セッ ト 
し , その ドラ イブ の デバ イス 番号 を 入力 し ます 。 
シス テム ディ スク と 新しい フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 種類 は 異な っ て も 
か まい ませ ん 。 
(3) 次 に , 物理 フォ ー マ ッ ト を する か どう か 聞い て きま す 。 
Do you need physical formatting (y/n)? 
物理 フォ ー マ ッ ト の 必要 が ある 場合 は , 
ya 
と 入力 し ます 。 n を 入力 する と (4) に 移り ます 。 
する と , 
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Physical format a disk on drive X. 
Sure (y/n)? 
と 表示 し て , 実行 を 確認 し て きま す 。 
y 
と 入力 する と , 
Physical formatting. 
と 表示 され , 物理 フォ ー マ ッ ト が 行わ れ ま す 。 さ ら に , 標準 フロ ッ ピ ィ 
ディ スク の 場合 は , 
Formatting track XX 


と 表示 され ます 。 
(4) 物理 フォ ー マ ッ ト が 終わ る と , シス テム フォ ー マ ッ ト が 行わ れ さ ら 
に , 
Copying system. 
と 表示 され て , シス テム の コピ ー が 行わ れ ま す 。 
(5) 次 の よう に し て 表示 され れ ば 終わ り で す 。 
Completed. 


CREATE SYSTEM DISK [N] (DISK-BASIC の シス テム ディ スク を 作る ) 
使い 方 は , NsDISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 作る と き と 同 様 で す 。 
た だ し , DISK-BASIC で は 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は 使え ませ ん の で , 
ドラ イブ の デバ イス 番号 に 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ を 指定 する 
こと は で きま せん 。 


CREATE DATA DISK( デ ー タ ディ スク を 作る ) 
(1) 「CREATE DATA DISK」 を 選択 する と , 次 の メッ セー ジ が 現われ ます 。 
[[[CREATE DATA DISK]]] 
Mount NEW disk on drive. 
Drive number? 
新しい フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を ドラ イブ に セッ ト し , その ドラ イブ の 
デバ イス 番号 を 入力 し ます 。 
(2) 次 に , 物理 フォ ー マ ッ ト を する か どう か 聞い て きま す 。 
Do you need physical formatting (y/n)? 
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物理 フォ ー マ ッ ト に 必要 な 場合 は , 
y 
と 入力 し ます 。 nr を 入力 する と , (3) へ 移り ます 。 
する と , 
Physical format a disk on drive X. 
Sure (y/n ) 
と 確認 し て きま す の で , 実行 する 場合 は , 
y [al 
と 入力 し ます 。 
Physical formatting. 
と 表示 され , 物理 フォ ー マ ッ ト が 行わ れ ま す 。 
さら に , 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 は , 
Formatting track XX. 


と 表示 され ます 。 
(3) 次 に シス テム フォ ー マ ッ ト が 行わ れ , 
Completed. 
と 表示 され て , 終了 し ます 。 


TRANSFER FILES( フ ァイル 転送 ) 
(1) 「TRANSFER FILES」 を 選択 する と 次 の メッ セー ジ が 現われ ます 。 
[[[TRANSFER FILES]]] 
Transfer from? 
マス ター ディ スク を ドラ イブ に セッ ト し , その デバ イス 番号 を 入力 
し ます 。 さ ら に , マス ター ディ スク が 片面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク (PC-8031, PC-8031-1W ) で 使用 し て いた フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場 
合 は , 数 字 の 後に “S” を 付け ます 。 
デバ イス 名 が 「 1 : 」 で , 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場 
合 は , 
gl 
デバ イス 名 が 「 2 :」 で , 片面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場 


合 は 
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2 s 
と 入力 し ます 。 
(2) 正しく 入力 され る と, 
to? 
と 表示 され ます の で , 転送 され る フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を ドラ イブ に 
セッ ト し , その ドラ イブ の デバ イス 番号 を 入力 し ます 。 この 場合 も , 
片面 倍 密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 指定 する こと が で きま す 。 
な お , この と き 転 送 先 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は , すでに フォ ー マ ッ 
ト さ れ て いな けれ ば な り ま せん 。(「CREATE SYSTEM DISK」 ま た は 
「CREATE DATA DISK」 を 使い ます 。) 
(3) 次 に , 
Sure (y/n)? 
と 確認 し て きま す 。 も し , 今 ま で 指定 し た ドラ イブ の デバ イス 番号 が 
まち が っ て いれ ぱ , 
n 
と 入力 し ます 。 
y 
を 入力 する と , 
Copying file XXXX XX 一 X 
と 表示 し て , ファ イル を 転送 し ます 。 
(4) すべ て の ファ イル が 転送 し 終わ る と , 
Completed. 
と 表示 され て , 終了 し ます 。 
注意 
も し , 転送 され る フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 未 使用 セク タ 数 より , マ 
スタ ー デ ィ ス ク が 使っ て いる セク タ 数 の 方 が 大 きい 場合 は , 途中 
で 
Disk full 
と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 こ の プロ グラ ム を 実行 す 
る 前 に , 転送 で きる か 確認 する よう に し て くだ さい 。 
また , 転送 され る フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 同じ ファ イル 名 の も の が 
ある と その ファ イル は 転送 する ファ イル の 内 容 に 置き 傘 わり ます 
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の で 注意 し て 下さ い 。 


SET UP INFO[N88] (NgsDISK-BASIC の ID セク タ の 書き 換え ) 
(1) 「SET UP INFO [N88]」 を 選択 する と , 次 の メッ セー ジ が 現われ ます 。 
[[[SET UP INFQ]]] 
N88 DISK-BASIC 
Mount SYSTEM disk on drive. 
Drive number? 
ID セク タ を 書き 換え た い NasDISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を ドラ イ 
ブ に セッ ト し , その ドラ イブ の デバ イス 番号 を 入力 し ます 。 
(2) 次 か ら は , ID セク タ に 書き 込む 内 容 を 設定 し て いき ます 。 
まず , 
How many files( 一 1 or 0 一 15) ? 
と た ず ね て くる の で , 同 時 に オー プン し た い フ ァイル 数 を 入力 し ます 。 
例え ば , 3 つ オ ー プ ン さ せ た い 場合 で す と , 
3 
と 入力 し ます 。 
この と き , 一 1 を 入力 する と , ID の ファ イル 数 に は 255(16 進 で FF) 
が セッ ト さ れ ま すか ら , ファ イル 数 は セッ ト さ れず , スタ ー ト する た 
びに ファ イル 数 を 尋ね る よう に な り ま す 。 
(3) 次 に , 
Year for init(- 1 or0 -99) ? 
と 表示 され ます の で , スタ ー ト 時 に セッ ト す る カレ ンダ 時 計 の 年 を 入 
力 し ます 。 セ ッ ト す る 必要 が な い 場 合 は ー1 を 入力 し て 下さ い 。 も し , 
セッ ト し て お か な いと , スタ ー ト 時 の 年 は 84 に 固定 され ます 。 
注意 
(2) お よび (3) で , キー の み 入 力 す る と , どちら も 0 が セッ ト さ 
れ た こと に な り ま す 。 


(4) さら に , 
Text for init? 
と 表示 され ます か ら , NssDISK-BASIC の スタ ー ト と 同時 に 実行 し た い 
BASIC の テキ スト (コマ ンド や ステ ー ト メン ト ) を 入力 し ます 。 例え ば , 
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“test.n88" と いう プロ グラ ム を スタ ー ト させ た い 場 合 で す と , 
run "testn88" 
と 入力 し ます 。 
も し , ここ で 入力 し た BASIC の テキ スト が 長 すぎ た 場合 は , 
Text can have a maximum of XXX characters 
と 表示 し て ブザー を 鳴ら し , も う 一 度 , BASIC の テキ スト の 入力 を 行 
う よ う に 指示 し て きま す 。 
(5) 以上 の 入力 が 終わ る と , 確認 の た め に , 今 ま で セッ ト し た 内 容 が 表 
示さ れ ま す 。 
・ オ ー プ ン す る ファ イル の 数 を セッ ト し な い 場 合 
Number of files is asked when starting up 
・ オ ー プ ン す る ファ イル の 数 を セッ ト し た 場合 
Number of files to allocate is XX 
・ 年 お よび BASIC の テキ スト を セッ ト し た 場合 
Year forinit IS XX 
Text for init IS XXXXX 
(6) 次 に , 
Sure (y/n)? 
と 聞い て きま す の で , 正しけれ ば 
y 
と 入力 し ます 。 
n 
の と き は , (2) へ 戻り ます 。 
(7) 次 の よう に 表示 され て 終了 し ます 。 
Completed. 


SET UP INFO [N] (DISK- BASIC の ID セク タ の 書き 換え ) 


使い 方 は ,「SET UP INFO [N88]」 と 同じ で す 。 た だ し , 標準 フロ ッ ピ ィ 
ディ スク ドラ イブ を 指定 する こと は で きま せん 。 
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付録 3.5 “dskut1? の 使い 方 


"dskut 1 "の メニ ュー 画面 は , 次 の よう に な り ま す 。 


DISK UTILITY for PC-8801MK2 dskut1 


COPY DISK 
CREATE SYSTEM DISK [N88] 


CREATE SYSTEM DISK [N] 





Select a feature and press RETURN key. 





ここ で は , カー ソル 移動 キー(1],L] ) を 使っ て , 実行 し た い 処理 を 選 


択 し , [| キー を 押し ます 。 
次 に , 各 機 能 に つい て 説明 し て いき ます 。 


COPY DISK( ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の コピ ー : 1 ドラ イブ ) 
(1) 「COPY DISK」 を 選択 する と , 次 の メッ セー ジ が 現われ ます 。 
[[[COPY DISK]]] (5" 1 drive) 


Do you need physical formatting (y/n)? 
新しい ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 物理 フォ ー マ ッ ト が 必要 な 場合 


は , 
ya 

と 入力 し ます 。 そ う で な けれ ば , 
na 


と 入力 し ます 。 こ の 場合 は , (3) に 移り ます 。 
(2) 物理 フォ ー マ ッ ト を 行なう 場合 は , 
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Mount NEW disk on drive X. 
Sure (y/n)? 
と 表示 され ます の で , 新しい ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を デバ イス 番号 
X の ドラ イブ に セッ ト し , 
y 
と 入力 し て くだ さい 。 
Physical formatting. 
と 表示 され て , 物理 フォ ー マ ッ ト が 行わ れ ま す 。 
(3) 次 に , すべ て の ファ イル が コピ ー さ れる まで , 以下 の 操作 を 繰り 返 
し ます 。 
(4) 次 の よう に 表示 され た ら , マス ター ディ スク を 入れ ます 。 
Mount MASTER disk on drive X. 
Sure (y/n)? 
正しく セッ ト で きた ら 。, 
y 
を 入力 し て くだ さい 。 
Reading track.… 
と 表示 され な が ら , デー タ が 読み 込ま れ ま す 。 
(5) 次 に , 
Mount NEW disk on drive X. 
Sure (y/n)? 
と 表示 され た ら , マス ター ディ スク を 取り 出し て , 新しい ミニ フロ ッ 
ピ ィ ディ スク を 入れ ます 。 
正しく セッ ト で きた ら 。, 
y 加 
を 入力 し て 下さ い 。 
Writing track.… 
表示 され な が ら , デー タ が 書き 込ま れ ま す 。 
ここ で , すべ て の ファ イル が コピ ー さ れる と , 
Completed. 
と 表示 され 終了 し ます 。 
そう で な い 場 合 は , (4) へ 戻り ます 。 
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CREATE SYSTEM DISK [N88] (NssDISK-BASIC の シス テム ディ スク を 
作る : 1 ドライブ) 

(1) 「CREATE SYSTEM DISK [N88]」 を 選択 する と , 次 の メッ セー ジ が 

現われ ます 。 
[[[CREATE SYSTEM DISK]]] (5"1 drive) 
N88DISK-BASIC 
Do you need physical formatting (y/n)? 
新しい ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 物理 フォ ー マ ッ ト が 必要 な 場合 


は , 
y 

と 入力 し ます 。 そ う で な けれ ば ぱ , 
n 


と 入力 し ます 。 こ の 場合 は , (3) に 移り ます 。 
(2) 物理 フォ ー マ ッ ト を 行う 場合 は , 
Mount NEW disk on driv ら X 
Sure (y/n)? 
と 表示 され ます の で , 新しい ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を デバ イス 番号 
X の ドラ イブ に セッ ト し , 
y 
と 入力 し て くだ さい 。 
Physical formatting. 
と 表示 され て , 物理 フォ ー マ ッ ト が 行わ れ ま す 。 
(3) 次 に , 
Mount SYSTEM disk on drive X. 
Sure (y/n)? 
と 表示 され ます の で , NssDISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を セッ ト し , 
y 
と 入力 し ます 。 
Reading disk code. 
と 表示 され , ディ スク コー ド が 読み 込ま れ ま す 。 
(4) ディ スク コー ド が 読み 込ま れる と , 次 の よう に 表示 され ます 。 
Mount NEW disk on drive X. 
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Sure (y/n)? 
ここ で , シス テム ディ スク を と り 出 し , 物理 フォ ー マ ッ ト が 終わ っ 
た ミニ フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク を セッ ト し ます 。 
正しく セッ ト し た ら , 
y 回 
と 入力 し ます 。 
Writing disk code. 
Completed. 
と 表示 され れ ば 終了 で す 。 


CREATE SYSTEM DISK [N| (DISK-BASIC の シス テム ディ スク を 作る : 


1 ドラ イブ ) 
使い 方 は , NsDISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 作る と き と 同 様 で す 。 


付 一 46 


付録 4 DISK-BASIC 


付録 4.1 DISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 


N-BASIC モ ー ド で ディ スク 版 BASIC を 使う に は , 「DISK-BASIC シ ステ ム 
ディ スク 」 か が 必要 で す 。(「 第 5 章 シ ステ ム の 起動 」 参 照 ) 
「DISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 」 は , 本 体 に 添付 され て いま せん が , 
「NasDISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 」 の 中 に ある ユー ティ リティ プロ グラ 
ム “ngen. n88" で 作る こと が で きま す 。 
次 に , その 手順 を 説明 し ます 。 
(1) NsDISK-BASIC を 起動 し ます 。 (標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト は 
切り 離し て お いて くだ さい ) 
(2) 「NaaDISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 」 か ら "ngen.n88" を ロー ド し ます 。 
load “ngen. n88” | 
(3) プロ グラ ム を 実行 し ます 。 
run 
(4) 次 の メッ セー ジ が 画面 に 表示 され ます の で , 「NssDISK-BASIC シ ステ 
ム デ ィ ス ク 」 を と り 出 し , 新しい ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ イス ク を ドラ イブ 
1 に セッ ト し ます 。 
DISK-BASIC SYSTEM DISK GENERATOR 
Mount NEW disk on drive 1. 
Sure (y/n)? 
(5) セッ ト し た ミニ フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク を 確認 し た ら , 
y 
と 入力 し て くだ さい 。 
(6) 次 の よう に 表示 され な が ら , シス テム ディ スク が 作ら れ ま す 。 
Physical formatting. 
Writing track X sector X. 


(7) し ば らく た っ て , ブザー が な り , 次 の よう に 表示 され れ ば 終了 で す 。 
Completed. 
(8) 以後 , 新 し い 「DISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 」 を 作る と き は , こ 
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れ を も と に し て , ディ スク ユー ティ リティ “dskut 2" ま た は ,“dskut 1" 
を 使い ます 。 
注意 
DISK-BASIC で は , PC-8881 な どの 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ 
ト を 使う こと は で きま せん 。 


付録 4.2 フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク の 使用 宣言 と 
使用 終了 の 宣言 


DISK-BASIC を 使う と き に 忘れ て は な ら な い 大 切な 注意 事項 と し て , フ 
ロッ ピ ィ ディ スク の 使用 宣言 と 使用 終了 の 宣言 が あり ます 。 
(NssDISK-BASIC で は 必要 あり ませ ん ) 

フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク を 使用 する と き に は , まず 最初 に DISK-BASIC に 対 
し て , これ か ら フ ロッ ピ ィ ディ スク を 使用 する 旨 , 伝え て お く こ と が 要求 
され ます 。 こ と わり も な く フ ロッ ピ ィ ディ スク を アク セス する コマ ンド を 
使用 する と DISK-BASIC は へ そ を まげ て , 

Disk not mounted 
と いう 怒り の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 返し て きま す 。 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 使用 宣言 を する の に は 次 の コマ ンド を 使い ます 。 

この と き , 指定 し た ドラ イブ に は , あら か じ め こ れ か ら 使 用 する フロ ッ 
ピ ィ ディ スク を いれ て お きま す 。 

mount て ドラ イブ 番号 ン 
た と えば , ドラ イブ 1 を 使う の な ら , 
mount 1 
と し ます 。 す べ て の ドラ イブ を 使う に は , て ドラ イブ ツジ を 省略 し て , 単に 
mount 
と すれ ば よい で し ょ う 。 

mount コ マン ド を 入力 する と , 「 カ チン 」 と いう 音 が し て , LED が つき , 
すぐ に LED が 消え , Ok が 表示 され ます 。 今後 , この 「 カ チン 」 と いう 音 が 
し て , ディ スク に 対し て 読み 書き する こと を , 「 デ ィ ス ク を アク セス する 」 
と 言う こと に し ます 。 LED が つい て いる と いう こと は 現在 ディ スク を アク 
セス 中 で ある こと を 示し て いま す 。 
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話 を も と に 戻し て , mount コ マン ド を 入力 する と 指定 し た ドラ イブ の ディ 
スク を アク セス し ます 。 こ の と き , 実際 に は FAT( エ フエ イ テ ィ ー ま た は 
ファ ッ ト ) と よ ば れる 一 種 の 住所 録 を ディ スク か ら 読 ん で メモ リ 内 に 書き 
込む の で す 。 

すべ て の ファ イル は 名 前 が つい て お り ( フ ァイル 名 ), BASIC は 各 フ ァ イ 
ル の 名 前 と , その ファ イル が 実際 に 格納 され て いる ディ スク 上 の 位置 ( 住 
所 ) と を 関連 づけ る 住所 録 を 持っ て いま す 。 あ な た が , た と えば ABC と い 
う 名 前 の ファ イル を 読み 込む よう に 指令 し た 場合 , BASIC は この 住所 録 か 
ら ABC と いう ファ イル の 住所 を 調べ て , その ファ イル を 読み ます 。 

と に か く , mount コ マン ド を 実行 する と , その フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が 使 
用 可能 に な り ま す 。 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 使用 を 開始 する に は , mount コ マン ド に より 
DISK-BASIC に 対し その 旨 の 宣言 を 行い ます 。 同様 に その フロ ッ ピ ィ イデ ィ 
スク の 使用 を 終え る と き に は , や は り そ の 旨 を DISK-BASIC に 知ら せ て や 
る 必要 が あり ます 。 こ れ が remove コ マン ド で す 。 


remove く ドラ イブ 番号 


remove 1 





remove1, 2 
remove 


最後 の 例 は すべ て の ディ スク の 使用 終了 を 宣言 し ます 。 

以上 の 説明 の うち , 「 同 様 に を その フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 使用 を 終え る と 
き 」 と いう 文 の 持つ 意味 を 十分 に 理解 し て くだ さい 。「 そ の ドラ イブ の 」 
で は あり ませ ん 。 

た と えば ドラ イブ 1 に ある フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を いれ て mount を 実行 し , 
load, save 等 を 行い まし た 。 次 に 同じ く ド ライ ブ 1 に 別 の ディ スク を いれ 
て 使 お うと いう 時 , ディ スク を いれ か える 前 に remove 1 を 実行 し , 新しい 
ディ スク を いれ た 後に mount 1 を 実行 する こと が 要求 され て いる の で す 。 

remove コ マン ド を 実行 する と 指定 し た ドラ イブ の ディ スク が アク セス さ 
れ ま す 。 こ れ は FAT( 住 所 録 ) を ディ スク へ 書き 込む の で す 。mount を 実行 
する と ディ スク の FAT が メモ リ 内 に 読み 込ま れ ま す 。 そ れ 以 後 , FAT の 更 


付 一 49 


新 は 通常 メモ リ 内 の FAT の コピ ー に 対し て 行わ れ ま す 。 す な わ ち , 最新 の 
FAT は メモ リ 内 に あり ます 。 remove を 実行 する と , その 最新 の FAT を ディ 
スク に 書き 込み , ディ スク 内 の FAT を 正しく 更新 する の で す 。 

お そら く こ の 説明 で remove コ マン ド の 重要 性 が 理解 で きた で し ょ う 。 
remove せ ず に ディ スク を と り だ す と , その ディ スク の FAT は 古い まま で 
す 。 と ころ が , 実際 の デー タ や プロ グラ ム は 変化 し て し まっ て いま す 。 つ 
まり FAT と デー タ に くい 違い が 生じ る の で す 。 例え て みれ ば , 住民 の 転出 
入 が あっ た の に , 住所 録 が 古い まま に な っ て いる の と 同じ で す 。BASIC に 
と っ て は , ファ イル の 住所 を 知る に は FAT だ けが 頼り 0 な の で ある こと を 忘 
れ て は な り ま せん 。 こ うな っ て し まう と , その ディ スク は 壊れ た も 同然 で 
あり , 最悪 の 場合 , 二度と 使え ませ ん 。 す べ て の ファ イル (デー タ , プロ 
グラ ム ) が 失 な われ る の で す 。 

この ディ スク は 物理 的 に 破壊 され た わけ で は な いか ら フ ォ ー マ ッ ト を や 
りな お せ ば 再 使用 は で きま す 。 し か し 失 な われ た デー タ は 二度と も と に は 
戻り ませ ん 。 大事 な の は ディ スク それ 自身 で は な くそ こ に 記録 され て いる 
デー タ な の で す 。 
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付録 5 添付 ソフ トウ ェ ア の 使い 方 


付録 5.1 添付 ミニ フロ ッ ピ イィ ディス ク 


PC-8801MKII model 20, model 30 に は , 2 枚 の ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
が 添付 され て いま す 。 
(1) NssDISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 
NssDISK-BASIC を 起動 する と き に 使い ます 。 こ の 中 に は , ユー ティ 
リティ を 始め , デモ , チ ュー ター な どの すぐ に 役立つ プロ グラ ム が 入っ 
て いま す 。 
* ngen. n88 
DISK-BASIC の シス テム ディ スク を 作る た め の ユ ー テ ィ リ ティ プ 
ログ ラム で す 。 使い 方 は ,「 付 録 4.1 DISK-BASIC シ ステ ム デ ィ ス 
ク 」 を 参照 し て くだ さい 。 
* dskut 1.n88 dskut 2.n88 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の コピ ー や , ファ イル 転送 な ど を 行う ユー 
ティ リティ プロ グラ ム で す 。 使い 方 は 「 付 録 3 ディ スク ユー ティ リ 
ティ の 使い 方 」 を 参照 し て くだ さい 。 
・ demo. n88 
PC-8801MKI の デモ プロ グラ ム で す 。PC-8801MKII の グラ フィ ッ 
ク 機能 を 生か し た アニ メー ショ ン や 音楽 を お 楽し みく だ さい 。 
[実行 の 方 法 ] 
この ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を ドラ イブ 1 に 入れ 
run “demo. n88”[] 
と し ます 。 
* tutor. n88 
パソ コン 家庭 教師 プロ グラ ム で す 。 キー ボー ド の 使い 方 や グラ フ 
ィ ッ クス の 概念 な ど が 学べ ます 。 
[実行 の 方 法 ] 
この ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を ドラ イブ 1 に 入れ , 
run “tutor. n88” 
と し ます 。 
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・@load. n88 @exst* 
拡張 命令 パッ ケー ジ で す 。 使い 方 は ,「 第 15 章 拡張 命令 」 を 参照 
し て くだ さい 。 
・ demoex. n88 
拡張 命令 を 使っ た サン プル プロ グラ ム で す 。 
[実行 の 方 法 ] 
まず , 拡張 命令 を 追加 し て お きま す 。 
run“@load. n88” 
すでに 拡張 命令 が 追加 され て いる 場合 は 必要 あり ませ ん 。 
次 に 
run “demoex. n88” 
で 実行 し ます 。 
この フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に は , 他 に も いく つか ファ イル が 含ま れ て 
いま す が , これ ら は , demo お よび tutor で 使用 する ファ イル で す 。 
注意 
demo, tutor は , 標準 フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク が 接続 きれ て いる 場 
合 は 正常 に 動作 し ませ ん 。 


(2) ゲー ム デ ィ ス ク 

「 ジ ャ ング ル ア ド ベン チャ ー」,「 ザ ・ マ ウス 」 の 2 本 の ゲー ム プ ロ 

グラ ム が 入っ て いま す 。 

[実行 の 方 法 ] 
この ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を ドラ イブ 1 に 入れ , リセ ッ ト ス 
イッ チ を 押し て くだ さい 。 自 動 的 に スタ ー ト し ます 。 
な お , 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト が 接続 きれ て いる 場合 
は , 電源 を 「OFF 」 に し て お いて くだ さい 。 
初期 画面 が 出 終 っ た ら , ファ ンク ショ ン キ ー[f・1] ま た は [f・5 
で ゲー ム を 選択 し て くだ さい 。 

・ ジ ャ ング ル ア ド ベン チャ ー 
EE クー 
ム が 始ま り ま し た ら , 2, 4, 6, 8 の キー を 押し , 迷路 の よう な ジャ 
ング ル の 中 を 歩い て 2 人 の 女の子 を 人 間 の 世界 へ つれ て も どっ て く 
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だ さい 。 
ラン ルン 
ね ずみ が チー ズ を 自分 の 巣 へ 持ち か える ゲー ム で す 。 ね ずみ を 

ね ら っ て いる ネコ や タカ な ど に 注意 し て 高 得点 を ね ら っ て くだ さい 。 

5 インチ の シス テム ディ スク か ら , ディ スク ユー ティ リティ 「 TRANSFER 
FILES」 に よっ て , 8 イン チ や 5 イン チ の 他 の メデ ィ ア に 転送 し た 場合 , 
demo. n88, tutor. n88,。 ジャン グル アド ベン チャ ー, ザ ・ マ ウス は 正 
常に 動き ませ ん 。 





付録 5.2 添付 カセ ッ ト テ ー プ 


PC-8801MKI model 10 に は , カセ ッ ト テ ー プ が 添付 され て いま す 。 この 
中 に は デモ , ゲー ム , 拡張 命令 パッ ケー ジ な ど が 含ま れ て いま す 。 
A 面 : (1) demo… デ モ プ ログ ラム 
load “cas2 : demo” 


で ロー ド し 。 
run [の | 
で 実行 し ます 。 


(2) game… ゲ ー ム プロ グラ ム 
load “cas2 : game” 


で ロー ド し , 
run [| 
で 実行 し ます 。 


B 面 : 1) @ exst… 拡 張 命 令 パ ッ ケ ー ジ 
使い 方 は , 「 第 15 章 拡張 命令 」 を 参照 し て くだ さい 。 
(2) demoex… 拡 張 命令 デモ プロ グラ ム , 
拡張 命令 を 付加 し た 後 , 
load “cas2 : demoex” 


で ロー ド し , 
run [|] 
で 実行 し ます 。 
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付録 6 PC シリ ー ズ の 周辺 装置 


PC-8801MKII は 豊富 な PC シリ ー ズ の 周辺 装置 の ほとん ど を 接続 する 事 
が で きま す 。 次 に , PC-2000, PC-6000, PC-8000, PC-8200, PC-8800 シ リー 
ズ の 周辺 装置 に つい て 説明 し ます 。 


PC-8801MKI に 接続 し て 使用 で きる も の 


[カラ ー デ ィ ス プレ イ ] 

RG.B. セ パレ ー ト 方 式 の カラ ー デ ィ ス プレ イ を 接続 する 事 が で きま す 。 
次 に 示す カラ ー デ ィ ス プレ イ は , 水平 走査 周波 数 が , 24.83kHz の 専用 
高 解像度 ディ スプ レイ で 最大 640X400 ド ッ ト の グラ フィ ッ ク が 表示 で き 
示 ボ 


PC-KD551 14 イ ンチ ・ カ ラ 
ー デ ヂ ディスプレイ 
( 高 解像度 ) 


| 


落 二 4 
w さ 信司 ご 
て さき 遷 く 


続 ケ ー ブ ル 添 付 ) 





PC-8853N 


〇 ゝ 
中 
に こう 
つ 


0 ドッ ト の グラ フィ ッ ク が 表 
あう 型 専用 高 解像度 カラ ー デ 
ッ チ 0.31mm, 前 面 フ ィ ル タ 


引 
ョ (つつ 
紹 < 
CC 
NE 


eo 


民 


ーー へ 
nw パ 
1 





人 さ く 
ト 


続 ケ ー ブ ル 添付 ) 


[モノ クロ ディ スプ レイ ] 

コン ポジ ッ ト ビ デオ 方 式 の モノ クロ ディ スプ レイ を 接続 する 事 が で き 
ます 。 次 に 示す モノ クロ ディ スプ レイ は , 水平 走査 周波 数 が 24.83kHz 
の 専用 高 解像度 ディ スプ レイ で 最大 640X400 ド ッ ト の グラ フィ ッ が 表示 
で きま す 。 
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PC-8841 ンチ ・ モ ノ | 640 X400 ド ッ ト の グラ フィ ッ ク が 表 
示 可 能 な 12 型 専用 高 解像度 モノ クロ 
ディ スプ レイ 。 





(接続 ケー ブル は 本 体 に 添付 ) 


PC-8851 640 X400 ドッ ト の グラ フィ ッ ク が 表 
クロ 示 可 能 な 14 型 専 用 高 解像度 モノ クロ 
イ (肖像 ) ディ スプ レイ 。 

(接続 ケー ブル は 本 体 に 添付 ) 





ニー グル ラマ ジ ダ | 

プロ グラ ム や デー タ の ロー ド や セー プ は 家庭 用 の テー プレ コー ダ を 使 
用 し て 充分 行え を ます が , PC-8801MKII 用 に 新しく 購入 され る 場合 は 
PC-2000 シ リー ズ , PC-DR シリ ー ズ の 専用 デー タレ コー ダ を お 勧め し 
ます 。 一 般 の テー プレ コー ダ で は , イヤ ホン ジャ ッ ク 端 子 に ジャ ッ ク を 
差し 込ん で し まう と スピ ー カ か ら 音 が で ませ ん し , リモ ー ト 端子 を 使用 
し て いる と 巻き も ど し え 早送り が で きま せん が 専用 デー タレ コー ダ で 
は , この 様 な 点 も 十分 考慮 され て お り , 使い 易く な っ て いま す 。 


特 長 


PC-2081 2 ー ダ | 電池 駆動 可能 な ポー タブ ル タ イ プ 
ニタ 用 圧電 ブザー 内 蔵 


PC-DR311 デー タレ コー ダ | 縦 型 の 新 デ ザイ ン 

モニ タ 用 圧電 ブザー 内 蔵 

PC-DR321 デー タレ 区 | モニ タス ピー カ 内 蔵 , モニ タレ ベル 独立 
調整 可能 。 前 後 5 つ まで の プロ グラ ム サ 
ー チ 機能 付 , 操作 は ソフ ト タ ッ チオ ペレ 


ーション 


PC-DR330 プー ー ダ | モニ タス ピー カ 内 蔵 , モ ニタ レベ ル 独 立 調 
整 可 能 , プ ログ ラム 頭 出し 可 , 操 作 は ソフ ト 


タッ チオ ペレ ーション 


























(接続 ケー ブル は 本 体 添付 ) 


ー 忌 光 包 ネネ アホ スグ | 

際 EC EN 
ク を 内 蔵 す る こと が で きま す 。 ま た , それ 以上 増設 し た い 場 合 に は , 拡 
生 5B2 生生 2 
ブ ま で 拡張 する 事 が で きま す 。 


人 5 





PC-8801MKI 
-FD1 


ドラ イブ 。 (両面 倍 密度 ) 





PC-80S32 『 5 
ライ ブ 2 台 実 装 の 拡張 用 ユニ ッ ト 。 本 体 
内 に 2 ドラ イブ 実装 後 の 拡 張 に 使用 。 
(接続 ケー ブル 添付 ) 








注意 
PC-8801MKII に は PC-8031-1V/1W/2W, PC-8032-1W/2W, 
PC-80S31 は 接続 で きま せん 。 











[8 イン チ フ ロッ ピ ィ ディ スク ] 

PC-8801MKI は 最大 4 ドラ イブ まで の 8 イン チ フ ロッ ピ ィ ディ スク ド 
ライ ブ を 接続 する 事 が で きま す 。 こ の 場合 PC-8801MKI の 拡張 スロ ッ ト 
に イン タフ ェ ー ス ボー ド を 差し て 使用 し ます 。 


PC-8881 イン チ ・ フ ロッ | 8 イン チ 否 型 ド ライ ブ 2 台 実 装 , 」 
6 た 1 バイ ト / ド 8 
PC-8884 添付 
イィ インタフェース ポ ボー ド 添 付 
接続 ケー ブル 添 付 





PC-8881(1) ン 2 ッ | PC-8881 と 同機 能 
デイ ブ 本 体 の 右側 設置 用 
PC-8882 張 > 8 イン チ 薄 型 ド ライ ブ 2 台 実 装 , 
ッ ピ ィ デ PC-8881 の 拡張 用 ユニ ッ ト 
ッ 本 体 の 左側 設置 用 
(接続 ケー ブル 添付 ) 


PC-8882(1) 張 PC-8882 と 同機 能 
デイ ブ 本 体 の 右側 設置 用 
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トド ジス テム ディ スク ] 
model 10 を 購入 きれ た お 客 様 が フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク を 増設 され た 場合 
に は シス テム ディ スク か が 必要 に な り ま す 。 








PC-8837-2W | PC-8801MKI 用 | 両面 倍 密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス ク 
シス テム ディ スク | 用 

PC-8887 PC-8801MKI 用 | 8 イン チ ・ フ ロッ ピ ィ ディ スク 用 
シス テム ディ スク 


[ハー ド デ ィ スク ] 

PC-8801MKI に は イン タフ ェ ー ス ボー ド を 拡張 スロ ッ ト に 挿入 する 事 
に より PC-9800 シ リー ズ の 5 インチ 固定 ディ スク ユニ ッ ト を 接続 する 事 
が で きま す 。 



















注意 
PC-8801MK II の Nas-BASIC, N-BASIC で は 固定 ディ スク を 使 

用 する 事 が で きま せん 。CP/M や 特定 アプ リケーション の も と 
で お 便 い くだ さい 。 














PC-8801-07 | 本 体 と 5 ら イ ンチ ・ 固 定 デ ィ ス ク ユ ニッ 
ト を 接続 
本 体 の 拡張 スロ ッ ト に 実装 


PC-98H31 1 ユニ ッ ト 目 用 , 容量 5M バ イト 
DMA 転 送 方 式 に よる 高速 デー タ 転 送 
0 0 
ケー ブル 添付 








PC-98H32 拡張 用 5 イン チ | 2 ユニ ッ ト 目 用 , 容量 
固定 ディ スク ュ | DMA 転 送 方 式 
(接続 ケー ブル : 


PC-98H33 5 イン チ 固 定 デ ィ | 1 ユニ ッ ト 目 用 , 容量 10M バ イト 

ク DMA 転 送 方 式 に よる 高速 デー タ 転 送 
2 0 MS の 
ケー ブル 添付 








PC-98H34 張 3 2 ユニ ッ ト 目 用 , 窒 
定 デ DMA 転 送 方 式 に よ 
(接続 ケー ブル 添付 ) 
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[プリ ンタ ] 


セン トロ ニク ス 社 準拠 の 1 インタ フェ ー ス を 採用 し て いる PC シリ ー ズ 


の プリ ンタ を 接続 する こと が で きま す 。 





PC-8024 


ドッ トマ トリ ッ ク 
スプ リン タ 





9 ピン ドッ トマ トリ ックス プリ ンタ 
10 イ ンチ , 印字 速度 180CPS 
(接続 ケー ブル 添付 ) 





PC-8027 


ドッ トマ トリ ッ ク 
スプ リン タ 


場所 を と ら な い タ テ 型 コン パク ト タ 
イプ の 9 ピン ドッ トマ トリ ックス プ 
リン タ 

10 イン チ , 印字 速度 105CPS 
(接続 ケー ブル 添付 ) 





PC-8824 


熱転写 プリ ンタ 


サー マル ヘッ ド に よる ドッ トマ トリ 
ックス 方 式 

PC-8824-02 を 追加 する こと に より 
PC-8825 と 同等 

12 イン チ , 印字 速度 30CPS 
(接続 ケー ブル 添付 ) 





PC-8825 


PC-8826 


PC- PR201 


PC-PR202 


注意 





熱転写 漢字 プリ ン 
タ 


日 本 語 シ リア ルプ 
リン シタ 


明 朝 体 (24 ドット ) の 美しい 漢字 を 
印字 (第 一 水準 ) 
PC-8824-12 を 追加 する こと に より 
第 二 水 準 の 漢字 も 印字 可能 

チ 速 度 15CPS (漢字 ) 
(接続 ケー ブル 添付 ) 





4 色 マ ル チ ベ ペン の 採用 で 美しい 絵 を 
作図 可能 

プリ ンタ 機能 内 蔵 

10 イン チ 

(接続 ケー ブル 添付 ) 


明 朝 体 (24 ドッ ト ) の 美しい 漢字 を 印 
字 可 能 (第 一 水準 ) 

PC-PR201-12 を 追加 する 事 に より 
第 一 水準 の 漢字 を 印字 可能 

単 票 用 紙 の 使用 に 便利 な シー ト フ ィ 
ー グ を オプ ショ ン て で 用 意 
(PC-PR201-04 ) 

16 イ ンチ , 印字 速度 40CPS (漢字 ) 
(接続 ケー ブル 添付 ) 





ドッ トマ トリ ッ ク 
ス 漢 字 プ リン タ 





18 ピ ンド ッ ト マ トリ ックス プリ ンタ 
漢字 (16 ド ッ ト ) 印 字 可 能 

15 イ ンチ, 印字 速度 60CPS( 漢 字 ) 
(接続 ケー ブル 添付 ) 





PC-8826 で は , PC8801MKII の COPY 機 能 は 使用 出来 ませ ん 。 
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[拡張 用 ボー ド ] 

PC-8801MKIHI に は 3 つの 拡張 スロ ッ ト が 用 意 さ れ て いま す の で , 
PC-8000 シ リー ズ や PC-8800 シ リー ズ 用 に 作ら れ た イン タフ ェ ー ス ボー 
ド を 使用 する 事 が で きま す 。 


ユニ バー サル ポ | ォ リ に 
人 


PC-8012-02 増設 RAM ボー | 32K バ イト の メモ リボ ー 
ド 特定 アプ リ ケ ー シ ョ ラップ ト 上 で 合用 


PC-8012-04 録音 再生 ボ 和 な 音声 出力 が 
約 30 秒 まで の 音声 を 記録 


PC-8012-05 | 音声 認識 ボー ド | 特定 話 者 の 音声 を 認識 
128 語 まで 登録 可能 


PC-8801-02N | 増設 RAM ボー | 128KK バ イト メモ リボ ー ド 
ド 特定 アプ リケーション ソフ ト 上 て で 使用 








PC-8801-07 ンチ ・ 固 定 デ | 5 イン チ ・ 固 定 デ ィ ス ク を 合 2 


め の イ ンタ フェ ー ス ボー 

固定 ディ スク は CP/M や DRYB2 の 
下 で 使用 

PC-8801-10 | ミ ジッ 6 重 和 音 の 音楽 と シン セ サ イ ザー を コ 
| ント ロー ル す る た め の ボ ー ド 





PC-8801-16 | 16 ビ ッ ト カ ー ド |16 ビ ッ ト 用 の OS ( MS-DOS ) を 使用 
する た め の ボ ー ド 


PC-8863 専用 通信 ボー ド | エミュレータ ソフ ト を 使用 する た め 
の ボー ド 


FC-8864 > | PCNET を 使用 する た め の ボ ー ド 











PC-8897 GP-IB イ ンタ フ | GP-IB(IEEE-488 ) インタフェース 
ー ス ボー ド を 使用 する た め の ボ ー ド 
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[入出 力 装置 ] 


PC-8801MKT に は , 利用 凍 囲 を さら に 


て いま す 。 


広げ る 入出 力 装置 が 用 意 











[ケー ブル ] 


PC-8801MKII と 各種 周辺 機器 を 接続 する に 


し ます 。 


PC-8091 


PC-8092 


PC-8093 


カラ ー デ ィ ス プ 
レイ 用 ケー ブル 


プレ イ 用 ケー ブ 
ル 


モデ ム を 内 蔵 し た 電話 機 


300BPS 用 
(接続 ケー ブル 添付 ) 


有効 画面 A4 判 


R. G. B 信 号 入力 型 の カラ ー デ ヂ ディ スプ 
レイ を 接続 する た め の ケ ー ブ ル 

コン ポジ ッ ト 信 号 入 力 型 の モノ クロ デ 
ィ ス プレ イ を 接続 する た め の ケ ー ブ ル 





CMT 用 ケ 
ル 


プリ ンタ 用 ケー 
ブル 


(本 体 添付 ) 
ETSZY プ 7 


ー プ ブル 
(本 体 添付 ) 


* さ れ 


は , つぎ の ケー ブル を 使用 





プリ ンタ を 接続 する た め の ケー ブル 





PC-CA601 





PC-CA602 





RS-232C 用 ケー 
ブル 


GP-IB 用 ケー ブ 


ル 


RS-232C イ ンタ フェ ー ス を 接続 する た 


め の ケ ー ブ ル (モデ ム 接 続 用 ) 


GP-IB イン タフ ェ ー ス を 接続 する た 
め の ケ ー ブ ル 





RS-232C 用 ケー 
ブル 
(ノー マル ) 





RS-232C イ ンタ フェ ー ス を 接続 する た 
め の ケ ー ブ ル (モデ ム 接 続 用 ) 





RS-232C 用 ケー 
ブル 
(リバ ー ス ) 





RS-232C イ ンタ フェ ー ス を 接続 する た 
め の ケ ー ブ ル (パソ コン 相互 の 接続 








PC-8801MKI に 接続 出来 る が 注意 が 必要 な も の 


[ディ スプ レイ ] 
PC-8000 シ リー ズ 等 の 標準 ディ スプ レイ (水平 走査 周波 数 15.75kHz ) は 
640X200 ド ッ ト モ ー ド で 使用 で きま す 。 


示 に は むき ませ ん 。 


PC-8045K キャ フク ク 単位 の 座標 を 読み 取り ま 
ドッ ト 単 位 で は 使用 で きま せん 
PC-8048N 家庭 用 テレ ビブ ラウ ン 管 (ドッ トピ ッ 
の ) を 使用 し て 
レ 
接続 ケー ブル 添付 
PC-8049N | 12 イ ンチ ・ カ ラ | 高 解像度 プラ ウン 管 ( ド 
ー デ ヂ ディス プレ イ | 0.31mm ) を 使用 し た カ 
( 高 解像度 ) レイ 
接続 ケー ブル 添付 


PC-8050N 12 イン チ ・ グリ | 2000 文 字 表 示 可 能 
ー ン ディ スプ レイ | 接続 ケー ブル は 本 体 添付 


PC-8052 ドッ トピ ッ チ 0.39mm の プラ ウン 管 を 
更 用 し た カラ ー デ ヂ ディスプレイ 
接続 ケー ブル 添付 


PC-8054 ドッ トピ ッ チ 0.50mm の ブラ ウン 管 を 

更 月 し た カラ ー デ ィ ス プレ イ 

接続 ケー ブル 添付 

PC-8058 12 イ ンチ ・ カ ラ | ドッ トピ ッ チ 0.38mm の ブラ ウン 管 を 
ー デ ィ ス プレ イ | 使用 し た カラ ー デ ィ ス プレ イ 

接続 ケー ブル 添付 


PC-KD301 | 12 イ ンチ ・ カ ラ | ドッ トピ ッ チ 0.36mm の ブラウン管 を 
ー デ ヂ ディスプレイ | 使用 し た カラ ー デ ィ ス プレ イ 
接続 ケー ブル 添付 

PC-KD351 ドッ トピ ッ チ 0.39mm の ブラ ウン 管 を 


使用 し た カラ ー デ ィ ス プレ イ 
接続 ケー ブル 添付 


PC-KD901 ピ 6 PC-8853N, PC-KD551, PC-8054, 
ロ PC-KD351 専用 ディ スプ レイ 置き 公 


PC-8044K 家庭 テレ ビ 用 カ | この アダ プ タ の 接続 に より , 家庭 用 カ 
ラー アダ プ タ | フー テレ ビ を 使用 する こと が 出来 ます 。 
解像度 が 低い の で , 細か い 文字 の 表 
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光 み 1 

PC-2000 シ リー ズ , PC-6000 シ リー ズ の プリ ンタ を 接続 する こと が 出 
来 ま す が COPY 機 能 は 使用 で きま せん 。 
又 、 グ ラフ ィ ッ クキ ャ ラク タ が 異な り ま す 。 





PC-2021 電池 駆動 方 式 の 40 桁 サー マル プリ ンタ 
タ 接続 ケー ブル (PC-6094-60 ) 別 売 
PC-6021 40 桁 サー マル プ | 40 桁 サ ー マ ル プリ ンタ 
リン タ 接続 ケー ブル (PC-8894 ) 別 売 











PC-6022 水性 ボー ル ペ ンタ イプ の 4 色 カ ラー プ 
ロッ タプ リン タ 
接続 ケー ブル (PC-8894 ) 別 売 


PC-6023 ロッ 4 色 マ ル チ ペ ン ( ボ ー ル ペン / 油 性 サイ 
・ ン ペ ン ) を 使用 し た A4 判 プロ ッ タ プ 
リン タ 
接続 ケー ブル (PC-8894 ) 別 売 
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漢字 コー ド 表 


付録 7 


※ コ ー ド は 16 進 で 表現 され て いま す 。 


2342 と な り ま す 。 


例え ば "B" の コー ド は 2340 十 2 


2 3 
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A B C 
P Q R S 
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0040 


0050 


0060 
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00C0| タ チ 


た ち つ て 
む め も 


00E0 
00FO 
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に 3 


や 


み 





CR SO SI 


CL 


SH SX EX 


0100 
0110 
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> <ー 


D2 D3 


DE Di 


L M N O 


H 


0140|1@ A B C 


0150]P Q R S 
0160 


1 


4 


4 
角 |Olp 9 rs 
文 
字 


が 32k vi/ 


@ 〇 O/ ハ \ 








0⑪90:| 革 、 研 寸 セ 


01A0 


01B0 | 


01CO| タ チ 


O1FOIx 円 年 月 


C D E F 
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ロ 有 に av SS SO を へ を 擬 RH Q 
o ・ コー S 旭 マ |S や w※ ふ  o 
mz 〇 用 コー |S や あけ 8O | SS や ( 攻 さ  m 
< マー つ NN ーー ド 人 S 乱 で てく ー KK ト マー < 
の で YE の mm ーー S セ うう て < k ベ KK と の 
の O 才 : eo 中 史記 メ 2 くつ っ) で っ 6 H 一 <m QO 
OO RAN 了 ァ Re 0 だ | Re の 全 | 光 の EN トド 
の O 〇 ユジン いも ツタ 心 年 必 條 トト o 
の io ら 四 コッ ョ rr や る 人 る で ょ ま 公 トト d で m 
由 マロ ヒレ で っ ー 5 No で mh 委 と すさ 
o x。 MS oO の Oo Sow | 2 り UCS を SISHnSD ャ TA @ 
Q ン せ Q 本 誤 つ ょ 各所 や る や | ト よ よ 中 りり P 人 NN Q 

とら で - "マズ マ ぴ ヴ em ご さや や で | ト よ 中 くく ペー 

ーー | の の 呈 に シン 38 8 加 へ くく くさ 填 Oo 

移 ・ 六 人 叩 | 〇 Q 代 名 RAR+ ト 





2121H で す 。 


※ 空白 文字 の コー ド は , 
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| 2 314 5 6 7i8 9 A BIC DEF 
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珂 摘 未 析 箇 花 着 痢 荷 寺 某 明 課 席 
名 過 皿 敷 筑 峨 我 牙 画 貝 芽 娠 賀 雅 傍 罰 
休会 解 回 虹 填 回 快 怪 悔 居 栓 吸 提 改 
信隆 摘 放 更 章 旨 作 問 只 衝 婦 
外 咳 害 崖 | 慌 概 涯 宮 | 善 街 該 鎧 骨 温 殴 星 
吉 杭 災 釣 痢 唄 各 服 孤 失格 核 股 獲 確 衝 
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員 刈 閣 け 遇 寺 條 訪 ! 失 刊 勘 勧 巻 喚 堪 姦 
完 官 寛 千 ] 商 量感 仙 橋 換 敢 相 貴 橋 才 委 
守 漠 測 溢 甘 邊 大潮 人 科 緩 何 輸 肝 艦 
発 観 諫 所 人 間 間 関 除電 館 科 丸 各 岩 
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巨 拒 拠 挙 幼 庶 許 昭久 漁 鎧 魚 U 部 京 

o 1 2 3i4 5 6 フ 7!8 9 A Bic DEF 
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手 個 古 呼 園 | 始 孤 己 庫 | 線 戸 族 相 
滑 鬼 滑 符 員 胡 門 席 論 果 釘 記 顔 疲 玉 
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人 8 
杏 」 門 
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me| 死 氏 獅 祉 私 終 紙 柴 上 用 充 宙 誠 試 計 
まかり トド 
3C20 3 滋 in 5 Ia 面 耳 4 0 ? 
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